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　 この報告 書 は,日 本 自転 車振興会から競輪収入

の一部であ る機械工業振 興 資金 の補助 を受 けて昭

和55年 度 に実 施 した 「情報 シ ステムの有効利用

方法体系化 に関す る調査研 究」の成果 を とりまと

めた もの であ ります。
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　 わ が国 に お ける コ ン ピ ュー タ利 用 の進 展 には 著 しい もの が あ り,処 理 の 高 度

化 ・ 多 様 化 と相 侯 っ て,情 報 シ ス テ ムは 規模 の拡 大,機 能 の 拡 充 が着 実 に 図 ら

れ てい る現状 にあ ります。

　 しか しなが ら,現 状 の シ ス テ ム を有効 に かつ 効 率的 に利 用 す る とい った ニ ー

ズ は 情報 処 理 部 門 に と どま らず,経 営 者 ・管 理 者 か ら も聞 か れ てお り,そ の実

施 にあ た っ ての ツ ール,手 法 な どの整 備 ・体 系 化 が急 務 とさ れ て お り ます。

　 本 事 業 は,こ の よ うな観 点 か ら コ ン ピ ュー タ ・ユ ーザ が情 報 シ ス テ ム の有 効

利 用 を推 進 す る際 の ツー ル,手 法,用 語 ・概 念 につ い て調 査 研 究 し,情 報処 理

全 般 に わ た る資源 の 有 効利 用 とユ ーザ の利 便 を狙 い と した標 準 的 な手 引 書 を作

成 す る ことに あ ります。

　 本年 度 は,コ ス トパ フォ ー マ ン ス管理 に関 連 して費用 対 効 果 分析 方 法 と稼 動

分析 ・予測 方法 の 二 つ を テ ーマ に取 上 げ,可 能 な限 りコ ン ピ ュー タ ・メ ー カ及

び ユ ー ザ等 の実 情 を踏 まえ ながら,そ の考 え方,手 順,具 体 的 な分析 ・評 価 方 法

な ど を明 らか に しま した。

　 ここに,調 査 研 究 に あ た って ご協 力 を頂 い た 委員 及 び 関係 各 位 に厚 く感謝 す

る と と もに,本 書 がわ が 国,情 報 処理 の発 展 の 一助 とな る こ とを念願 す る次 第

であ り ます。

　 　 　 昭 和56年3月

財団法人　 日本情報処理開発協会

　会　長　上　 野　 幸　 七
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は　 じ　 め　 に

　 わ が国 の コン ピュー タ利 用 の歴史 は,す で に四 半世 紀 をす ぎ よ うと して い る。

この 間,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアの 発 達 及 び産 業 経 済 の 発展 か ら,そ の利

用 は急 激 に増加 し,運 用 経 費は,官 民 と も ど も莫 大な 額 に達 してい る。

　 この よ うな状 況 を 背 景 に,昭 和53年 度,行 政 管理 庁 で は 各省 庁 の 協 力 を得

て行 政 機 関 を対 象 と した 「電 子 計 算機 利 用 の 効 率 化 に関 す るガ イ ドライ ン」 を

作 成 し,関 係機 関 に配 布 した。 そ の 結果,行 政 機 関 に と どま らず民 間 企業 か ら

も大 き な反 響 を呼 び,ユ ーザ に と って コ ン ピ ュー タ利 用 の効 率 化 が い か に重 要

な課 題 で あ るか が改 め て認 識 され た。

　 この よ うな状況 に対 し,(財)日 本情 報処理 開発協会 では,コ ンピュータ有効 利用 に関す

る技術的手引書 の体 系的整備 を目的 と した本事業 を計 画 され,官 公 庁及 び民間企業の実

務家,学 識経験者 からなる 「情 報処理 ユ ーザ ・ガ イ ド委員 会 」 を設置 した。

　 本 事業 で は各 委 員 の協 力 を得 て,上 記行 政 管 理 庁の報 告 書 を基礎 に,行 政 機

関 だ け で は な く,民 間 企業 に も役 立 つ よ う新 た な構想 で,民 間 企業 の実 例 を加

え る な ど実 務 に即 し実 践 的 な 「情 報 シス テ ムの ユ ーザ ー ズ ガイ ド　ー 費用 対 効

果 分 析 及 び稼 動 分 析 ・予 測方 法 一 」 を作 成 した。

　 この 分 野 の調 査 研 究 は,今 も各 機 関 で行 わ れ て お り,今 後 さら に発 展 す る も

の と思 われ る が,本 事 業 成 果 が ユ ーザ に お け る コ ン ピ ュータ利 用 の 効 率 化 に活

用 され か つ 当該 問 題 に取 組 む 方 々の研 究 に役立 てば幸 せ で あ る。

　 な お,今 後 も この 手 引書 の範 囲 を拡 げ て い く予 定 であ り,各 位 の 御 期 待 に沿

う よ う努 力 す る つ も りであ るが,引 続 き,諸 賢 の ご協 力,ご 支 援 を お願 いす る

次 第 であ る。

情 報処理ユ ーザ ・ガイ ド委員 会委員長

　　 　　道　　下　 忠　　行
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概 要

　 本 報告 書 は,情 報 シ ステ ムの ユ ーザ,と くに コン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 管理

者 が,自 ら管理 す る シ ス テ ム の有効 利 用 を図 る上 で必 要 な各 種 の方 法論 に 関 し,

解 説 を試 み,事 例 を加 え,ガ イ ドブ ック と して と りまとめ た もの で あ る。

　 昭和55年 度 は,最 初 の シ リーズ と して,(1)費 用 対効 果 分析 方法 と(2)稼 動 分

析 ・予 測 方 法 に つ い て調査 研 究 を行 った。

　 調 査 研究 の ア プ ローチ と しては,情 報 処理 ユ ーザ ・ガイ ド委員 会 及 び 専 門 委

員 会 を開催 し,こ れ ら の委 員会 を 中心 に審 議 を行 うど と もに,官 公 庁,民 間 企

業 に 対 し,　 「情 報処 理 シ ステ ムの 有効 利 用 方 法 に関 す る 調 査 」(ア ン ケ ー ト調.

査)を 実 施 し,費 用 対 効 果 分析,稼 動 分 析 につ い ての現 状 と課 題 をは握 し,そ

の 中 か ら主 要 な機 関 を抽 出 し,・ヒア リン グ調 査 に より具 体 化 を図 り,そ の結 果

を 方 法論 及 び事 例 と して加 え,委 員 会 で検 討 を行 った。

　 また,メ ーカ の 提 供 す る 稼 動 分 析 ・予測 ソー ル をは撮 す る た め,委 員 会 に

お い て5社 の ツー ル に関 しピア リング を実 施 し,最 新 の技 法 を踏 まえ て検 討 分

析 を行 ってい る。

　 報 告書 は,大 き く分 け て 四つ の パ ー トから構 成 され てい る。

　 す なわ ち,第1部 費用 対 効果 分析 方法,第H部 稼 動 分析 ・予測 方 法,第 皿部

情 報処 理 シ ス テ ム の有 効 利 用 方法 に 関 す る調 査 結果,付 属 資 料 用 語 集 であ る。

　 第1部,第 皿部 は,そ れ ぞ れの テーVの 具体 的 方 法論 を述 べ た もの であ り,

第 皿部 は ア ン ケ ー ト調 査 の結 果 の概 要 であ り,ま た付 属 資 料 は,本 報告 書 で使

用 してい る用 語 の解 説 であ る。

　 そ れぞ れ の テ ー マ の 内容 を要 約 す る と,次 の通 り とな る。

(1)費 用対 効果 分析 方 法

　 ① 費用 対効果 分 析 は,シ ス テム の拡 大,定 着 に伴 い,全 体 コス トの 増 大,



　有効 性 等 に対 す る トッ プ ・マ ネ ジメ ン トや 管理 部 門 か らの見 直 しの 要請,

　 ソ7ト ウ ェアの 開発 負 荷 の 増 大 やユ ーザ 部 門 との 関連性 の増 大 に よる コ ソ

　 ピ ュ一 夕部 門 内部 での 業 務 分担,経 費 分担 の 見直 しとい った観 点 か ら・ そ

　 の 必要性 が 高 ま って きて い る。

② 費用 対効 果 分析 の 目的 と して は,コ ン ピ ュー タ運 用 経 費 の節 減 を図 る こ

　 と,効 果 を確 認 し トップ ・マネ ジ メ ン トや部 門 内外 の理 解 を得 る こ と,シ

　 ス テ ムの有 効 性 を点検 し,改 善 方 策 を検 討 す る ことが挙 げ られ る。

③ ア ンケー ト調査 と ピ ア リン グ調査 か ら,民 間 企業 等 に お け る費 用対 効果

　 分 析 の現状 をみ る と,分 析 の対 象範 囲が マチ マチ で あ る,費 用 と効果 の確

　 定 が 困難 であ る,決 定 的 な分 析 手法 が ない,分 析 結果 の活 用 が十 分 で ない,

　 実 施 体制 が強 力 で ない等 の課 題 が認 め ら れ る。

④ シ ス テ ムの ライ フ ・サ イ ク ル で費 用対 効 果 分 析 の局 面 をみ る と,コ ン ビ

　 ュ一 夕導 入時 にお け る事 前評 価,ア プ リケ ー シ ョンの新 規 開 発 また は グ レ

　 ー ド ・ア ップ時 に お け る採 算 性 の 審査,特 定 時 点 に おけ る コン ピ ュー タ ・

　 シス テ ム総 体 と しての 分析,特 定 テ ー マ に 関す る点 検 作業 の4局 面 に分 け

　 られ る が,本 報 告 書 では,第2,第3の 局 面 に つ い て方 法論 を示 す 。

⑤ ア プ リケー シ ョンの 新規 開 発 時 の 審 査 手 順 は,ユ ーザ の事 前調 査(ア

　 プ リケ ー シ ョンの概 要確 定,開 発 工 数 ・経 費 の見積 り,費 用対 効果の分析),

　 開発 部 門 の 審 査(要 求 書 の審 査,ア プ リケ ー シ ョ ンの ク ラス分 け,整 合 性

　 等の 審 査),決 定(開 発優 先 順 位 の決 定,開 発 方 法 の選 択,承 認),監 視

　 (進 捗 管理,フ ォ ロー ・ア ップ)の 四 つ の段 階 に分 け る ことが で き る。

⑥ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム総 体 の 費 用対 効 果 分 析 の フ ェーズ と して は,効

　 果 の測定 と評価 分析 の二 つ の フ ェーズ に分 け る こ とが で き る。

⑦ 効 果 の 測定 に関 しては,コ ン ピ ュー タ化 前後,レ ベ ル ア ップ前 後 を対 象

　 と し,ア プ リケー シ ョン毎 に効 果 測 定項 目体 系(管 理 局面,コ ス ト局 面,

　 定 性 局 面)に 基 づ き,実 態調 査,ビ ア リ ング,ア ンケー ト及 び 資料 の収 集

　 ・分 析 を行 う。
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⑧ 評 価 分析 の フ ェー ズ で は,効 果 測 定結 果 に関 し,ア プ リケー シ ョン別 評

　 価,ス コア リン グ評 価.評 価 指 標 に よる評価 を行 う。

　 　 ア プ リケ ー シ ョン別 評 価 は,コ ン ピ ュー タ化 前 後 の 効果 を定 量,定 性 両

　 面 か ら比 較 し・ ア プ リケー シ ョン別 に顕 著 な効 果 と要 改 善 点 を摘 出す る。

　 　 スコア リング評価 は,ア プリケーションに つい て効 果 測 定 項 目毎 に効 果 の 有無

　 を評価 者 が採 点 し,効 果の 現 わ れ方 を相 対的 に評 価 す る。

　 　 評 価 指標 に よる 評価 は,あ ら か じめ 設 定 した総合 的 な指標(例 えば貢 献

　 度,目 標 達 成 度,採 算 性)の 視 点 か ら,ア プ リケ ー シ ョ ン間の 評価 を行 う。

⑨ この外 効 果 の 測 定 と評 価 分 析 の二 つ の7エ ーズ の 具 体 的 な実 施 手順,基

　 本 的 な考 え方,方 法,参 照 す べ き基 準,着 眼 点,ワ ー ク ・シ ー ト,留 意事

　 項 等 を と りまと め てい る。

⑩ 　先 進 事例 と して,費 用 対 効果 分 析 を体 系的 に 実施 してい る3機 関 を中心

　 に,分 析 の 対 象範 囲,費 用 の算 出方 法,効 果 の 測 定,評 価 方 法,総 合評 価

　 方 法,分 析 の 手順 に関 し,紹 介 を行 うと と もに,本 報告 書 の方 法 の事 例 と

　 して外 務 省 に お け る 費用 対効 果 分析 の 実例 を紹介 してい る。

■

(2)稼 動分析 ・予 測方法

① 稼 動 分 析 ・予測 は,コ ン ピュー タ ・シ ステ ムの大 型 化,大 容 量 化 ,処 理

　 方式 の 高度 化,こ れ に 伴 う経 費 の増 大,処 理 業 務 の 複雑 化,利 用 形態 の 多

　 様 化 に よる・ ユ ー ザ 数 の増 大,ニ ーズの多様 化,高 度 化 とい った状 況 に対処

　 す るた め・ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テム を効率 的 に運用 し,将 来 の シ ステ ムの

　 計 画 を策 定 す る上 で そ の 必 要性 が高 ま って き てい る。

② コ ン ピ ュータ部 門 の管 理 者 の責 任 は,シ ステ ム 資源 の 有 効利 用 を図 る こ

　 と及 び ユ ー ザ の要 求 に 適切 に応 え る こ とであ り,そ の ため に稼 動 分 析 ・予

　 測 の 活動 は,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの稼 動 状 況 を常 時 は 撮 し,現 状 と将

　来 にわ た って的確 な分 析,評 価 を行 い,客 観 的 で 合理 的 な判 断 の た めの 基

　礎 資 料 を管理 者 に提 供 す る ことを 目的 と してい る。

＼



③ 　 ア ンケ ー ト調 査 の結 果 か ら,多 くの 機 関 が 稼動 分 析 に取 組 んで い る もの

　 の,測 定 ツー ルの 整 備,分 析 ・評価 方 法 の 確 立,測 定 ・評 価 手 順 の標 準 化,

　 分 析 ・評 価 要員 の 能 力 向上,他 機 関 との 情 報 ・意 見 ・事 例 の交換 等 の課 題

　 が指 摘 され てい る。

④ 稼動 分 析 ・予 測 の 方 法 と しては,シ ス テ ムの 運 用,選 定,設 計 の段 階 で

　 現 状 は 握 と 効 率 改 善,事 前 予 測 と 評 価 を 行5た め,ス テ ッ プ1(稼 動 傾 向

　 の 分 析),ス テ ッ プ2(稼 動 診 断),ス テ ッ プ3(予 測 ・評 価)の 手 順 を

　 設 定 し,そ の 方 法 論 と して,ア カ ウ ン ト(ロ グ),モ ニ タ リ ン グ(ハ ー ド

　 ウ エ ア ・モ ニ タ,ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ),シ ミ ュ レ ー タ,予 測 モ デ ル,

　 ハ ン ド ・サ イ ジ ン グ,ベ ン チ マ ー ク,ヒ ア リ ン グ(資 料 収 集)を 利 活 用 す

　 るo

⑤ 　 ス テ ップ1(稼 動 傾 向 の 分析)で は,シ ス テ ム の環 境 調査 及 び ユ ー ザ の

　 満 足 度調 査,ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 加 工 ・編 集 を通 じて,コ ン ピュ ー タ ・

　 シス テ ムの 全 般 的 な稼 動 状 況 を時 系 列 で は 撮 す る とと もにユ ーザ の 要 望 等

　 を検 討 し,改 善 す べ き事項 に つ い て措置 を行 う。

　 　 また,こ の ス テ ッ プの デ ー タの 蓄積 に よ り,自 ら評 価 の 尺 度(基 準)を

　 設 定 す る。

⑥ 　 ス テ ッ プ2(稼 動 診 断)で は,シ ス テ ム の 資 源 稼 動 状 況 を モ ニ タ(八 一

　 ド ゥ ェ ア ・モ ニ タ,ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ タ),ア カ ウ ン ト(ロ グ)に よ り

　 測 定 し,効 率 を 診 断 し て 改 善 策 を 分 析 す る 。

　 　 こ の ス テ ッ プ で は,と く に 資 源 の 有 効 利 用,稼 動 バ ラ ン ス の 向 上,デ ィ

　 ス ク ・ス ペ ー ス の 有 効 利 用,タ ー ン ・ ア ラ ウ ン ド時 間/レ ス ポ ン ス 時 間 の

　 短 縮,ス ル ー プ ッ ト の 向 上,ナ ー パ7ロ ー/ピ ー ク の 解 消 ・ ス ケ ジ ュ ー リ

　 ン グ の 改 善,代 替 シ ス テ ム の 予 測 等 の 問 題 別 ア プ ロ ー チ と コ ン ピ ュ ー タ ・

　 　 ド ッ ク 方 式 の ア プ ロ ー チ を 行 う。

⑦ ス テ ッ プ3(予 測 ・評 価)で は,ス テ ッ プ1・2で の 分 析 を 踏 ま え て 現

　 状 シ ス テ ムの効 率 改 善 と将 来 の シ ステ ムの 予 測 を行 い,効 果 の検 証 を行 う。
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　 そ の ため に シ ミ ュレー シ ョ ンを実 施 した り,簡 易 モデ ル を作 成 す る か あ る

　 いは,ベ ン チ マー ク に よ り前後 比較 を行 う。

⑧ 　 この外,各 ス テ ップ での稼 動 分 析 ・予 測 の手順,稼 動 分析 ・予 測 図表,

　 各 メ ーカ の アカ ウ ン ト(ロ グ),ソ7ト ウ ェアモ ニタ,ハ ー ドウ ェア モ ニ

　 タ,予 測 モ デル 等 の ソ ール の概 要 を と り ま とめ て い る。

⑨ 先進 事 例 と して,資 源 稼 動の バ ラ ンス,ベ ンチ マー ク ・テ ス トに よる デ

　 ィス ク ・ボ リュー ムの 再配 置,オ ンライ ンシ ステ ムの 処理 能 力 の 拡 大 に つ

　 い て紹 介 を行 ってい る。

⑩ 最 後 に本 報告 書 の 第 皿部(稼 動 分析 ・予 測 方法)中 で 使 用 してい る重 要

　 な用 語 の概 念 に つ い て(稼 動 時 間,多 重 度,CPU使 用 率,タ ー ソ ア ラ ゥ

　 ン ド時 間,レ ス ポ ンス 時間,ス ル ー プ ッ ト)解 説 を行 っ てい る。
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第1部 　費用対効果分析方法
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第1部 　費用対効果分析方法

1　 費用対効果分析 の必要性
■

　 コ ン ピ ュー タ の導 入 や シ ス テムの 開発 にあ た っ て 費用 対 効果 分析 を十 全 に行

うべ き であ る とい うこ とは 従来 か ら言 わ れ て い る と ころ であ るが,最 近,こ れ

まで とは違 った 角度 か ら 費用 対 効果 分析 の 必要性 が 言 われ る よ うに な って きて

い る。 こ こでは この よ うな変 化 を もた ら してい る背 景 を,① 全 体 コス トの増 大 ,

② シ ステ ム の拡 大 ・定 着 に伴 う外 部 か ら の ニ ーズ,③ コン ピュー タ部 門 内 部 の

事 情 の三 つの 観 点 か ら,費 用 対 効果 分析 の 必要 性 をみ て み る こ と とす る。

●

11　 全 体 コ ス トの 増 大

　 　初期 の コ ン ピ ュー タ の利 用 面 は,大 量 反 復 処理,大 型 計 算 処理 が 中心 で あ

　 り,そ の効 果 は処理 の迅 速 化 及 び省 力化 が主 要 な もの であ った。 しか し,コ

　 ソピ ュ一 夕 の性 能 ・機 能 が充 実 ・強 化 され るに 伴 い,オ ン ラ イ ン'・ネ ッ トワ

　 ー ク ・シ ス テ ム への 進 展 や,政 策 決定 や経 営 戦 略 の 支 援 シ ステ ムへ の指 向 が

　図 られ る よ うに な り,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの規 模 は 大 型化 し,本 体 の性

　能/価 格 比 は 向上 して い るに もか か わ らず,全 体 コス トは 大幅 に増加 して き

　 てい るの が現 状 で あ る。

　 　 この傾 向 は 下 図 に 示 した コ ン ピ ュー タ経 費 の 推移 で は っき り と表 わ れ てい

　る。 民 間企 業 で は1社 当 りの経 費 が1972年 か ら1979年 の8年 間 で,約1.9

倍 に増 加 して お り,ま た 国 の行 政 機 関 の場 合,1部 門 当 りの運用 経 費 は 昭和

　 48年 度 か ら55年 度 までの8年 間 で1.7億 円か ら5.7億 円 に増 加 し,約3.4

倍 の 伸 び とな ってい る。 また,後 者 の場 合 は 人 件 費 及 び デ ー タ の収 集 ・整 備

1一



、

費用 は 含 まれ てい ない の で,全 体 コス トの増 は更 に 大 き くな るは ず で あ る。

　 こめ よ うな増 加 傾 向 にあ るコ ン ピ ュー タ経 費は,最 早 財 政 緊 縮 ・経 費節 減

の対 象外 では な くな り,む しろ"や り玉"に あ げ ら れ る状 況 も出 てき てい る。

即 ち,コ ン ピ ュー タ部 門 は本 来,効 果 及 び効 率 を追 求 す る役 割 を持 ってい る

はず であ り,そ の部 門 の経 費 が 増加 す る こ とへ の疑 問,並 び に経 費 自体 が大

き くな っ て きてい る こ とに よる経 費節 減 の 可 能性,そ の 節 減額 へ の期 待 等 が,

コ ン ピ ュータ ・シ ス テ ムの 費用対 効果 分 析 に対 す る ニ ーズ の基 礎 とな ってい

る と考 え られ る。

亀
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図1-1　 民 間 企 業1社 あ た り の コ ン ピ ュ ー タ 運 用 経 費 の 推 移
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5.7
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図1-2　 国 の機 関1部 門 あた りの コン ピ ュー タ運 用 経 費 の推 移

■

●

12　 シ ス テ ム の 拡 大 ・定 着

　 　 コン ピ ュー タ の適用 業 務 が,組 織 内の あ ら ゆ る分 野 に浸透 ・定 着 す る に及

　び,コ ン ピ ュー タの 当 該機 関全 体 に占 め る役 割,比 重 は大 き くな り,不 可欠

　 な もの と な っ て き てい る。

　 　 この よ うな結 果 ・ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム が影 響 を与 え る範 囲が広 が り,

　そ の分 ユ ーザ 側 の シ ス テ ムの 有 効性 や 経 費 に対 す る関 心 も高 まる こ とと な る。

　 また,そ れ が ユ ーザ 部 門 の み で は な く,ス タ ッ フ部 門,マ ネ ジメ ン トに及 ぶ

　に 伴 い,関 心 は,コ ン ピ ュー タ部 門 に対 す る費 用 対効 果 分析 へ の ニ ーズ と な

　る。 今 回の 調査 と関 連 して実 施 した 「情 報 処 理 シ ステ ムの 有 効 利用 方 法 に関

す る調 査」(以 下,ア ンケ ー ト調 査 と言 う)で も,全 体 の7割 の機 関で経 費

節 減 の ニ ーズ があ り,そ の半 数 以 上 が,コ ン ピ ュータ部 門 以 外 の管理 部 門
,

　 トップ マ ネ ジ メ ン ト等 から言 われ てい る とい う結 果 が で て い る。

　 以 上 の状 況 に加 え て,ユ ン ピ ュ一夕部 門 と他 の部 門 の 人事 交流,特 に ス タ
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ッ7の 交流 が進 む に つ れ,コ ン ピ ュー タ部 門 も他 の 事 業部 門 と同等 の 節 減 ・

合理 化 の 波 を受 け る に至 って い る。

13　 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 内 部 の 要 因

　 　 コン ピ ュー タ部 門 自体 に も費用 対効 果 の点 か ら検 討 を迫 まら れ てい る問題

　 が い くっ か あ るが,こ こ では① ソ フ トウ ェ ア開発 負荷 の 増 大 と② ユ ーザ部 門

　 との連 携 の2点 につ い てみ て み よ う。

●

131　 ソ フ トウ エア 開 発 負 荷 の増 大

　 　 　ハ ー ドウ ェア の コス トパ フォー マ ンス向 上 に比 べ ソ7ト ウ ェア開 発 技 術

　 　 の発 達 は著 し く緩 慢 であ り,人 件 費 の上 昇 と相 侯 って,コ ン ピ ュ ータ 運用

　 　経 費全体 に 占め る ソ フ トウ ェ ア関連 経 費の割 合 は上 昇 の 一 途 を た どっ てい

　 　 る。 表1-1及 び 図1-3は そ の一端 を示 す もの で あ り,い ず れ も ア メ リ

　 　 ヵ にお け る例 で は あ るが,日 本 に おい て も程 度 の差 は あ るに して も同 様 の

　 　傾 向 に あ る と考 え て間 違 い ない。

　 　 　 この よ うな状 況 に加 え,SE,プ ロ グラ マの 高 令 化現 象 も進 み,コ ン ビ

　 　 ュ一夕 部 門 に と って ソ7ト ウ ェ アの開 発 ・メ ンテ ナ ンス は,経 費的 に も,

　 　 作 業量 と して も大 き な負 担 とな っ て きて お り,費 用 対効 果 の 視 点 か ら外 部

　 　 委 託 等 の活 用,ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケー ジ,処 理 効 率 よ り開発 効 率 を重 視

　 　 した言 語 及 び 開 発 の ため の 新技 法 等 の 導 入 につ い て,検 討 を余 儀 な くさ れ

　 　 てい る とい う状 況 であ る。

亀

■
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表1-1　 ハー ドウェア及び ソフ トウェアの発達 の比較

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 一1974年SHARE会 議報告 一
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図1-3.情 報 処 理 コ ス トに 占 め る ソ7ト ウ ェ ア の 比 重

132　 ユーザ 部 門との関連性増大

1985

　 先 に述 べ た よ うに,シ ス テ ムの 対 象 範 囲 が広 くな るに伴 い,ア プ リケー

シ ョ ンの開 発,グ レー ド ・ア ップ,メ ン テナ ンス要 求 が増 加 し,コ ン ピ ュ

ータ 部 門 と しては ユ ーザ の 要求 を全 て 自部門 で は消化 しき れ ない状 況 が 生

まれ,ユ ーザ との作 業 及 び経 費 の 分担,一 部 外 注 の採 用 等 を検 討 せ ざ る を

得 ず,必 然 的 に費用 対 効果 の観 点 か ら見 直 しを行 うこと を迫 まられ る こ と

に な るo
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2.費 用対 効 果 分 析 の考 え方

21　 意 義 ・目 的

　 　現 時 点 で コ ン ピ ュータ利 用 の費 用 対効 果 に 関す る分析 を行 う意 義 と して は,

　① 分 析 の 実 施 に よっ て コン ピ ュー タ運 用経 費 の 節 減 を図 る こ と,② コソ ピ ュ

　一 夕 化 に よる効 果 をは 撮 す る こ とに よ り,コ ン ピ ュー タ 部 門 の組 織 内 に お け

　 る役 割,位 置 づ け を明 らか に し,ト ップ ・マ ネ ジメ ン ト等 の理 解 を得 る こ と,

　③ 費用 対 効果 の 観 点 か ら未 だ十 分 で ない部 分 を摘 出 し,そ の改 善 を図 る こ と

　 な どが考 え られ る。 以 下,各 々に つ い て 少 し詳 細 に み てみ た い。

●

211　 経 費 の 節 減

　 　 　最近 の ハ ー ドウ ェアの進 歩 は著 し く,特 に性 能/価 格 比 の向 上 は 非 常 に

　 　大 き く,今 後 も進 展 す る もの と考 え られ る。 即 ち,新 シ リー ズへ の 切 替 に

　 　 よ っ て性 能 は 同 等 か そ れ以 上 で,コ ス トは む しろ低 下 す る例 や,デ ィス ク

　 　 の高 密 度化 に よっ て デ ィスク 台数 及び コス トが減 少 す る な どの例 が 多 くな

　 　 って き てい る。

　 　 　 ま た,特 に周 辺機 器 の分 野 で同 性 能低 価 格 の い わ ゆ るプ ラ グ ・コソパ テ

　 　 ィブル な製 品 が 日本 に も徐 々 に浸 透 して きてい る。

　 　 　 この よ うに,技 術 の進 歩 に よっ て コン ピ ュー タ ・ユ ー ザ に と って,費 用

　 　対 効果 の視 点 か らの 選択 の 余 地 が拡 大 し,経 費節 減 の 可 能性 が大 き くな っ

　 　 て き てい る状 況 に あ る。 さら に,上 記 の よ うに性 能 を維持 しなが ら経 費 を

　 　節 減 す るだ け で は な く,費 用 対効 果 の分 析 に よっ て,不 要 ジ ョブの 廃止,

　 　重 複 の排 除,オ ン ライ ンか らパ ッチ へ の 処理 方 式 の レベ ル ・ダ ウ ン等 を推

　 　進 し,コ ン ピ ュー タ本 体 の レベル ・ダ ゥ ソを図 り経 費 を節 減 す る と い う事'

　 　例 も見 られ る。

◎

一6一



表2-1　 ハー ドウ ェアの性能/価 格 此等 の 推移
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ーIEEE　 COMPUTER
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　 3370(A)

IBM
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一 ∨

ア ィス ク

　レ ンタル 料　 　(円/1MB)

平 均 アクセス時間　 　(sec)

デー タ転 送量(KB/sec)

246

　 20ミ リ

1,859

2,000

　 30ミ リ

800

1/8

2/3

2.3

■

■

以上 の外,プ ロ グ ラム開 発,オ ペ レー シ ョン等 に おけ る外 部 委託 の 活用

も経 費 節減 方 策 の一 つ と して進 め ら れ てい る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

212.効 果 の 確 認

　 　 　 コ ン ピ ュー タ の利 用 分 野 が拡 大 し,そ の効 果 もか な り大 き な もの と な っ

　 　 て い る反 面,コ ス トも増 加 してい る ことか ら,コ ン ピュータ の 費用 対 効 果

　 　に 関 し洛 方 面 か ら関 心 が寄 せ ら れ る よ うに な って きた こ とは 既 に述 べ た

　 　 と ころ であ るが・ 今 後 ・ 政 策 ・経 営 戦 略 面への 利 用 な どシ ス テ ムの 高 度 化
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を進 め てい け ば い くほ ど,コ ス トは 増 加 す る一 方,効 果 面 で は省 力効 果 は

あ まり期 待 で き ず,定 性 的 な効果 に な って い く傾 向 にあ る。 そ れ だ け に,

コン ピ ュータ 利 用 に伴 う費 用 と効 果 を明 確 に は撮 し,コ ン ピ ュー タ 部 門 内

外 及び,ト ップ ・マネ ジメ ン トの理 解 を 得 る とい うこ とが,コ ン ピ ュー タ

の機 能 を十 分 に活 用 し,シ ス テ ム を高 度 化 してい く上 で 必須 条 件 と な って

くる と考 え ら れ る。

■

φ

21.3　 シ ス テ ム の改 善

　 　 　 コン ピ ュー タ の 導 入 や ア プ リケ ー シ ョンの 開発 が十 分 な費用 対効 果 分析

　 　 を行 った上 で進 め ら れ て き てい て も,シ ステ ム の環境 や 業 務 その もの の 条

　 　件 に変 化 が生 じ,当 初 期 待 した だ け の効 果 が 挙 が ってい ない とい う例 は数

　 　多 く見 受 け ら れ る は ず で あ る。 そ こで,費 用 対 効 果 の 視 点 か ら シ ス テ ム の

　 　有 効 性 を点検 し,要 改 善点 を摘 出 し,そ の改 善 方策 を検 討 す る とい うこ と

　 　 も,費 用 対 効果 分析 の 目的の 一 つ と な るの で あ る。

22　 現 状 と 問 題 点

　 　 ア ンケ ー ト調 査 及 び ピア リン グ調 査 か ら民 間企 業 及 び 官 公庁 にお け る費用

　対 効果 分 析 の 実 施 等 の 現 状 を ま とめ て み る と以 下 の とお りとな る。

　 ① 費用 の節 減 ・合理 化 等 を進 め るた め の 費用対 効果 分析 の ニ ー ズは コソ ピ

　 　 ュ一 夕部 門 の 内外 か ら発生 してい る が,実 施 に必 要 な要員 ・経 費 の確 保 が

　 　難 か しい こ と,適 切 な手法 が ない こと等 に よ り,分 析 を本 格 的 に実 施 して

　 　 い る例 は 少 ない。

　 ② 分析 の 実 施体 制 と しては,規 模 は大 き くない が,グ ル ー プや担 当 者 が 設

　 　 置 され てい る と ころ が多 い よ うであ る。

　 ③ 　 分析 の対 象 と して は ア プ リケーションの統廃 合 か ら用紙 の節 約 まで い うよ

　 　 うに,非 常 に広 い 範 囲の 問 題 が検 討 さ れ て い る。

■

●
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◆

A

④ 　 分析 事 項 の うち で 最 も普 通 に行 われ てい るの は,ア プ リケ ー シ ョンの 新

　規 開 発 時 に おけ る評 価 分析 であ り,次 い で 外 部委 託 と 自営 の比較 評 価 が多

　 くな っ てお り,稼 動 に入 った後 の アプ リケー シ ョンの 採 算 性等 に つ い て は

　あ ま り7オ ロー ・ア ッ プされ てい ない。

　 　 また,費 用 対 効 果 分 析 を実 施 す る上 の問 題 と しては,以 下 の よ うな もの

　 が挙 げ られ る。

●

●

221　 分 析の 対 象 範 囲

　 　 　 シ ス テ ム規 模 が 拡 大す る につ れ て 費用 対効 果 分析 の 実 施 は,か な りの 作

　 　業 量 及 び経 費 を必 要 とす る よ うに な り,選 択 的 に実施 せ ざる を得 ない。 そ

　 　の ため,分 析 の 実施 に あた って対 象 を ど こ まで広 げ るか,ど の 程 度 の 深 度

　 　 を求 め るか,更 に実 施 の頻 度 を どれ位 にす るか等 につ い て,作 業 負荷 と経

　 　費 と実施 体 制 を勘 案 しなが ら決 定 しな け れ ば なら ない。 この よ うな結果,

　 　実 際の 作 業 負 荷 もか な り大 き い ことか ら,現 状 では ア プ リケー シ ョン開 発

　 　の事 前評 価 を行 ってい る と ころは 多い が,稼 動 後 の ア プ リケー シ ョ ンの分

　 　析,コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム総 体 と しての 分 析 を行 っ てい る と ころは 非 常 に

　 　少 ない。 た だ し,全 社的 な経 費総 点 検 作業 の一 環 と して,ス ポ ッ ト的 に分

　 　析 を実 施す る例 も,民 間企 業 で見 られ る。

　 　 　分析 対象 範 囲の 確 定 に際 して は,そ の範 囲 に よっ ては 分析 結果 が異 な っ

　 　て くる 可能 性 に も留 意 す る必 要 があ る。 即 ち,シ ス テ ムの 波 及 領域 が拡 大

　 　 した結 果,あ る局 面,範 囲内 で は費 用対 効 果 の観 点 か ら プ ラ スで あ るが,

　 　例 え ば範 囲 を拡 大 す る とマ イ ナス に なる とい うケー ス,あ るい は これ と逆

　 　の ケ ース 等 が生 じる可 能 性 があ るの であ る。

222　 費 用 及 び 効 果 の 確 定

　 　 　 ナ ンラ イ ン ・シ ス テ ム の進 展 に伴 うユ ーザ の拡 散 及 び デ ータ ベ ー ス ・シ

　 　 ステ ム等 共通 領 域 の 増 加 な どに よ り,コ ン ピ ュータ 運 用経 費 そ れ 自体 の確
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定 と,そ の 分担 割 り当 てが非 常 に困難 と な って き てい る。 同 様 の理 由 に よ

り,効 果 の確 定 も難 し くな ってい る。 効 果 に つ い ては 更 に,金 額 換 算 が不

可 能 で,戦 略 的 効 果 の比 重 が 高 い ア プ リケ ーシ 。ン ・シス テ ム が 多 くな っ

て きてい る こ と,第 一 次効 果 のみ で な く,波 及効 果,間 接効 果 も無 視 で き

ない シ ス テ ムが増 加 してい る こと等 の状 況 に よ り,効 果 のは 握,分 担 は よ

り一 層 困難 とな ってい る。　　　 　　　 　　　 　、

　 以 上 の こ とは 費用 対効 果 分析 の場 合 の み な らず,社 内 つ け か え制 を行 っ

て い る と ころで は課 金 に際 し具 体 的 な問 題 と して 対処 しな けれ ば な らな い。

■

▲

2.2.3分 析 手 法

　 　　 費 用 対効 果 分析 の担 当者 が 自 らの 経験 に照 ら し痛 感 してい る こ と,又 は

　 　 実施 に当 た っ て先 ず 直 面 す る こ とは,分 析 の ため の 手法 と して適 切 な もの

　 　 が伸 々 見当 ら ない こ とであ る。 特 に効 果の 金 額 換算 が最 大 の ネ ック であ り,

　 　 これ に関 しては 様 々 な試 み が なさ れ ては い る もの の,決 定 的 な 手法 は ない

　 　 し,今 後 も汎用 的 で,論 理 的 な もの が開 発 さ れ る と も考 え られ ず,ユ ーザ

　 　 は 個別 に独 自 の方 法 を用意 せ ざ る を得 な い状 況 であ る。 また,分 析 手 法 は

　 　 適切 さだ け で な く,簡 便 に適 用 で き るとい う点 も重 要 な要 素 で あ るが,こ

　 　 の 点 で も十 分 な もの は ない。

■

224　 分析 結果 の活 用

　 　 　 分析 の結 果 を実 際 に どの よ うに活 用 す るか は,分 析 作 業 の 主 旨か らみ て

　 　 も最 大 の ポ イ ン トで あ り,分 析 そ の もの の 成否 が か か って い る。 そ の ため

　 　 に は分析 結 果 の客 観 性 が 保証 され,コ ン ピ ュー タ部 門 内 外 に対 し説 得 力 を

　 　 持 つ もの で な けれ ば なら な い。 また,分 析 結果 か ら提 案 さ れた 改 善 案 の 実

　 　 行 を どの よ うに保 証 す る か も大 き な問 題 で あ る。

●
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■

6

225実 施 体 制

　 　 　分 析 の実 施 に あ た っ て対象 範 囲及 び 分析 方 法 を確 定 した段 階 で,次 に問

　 　題 とな るの は そ の 実 施 体制 であ ろ う。 対 象 範 囲 に よっ ては コ ン ピ ュー タ部

　 　門 以 外 の ユ ー ザ部 門,さ ら には ス タ ッ フ部 門 か らの メ ン バ ー も加 えた プ ロ

　 　 ジ ェ ク ト ・チ ー ム の 編 成 が必 要 で あ ろ う し,場 合 に よ って は ト ップ ・マ ネ

　 　 ジ メ ン トの参 画 も検 討 され るべ き であ る。 どの よ うな メ ソパ ー か ら成 る チ

　 　 ー ム を編 成 し得 るか,ま た,そ の チ ー ム に どの よ うな権 限 を持 た せ る かは,

　 　分析 作 業 を ス ム ー ズ に 進 め,ひ い ては分 析 結 果 の改 善 方 策 の実 行 を保 証 す

　 　る 鍵 と な る こ とは 明 ら か であ ろ う。 さら に,分 析 作業 過 程 にお い てユ ーザ

　 　部 門 の積極 的 な協 力 を得 る ことが で き るか否 か も重 要 な ポ イ ン トと な るで

　 　 あろ う。 しか しながら,ア ンケー ト調査結果 から見た限 りでは 分析担 当組織 は必 ず

　 　 しも十 分 とは 言 え ず,上 で述 べ た よ うな強 力 な実 施体 制 を組 織 で き るケ ー

　 　ス もそ れ程 多 くは ない と考 えら れ る。

●

Φ

23基 本 的 な 考 え 方

　　 以 上述 べ た よ うに,費 用対 効 果 分 析 の 必要 性,そ の意 義 は一 般 に認 め ら れ

　 て お り,最 近 さ らに 強調 され る に至 っ てい るが,そ の実 施 は 困難 で あ る とい

　 うの が 現 状 であ る。

　　 本 報 告 書 では これ ら諸 問題 に対 し,必 ず し も全 面 的 に応 え得 る もの で は な

　 く,基 本 的 に は以 下 の よ うな視 点 に拠 っ て ま とめ た もの で あ る。

　 (1)シ ス テ ムの ライ フサ イ クル と費用 対 効果 分 析

　　 　 費用 対 効 果 分 析 の観 点 か らは,シ ステ ム の ライ フ ・サ イ クルは ① コ ンビ

　　 ュ一 夕導 入 時 に お け る事 前評 価,② ア プ リケ ー シ ョンの新 規 開 発,グ レー

　　 ド ・ア ップ時 に お け る採 算性 の チ ェ ック,③ 特 定 時点 に お け る コ ン ビ ュー

　　 タ ・シ ス テ ム総 体 と しで の費 用 対効 果 分 析,④ 特 定 テ ー マ に関 す る点 検 作

　　 業 の 四 つ の局 面 が想 定 さ れ る。 ① につい ては 費用対 効 果 分析 の み な らず,
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規模 ・機種の決定,事 前予 測等 ま と ま っ た大 き なテ ー マ で あ り・ 本 報告 書 で

は触 れ てい ない。 ④ につ い ては,特 定 テー マ と して,用 紙 の節 減 ・ 外部 委

託 の 活用,ア プ リケ ー シ ョ ンの整理 統 廃合,機 種 の 再検 討 等 様 々 な事 項 が

考 え ら れ る が,本 書 で は 各 々 につ い て 特 に詳 述 しな い。 これ らの 各機 関 に

　 おけ る実 施 状 況 は 本 書 第 田部,ア ンケー ト調 査結 果 の まとめ を参 照 された

　 い。 従 って,本 報告 書 では 主 と して② 及 び ③ の事 項 につ い ての考 え方,方

　法 論 を提 示 す る もの で あ る。

(2)本 報告 書 作 成 に あ た っ ての基 本 姿勢

　 　 本 報告 書 をまとめるについ ては,ユ ーザ の 実態 を踏 まえ,先 進 事例 を参 考

　 と しつ つ,よ り実 践 的 な ガイ ド ・ラ イ ン を作 成 す る こ とを心 懸 けた 積 りで

　 あ る 。

　 　 こ こに提 案 され る方 法 論 は,所 定 の 手 順 に従 っ て測 定 し,入 力す れ ば 分

　 析結 果 が 自動 的 に 出 力 され る とい うパ ッケ ー ジ と して完 成 され た もの では

　 な く,む しろ各 ユ ー ザ が必 要 に応 じ,該 当部 分 を適 宜 参 照 し,適 用 す る こ

　 とが可 能 な考 え方,方 法 論 を示 す もの であ る。 そ の た め に・事 例 や・ ワー

　 ク ・シ ー ト等 をで き る限 り盛 り込 ん であ る。

(3、 本 報 告 書 の基 礎 資 料

　 　 本 報 告 書 は,① ア プ リケ ー シ ョンの 新規 開発 時 に お け る評 価 と② 特 定 時

　 点 におけ る コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの総 体 と しての 費用 対効 果 分析 を主 な

　 内容 と して い る こ とは 既 に述 べ た とお りであ る が,① に関 しては 民 間,官

　 公 庁 に お け る先 進 事 例 を基 礎 と して ま とめ た もの で あ り,② に 関 しては主

　 と して行 政 管理 庁 が 各 省 庁 と共 同研 究 で と りま とめ た 「電 子 計 算 機 利 用

　 の 費用 対 効果 分 析 方 法 」 に拠 った もの であ る。 費 用 対 効果 分析 は機 関の 性

　 格,業 種 にあ ま り影 響 さ れ ない共 通 的 課 題 で あ る とい う認 識 が そ の 前提 と

　 な っ て い るo

　 　 な お,全 体 に アン ケ ー ト調 査 で明 らか と な った ユ ー ザ の現 状,意 見 ・要

　 望 を出来 る限 り勘 案 した。
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3.ア プ リケ ー シ ョン新 規 開 発 時 の 分 析

'

6

　 一 般 に,ア プ リケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ムは一 度稼 動 に入 っ て しま うとそ の 変 更,

改 造 は作 業 量,経 費 の 点 で 大 き な負 荷 とな る もの で あ り,開 発 に入 る段 階 で そ

の シ ス テム の 有効 性,妥 当 性 を確 認 す る こ とは 重 要 か つ 効果 的 で あ る。 従 っ て

この 時 点 にお け るチ ェ ック は費用 対効 果 分 析 の 視 点 の み で は な く,開 発 管理 の

充実,開 発 の効 率 化,全 体 シ ス テム との 整 合性,計 画 性 の確 認及 び有効 性 の 確

保 等,い くつ か の 目的 を もっ て行 わ れ るの が普 通 であ るが,本 書 では 費 用対 効

果 に焦 点 をあ て て検討 した 。(以 下 「新規 アプ リケー シ ョン」 に は 大規 模 なメ

ンテ ナ ンス を含 め る。)

■

亀

31　 位 置 付 け 及 び 手 順

　 　 アプ リケ ー シ ョン の新規 開発 時 にお け る 費用 対 効果 分析 を,こ こで は 一 応,

　 基 本 設 計 に承認 を与 え る までの事 前 評価 を主 と し,そ の後 の 開発 ・運用 の監

　 視 を含 め た もの と して位 置 付 け る こと にす る。 但 し,機 関 に よっ ては基 本 設

　 計 が終 って本 格 的 な詳 細 設計 に入 る段 階 で,費 用対 効 果 の 分 析 を行 うと ころ

　 もあ る と考 え られ,こ の 区 分 をあ ま り厳密 に規 定 す る 必 要 は ない。 要 は,ア

　 プ リケー シ ョンの 開 発 に対 し,承 認 を与 える 前段 階 の 何 処 か で 費用 対効 果 分

　 析 を行 うは ず であ り,そ れ に関す る手続,方 法,基 本 的 な考 え方 を用 意 し,

　 如 何 に,実 際 に適 用 す る か が問 題 なの で あ る。

　 　 ここにい う,新 規 ア プ リケー シ ・ソの 費用 対 効 果 分 析 手続 は 大 き く次 の'四

　 つ の7エ ーズ に分 け られ る。

311　 ユ ー ザ が 行 う事 前調 査

　 　 　ユ ーザ 部 門 が 自 らの ニ ー ズ をア プ リケー シ ョンの形 に して開発 部 門へ 要
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(ア プ リケ ー シ ョン名)

`

　 (要 求部門名) (要 求責任者名) (提 出年月 日)

.

　(関連部門名)　 　　　　　　　　　(関連事由)

1

　 (開 発の区分)

　　　口 新規　　[=コ 修正　　[=コ その他く　　　　　　　　　　 )　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1.

,(実施(要 求)年 月日)　 　 (そ の理 由)　 　　 (シ ステムライ7)　 　 n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　 )年
1

　 (概 　要)　 　 背景,現 状の問題点,目 的等

ハ

　 (関 連ア プ リケーシ ョン名)
.

　 (期 待効果) (効 果 ・費用)

① 平均年間収益

② 平均年間運営費

③ 平均年間粗利益(① 一②)

④　　n年 間粗利益(③ ×n)

⑤ 開発費

⑥　 n年 間の純利益(④ 一⑤)

⑦n年 間の利益率②辮 ⑤
1

　 (要 求部門の所要 マンパワー) (開 発部門の所要 マンパワー)

(評 価) 高 中 低 (特 記事項)

運 営 面 の 実 行 性

技 術 面 の 実 行 性

経 済　的　効　果

総　　合　　評　　価

(決 裁)

　　　　 開 発 部 門

(決 裁)

　　　　 要 求 部 門

図3-1　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 開 発 要 求 書 例(1)
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(同 上 様 式 裏　)

●

b

(ア プリケーションの必要性)

　 　 　 　 　　 　 有効性)

(そ の 他特 記事 項)

　 注)二 重 枠 内 は ユ ーザ 部 門 で記 入

　 　 　　 　 　 図3-1　 ア プ リケー シ ョン開発 要求 書 例 ②

求 を出 す まで に行 う,い わ ゆ る7ィ ー ジ ビ リテ ィ ・スタ デ ィであ り,実 行

可 能性,開 発 工 数 ・経 費 の見 積 り,費 用 対効 果 分析 等 が主 な検 討 事項 と な

る。 これ らの 結果 は 開発 要求 書 と して ま とめ ら れ る。 そ の典 型 的 な例 を図

3-1に 示 す。

●

312　 開 発部 門 の 審 査

　　 　 ユ ー ザ部 門 か ら提 出 され た 開発 要求 に関 し,開 発 部 門 と して の審査 を行

　　 うプ ロセス で あ り,要 求 書 記載 内容 の 確 認,既 存 シ ス テ ム との 整 合性 の審

　　査 等 が主 なポ イ ン トとな る。

　　 　 この審 査 プ ロセ ス の結 果,ユ ー ザの 開発 要 求 は 次 の よ うに区 分 さ れ る。

　　① 　 次 の決 定 ・承 認 プ ロセ スへ い くもの

　　② 詳細 調 査,追 加 調 査 を行 ってか ら次の プ ロセ ス へ い くもの
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③　代替案 との比較検討 を行 い,必 要 に応 じ本要求 を修 正す る もの

④ 当面,開 発 を行 うことは妥 当でない と判断 され る もの

⑤　以上の①～④ の区分分 けを行 うためには,検 討 資料等 が不十分 な もの

313　 開発の決定

　　　今 までの検討 ・分析評価 を踏 まえて開発 に承認 を与 えるプ ロセスであ り,

　　開発の優 先順位の決定,開 発 方法の選択 を行 った上 で・ 当該 システムの特

　　性,規 模等 に応 じて,各 々適 当 なレベルの決裁 を受 ける。

　　　 この プ ロセス における結果 は,先 のユーザ の事 前調査及 び開発部 門の審

　　査結果 と併せ て,開 発 実施計画書 と して まとめられ る であろ う。 その大半

　　 はいわゆ る基本設計書(シ ステム仕様書)と 重複す るか,一 部 に取 り込 ま

　 　 れ るはず で あ る。

■

314　 開発 及び運 用の監視

　　　開発承認 のお りたアプ リケー シ ョンについ て開発過程 における進 捗管理

　　及び稼動後の フォ ロー ・ア ップを行 うプ ロセスであ り,当 初の要求や実施

　　計画書の遵守状況及 び変更 の管理 が主 な視 点 となる。 また,稼 動 中システ

　　 ムの監視 では運用経 費の削減余地 を追求 し,経 費の最小化 を図 ることも検

　　討 されるであ る。

　　　 これらの監視 の結果,開 発又 は稼動内容 の一部又は全部 が修正 された り,

　　 停止 された りす る ことに なる。

ら

δ

　以 上 の 各 々の プ ロセ ス を手順 と して ま とめ る と図3-2の 通 りと な る。

以 下,こ の 手 順 に沿 い,各 々 につ い て ボ イ ソ トとな る事 項 を ま とめ て み よ

う。
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図3-2　 アプ リケーシ ョン新規 開発時 における費用対効果 分析 の手順
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●

32　 ア プ リケー シ ョンの 概 要 決 定 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　　ユ ーザ部門に発生 した新規 開発 ニーズ につい て①現状 分析(背 景,必 要性,

　問題 点等),② 実行 可能性調査(業 務運営 面か らみた実行性,技 術 面からみ

　た実行 性等)を 行 い,ア プ リケー シ ・ンの 目的,効 果,処 理 内容等 の概要 を

　 とりまとめる。 このプ ロセ スは 直接,費 用対効果分析 に関 係 しない が,要 求

　書 の作成,シ ステム仕様書等の基礎 となる もの であ り,費 用対効果分析 の過

　程 でも参照 される もの であ るか ら,説 得力 と妥当性 を持 った もの にす る必要

　があ る。

●

▲

33　 開 発 工 数 ・経 費 の 見 積 り

　 　 費用 対効 果 分析 及 び優 先 順 位 の決 定 の た め には,対 象 ア プ リケー シ ョンの

　 開発 工 数 及 び経 費 の 見積 りが ポ イ ン トとな る。

　 　 開発 工 数 の うち,プ ロ グラ ミン グ段 階 の もの は ステ ップ数 を見 積 り,一 人

　当 りの 開発 基 準 量 で割 って,人 月数 で算 出す るの が普 通 であ る が,基 本 設計

　及 び詳 細 設計 の 開発 工 数 につ い ては適 切 な方式 が ない。 プ ログ ラ ムの ス テ ッ

　 プ数のn倍(n=2～3)し て,プ ・ グラ ム算 出工 数 か ら設 計 工 数 を算 出 し

　てい る例 が あ る。

　 　プ ロ グラ ムの ス テ ップ数 の積 算 及 び 開発 基 準 量 の設 定 も不 安 定 な要 素 があ

　 り・ 適 切 な見積 りを行 うことは 非 常 に困難 であ る。 その た め,開 発 の 途上 に

　おい て当 初見 積 との進 捗 差異 をチ ェ ック し,そ の 差 が一 定基 準 を越 えた 場 合

　そ の状 況,理 由,そ の 対 策 等 を報告 さ せ る よ うな手続 を用 意 す る 必要 があ る

　であ ろ う。

　 　経 費の 見 積 りにつ い ては,計 上 す べ き費 目 と各 々の 基 準 単 価 を示 し,開 発

工 数見 積 りに拠 っ て算 出 す るの が普 通 であ る。

　 　開発 の立 場 か ら み た・ コ ン ピ ュー タ関係 経 費 を表3-1の よ うに分類 して

　い る例 があ るo
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表3-1 アプ リケーシ ョン開発時 における経 費項 目

　　　　　　　　　　　　　 (開 発経 費の見積算 出方法)

区　　　　　 分 内　 容　　・　 内　 訳

人　件　 費

(単 価 ×

　　人月)

開発部門

　 直接人件費 直接開発 に従事す るため に必要 な経 費

組織管理費 管理 業務,庶 務業務,共 通業務 に従事す る

ための経 費

要 求 部　門 開発部 門に進 ずる

ナ7ラ イ ン 費 オ フライ ン

　　　機 械費

機 器 の 借 料,減 価 償 却 費,維 持 費,空 調 ・

電源 設 備 費,シ ー ト,テ ー プ代

オペレータ

　 　 人 件 費

一

不 動 産 借 料
一

水 道 光 熱 費 一

一般 消耗品 費 一

キ ー　・パ ン

チ 費

(デ ー タ1件

当 り)

外 注 費,機 械 借 料,カ ー ド代,不 動 産 借料,

水 道 光熱 費,一 般 消 耗 品 費

オンライン費 (1メ ッ セ ー

　 ジ 当 り)

オ ンライ ン ・シ ス テム で使 用 す るセ ンタ側

機 器 の借 料,減 価 償 却 費,維 持 費,空 調 電

源 設 備 費,シ ー ト ・テー プ代,オ ペ レー タ

人 件 費,不 動 産 借 料,水 道 光 熱 費,一 般 消

耗 品 費

TSS　 費 (シ ングルラ ソ ・

タ イ ム1時

間 当 り)

オ ン ラ イ ン費用 に同 じ

端 末 機 費 用 オ ン ライ ン費用 に準 ず る

(関 係 設備 工事 費,搬 入 諸 経 費 を含 む)
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区　　　　　　分 内　容　　・　 内　訳

回　線　料 一

社 外 役 務 費 (キ ー ・パ ン チ 外 注 費 を 除 く)

受託サ ー ビス管理 費旬 シ ス テム原 価 の10%

■

注)ユ ーザ 部 門 が 開 発 を外 部 に委託 す る場 合,開 発 部門 が専 門 的立 場 か ら関

　 与 す る こ とが 多 く,そ の際 の 管理 費 であ る。

3.4　 費 用 対 効 果 の 分 析

　 　既 に述 べ た よ うに 全 て の効果 を金 額 換 算 す る こ とは か え っ て無 理 とな るの

　 で,こ こで は 効果 を表3-2の よ うに分 類 して検 討 す る こ と とす る。

表3-2　 効 果 の 分 類

㊨

`

直 接効 果 間 接 効 果

金額換算が可能 Φ　省力効果,省 資 ⑪　抑止効果,機 会

な効果 源効果等 損 失 防止,収 益 ・

定量効果 売 り上 げ増

金額換算 が不可 ●　処理期間 の短縮, 小の　取 り引き件数 の

能 な効果 ミス率 の減 少 等 増加等

M　 管理 の向上,有 M)イ メ ー ジ ア ッ プ,

定　 性　　効　　果
効情報 の増加,顧 競争力の強化

客 サ ー ビス の 向上

等

　 Φ に っ い ては 実 際 に 削減 が 可能 な もの に 限定 してお く必 要 があ る。 これ に

つい ては 削減可能員 数 が出れば金額換算は比較的容易 であろ う
。 ⑪は金 額換

算は可能であ るが・抑止 効果 にお ける増加予測人員,収 益 増 に対 す る寄 与 率
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等 の推 定 値 を介在 させ る と ころが あ り,妥 当性,裏 付 け等 を用 意 す る必 要 が

あ る。

　⑪及びMは 効果 の程度 が各 々の単位 で一応定量化 され るが,そ れ を金額換

算 す るの は無 理 があ る もの であ る。 コス ト局 面 の み では 採 算 が とれ ない ア プ

リケー シ ョン の総 合評 価 にお い て,こ れ ら数値 を どの よ うに判 断 す る かが ポ

イ ン トとな る。(V),(M)に つ い て も こ れ ら と同様 で あ り,効 果 の 内容 が定 量

化 さ れ ない だ け,そ の根 拠,妥 当性 等 は よ り具 体 的 な もの が求 め られ る。

,

　以 上の うち,① 及び(■)の 抑止効果 につい ては後の 「先進事例」 で金 額換

算 式 がい くつ か 提 示 さ れ てい るの で参 照 され たい。

35.ア プ リ ケー シ ョ ン の ク ラ ス 分 け

　 　新 規 開発 要 求 の ア プ リケ ーシ ョン を全 て同一 の レベル で評価 す る こ とは か

え って 不都 合 であ った り,非 効 率 で もあ る こ とか ら,何 ら かの ク ラ ス分 け を

　 行 い,そ の ク ラス別 に評 価 の 方法,程 度 を違 え てい る と ころ が 多 い。

　 　 分 類 の仕 方 と しては,規 模,採 算 性 等 があ る。

351　 規 模 によ る ク ラ ス 分 け

　 　 　 ア プ リケー シ ョン の規 模 を開 発経 費,開 発 工 数,開 発 期 間等 に よ って・

　 　 メ ジ ャー と マ イ ナー に分 類 す る方 法 が最 も一 般 的 であ る。 また・ 経 費 ・工

　 　数 とい う定量 的 な規 模 だ け では な く当該 機 関 に と って の重 要 性,影 響 度 と

　 　 い う定 性的 なカ テ ゴ リで分類 す る こ と も考 え られ る。

　 　 　 規 模 だ け で 分類 し よ う とす る と無理 があ る場 合,規 模 の 大小 とは 係 わ り

　 　 ない別 の カ テ ゴ リ(例 えば 基 礎的 な調査 研 究 に係 わ る開発,汎 用 的 な技術

　 　 開 発等)を 設 け る例 も見 られ る。

6

一22一



●

352　 採 算 性 に よ る ク ラ ス分 け

　 　 　 ア プ リケ ー シ ョンの 目的 ・内容 に よっ て,採 算性 を開 発 の 前 提 とす る も

　 　 の と,一 応 採 算 は 度 外 視す る もの とに分 類 す る こ と も,通 常行 わ れ て い る。

　 　既 に述 べた よ うに,採 算性 のみ では評 価 しきれ ない ア プ リケ ーシ ョンが増

　 　 え て き てい る状 況 が あ り,こ の分 類 を設 定 せ ざ る を得 ない と考 え ら れ る。

　 　但 し,こ の 分類 に よ る区 分 け が,逃 げ道 に な ら ない よ う慎 重 に適 用 す る必

　 　要 があ る。

　 　 　以 上 の よ うな分 類 ・区 分 けは 後 に述 べ る ア プ リケ ー シ ョ ンの開 発優 先 順

　 　位,採 算 性 の評 価 程 度,承 認 の レベル等 に関 係 して くる。

36開 発 要 求 書 の 審 査

　　 この プロセスでは,ユ ーザ部門から提 出された要求書 を実行 可能性及び費

　用 対効果 の観 点 から開発部 門で審査 する。

埠

●

36t　 実行可 能性面か らの審査

　　　ユーザ が提示 した実行可能性の うち,運 営面の実行性 は本来,ユ ーザ部

　　門が第一義 的 な責任 を負 うべき ものであ り,内 容的 に も開発部門 よりは適

　　切 な判断 ができる立 場 にあ るはずであ る。 従 って,開 発部門 と してはこれ

　　にっい て,関 連ユ ーザ との調整 を行 う程度に とどめ,技 術 面の実行性 を主

　　に審査す ることに なる。

　　　要求 された システ ム開発 に必要 な技術 は,そ の時点 における開発部門の

　　開発 要員の配置可能性及びその技術力か ら先 ず検討 され,も しそれ が不可

　　能 ならば,そ の分の外部委託,又 は派遣 要員 の活用可能性等 が検討 され る。

362　 費用対効果面か らの審査

　　　ここではユーザ が積算 した開発工 数及 び経 費の見積 りと,効 果 を金額換
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算 した もの 各 々につ い て,そ の妥 当 性 を審査 す る と と もに,必 要 な経 費 の

調 達 可能 性 も確 認 す る。 い わば,経 費面 の実 行 可 能性 を審 査 す る こ とに な

るo

　 金額 換 算 され た効 果 の うち 省 力化 効 果 等 の直 接 的 なもの は 比較 的 審 査 が

容 易 で あ る が,抑 止 効 果(電 算 化 しな け れ ば増 員 が 必要 な分 を 吸収 す る効

果),機 会 損 失 防 止効 果等,さ ら には 間接 的,波 及 的 効果 等 の金 額 換算 に

つい ては,そ の 妥 当 性,実 行 性 を慎 重 に検 討 す る 必 要 があ る。

　 効 果 の金 額 換 算 の み で は経 費 を回 収 で き ない シス テ ムの審 査 は依 然 と し

て 困難 な問 題 で あ る。 この場 合,定 性 効 果 を無理 に金 額換 算 さ せ て説 得 力

を失 うよ りは,定 性 効果 の 実 現 可能 性,有 効 性 を具 体 的 な根 拠 及 び裏 付 け

を持 たせ る方 向 で評価 ・分析 す る方 が 実 際 的 で あ る と考 え られ る。 また,

ア プ リケー シ ョン 自体 では採 算 が とれ ない が,他 機 関の 類似 業 務 の原 価 計

算 又 は,売 り上 げ高 ・生 産 費等 に 占め る コ ン ピ ュー タ経 費等 を比 較 して,

その正 当性 を確認 す る こ と も考 え ら れ る。

　 次 に,ナ プ リケー シ ョンの シ ス テ ム ・ライ フ間 で の 採算 性 をみ る 必要 が

あ る。 シ ス テ ム ・ラ イ7と しては5年 位 に定 め,そ の 間 に経 費 を回収 す る

こと を原 則 と してい る と ころ が多 い よ うで あ る。 その ため に 開発 の進 行 に

つ れ て,コ ス トや期 待 効果 の 変 更等 に よ っ て所定 の 回収 期 間 が 守 れ る か否

か を確 認 しな が ら,開 発 の 継 続 に承認 を与 え る とい う方 法 もと られ てい る。

　 さ ら に,経 費 と効 果 の比 較 で単 に効 果 の 方 が 大 きい とい うだけ では 不 十

分 であ り,全 体 の経 費 が大 き い場 合 は,効 果 の 率 が大 き くな るべ き で あ る

とい う考 え方 で評 価 す る例 が あ る。 そ の た め に,経 費効 率(電 算 化 に よる

効 果 の純 益 と総 コス トの比 率)と 総 効果 の マ ト リク スで 各 ア プ リケ ー シ ョ

ンの ラ ンク 分 けを して い る(第1部 「5.費用 対効 果分 析 の先 進 事 例」参 照)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

363　 整合性面等か らの審査

　　　新規開発要 求 アプ リケーシ ョンが当初計画時 において採算性 の点で十 分
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■

なメ リッ トが認 め られ る場 合 で も,そ の ア プ リケ ー シ ョ ンの 実 行 可 能 性,

有 効性 等 に問 題 が発 生 し,大 幅 な修 正 を余 儀 な くされ るか,又 は 開 発 ・稼

動 の 停止 に至 る とす れば,そ れ まで に要 した経 費の 回収 は困 難 とな るか,

不 可 能 に な・る。

　 また,新 規 アプ リケ ー シ ョンの既 存 シ ス テ ム との 関連 ・重 複,整 合性 等

も留 意 すべ き事 項 であ る。 特 に最 近 では 組 織 内の デ ー タ の有 用性,価 値 が

注 目 され,デ ー タ ベ ー ス化 が進 め られ てい るが,そ れ ら デ ー タ間 の 重 複 の

排 除,整 合 性 の確 保 等 は 大 き な課 題 と な っ てい る。

　 そ こで組 織 内 の シ ス テ ム全 体 を知 り得 る立 場 にあ る シス テ ム開発 部 門 と

して は,各 シ ス テ ムの 内容,各 々の相 互 関 連 を常時 審 査 して お き,新 規 開

発 要求 に対 して も既存 シス テ ム との競 合,矛 盾,整 合 性 等 の 観 点 か ら審 査

す る必 要 があ る。

o

?

37開 発 優 先 順 位 の 決 定

　 　 通常,シ ス テ ム開発 担 当 部 門 は パ ック ・ログ をか か え てお り,ユ ーザ か ら

　 の 要求 に即 時 に応 え ら れ る とは 限 らず,ど う して も開発 の優 先 順 位 を設 定 す

　 る必 要 があ る。

　 　 優 先 順 位 決 定 の基 準 と して 次 の よ うな例 を示 す(順 位 は各 号 の 順 とす る)。

　 ① 既 に稼 動 中の ア プ リケー シ ・ ンで業 務 環 境(法 令,制 度,手 続 等)の 変

　 　 更 に よ り,シ ステ ム の変 更 が余 儀 ない もの

　 ② 当 該機 関 に と って重 要 か つ不 可欠 な もの(至 上 命令 的 な もの)

　 ③ 費用 削減 効 果 が 明 ら か な もの

　 ④ 開 発 に よっ て もた ら さ れ る新 しい 情 報 の 有効 性 が顕 著 で あ る と認 め られ

　 　 る もの

　 ⑤ 　収 益 を増 加 させ る効 果 があ る と認 め ら れ る もの

　⑥ 顧 客 サ ー ビス等 の 向上 に寄.与す る こ とが認 め られ る もの
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⑦ 当該 機 関 の マネ ジメ ン ト向上 に貢 献 す る こと が認 め られ るもの

⑧ 　 そ　 の　 他

　以 上 の基 準 の適 用 にあ た って は,当 該機 関 内 外 の諸 事 情 の 現 在,将 来 動 向

をは 撮 し,電 算 化 の技 術 的 可 能 性,効 率 性,資 金 調達 可 能性 ・ コ ン ピ ュー タ

・ リソ ー スの 利 用 可能 性 等 を十 分 検討 す る必 要 が あ る。

'

38開 発 方 法 の 選 択

　 　以 上 の分 析 の最 後 と して,開 発 が事 実 上決 定 さ れ た アプ リケ ーシ ョン を ど

　 の よ うな方 法 で 開発 す るの が最 適 か とい う分析 も重 要 で あ る。

　 　 こ こで 選択 の 対 象 とな るの は 大 き く分 け て① 自社 開発,② 外部 委託,③ 汎

　 用 パ ッケ ー ジ 等 の 購入 の 三 つ が考 え られ る。

　 　 自社開 発 に つい ては要 求 分 の 緊急 性 と開発 部 門 の パ ック ・ロ グ,技 術 的 な

　 難 易 度 等 が 先 ず 問 題 に なる と考 えら れ る が,費 用 対 効果 の観 点 か ら も,外 部

　 委 託 との 比 較 が行 わ れ る べ き であ る。 また,自 社 開 発 の場 合,開 発 部 門 と要

　 求 を 出 した ユ ー ザ 部 門 の協 力体 制,分 担 の 明確 化 等 も,開 発 効 率 に影響 す る

　 の で留意 す る 必 要 があ る。

　 　 外部 委 託 に つ い て は委 託 先 の 選 定 が一 番 の ポ イ ン トであ る の は当 然 であ り,

　 選 定 に当 た って は技 術 力,信 頼 性,実 績 と併 せ て コス トの最 小化 も大 き な要

　 素 と な る。 また,委 託 の場 合 も委 託 側(開 発 部 門及 び ユ ーザ 部 門)と 委託 先

　 の 責 任及 び 作業 分 担 の 明確 化 が,開 発 効 率,コ ス トの確 定 の点 で 問 題 とな る

　 で あ ろ う。

　 　 汎 用 パ ッケ ー ジの利 用 につ い て は,最 近 メ ー カ ・ソ7ト ウ ェア会社,デ ィ

　 ー ラ(海 外 の パ ッケ ー ジ)か ら様 々な分 野 に対 し各種 の もの が提供 され る よ

　 うに なっ て き て お り,ユ ーザ に とって選 択 の範 囲 が拡 大 してい るの で,新 規

　 開発 に踏 み 切 る 前 に,検 討 してみ る価値 は あ る。

ひ

←
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●

　 以 上 の外,新 規 ア プ リケー シ ョンで要 求 され てい る事 項,出 力等 は,既 存

ア プ リケー シ ョ ンの 変更,追 加 で対 処 で き な い か,ま た そ の分 の 作 業 量 は 新

規 開発 と比較 して ど うか とい う検 討 も必 要 で あ る。 更 に,要 求 自体 の 主 旨 を

損 わ な い範 囲 で 若干 変 更 すれ ば 既存 アプ リケ ー シ ョンで間 に合 うもの があ る

とい うこ と も少 な くない。

6

39開 発の承 認

　　 開 発 時 の 評 価 の 目的 の 一 つkは,ア プ リケ ー シ ョン開発 の方 向,計 画,実

　 績 等 を組 織 的 に承 認 ・確 認す る と と もに,ア プ リケー シ ョ ンに組 織 の意 思 を

　反 映 させ る こ と があ り,そ の意 味 で開発 に対 す る承認 は重 要 な要 素 であ る。

　 そ の た め に所 定 の 手 続 を定 め,開 発担 当部 門の 決 裁 を受 ける とい う方 法 を と

　 っ てい る と こ ろが 多い。 この場 合,先 に述 べ た アプ リケ ーシ ョン の分類 と決

　裁 の レベル が対 応 してい るは ず で あ る。 また,要 求 側 の 責任 者 レベ ル も決 め,

　 要求 内容 に責 任 を持 た せ る方 式 も併 せ て採 用 す る方 が よい。

　　 この承 認 は開 発 の承 認 段 階 の み では な く,進 捗 管理(長 期 に亘 る開 発 プ ロ

　 ジ ェ ク トの 場 合),稼 動 に入 る時 点 及 び 稼 動 後 一 定 期 間 を経 た時 点 に お け る

　 評価 につ い て も適 用 され るべ き であ る。

◆

●

310開 発 及 び 運 用 の 監 視

　 　 開発 要 求 時 の 評 価 分 析 と しては,然 るべ きチ ェ ック の後 開発 が 承認 され れ

　 ば一 応 の 目的 は 達 成 され るは ず であ るが,評 価 分 析段 階 で確 認 さ れた 諸 事 項

　 が そ の通 り実 行 され てい るか とい うチ ェ ック もや は り重 要 であ る。

　 　 そ の意 味 での 監視 と して は,開 発 か ら稼 動 に入 る までの開 発 管 理 と,稼 動

　 後 の7オ ロー ・ア ップ の二 つ に分 け る こ とが で き る。 前 者 は 費用 対 効 果 分析

　 とい うよ りは プ ロジ ェ ク ト管理 の範 ち ゅ うで検 討 さ れ る事 項 であ り,こ こ で
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は 特 に触 れ てい ない。

　稼 動 に入 って か ら一 定 期 間 を経 た段 階 で,当 該 ア プ リケ ー シ ョンが 開発 要

求 時 点 で計 上 した採 算 を実 際 に達 成 したか,又 は達 成 しつ つ あ るか とい うチ

ェ ック は重 要 であ る。 現 状 では 新規 開 発 に追 われ 稼動 に入 った ものの 変 更 等

は 困難 で あ る等 々の理 由 に よ り,実 際 に フ ォ ロー ・ア ップ を実 行 す る こ とは

そ れ程 容 易 で は な く,そ の意 義 ・必 要 性 を認 め な が ら も十 分実 施 してい ない

の が実 情 で あ ろ う。

　 しか しな が ら,開 発 時 に お い てか な り緻 密 な評価 ・分 析 を実 施 して もそ の

フ ォロー ・ア ップが実 行 され な けれ ば,分 析 の意 義 が失 わ れ る恐 れ が あ る。

そ こで,全 部 の ア プ リケー シ ョンの フ ナロー ・ア ッ プは無 理 と して も,開 発

コス トの大 きい もの,採 算 性 が ポ イ ン トであ る もの 等 を選 択 的 に実 行 す る こ

とに よ って フ ォ ロー ・ア ッ プ体 制 の存 在,機 能 を確立 して お くこ とは 必要 で

あ る。 この フ ォ ロー ・ア ッ プ を最 も厳 し く実 施 してい る例 と して,要 求 時 に

算 出 した メ リッ トが所 定 の 時期 に達 成 さ れ なか った場合 は,そ の ア プ リケー

シ ョ ンの稼 動 を停 止 し,要 求 時 の 責 任 者 に対 し何 ら かの 責 を負 わす とい う企

業 もあ る こ とを紹介 して お き た い。

'

4

⑨

⑱
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4　 コ ン ビ一 夕 ・シ ステ ム 総 体 の 費 用 対 効 果 分 析

●

4.1　 概 念

●

◆

▼

　 現在 稼 動 して い る コ ン ビ一 夕 ・シ ス テ ムが 組織 全 体 の 中 で どの よ うな 役 割

を果 た して お り,そ の総 体 と しての 費 用 対 効果 は ど うか とい う分析 は ,先 に

述 べ た個 別 ア プ リケ ー シ ョ ン毎 の分 析 では十 分 には 握 で きな い。 そ こで ,こ

こでは 現 時 点 にお け る コン ピュー タ ・シス テ ム の総 合 的 な 費 用 対効 果 分 析 の

ため の 考 え方,方 法 論 及 び手順 を提 示 す る こと とす るが ,そ の主 な視 点 は 次

の とお りで あ る。

(1)　 コンピュータ ・システムの効果 を主 と してコンピュータ化前後 の比 較 に よって プ

　 ラス,マ イ ナ ス の 両面 か ら測 定 ・評 価 を 行 い,業 務運営上の役割,組 織全 体

　 で の位 置 付 け を明 らか にす る とと も に,費 用 対 効 果 の観 点 か らの 問題 の所

　 在 を明 確 に し,そ の 改 善 を図 ろ うとす る際 の指 針 とな る もの で あ る。

(2)手 順 と し ては先 ず 主 要 な ア プ リケ ー・シ ョソ毎 の 費 用対 効果 分析 を行 い ,

　 それ らを積 み上 げ て コ ン ピ ュー タ ・シ ス テム 総体 と して 評価 し よ う とす る

　 もの で あ る。

(3)　 コ ン ピ ュー タ化 に よ る効 果 を全 て金 額換 算 し費 用 と対 比 す るの で は な く,

　 定性 ・定 量 両面 か らは 撮 し,総 合 的 に分析 し よ う とす る もの で あ る。 そ の

　 た め に 費用 を効果 測 定 項 目 の一 つ と し,そ の他 の測 定 項 目 につい て も総 合

　 的 分 析 が 可 能 な よ うな 体 系 を 設定 した。

(4)全 体 を よ り実 践 的 な もの とす るた め,簡 便 な 方法 で あ る よ う心 懸 け ,チ

　 ェ ック ・ポ イ ン トや ワー・ク ・シ ー トを 出 来 る限 り掲 載 した。 な お,全 体 の

　 フ レー ム ・ワー クは 以 下 の よ うにな っ て い る。

　① 全 体 の体 系 は 「効 果 の 測 定 方 法 」と 「効 果 の 評 価 ・分析 方 法 」の二 つ
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　 の フ ェーズ か ら 成 る。

② 効 果 の 測 定は コ ン ピュー タ化 に よ る影響,効 果 をは 撮 す る もの で,そ

　 の ため の 「効果 測 定 項 目体 系 」及び 測定 の考 え 方等 を 用意 した。

③ 評 価 分 析 は 効 果 測 定 結果 を分 析 す る もの で,Dア プ リヶ ー シ ・ ン別 評

　 価,iDス コア リン グ評 価,　iiD評 価指 標 に よる評 価 の3方 法 を 提 示 した。

④ 分析 の 各 段 階 で参 照 す べ き基 準,着 眼点,ワ ー ク ・シー ト等 も提 示 し

　 た。
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4.2　 実 施 手 順

　 分析手順 を流 れ図で示す と図4-1の 通 りとなる。 ここでは各 プロセスで作業 を進め

る上 で参 照 す べ き基 準,指 針,参 考等 は 入 力情 報 と して 表 わ さ れ,各 プ ロセ

ス で作 成 され る結 果 は 出 力情 報 と して表 現 され てい る。

も

また,各 ス テ ップ の作 業 内容(概 略)は 表4-1の 通 りであ る。

《

表4-1 費用対効果分析実施手順

手　　　　 順 作業 内容(概 略)

対 象 コ ソ ピ ュ 分析 の対 象 とな る コン ピ ュー タ ・シス テ ム に関

効 一 夕 ・ シ ス テ し,効 果 の測 定 ・評 価 に 影響 を与 え る と考 え られ

効 果
'ムの概 要 は握

る特徴,特 性 に留意 して,導 入 の 目的,経 緯,環

測 境条件及び その推移等 をは握す る。

果 定 ア プ リ ケ ー シ 対 象 コン ピ ュー タが 現 時点 で処 理 してい る ア ブ

方 ヨン選 定 リケ ー シ ョンを全 て分 析 の対 象 とす るのは 作 業量

の 法 が多 く,非 効率なので,分 析に対 す る影響度の高

の い,主 要 な アプ リケー シ ョンを選 定 す る(表4一

測 決 2参 照)。

定 ア プ リ ケ ー シ 選 定 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン に つ い て,目 的,'開

定 ヨンの概 要 は 発経緯,処 理 内容,処 理結果の利用状況等 の概 要

握 をは撮 す る。 また 必 要 に応 じ事 務 処 理 フ ロー を作

成 す る。
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手　　　　順 作業内容(概 略)

効果測定項 目 ア プ リケー シ ョン別 に効 果 測定 項 目を設 定 す る。

の設定 分析 全 体 の整合 性,ア プ リケ ー シ ョン間 の相 互 比

効
較 等 の た め に,測 定 項 目が バ ラバ ラ では 適切 で な

果
いので原則 として本報告書 で用意 されてい る測定

測
項 目体 系 に拠 り,そ れ に対 しア プ リケ ー シ ョン毎

定
効 に特 殊な項 目を加除す る。

方
効果測定方法 各 ア プ リケー シ ョンの測 定 項 目別 に測 定 方法 の

法
果 の決定 決定,必 要 に応 じ効果測定項 目の細分化,調 査対

の

象部門の決定等 を行 う。

の
決

調査票 の作成 各 ア プ リケ ー シ ョンの測 定項 目別 に調 査 票 を作

定
成す る。 なお本報告書 には効果測定項 目体系 にあ

測 る項 目 につ い ては 調 査 票例 を用 意 してい る。

測定 の実施 選定 した ア プ リケー シ ョン毎 に調 査 票 に基 づ き,

定 効 資 料 収 集,実 態 調 査,ヒ ア リ ン グ,ア ン ケ ー ト等

果
-

に よ り効 果 測 定 を行 う。

の (補 足調査の 効 果 測 定後,調 査 の不備,実 証 デ ー タ の不 足 等

測 実 施) に対 し必要 に応 じ調査 の補足を行 う。

定 調査結果 の と 測 定 結 果 の整 理,と りま とめを 行 う。 これ が後

りま とめ 段 の 評 価 分析 の た め の基 礎 デー タ とな る。

評 ア プ リ ケ ー シ ア プ リケー シ ョ ン別 に,評 価 分析 を行 う際 の ポ

評
価

分
ヨ ン別 評 価 基 イ ン ト,判 断基 準 等 を設 定 す る。 これ らは 今後 の

価 析 準の設定 評価 分析 の基本方 向を決 めるこ とにな るので各ア

分
方

法 プ リケー シ ョ ンの 目的,特 性 等 に 留意,作 成 す る

析
の

必 要 が あ る。 な お,本 報 告 書 には 基準 の例 とし て,
決
定 官庁 の場合の業務 類型別 の効果基 準を示 してい る。
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●

⑨

」

●

手　　　　 順 作業 内容(概 略)

ア プ リ ケ ー シ 分 析 の対 象 とし て選 定 した ア プ リケ ー シ ョン間

評
ヨ ン の ウ エ イ の相 対 的 な ウエ イ ト配 分 を行 う,な お 配 分 に際 し

価
ト配 分 ては業務量,重 要度等 を勘案 す る。

分
アプ リケー シ

ョン別 測 定 項

　 o

ア プ リケー シ ョン別 にそ の 目的 ,処 理 内容 及 び

析 目間 の ウェ イ
処理結果 の利用状況等 を勘案 して,効 果測定項 目

評 方
ト配 分 間 の相 対 的 な ウエ イ ト配 分 を行 う。

法
ス コ ア リ ン グ ス コア リン グに よる評価 を行 う際 の評 点 基 準 を

の
基準 の設定 設定す る。基準は必要 に応 じ,効 果測定項 目別 に

価 決
作成 す る。 本報告書 では 「項 目体系 」の局面別 の

定
基 準 例 を示 してい る。

評価 指標 の設 コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム全 体 を総 合 的 な 視 点 か

分
定 ら評価す るために必要 な指標 を設定 す る。
　 o

ア フ リケ ー シ 分析対象 アプ リケー シ ョン毎に効果測 定結果 を

評 ヨン別 評 価 先 に設 定 した基 準 等 を基 に,評 価 分 析 を行 う。

析
価 ス コ ア リ ン グ 上 と同 様 に,予 め設 定 し た基 準 に拠 っ てス コ ア

分 評価 リング評 価 を行 う。 評 価 者 は 関 連部 門 か ら選 定 し,

析 複 数 の方 が よい。

の 評価指標 に よ 上 と同様 に,予 め設定 した指標 に基づい て評価

実 る評価 を 行 う。

施 全 体 の と り ま 測定 結果,評 価分析結果 全体 をと りまとめ,報

とめ 告書を作成 する。
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4.3　 効 果 の 測 定 方 法

4.3.1　 測 定 の考 え方

　 　① 効 果 の測 定 は 選 定 し たアプリケーシ。ン毎 に,そ れらが コンピュータ化前 と比

　 　 ・較 してどの よ うに改 善,改 良されたか(プ ラス効果),ま た は逆 に不 都 合 等

　 　　 が生 じてな い か(マ イ ナ ス効 果)を は撮 す る プ ロセ ス で あ る。 その た め

　 　　 には,対 象 とす る ア プ リケー シ ョンを選 定 し,そ れ毎 の 測定 項 目を分 析

　 　　 作 業 全 体 の作 業 負 荷 と結 果 の妥 当性 を勘 案 して慎 重 に設 定 す る必 要 が あ

　 　　 る(ア プリケーシ ョン の選 定基 準 は表4-2参 照。)ま た,選 定 した アプ リ

　 　　 ケー シ ョンの うち,主 要 な もの につ い ては 事 務処 理 工 程 表 等 を作 成 し,

　 　　 そ の工 程 に沿 っ て 効果 の測 定 を行 うよ うにす る と,効 果 の挙 が っ てい る

　 　　 工 程 と不 十 分 な と ころ 及び 工 程 全 体 として の 改善 具 合 等 が明 らか にな る。

　 　② コ ン ピ ュー タ化 して か ら数 年 を経 てい て コ ン ピ ュー タ化 前 の状 況 が不

　 　　 明 で あ る場 合 や,コ ン ピ ュー タ の導 入 に よっ て新 た に追 加 され た業 務 で

　 　　 あ る等 の た め コ ン ピ ュー タ化 前 後 の比 較が で きな い もの につ い ては,そ

　 　　 れ ら業務 を コ ン ピ ュー タ に よらな い で処 理 す る場 合 の 状況 を 想定 し,そ

　 　　 れ と現 状 とを比 較 す る。

　 　③ 　 バ ッチ か らオ ン ライ ンへ の移 行等,大 幅 な レベ ル ・ア ップ を経 験 し て

　 　　い る場 合,現 時 点 を基 点 とす る と比 較 対 象 時 点 は コ ン ピ ュー タ化 前 と,

　 　　 レベ ル ・ア ップ前 の二 通 りが 考 えら れ る。 この よ うな 場 合 には レベ ル ・

　 　　 ア ップ に よる経 費 増 及 び 影響 度 等 の大 き さ に よっ て,ど ち らか一 方 を 選

　 　　択 す るか,必 要 に 応 じて 両方 を選 択 す る。

　 　④ 効 果 の測定 は 必 ず し も金額 換 算 が で きな い まで も項 目毎 の適切 な単 位

　 　　で,で き る限 り数 量 的 には 撮 す る。 数値 で は 握で き な い 効 果 に っ い て

　 　　は,効 果 の 内容,程 度 を具 体 的,実 証 的 な事 例 に よっ て,客 観 性 を 確保

　 　　す る よ うに 努 め る必 要 があ る。

　 　⑤ 省 力効 果 の うち コ ン ピ ュー タ化 しなか っ た ら増 加 した の で あ ろ う分 を
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　 吸収 し た とい う,い わゆ る抑 止効 果 につ い て は,説 得 力の 得 られ る範 囲

　 に 限定 す る必 要 が あ る。

⑥ 測 定 値 にお け る担 当者 間 また は 立場(例 えば コ ン ピ ュー タ部 門 とユ ー

　 ザ,ラ イ ゾ とス タ ッフ等)に よ る差 違 は,測 定 の段 階 では 無 理 に調 整 せ

　 ず,併 記 してお き,次 の評 価 分析 に委 ね る。

表4-2　 対 象 ア プ リケ ー シ ョンの 選定 基 準

●

1.次 の条 件 に該 当す る もの は で き る限 り多 く選 定 す る。

① シ ス テ ム と して安 定 し てい る もの。

② 臨 時処 理 ・例 外 処 理 では ない もの。

③ 開発 中 で ない もの。 但 し,シ ス テム の規 模 が 大 き く,こ れ を排 除 す る

　 　もの は適 切 でな い 場 合,及 び 近 々稼 動 に入 る もの等 は原 則 と して対 象 と

　 　す る。

2.上 記 条 件 では 対 象 とな る ア プ リケー シ ョンが 多 くな りす ぎ る場 合 は,対

象 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の全 体 像 を 損 わな い 範 囲 で作 業 効 率 との兼 ね 合

い を見 て,次 の基 準 に該 当す る ものを選 定す る。

① コ ン ピ ュー タ使 用 時 間 が長 い もの 。

② 関 連総 経 費 が高 い もの。

③ ル ー チ ン業 務 と して定 常 的 に処 理 され て い る もの。

④ 処 理 量 は少 な くて も,当 該 機 関 にお い て重 要 な役割 を果 た して い る も

　 　の。

⑤ 関連 ユ ーザ が 多い もの。

3.ア プ リケ ー シ ョンがい くつ か の類 型 に分 け られ る場 合 は,全 て の類 型 を

　カ バ ー で き る よ うに選 定 す る。

4.3.2　 効 果 測 定 項 目 の設 定

　 　① ア プ リケー シ ョ ン に よっ て効 果 の あ らわ れ 方は 異 な っ て くる あず であ



●

十

るが,測 定項 目を個 々 に設 定 して しま うと,相 互 比 較 が で き ず,分 析 全 体

の整 合性 が とれ な い ば か りか ,ひ い ては コン ピュ ー タ ・シ ステ ム総 体 とし

ての 評 価 は 不 可 能 に な る恐 れ があ る。

　 そ こで,本 報告書 では効果測定のための標準項 目体系を表4-3に 設定

して あ るの で,測 定 にあ た っ ては これ を参 考 と し,必 要 に応 じて加 除 を行

い,あ らか じめ 表4-3の よ うな項 目体 系 を設 定 す る必 要 が あ る
。

表4-3　 　 効果測定項 目体系

果効スナ対

化延遅

化確正不

化雑煩化雑複

化直硬

化低

難困
●

便不

少縮

化難困

下低

下低

こそ

減増費経るよに算換額金

下低

少縮

下低

果効

化速迅

化確正

化準標
●

化繁簡

化力弾

上向

化易容

大拡

化易容

上向

上向

化滑円

化度高

大拡

上向

目項定測

性速迅

性確正

性易簡

性力弾

性時適

性易容

囲範用利

性易容

性全安

ル
ー

ラモ

携連

一

容内務業

囲範務業

質の務業

分区

面局

業

務

処

理

利

　
　
用データの

の

管
理データ

組
　職人　事

一

一

管
　

　
　
理
　

　

局

　
　
　
面

ト

面ス

コ

局

果
　局

　
面定性　効

② 項 目の設 定 に 際 して は,測 定 前 には 予 想 で きな い 効 果 もあ るの で
,事

前 に効 目を絞 りす ぎ る と,効 果 のは 握 もれが で る の で ,留 意 す る必 要 が

あ る。
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4.3.3　 効 果 の 測 定 方 法

　 　 　効 果 の 測 定 は ア プ リケ ー シ ョン別 に,先 に設 定 した測 定 項 目に つい て,

　 　調 査 方 法,調 査 票,調 査 対 象 部 門(又 は 対 象 者 、を 決定 し,各 々 に適 し

　 　 た 方 法 で 実 施 す る。

　 　 　 　調 査 方 法 として は 次 の よ うな ものが 考 え ら れ る。

　 　① 実 態 調 査(実 測)

　 　 　 　書 類,帳 票 の 流 れ等 を 実 際 に測定 ・調 査 し,事 務 処 理工 程 毎 に効果 を

　 　 　は 握 す る等 の場 合 。(例 えば,迅 速性,簡 易性 等 の項 目)

　 　 　 　 ヒア リン グ

　 　 　 　 関 連 部 門,ユ ー ザ等 か ら意 見 を面 接調 査 に よっ ては撮 す る。(例 えば

　 　 　 適 時 性,業 務 の 内 容,質 等)

　 　 ② 　 ア ンケ ー ト

　 　 　 　 主 と して関 連 部 門,ユ ー ザ等 の 意識 調 査 の場 合 に使 う。 部 門 や 回 答者

　 　 　 に よ る意 見 の差 が あ る と考 え ら れ るが,そ の差 自体 も有 意 であ る。(モ

　 　 　 ラル,連 携等)

　 　 ③ 資 料 の収 集 ・分 析

　 　 　 　 コ ン ピュー タ の 導 入計 画者,シ ス テ ム設 計 ドキ ュメ ン ト等 に よって コ

　 　 　 ン ピ ュ一 夕 の環 境 条 件,ア プ リケ ー シ ョンの機 能 ・目的等 を は撮 す る と

　 　 　 と もに,関 連 手 続,規 程 等 に よ って 業務 の性 質,流 れを は撮 す る。

　 　 　 　 表4-3の 項 目体 系 にあ る項 目 につ い て は,標 準 調 査 票,調 査 細 目,

　 　 　 着 眼 点 等 を 「4.6参 考例 」に掲 載 して い る。
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4.4　 費 用 の 算 出

　 本報告書 では費用算 出 にあ たっての対象項 目と して一 般的 な例(予 算 費 目)を

表4-4に 示 す。 な お,既 述 の 「3.ア プ リケー シ ョン新規 開発 時 の分析 」及

び,後 で述 べ る 「5.費 用 対 効果 分 析 の 先進 事 例」 に おい て,い くつか の 具体

的 な費用 算 出方 法 を提 示 してい るの で 併 せ て参 照 され た い。

表4-4 コ ン ピュー タ運 用 経 費

項　　　 目 備　　　　　　　　　　 考

機 械 レ ン タル 料 端 末 機 の レ ンタル 料 等 も含 め る。

ソ フ ト ウ ェ ア の

レ ン タ ル 料

　 最 近,ア ンバ ン ド リングが 進 ん で き て お り費 目 とし て

必 要 とな っ て きて い る。

通信回線使用料 通信 連絡 費等 も含め る。

保　　守　　料 買 取の場 合

消　耗　品　費 カ ー ド,テ ー プ,出 力 用 紙等 　 　　　　　　 .

備　　品　　費 　 テ ー プ保 管庫,作 業 机 等 。 但 し,減 価償 却 費 に 含め て

処 理 して い る と ころ が 多 い。

光　　熱　　費 電気,水 道料金

印　　刷　　費 帳票等の印刷

保　　険　　料 コ ン ピ ュ ー タ 保 険 料

外　注　処　理 パ ンチ ,プ ロ グ ラ ミング,処 理 等 の外 部 委 託 費

減 価 償 却 費 コ ン ピュー タの法 定 耐用 年 数 は5年 。

税 固定資産税

人　　件　　費 運用部 門,開 発部門の人件 費

工　　事　　費 機械室の改造等経費

そ　　 の　　 他
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4.5　 効 果 の 評 価 分 析 方 法

4.5.1　 評 価 分 析方 法 の 概 要

　 　 　 　既 に述 べ た よ うに,本 報告 書 で提 示 してい る 評 価 分析 方 法 は,効 果 を

　 　 　全 て金 額換 算 し総 経 費 と対 比 して 分析 す る方 式 を とっ て い な い の で,効

　 　 果 測 定 結果 か ら直 ち に 評 価値 が得 られ る もの では な い。 即 ち,効 果 測 定

　 　 　結果 には 定量 化 さ れた もの(そ の うち の一 部 は 金 額換 算 され て い る)と

　 　 　定 性 効 果 の ま まの もの とが あ り,こ れ らを解 釈 ・評価 す る プ ロセ スが 必

　 　 　要 で あ る。 また,特 に数 量 化 さ れ てい ない 効 果 の 評価 分析 につ い ては,

　 　 　そ の 客観 性,妥 当 性 を確 保 す る ため にそ れな りの方 法,工 夫が 必 要 とさ

　 　 　れ るの であ る。

　 　 　 　そ こ で,こ こで は① ア プ リケ ーシ ・ン別 評 価,② ス コア リン グ評 価,

　 　 ③ 評 価 指標 に よ る 評価 の3手 法 を提 示 した 。 ア プ リケー シ ョン別 評 価 で

　 　 　は,ア プ リケー シ ョン毎 に効 果 の 明確 化,問 題 点 のは 握 等 を主 な 目的 と

　 　 　す る9ス コア リン グ評 価 は 評点 に よ っ て評価 結 果 が一 応数 量 化 され るの

　 　 　で,ア プ リケー シ ョン 間,測 定 項 目間 等 のバ ラ ンス 等 相 対 的 な 比 較評 価

　 　 　が可 能 であ る。 以 上 の二 つ は先 ず ア プ リケー シ ョ ン毎 の 評 価 を 行 っ て,

　 　 　そ の積 み 上 げ で コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム総 体 の 評価 分 析 を 行 お うとす る

　 　 　も の であ るが,こ れ に対 し視 点 を 変 えて コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム全 体 の

　 　 　機 能 ・役 割等 を総 合 的 に評 価 す る こ とも重 要 で あ り,そ の た め の手 法 と

　 　 　 して,評 価 指 標 に よる評 価 を 提 示 した。

　 　 　 　 以 上 の3方 法 を対 比 す る と表4-5の 通 り とな る。
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表4-5 評価 分析 方法対比表

窯 評価対象単位 評 価 対 象 デ ータ 評価 方法 結果 主 な ね ら い

ア ン

プ別
リ評
ケ価

|

ζ

ア プ リ ケ ー シ

ョ　ン

効果測 定結果 デ

ータ

コ ン ピ ュ

ー タ化 前

後 の 比較

定量

定性

ア プ リケ ー シ

ョノ別 に顕 著

な効 果 と要改

善 点の 摘 出

ス

コ

ア

リ
ノ

グ

評

価

ア プ リ ケ ー シ

ョ ン,効 果 測

定 項 目

測 定 結 果 デ ータ,

ア プ リケ ー シ ョ

ン別評 価 結 果

ス コ ア リ

ン グ 定量

相 対 的 な比 較

(ア プ リケ ー

シ ョン間,測

定 項 目間,評

価 者間)

評
価

指

標
に

よ
る

評

価

評 価 指 標

測定 結 果 デ ータ,

ア プ リケ ー シ ョ

ノ別評 価 結果,

ス コ ア リン グ評

価 結果

予 め設定

した総合

的 な評価

指標の視

点か ら,

全作業結

果 を 分析

定性

対 象 コン ピ ュ

ータの 現 時点

に お け る 組

織 全 体 に対 す

る貢 献度,全

体 の 収支 等

　4.5.2　 ア プ リケ ー シ ョン別 評 価

　 　 (1)評 価 の 視 点

　 　 　 ① コ ノ ピュ ータ ・シス テ ム総 体の 費 用 対効 果 分析 とい っ て も,評 価 の

　 　 　 　 ベ ース は 当 該 コ ン ピ ュー タ に よ っ て処 理 され て い る ア プ リケ ー シ ョン

.　 　 　 毎 の評 価 で あ る。先 ず,ア プ リケ ー シ ョン別 に事務 処 理 工 程 に沿 って

　 　 　 　 効 果 を測 定 した結 果 か ら,プ ラス,マ イ ナス 両 面 の顕 著 な事 例 を摘 出

　 　 　 　 し評 価 分析 を行 う。 例 え ば 工程 各 部 分で 簡 素 化 が ど の よ うに進 み,全

一41一



　 工程 では どの よ うな 効 果 とな っ てお り,そ れ は 関係 業 務 に どの よ うに

　 貢 献 してい るか な どを 分 析 す る必 要 が あ る。

② 効果 測 定 結果 か らマ イ ナ ス効 果 が 明 らか にな っ た部 分 につ い て は,

　 特 に 分析 を 掘 り下 げ そ の 原因 を解 明す る必 要 が あ る。 そ の結 果 は,費

　 用 対効 果 分析 の 目 的 の一 つ で あ るシ ス テ ムの 改善 方策 の検 討 の基 礎 デ

　 一 夕 とな るはず で あ る。

③ 一 つ の ア プ リケ ー シ ョン につ い て,効 果 測 定 項 目別 の効 果 の現 わ れ

　 方 のバ ラ ンス を み るの も評 価 ポイ ン トの一 つ であ る。 例 えば,あ るア

プ リケー シ ョンは 効 果 が 非 常 に挙 が っ てい る項 目 と挙 が って い な い 項

　 目が あ る が,そ れ は そ の ア プ リケー シ ョンの特 性 か らみ て妥 当な の か

　 ど うか等 の分 析 が で き る で あ ろ う。

　 　 この よ うな,ア プ リケ ー シ ョ ンに よる測 定 項 目間 の効 果 の現 わ れ 方

　 の 目安 と して,官 庁 の場 合 の例 を と り,表4-6に 業 務 類 型別 効 果 基

　 準 を提 示 した の で 参 考 とさ れ た い。 但 し,こ の効 果i基準 表 は業 務 類 型

　 別 に測 定 項 目毎 の効 果 の 程 度 を標 準 的 に示 した もの で あ り,実 際 に適

　 用 す る際 には 対 象 ア プ リケー シ ョンの 特性 等 を勘 案 す る必要 が あ る。

④ 以上 の評 価 分 析 とは 逆 に,測 定項 目別 に 各 ア プ リケー シ ・ンが どの

　 よ うな効 果 を挙 げ て い る かを みて み る こ と も有効 であ る。 例 えば,

　 「デ ー タ利 用 の範 囲 」とい う測 定 項 目 に対 して,各 ア プ リケー シ ョン

　 は どの よ うな 効 果 を挙 げ て い るで あ ろ うか とい う視 点 で 分析 を 行 うこ

　 と等 が 考 え ら れ る。
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表4-6　 業　務　類　型　別　効　果　基　準　 (行 政機関の例)

○効果が大 きくでる項目　 X効 果あまり期待できない項目

管　　　理　　　局　　　面
コ

ス

ト

局

面

行 政 ・研 究 局面

業　　務　　処　　理 デ　ー　タ　利 用 データの管理 人事 ・組織 薬研

務究
・内

　容

薬研

務究
・範

　囲

行　サ

　　 |

　　ピ

政　ス

波

及

効

果

業　務　類　型

　　　　効　果　測　定　項　目

処　理　内　容 迅速性 正確性 簡易性 弾力性 醐 容易性 利用'
唖

容易性 拠 モラール 迦

統　　　　計 集計　製表　大量データ処理 ○ ○ ○ ○ × O ×

共 通 管 理

定型的で単純な業務処理　単純計算

台帳管理(人 事,給 与,会 計等)
○ ○ ○ ○ ○ × x

明達管理 輸送管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ X X

固
　
　
　
有
　
　
　
事

　
　
　
務

(計算中心) 大量データ処理　台帳管理　支払計算 ○ ○ ○ × O X ○ ○ ×

(照会中心) 照会　広域処理 ○ O × ○ ○ ○ × × ○ ○ ×

(集 配中心) 収集　編集　分配　広域処理 ○ ○ ○ × ○ O ×

(登 録中心) 大量データ処理　登録審査　照会 ○ ○ ○ ○ ○ O ○ × ○ ○ ○ X

(複 　　合)
大量データ処理　支払計算

登録審査照会
○ O ○ ○ ○ X ○ ○ ○ O X

政　策　情　報 情報検索　分析 ・予測 ○ O × O ○ ○ ○. X × × ○ ○ ○ ×

試験研究 ・設計 技術計算　分析 ・予測　数値計算 ○ O × × × × X × X ○ ○ X

制　　　　　御 指令 ・制御 ・管 制 ○ ○ ○ ○ O O × X × .× × X ×



(2)　 コス ト局 面 の評 価 視 点

　 ① 最 も狭義 の,金 額 換 算 に よる費用対効果分析 は,本 報告書 では測定項 目

　 　 別 の効 果 の評 価 分析 の一 つ と考 え られ る(こ の 場 合 の 測 定 項 目 は コ

　 　 ス トとな る)。

　 　 　 コス ト評価 につ い て は,各 アプ リケ ー シ ョンの コン ピュー タ 及び 関

　 　 連 機 材 の使用 量 に よっ て,運 用経 費 を 配 分 し,各 アプ リケー シ ョ ンの

　 　 金 額 換 算 した 効 果 と比 較 す る。 その 際,全 て の効 果 を無 理 に金 額 換 算

　 　 を す る こ とは 避 け,人 員 削減(抑 止 効 果 も含 め る),諸 経 費 節 減 の よ

　 　 うに効果 の算 出根 拠 が 明確 な もの の み に と どめ て,こ の段 階 で一 応 の

　 　 評 価 を行 う。 この 時 点 で 採算 が とれ て い れ ば問 題 は な い が,経 費 の 方

　 　 が多 い場 合 は,そ の 分 を 定 性 効果 が どの程 度 カ バ ー して い るか とい う

　 　 分 析 を行 う。

　 ② 同業 他 機 関 の類 似 業 務 と比 較 す る こ と も有効 で あ る。 比 較 の指 標 と

　 　 しては,給 与 計 算 等 特 定 業 務 処 理 の 原 価 計算,売 り上 げ又 は 生 産 費等

　 　 に 占め るコ ン ピ ュー タ運 用 経 費 の比 率,従 業 員一 人 あた りの コ ン ピ ュ

　 　 一 夕 運用 経 費等 が考 え ら れ る。

　 ③ ここで い うコ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム総 体 と して の分 析 は,あ る特 定

　 　 時点 にお け る費用 対効 果 を 評 価 す る もの で あ るが,特 に コス トに関 し

　 　、ては 評 価時 点 での 採 算 性 だ け では な く,対 象 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム

　 　 の ライフ ・サ イ クル の 中 でみ る必 要 が あ る。 例 えば,人 員の 削減 効 果

　 　 は シ ステ ムが安 定 稼 動 に入 っ て か ら後,一 定 時 期 を 経 て か ら徐 々 に現

　 　 われ る もの で あ り,現 時 点 で は採 算 性 の 点 では マ イ ナ ス とな っ てい る

　 　 が,数 年後 に は プ ラス に転 ず る こ とが見 込 まれ る。 この よ うな場 合,

　 　 そ の時点 まで を 考慮 に 入 れ な い とコス ト局 面 の評 価 とし ては 不十 分 で

　 　 あ ろ う。

以 上 の ア プ リケ ー シ ョ ン別 評価 にお け る考 え方,視 点 は.概 ね 次 の
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ス コア リング評 価 に も適用 で き るは ず で あ る。

4。5.3　 スコア リング評価

　　(1)ス コア リング評価 の特 徴

　　　　既 に述べてい る よ うに,効 果 の測定結果 は必 ず しも数 値で得 られ るも

　　　の ではな く,定 量 的 には握 され るもので も,効 果全体 を金額換算す るの

　　　は不可能 な場合 が多い。 これに対 しス コア リング評価 は,こ れ ら種 々の

　　　測定結果 を相対 的な評点 を付す ることに よって評価 しようとす る便宜的

　　　な方法であ り,そ の特徴 は次のとお りであ る。

　　　① 評価対象デー タの形式が 多様である場合 に適 した評価方 法である。

　　　　　測定結果デー タが定量的な もの と定性 的な ものの双方か ら成 り,定

　　　 量的な もので も単位が異な ってい るため,こ れ らを まとめて評価す る

　　　　ことは 困難であ る。ス コア リング評価 は これ ら多種 多様 なデータを評

　　　 価 者の判 断に よって効果 の程度を ランクに分けて評点を付 けるもので

　　　 あ る。

　　 ② 相対的な比較評価 を行 うための方法 である。

　　　　 ス コア リング評価 に よっ て各測定結果 デー タは,評 点 とい う一様 の

　　　 評価値が得 られ るの で,ア プ リケーシ ョン,測 定 項 目及 び評 価 者 の

　　　 差異が明 らか にな り,そ れらの相対 的な比 較評価が可能 とな る。 さ ら

　　　　に,平 均 との 比較 を行 った り,幾 つ かのデー タをまとめ て新 たな評

　　　 価値を設定 した り,重 み付け による評価 も可能 である。 スコア リング

　　　 評価は各 々の評価 値 自体 よりはむ しろ,ア プ リケーシ ョン,測 定項 目,

　　　 評価者等の相 対的比較評価を行 うのに適 した方法であ る。

　 (2)適 用上の留意 点

　　　 スコア リング評 価は,評 価者 の判断 によって評点 を行 うものであ る以

　　 上,ど うしても主観 的な要素が入 り込む ので,評 価結果 の妥 当性 の確保,

　　 恣意性 の排除 には 十分留意す る必要 がある。 そ うでなけれぽ評価結果 は
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説得力を欠 き,層評価分析 作業 自体 の意義が問わ れかね ない。 ス コア リン

グ評価方法 を適用 す るにあたって留意すべ き主 な事項は以下 の通 りであ

る。

① 適切 な評価者の選定

　　評価者は特定部門 のみ から選定 せず,シ ステ ム開発部門,運 用 部門,

　 ユーザ部 門,管 理部門等 関連部門か ら各々選定す るべ きである。 この

　 よ うな立場 の違 う評価者 によって評価結果 に差異が生 じれば,そ れ も

　 分析の対 象 とな るであ ろ う。

　　 評価者は効果 測定結果 に基づいて効果 の程度 につい て評点 を付す る

　 のであるが,そ の背景 として各ア プ リケー シ ョンの概要,処 理内容等

　 について,十 分熟知 してい る必要があ る。

　　 また,相 対的 な比 較,全 体の傾 向をみ るとい うことからすれば,評

　 価者は同一部 門か ら も複数を選 出 し,極 端 に偏 った主観 的判断 を排除

　 すべ きであ る。

② 精密な効 果測定 の実 施

　　 これは スコア リング評価特有 の留意事項 では ない が,特 にこの方法

　 の場合は各評価 者の主観的判 断に拠 るところが大 きいだけに重要 であ

　 る。 なかで も定性効果 につい ては,明 確 に,具 体的裏付けを以 って測

　 定 されてい ない とス コア リング評価 の方 も評価者 に よるバ ラツキが大

　 き くなって しま う可能性 があ る。 既に述べた ように評価者 によって判

　 断に差異 があ る ことは問題 ではないが,意 見が収れんしない原因が,

　 効果測定 自体 の不十分 さにあ るとい う事 態は避 けなければな らない。

③ 適切な評点基 準 の設 定

　　 効果測定結果 を みて最終的には各 々の効 果 の程度 を例 えば5段 階 に

　 分け るのであ るか ら,あ らか じめ ランク分 けの 基準 を作成 してお く必

　 要が ある。 この評点基 準は,い わば評価者 の主観 的判 断をランク分け

　 に よって数値 に置 き換 えるための橋渡 しであ り,そ の適否はス コア リ
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　 ン グ評 価 の成 否 に大 き く影響 す る。 局 面 毎 の ス コア リン グ基 準 例 を表

　 4-7に 示 す。

④ 評価 項 目間 の ウエ イ ト配 分

　 'ス コ ア リング 評価 に よって ア プ リケー シ ョン間 の 比較 を行 うにつ い

　 て,質 及 び量 の 両面 か らみ た 各 々の ア プ リケー シ ョ ンの相 対 的 な ウェ

　 イ トの差 を無 視 す る こ とは で き な い。 また,あ る一 つ の ア プ リケー シ

　 ョ ソ につ い て も各 測 定項 目を 全 て同 一 の ウエ イ トで評 価す るのは,適

　切 でな い しそ の ア プ リケー シ ョン の実 態 を評 価 し きれ な い こ とに もな

　 る。 例 え ば経 営 情 報 シ ス テ ムは 給 与計 算 シ ステ ム よ りウ エイ トが 高 く,

　測定 項 目間 では,業 務 内容 の高 度化,質 の 向上 等 の ウェ イ トは 高 く,

　省 力効 果 は必 ず し も期 待 で き ず,ウ ェ イ トは 低 くな る であ ろ う。

　 　な お,ウ エ イ ト配 分 に際 しては アプ リケー シ ョン別 評価 で述 べ た

　 「業 務 類型 別 効 果 基 準表 」も参 考 とな る であ ろ う。

　 以 上 の ス コア リン グ評価 実 施 に あた っ ての ウェ イ ト配 分基 準 及 び 結果

集 計 表 は表4-8及 び表4-9に 掲 載 して あ る。

表4-7　 ス コ ア リン グ基 準 例

含

,

　 こ こで は評点 付 け の基 準 を 一 般 的 ・抽 象的 に示 され て い るの で,実 際 の

適 用 に 当た っ ては,こ の基 準 を参 考 に して個 々の ア プ リケー シ ョン の特 徴

'等 を 考慮 して
・ よ り具 体的 な基準 を作成す るべきであ る。 また,本 報告 書の例

で は 局面 レベ ル で作 成 して い るが ,で きれば 必 要部 分 につ い て,測 定 項 目

別 に設 定 す る方が よい。
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(1)管 理 局 面

評点 効　　果　　 の　　程　　度

5 コンピュータ化 にょって非常に よ くな った(又 は,大 幅 に改 善された)。

4 かな り よ くな っ た(又 は,か な り改 善 され た)。

3

まあ まあ よ くな った(又 は,ま あ まあ改 善 さ れた)。

部 分 的 に悪 くな った 点 もあ るが,全 体 と して は効 果 が あ る。

2 ほ とん ど変 らな い。 特 に効 果 は認 め られ な い。

1 か えっ て 悪 くな っ た。 不 都 合 が 生 じ てい る。

(2)　 コ ス ト局 面

　経 費 は ほ とん ど変 らな い が,質 的 向上 が 図 られ た,又 は 業 務 量 増

分 を 吸収 した。

　経 費は若干増 えたが,質 的 向上 が図 られた,又 は業務量増分 を吸

収 した。

　質的向上 が図 られ た,又 は業 務量 増分を吸収 したが,経 費増が大

きす ぎる。

質的 向上,業 務量 増分の吸収が十分でな く,経 費増が ある。

(3)定 性効果局面

評点 効　　果　　の　　程　　度

5 大 幅 に,又 は 全 体 的 に効果 が挙 が ってい る。

4 か な り効果 が認 め られ る。

3 まあ まあ効 果 が挙 が っ てい る。

2 部 分 的 な効 果 に と ど まっ てい る。

1 ほ とん ど効 果 が 認 め られな い 。
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表4-8　 ウ ェイ ト配 分基 準

1.ア プ リケ ー シ ョ ン間 の ウェイ'ト配 分

(1)ア プ リケー シ ョン につ い ては 業 務量,所 要経 費 及 び重 要 度等 を 勘 案

　 　して ウェ イ ト付 け を行 う。業 務 量 と しては コ ン ピュー タ 使 用 時間,入

　 　力 デー タ量,出 力デ ー タ量,蓄 積 デー タ量 等,重 要 度 と して は貢 献 度,

　 　影 響 範 囲,ユ ー ザ 数 等 が 判 断 要素 とな るであ ろ う。

(2)　 ウエイ トは合計100と して,対 象 に選定 した アプリケーションに割 りふる。

2.効 果 測 定項 目間 の ウエ イ ト配 分

(11効 果 測定 にあ た っ ては コ ン ピ ュー タ化 前後 で変 化 の あ った と ころ,

　 影 響 の 生 じてい る とこ ろ を全 て は撮 す る ため,測 定 可 能 な項 目 を,お

　 　しなべ て調 査 す るが,評 価 分析 で は ア プ リケー シ ョン毎 に測 定 項 目間

　 の ウェ イ ト配 分 を行 う必要 があ る。

(2)項 目間 の ウエ イ ト付 け の基 礎 は;そ の ア プ リケー シ ョ ンの 目的 ・目

　 標 で あ る。 ま た,必 ず しも 当初 目的 とはな って い な い が,業 務 運 営 上

　 重 要 な機 能 と考 え ら れ る項 目に も注意 す る必要 が あ る。 例 え ば,あ る

　 　アプ リケーシ ョンが,迅 速性,簡 易性 を主 な目的 と してい る場 合は,そ の ウエ

　 　イ トは高 くすべ きであ るし,正 確性 は特 にコンピュータ化の 目的では ないが業

　 務遂行上重要 な要素であ る場合は,そ の ウエイ トも高 くなるはず であ る。

(3)効 果 を 測定 した項 目 につ い ては 全 て,ウ エイ トを つけ るべ きで あ る

　 　 (ウ ェ イ トを 「0」 にす る と評価対象外 とな って し ま う)。 な ぜ な らば

　 目的,役 割 か らみ て あ ま り重 要 で な い 局面 で,予 期 しな い効 果(又 は

　 マ イ ナ ス効 果)が 生 じ る こ とがあ り,そ れ らは 当 然 評価 の対 象 とす べ

　 きで あ るか ら であ る。

(4)ラ ンク分 け の 目安 と し ては,最 低 を 「1」 最 大 を 「10」 と して,

　 各 項 目 につ い て相 対 的 な ウ エイ トを付 す。 従 っ て ア プ リケー シ ョ ン に

　 よっ ては 項 目数 が違 うの で,配 分点 の 合計 は 各 々異 な る こ とに な る。

　 評 価 対 象 とし な い 項 目の ウェ イ トは 「0」 とす る。
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表4 9 ス コ ア リ ン グ 結 果 集 計 表

測 管　　　　理　　　　局　　　　面
コ 定性効果局面 評

ア『〉　 定
ブ　 イ　　 項 業　 務　 処　 理 デ ータの利 用 デヲ管理 人事 ・組織

小
ス 業 業 業

価
リ　　ト　　 目
ケ 迅 正 簡 弾 適 容 利 容 安 モ 連 ト 務 務 務

↓ 速 確 易 力 時 易
用

易 全
ラ

局 内 範 の
指

ヨ 範 1 計
茗 性 性 性 性 性 性 囲 性 性 ノレ 携 面 容 囲 質 標

アプ リケ ー e1 e2 P1

シ ョン1

W1

P1 P2 P;

2 W2 e:ア プ リケ ー シ ョン 毎 の 測 定 項 目間 の ウエ イ ト P2

n:　 　　　　　 〃　　　測定項 目数 pl

p:評 価点　 　N:対 象 アプ リケーシ ョン数
〆

P=Σp/n… … ア プ リケ ー シ ョン の 平 均 評 価 値

PLΣ 「(e×p)/Σe… … ア プ リケ ー シ ョン の 重 み 付 き評 価 値

指

く
X=Σp/N… …対象 コンピュータ ・システムの測定項 目毎の平均評価値

標 X⊆ Σ(w×P)/Σw… …　　　　　　　〃 重み付き評価値

E=ΣP/N… …平均総合評価値
PN

N WN 、,ELΣPン!Σw… 重 み 付 き　 〃 P☆

X1 X2 E
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4.5.4　 評価 指 標 によ る 評 価

　 　① 評 価 指標 に よ る評 価 は コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム全 体 を総 合 的 な見 地 か

　 　　 ら評 価 す る こ とを 目的 に,そ れ にふ さわ し い幾 つ か の指標 を設定 し,.そ

　 　　 の視 点 か ら効 果 測 定結 果 及び,ア プ リケー シ ョン別 評 価,及 び ス コア リ

　 　　 ング評 価等 を 分析 ・評 価 す る もので あ る。

　 　② 評 価 指標 とし て は,個 別 の ア プ リケー シ ョン に あ ま りこだ わ らず,対

　 　　象 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムが,当 該機 関 の 中 で どの よ うな 役 割 ・機 能 を

　 　 '果 た して い るか,果 す べ きであ るか とい うよ うな 評価 が で き る よ うな も

　 　　の を設 定す る。

　 　③ 次 に設 定 した 指 標 毎 に そ れ を評 価 す る の に必要 と考 え ら れ るア プ リケ

　 　　ー シ ョンを測 定 対 象 どした ものか ら選 定 し,さ ら にそ の ア プ リケー シ ョ

　 　　 ソの効 果 測 定項 目の 中 か ら適 当 な ものを選 定 して,こ れ らを 評価指 標 の

　 　　評 価要 素 とす る。

　 　　 　例 えば 評 価 指標1に 対 して は,ア プ リケー シ ョ ンA,B,　 Cを 選 定 し,

　 　　かつ 各 ア プ リケー シ ョンの効 果 測 定 項 目の 中 か ら一 部 又 は 全 部 を評 価指

　 　　標1の 評 価要 素 と して選 定 す る。

　 　④ 評 価 要 素 と して選 定 した 各測 定 項 目の測 定 ・評 価 結 果 を 評 価指 標 の視

　 　　点 で判 断 しなお す こ とに よっ て,指 標 に対 す る評価 を行 う。

　 ⑤ 設 定 した 指標1、 …lhを 評価 要 素 とす る指 標 と し て,総 括 指標 を用 意 す

　 　　 るの も有効 で あ る。 これ は コン ピュー タ ・シ ステ ム全 体 の 費 用 対効 果 分

　 　 析結 果 を一 つ に集 約 す る指 標 で あ る。

　 　　 '以 上 の概 念 を効 果 測 定 ・評価 分析 作 業全 体 の 関 連 で示 す と 図4-2の

　 　　通 りとな る。

　 　　 　 評価 指 標 につ い ては そ の 例 を表4-10に 示 して あ る の で,実 際 には

　 　　 そ の機 関,部 門 の実 態 に即 し,適 切 な指 標 を 設 定 す る必 要 が あ る。

　 　⑥ 指 標 に よ る評 価 結 果 は記 述 に よ りま とめ る と と も に,図4-3の よ う

　 　　 に図 式 化 す る こ と も,全 体 像 を は撮 す る上 で有 力 であ る。
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図4-2　 評価指標 に よる評価概 念図
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表4-10　 評 価 指 標 例

評　　価　　指　　標 評 価 要 素 視　　点

貢　献　度 各 々の貢献 有

。　 行政 目標への貢 献度 度を判断す 効

性
。　 行政 運営の改善 ・効率化 るの に適 当

。　 行政の質向上 な ア プ リ ケ

●

工

貝

。　 行政 サ ー ビスの 向 上 一シrン(複
献

。　 事務処 理の簡素合理化 数)の 効 果 度

。　 デ ータ の 有 効 ・高 度 利 用 測定項 目 合

。　 企業収益 増 (複 数)
等

。　 ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ノ トの 充 実

。　 企業競争 力の強化

。　 企業戦略,長 期見通 し確立

目標達成度 コ ン ピ ュータ の 導 入 目的 か らみ て重 要 な 目標 と現

ア プ リケ ー シ ョンの効 果 測 定項 目 時点の比

較

採算性 主 要 ア プ リ ケ ー シ ョ ノ(ウ ェ イ トの 高 い も の, コ ンピュータ

化によるコ
コ ス ト の 高 い も 等)の コ ス ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、 ス ト増減

一 『 一 ー 一_
一 一 一 一 一 一

総括指標(予 め設定した指標を各 々,評価要 選定 した評
一

素 として,全 体を総合す るための指標) 価指標
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4.6　 参 考 　例

　 　以 上 の 分析 に お い て参 考 とな る 「効 果 測 定 項 目の細 目」,「 効 果 測 定項 目

　別 着 眼 点 」,　 「効 果 測 定項 目別 標 準 調 査 票 」 は 各 々,表4-11及 び 表4-

　 12,表4-13の 通 りであ る。

表4-11　 効 果 測 定項 目の細 目

'

効　　　　 果 調　　　　査　　　　 細　　　　 目

測　定　項　 目

1.管 理 局 面

(1)業 務 処 理

ア.迅 速 性 処理工程別 に所要 時間を調査

イ.正 確 性 工 程 別 に特 徴的 な ミス事 例 を リス ト ・ア ップす

る 。

① ミス危 険 性 の程 度,② ミス発 生 の回 数,③ ミ

ス発 見 の難 易 度,④ ミス回 復 の難 易 度

ウ.簡 易 性 1.特 殊 処 理 事 例 の リ ス ト ・ア ッ プ

特殊 処 理 と しては,例 外 処 理,事 務 の変 更 に

伴 う処 理,ミ スの 回 復処 理 が あ る。

2.処 理 工 程 別 調 査

①作業工程 の増減,② 作業量 の増減,③ 作業

熟練度(経 験年数),④ 特殊処理事例 の発生頻

度及び頻雑(硬 直)の 程度

エ.弾 力 性 ①　例 外処理,緊 急処理への対応 力

②　環境変化に対する柔軟性

(2)デ ータ の利 用 ①　 現 在 使 用 して い る帳 票 の うち,コ ン ビ ュー

タ化 前 か ら使 用 され てい る もの,あ るい は そ

れ に対 応す る帳票 が存在 した ものについ て帳
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効 果 調 査 細 目

(2)　デ ー タ の利 用 　票 名 を リス ト ・ア ップす る。

② デ ー タ利 用 の容 易性,デ ー タ利 用 の適 時 性,

　 出 力 帳 票 の利 用 者 の範 囲 と利 用 回数,デ ー タ

　 活 用 ・交換 状 況

③ デ ー タ利 用 の 容 易性 につ い て文 書 デ ー タ と
■

の比 較 に おい て

。見 や す さ

。と り出 しやす さ

。加 工 の しや す さ

を 調 査 す る。

④　 データ利用 の適時性 につ き具体的事例を調

査 す る。

⑤　 出力帳 票の利用者の範囲 と利用 回数

⑥ 　 デー タ活 用 ・交換 状 況 につ い ては シ ス テ ム

'　 開 発 時点 にお け る既存 シ ス テ ム のデ ー タ 活 用

又は現行運用 におけ るデータ交換 の有無 につ

い て調 査 す る。

(3)デ ー タ の管 理 危 険 と措 置 の状 況(各 ア プ リケ ー シ ョン毎 及 び
、

共通的部分)

(4)人 事 ・組 織 ①単純作業 感 ② ミス不安感,③ 新知織の修得
■

④拘 束感,⑤ 健康 状態,⑥ 時間外勤務

⑦業務 の完結感,⑧ 処遇

管理 者には次の項 目を追加す る。

⑨ 人事 管理,⑩ 職員間の連携

又.他 の 部 門 との連 携 も調 査 す る。

上 記調 査 す べ て につ い て行 う。

2.コ 　 ス 　 ト 局 面 1.事 務工 程 等 の 範 囲確 定
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効　　　　　 果 調　　　　査　　　　細　　　　 目

2.コ 　 ス 　 ト 局 面 ①　事務工程 の範囲確定

②　所要経 費 ・要員の範囲の確定

③　 コス ト指標の設定
●

2.調 査 票 の作 成

● 　① コ ン ピ ュー タ経 費

　 　 人 員,経 費 の推 移

② コン ピュー タ 化 しなか った 場 合 の推 定 経 費

　 　ア.コ ン ピ ュー タ 化前 の経 費,人 員

　 　イ.コ ス ト指 標 の 推移

　 　ウ.想 定 経 費(省 力 化 人 員 の算定 を含 む)

　 　 　 (② 一①)

3.調 査 票 に基 づ くビア リング

　① 　経 費 の 内訳

② コ ス ト指標 の設 定

3.定 性 効 果 局 面 ①業務内容,② 業務範 囲,③ 業務 の質

上記①～ ③ につい て具体的な事例を調査 す る。

表4-12　 効果 測定項 目別着眼点

測　定　項　 目 測　　定　　方　　法 備　考

1.管 　 理 　 局 　 面

(1)業 務 処 理

ア.迅 　 速 　 性 ①　業務 の発生 から終 了 までの経過 時 可能 であ

間 を コ ン ピ ュー タ化 前後 で比 較 す る。 れば,業

②　処理件数,処 理要員は考慮 せず, 務 を作業

コ ン ピ ュー タ化 前 後 の 実 際 の経 過 時 工程別 に

間 を測 定 す る。 分 け,そ
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測　 定　 項　 目 測　　定　　方　　法 備　 考

ア.迅 　 速　 性 ③　処 理件数 が時期的 に変動 し,経 過 れそ れの

時間が異な る場合は,平 均的な時間 経過時間

を測 定す る こ と と し,必 要 に応 じ繁 を調 査 し,

閑時の経過 時間 も測定す る。 それ ら を

合計 す る。

イ.正 　 確 　 性 ① 　 コ ン ピュー タ化前 後 で,そ れぞ れ 事前 に,

どの よ うな ミス が 多 い か調 査 し,比 想 定され

較 す る。 る ミ ス 事

② 　 可 能 な か ぎ り,ミ スの発 生度(発 例 を リス

生 危 険度),ミ ス発 見 の難 易 度,ミ ト・ア ッ プ

ス回復 の難易度,業 務へ の影響度 を し てお い

調 査 す る。 て調査す

(参 考)　 ミス の事 例 るのが便

コ ン ピ ュ ー タ 化 前:申 請 宜 で あ る。

チ ェ ック もれ,転 記 ミ ス,計

算 ミ ス,審 査 ミ ス,照 会 も

れ,送 付 ミ ス,連 絡 ミ ス

コ ン ピ ュ ー タ 化 後:入 力

ミ ス,パ ン チ ・ ミ ス,プ ロ

グ ラ ム ・ ミ ス,オ ペ レ ー シ

ヨ ン ・ ミ ス,機 械 ミ ス,連

絡 ミ ス,コ ー ド付 け ミ ス

ウ.簡 　 易　 性 ① 　 コ ン ピ ュー タ化 前 に比べ て簡 易 に コ ン ピ ュ

なった作 業(消 滅 した作業 も含む) 一 夕化前

と煩 雑 に な った作 業 を調 査 し,比 較 後 におけ

す る 。 る業務 の
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測　 定　項　 目 測　　定　　方　　法 備　考

ウ.簡 　 易　 性 ②　可能 であれば,各 作 業工程 での1 各作業工

件 あた りの作業量を調査 し,簡 易 化 程 ご とに

作業量 と煩雑化作業量 を比 較す る。 煩 雑 化,

③　 作業量 が熟練度によって大 き く異 簡易化 を

な る場合は経験年数 も調査 す る。 調 査 す る。

エ.弾 　 力　 性 ①　例 外処理(緊 急,時 間外,期 限後 事 前 に,

処 理等),障 害回復処理,業 務変 更 想定 され　 　 　 '

(法 令規 則の改正等 に よる)な どが る特殊処

コ ン ピ ュー タ化後 で どの よ うに処 理 理事例を

さ れてい るか 調査 し,比 較 す る。 リ ス ト ア

(注)　 簡 易性 では,平 常 の処 理 に ッ プ し て

つ い ては調 査 し,弾 力性 では お い て調

特殊な処理 を調査す る。 査す るの

が便宜で

'

あ る 。

(2)デ ー タ の 利 用 ① 　 コ ン ピュー タ化 前後 にお け るデ ー 事 前 に,

タ利用の方法を調査 し,容 易性,高 想定 され

度性を比較す る。 る利用 の

(参考)　 利 用 の 形態:見 る(読 む), 形 態 を リ

引 き 出す,作 表 す る,集 計 ス ト ア ッ

す る,加 工 す る等 プ し て お

(注)　 業務 に よっ て,事 務 処 理 と い て調査

デ ー タ利用 が 明確 に分 け に く す る と便

い場合はいずれか一方で調査す 宜 であ る。
'

る(例,政 策 情 報 検 索 業 務)。

② 　 コ ン ピュー タ化 前 に比 べ て適 時 性

一59一



測　定　項　 目 測　　定　　方　　法 備　考

(2)　 デー タ の利 用 が 向上した事例 と低 下 した事 例 を調

査 し比較 す る。

③ 　 デ ー タ の利 用 が活発 にな った か どう

か に つ い て,補 足 的 に,コ ン ビ ュ ー

タ化前後におけ るデータ利用の状況

(利 用の範囲,利 用 回数等)を 調査

し,比 較 す る 。

(注)　 この結 果 は,後 述 の定 性 効

果 の 測定 に活 用 で き る。

(3)デ ー タ の管 理 ① 　 コ ン ピ ュー タ 化前後 にお け るデ ー

タ の安 全 性,保 管 の 容 易 さ,適 切 さ

につ い て調 査 し,比 較 す る。

(参考)　 デ三夕 の安全 性:秘 密漏

洩,紛 失,破 壊,不 正 利 用

等 の事例を比較す る。

(4)人 事 ・組 織 ① 　 コ ン ピュー タ化 前 後 に おけ る勤 務

環 境,職 員 の モ ラー ル に つい て調 査

し,比 較 す る 。

② 　 ア ン ケ ー トに よ り,コ ン ビ 一 夕 部 門,

利 用部門等の管理者,職 員の意見 を

聴 収 す る。

ア ンケ ー ト項 目:単 純 作 業 感,ミ

ス不安,新 知 織 の 修得,拘 束 感,健

康状 態,時 間外 勤 務,業 務 の完 結感,

処遇等

(注)　 ア ンケー ト項 目は 対 象 者 に
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4

測　 定　 項　 目 測　　定　　項　　 目 備　考

(4)人 事 ・ 組 織 よっ て適 宜選 択す る。

③ 　 コ ン ピュー タ化 前 後 にお い て各 部

門間の連携(関 連事務 の処理,事 故

の処理,事 務連絡,調 整等 の状況)

が 円滑 にな っ た か ど うか 調 査 す る。

ま た,　 コ ン ピ ュ ー タ 化 に よ っ て 組 織

が簡素化 されるな ど整備 されてい る

か ど うか調査 す る。

2.コ 　 ス　 ト 局 面 ① 　 コ ン ピ ュー タ化前の事務処理方式 を 対象業務

続 けた場合 の経 費 と現在 の方式 での の事務工

経 費(コ ン ピュー タ経 費 も含む)を 程 の範 囲

調 査 し,比 較す る。 を 限定 し,

(注)　 コ ン ピ ュー タ化前 の 状 況 と その所 要

比 較 す る 場 合,コ ン ピ ュ ー タ 経費 と要

化 後 に行 うこ とに な っ た業 務 員の範囲

の経 費 は 除外 す る。 また,コ を確定 す

ン ピ ュー タ化 前後 で ほ とん ど る 。

変化のない経費は除外 しても

よ い 。

人件費,消 耗 品費等 が予算

書では握 で きない場合は,当

該事務 の作業量(人 日),用

紙 の コス ト等 を計 算 し,人 件

費,消 耗 品 費 を算 す る。

② 　 コ ン ピ ュー タ経 費は,対 象 業務 が,

複数 あ る場 合,業 務 ご との コ ソ ピュ
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測　定　 項　 目 測　　定　　方　　法 備　考

2.コ 　 ス 　 ト 局 面 一 夕利 用 時 間 の割 合 で 配 分す る
。 た

だ し,消 耗 品 な どで業 務 ご とに用 紙

が定 め られ てい るものは配分す る必

要 は な い 。

3.定 性 効 果 局 面

ア.業 務 内 容 業務 内容の変化(充 実)の 度合 に応

じ,い く つ か の レ ベ ル に 分 割 し,各 々

の レベル に該 当す る具体 的な事例 をで

き る限 り詳 細 に調 査 す る。

イ.業 務 範 囲 同上

ウ.業 務 の 質 同上

　 　 　 　 　　 　 表4-13

NO.1　 迅速性調査票

　 処理名　注① 　<

効果測定項目別標準調査票例

〉

コ ン ピ ュ ー タ 化 前 コ ン ピ ュ ー タ 化 後

経過時間 担 当 経過時間 担 当
事　務 作業 事　務 作業

(又 は 日 課 ・ (又 は 日 課 ・

工 程名 内容 工程名 内容
数)注 ② 係名 数)注 ② 係 名

1.申 請 0.5日 1.申 請 0.5日

受付 受付

2.申 請 3日 2.デ ー 0.5日

書受 タ伝

付 送

3.審 査 3日 3.コ ンヒo 1日

ユ 一夕

処理

一62一



コ ン ピ ュ ー タ 化 前 コ ン ピ ュ ー タ 化 後

経過時 間 担 当 経過時間 担 当
事　務 作業 事　務 作業

(又 は 日 課 ・ (又 は 日 課 ・
工程 名 内容 工程名 内容

数)注 ② 係名 数)注 ② 係名

4.作 成 3日 4.デ ー 0.5日

タ 伝

送(返

送)

5送 付 3日 5作 成 1日

(返

送)

6,交 付 0.5日 6.交 付 0、5日

合計 / 13日 4日 /
　注① 　処理名は一貫す る作業 ご とに記入す る。

　　　例　 日々○○発給処理 と月次の○○発給統計 資料作成処 理の よ うな場合

　　　 　当該処 理名 を記入す る。 なお,本 調査票は処理名毎 に作成す る。

　注② 　データ1件 当 りの処理 に要する時 間あるいは 日数 を記入 す る。

NO.2　 正確 性調査票

　　コンピュー タ化前　注①

事務

工程

ミ　　ス

事 　 例

危 険度(ミ ス

発生 率)注 ②

業務へ の

影響度

発見の難

易度 注③

回復の難

易度 注③

備

考

一一 ～ 一
注 ① 　 コ ン ピ ュ ー タ 化 の レ ベ ル を 「 コ ン ピ ュ ー タ 化 前 」,「 バ ッ チ 」,「 オ

　 　 ン ラ イ ン 」等 に 区 分 し て 記 入 す る 。

注 ② 　 危 険 度 は ミスの 発生 率(1日 の 処 理 デ ー タ件 数 で ミスデ ー タ 件 数 を割 っ
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　 　た値)が わ か れば 記 入 す る。

　 　 　な お,発 生 率 が 正 確 にわ か ら な い 場合 は,次 の要 領 で発 生 可 能 性 の程

　 　度 を記 入す る。

　 　 　低 … … た まに しか ミスは発 生 しな い。

　 　 　中 … … 時 々 ミス が発 生 す る。

　 　 　高 … … しば しば ミスが 発 生 す る。

注 ③ 　発 見 の難 易 度,回 復 の難 易度 は,発 見 の 方 法 ・手 段,回 復 の方 法 ・手

　 　段 等 を具 体 的 に 記 入 す る。

NO.3　 簡易性調査票

　　処 理名　 く 〉

コ ン ピ ュ ー タ

事　　　例
作業量(注 ②) 化前後の簡 易

(注 ①)
性比較(注 ③)

①　送付手続き 0.05人 目 →0.01人 目

簡易化 さ
②　審査 0.1人 目 →0.01人 目

れた工程
③　作成 0.5人 目 →0.01人 目

(0.65人 目 →0.03人 目)

合 計(1) 0.62人 目

①　入力デー タ 0人 目→0.01人 目

作成

煩雑化 し ② 　 コ ン ビ ュ ー 0人 目→0.001人 目

た工程 タ処理 の為の

準備及び オペ

レ ー シ ョ ン 等

運用作業

(0人 目→0.011人 目)

合計⑪ 0.011人 目
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1件 あた りの簡 易 化 作 業量=合 計(1)一 合 計 ⑪

(1)合 計(1)

(2)　合 計⑪:

事 例 で示 され る作 業 につ い て の簡 易 化量(コ ン ピ ュー タ 化

前 の 作業 量 か ら コ ン ピ ュータ 化 後 の 作業 量 の差 引 き分)の

トー タル を記 入 す る。

事 例 で示 され る作 業 につい て の煩 雑 化量(コ ン ピ ュー タ 化

後 の 作 業 量 か ら コ ン ピ ュー タ 化 前の 作業 量 の差 引 き分)の

トー タル を記 入 す る。

.注① 　 各 々 コ ン ピ ュー タ 化 よ り簡 易化 した工 程 ,煩 雑 化 した 工 程 の 内容 を

　　 記入す る。

注② 　事例 で示 された工程が どれだけ簡易化 したか,あ るいは煩雑 化 した

　　 か を次の要領 で記入す る。

　　　　 (コ ン ピュー タ化前の作業量/経 験年数一 』ンピュ一夕化後 の作

　　　　　 業量/経 験年数)

　　　 (例 　 　5年 目/3年 一1人 目/1年 未満)

　　　　 なお,作 業量 の単位は人 日とし,・デー タ1件 当た りの処理 に要す

　　　 す る作業 量を記入す る。

注③　 コンピュータ化に よ り,当 該処理工程 の簡易性が ど う変 化 したかそ

　　 の相異点 を記入 す る。

●

■
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NO.4　 弾 力性 調 査 票

コ ン ピ ュ ー タ 化 前

コ ン ピ ュ ー タ 化 前 備　考
事 例(注 ①) 後 の処理方式 の相

後 の弾 力性の比較 (注 ③)
異(注 ②)

緊急に作 成 しなげ 弾 力性 が向上 し対

例 ればな らない時の 処 しやす くな った。

外 処 理。

処 ・　 期 日後 デー タ

理 処理

・　 時間外処理

法 令改正等 によ り 硬直化 し対処 しづ

業
事務手続 きを変更 ら く な っ た 。

務
しなけ れば ならな

変
い時 の処理

更 o

・　 新規 業務 発生

台帳が一 部 または

障 全部紛失 した時 の

害 処理
・

処

理

一

▼

」

注 ① 　事 例 は 個 別,具 体 的 な もの の うち主 な ものを あ げ る。

注 ② 　 コ ン ピ ュー タ化 に よ り処 理 の 方 式が どの よ うに変 化 し たか,そ の相 異

　 　 点 を記 入 す る。

注③ 　備 考 欄 には,事 例 欄 に示 され る事 例 の発 生 の程 度 を,コ ン ピ ュー タ化

　 　 前 に比 べ て増 加 し た か,あ るい は減 少 した か 記 入 す る。
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NO.5　 デー タ 利 用 の容 易 性調 査 票

利 用 形 態

(注 ①)

コ ン ピ ュ ー タ 化 前

後 の 利 用 方 法 の 比

較(注 ②)

コ ン ピ ュータ 化 前 後

の 容 易 度 の 比 較 備 考

見 る(読 む) 見 づ ら　く な っ た

引　き 出 す 一 つ の ,台帳 か ら ほ

ぼ 同 時 に 多 く の 人

が 検 索 で き る よ う

に な っ た

作 表 す る

集 計 す　る

加 工 す　る 加 工 が 容 易 に な っ

た

一
　 注 ① 　利 用 形 態 は 個 別,具 体 的な もの の うち主 な もの をあ げ る。

　 注 ② 　 コ ン ピュー タ化 に よ りデー タ の利 用 方 法 が ど う変 化 した か,そ の 相 異

　 　 点 を記 入す る。

NO.6　 デ ー タ利 用 の適 時性 調査 票

区　　　 分 具 体 的 事 例

(1)大 幅 に 向 上 し た 事 例

(2)　あ る程度向上 した事例

(3)　期 待(予 想)し た 割 に

　 は 向上 しな か っ た事 例

(4)む し ろ 低 下 し た 事 例
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NO.7　 デ ー タ 利 用状 況 調 査 票

出力

帳票

名

(注①)

膓

三

↓
化

前
後

利　 用　 範　 囲　　(注 ②) 利用

回数

(注③)

利 用 方 法

(注 ④)
備

考
担 当

係

担当

課

担 当

部
他局

他省

庁等

直接

利用

加工

利用

前

後

一 一一
注 ① 　 当該 欄 に記 入 す る帳 票名 は主 要 な帳 票 に限 定 す る。 帳 票 名 は コ ン ピ ュ

　 　 ー タ化 前 後 で対 応 す る もの を1つ の欄 に記 入 す る。

注 ② 　 利 用範 囲 は 該 当す る欄 に○ 印 をつ け る。

注 ③ 　 利 用 回数 の記 入例 と し ては3回/日,6回/週,12回/月 等,単 位

　 　 を明記 す る。

注④ 　利 用 方法 に は,当 該 帳 票 が直 接,資 料 と し て使 用 され るの か,あ るい

　 　 は 手 作 業 に よ り加 工 した 後 で資料 と して 使 用 され るの か,該 当す る欄 に

　 　 ○ 印を つ け る。

　 　 　 な お,コ ン ピ ュー タ化 後 につ い て の み記 入 の こ と。

NO.8　 デ ー タ 管 理 の容 易性 調 査 票

項　　　　 目 区　　　　　　　　　分

コ ン ピュー タ化 前 と比

べ て,デ ー タ保 管 の 容

易 性 ・適切 さ

容易性 ・適切 さが 向上 した事項

期 待(予 想)し た割 には変 化 し

なかった事項

容易性 ・適切 さが低下 した事項
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NO.9　 デー タ管 理 の安 全性 調 査 票

●

コ ン ピ ュ ー タ 化 前 コ ン ピ ュ ー タ 化 後

危　険　の　種　類 1発 生 回 数1
■

又　は 危 険

1性　 　 　 1

1発 生 回 訓
　 '

又 は 危 検

1性 　 　 　 　 1

備　考

デ　ー　 タ　 漏　洩 (注 ①)

デ　 ー　 タ　 紛　失

デ　 ー　 タ　 破　壊

デ ー タ の 不 正 利 用

一 　　　　　　　　　　　　　一

注①　各枠内は過去経験 した ことがあれば具体 的内容 お よび 回数 を記入 す る。

　 また現在その危険性 があれば,そ の内容を具体的 に記 入す る。

NO.10　 モ ラ ー ル 調 査 票

●

項 目　 (注 ①) 区　　　　　　　　分
事 例 ・ 事

項　　(注 ②)

1.　 担 当 す る

　 作 業 内 容

単 純 化 ・ 簡 素 化 し た 事 項

期 待(予 想)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

か え っ て 複 雑 に な っ た 事

項

2.　 作 業 ミ ス

　 に 対 す る 不

　 安 感

減 少 し た 事 項

期 待　(予 想)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

か え っ て 増 加 し た 事 項
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項 目　 (注 ①) 区　　　　　　　　　分
事 例 ・ 事

項　 (注 ②)

3.　 業 務 に 対

　 す る 新 知 識

　 の 修 得

必 要 と な っ た 事 項

期 待(予 想)し た 割 に は
　 　 　 　 　 　 　 　 ■

変 化 し な か っ た 事 項

不 要 と な っ た 事 項

4.　 業 務 の 遂

　 行 に 際 し て

　 の 拘 束 の 程

　 度

拘 束 さ れ る よ う に な っ た

事 項

期 待(予 想)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

拘 束 さ れ な く な っ た 事 項

5.　 健 康 状 態 悪 化 し た 事 項

期 待(予 想)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

良 く な っ た 事 項

6.　 時 間 外 勤

　 務(残 業,

　 徹 夜 等)

増 加 し た 事 項

期 待(予 想　)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

減 少 し た 事 項

7.　 業 務 遂 行

　 の 完 結 感

向 上 し た 事 項

期 待(予 想　)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

低 下 し た 事 項

&　 　　ロ　ー テ ー

　 シ ョ ソ 等 の

　 処 遇

悪 化 し た 事 項

期 待(予 想)し た 割 に は

変 化 し な か っ た 事 項

良 く な っ た 事 項
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　 注1.　 コ ン ピ ュー タ部 門,利 用 部門 と も本 調査 票 を 使用 す るた め,被 調 査 部

　 　 　門 に よっ ては 実 態 に即 さな い項 目 もあ る と思 わ れ るの で,被 調査 部 門 は,

　 　 　回答 可 能 な ものを選 択 し,回 答 の こ と。

　注2　 「事 例 ・事 項 」欄 には 「区分 」欄 で 示 した 内容 に該 当す る事 例 が あ れ

　 　 ば 具 体 的 に記 入す る。

　 そ の他,コ ン ピュー タ 業 務 に 携 わっ てい て 良 い と感 じ る点,悪 い と感 じて い

る点 を 記 入 す る。

良　い　と　感 じ　て　い　る　点

悪 い　と　感　じ　て　い　る　点

NO.　 ll　 連 携 ・円滑 さ調 査 票

項　　　　　　目 区　　　　　　分 事 例　・事 項

1.　 コ ン ピ ュ ー タ 化 前

　 と く ら べ,関 連 事 務

の 処 理,事 務 連 絡,

事 故 の 処 理,事 務 の

調 整 等,　 他 部 門 と の

関 係

円 滑 に な っ た 事 項

期 待(予 想)し た

割 に は 変 化 し な か

っ た 事 項

連 携 に そ こ を 感 じ

る よ　う に な っ た 事

項

2.　　 コ　ン ピ　ュ 一 夕化 前 と

　 く ら べ,組 織 の 簡 易

　 化 ・合 理 化 等 の 整 備

状 況

整 備 さ れ た 事 項

期 待(予 想)し た

割 に は 変 化 し な か

っ た 事 項

複 雑 化 し た 事 項
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NO.12　 コス ト効 果 調 査 票

事 務 工 程 名

　 　(注 ①)

タ
　 ～ 出 力 帳 票 の 配 布
集

コ ン ピ ュー タ 化 前/コ ン ピ ュー タ 化

コ　 ン ピ ュ ー タ 化 後

しない場合

経　費　 (注 ②)

1

経　　　　費

人 消 旅
レ ン

指標 想定 人 消 旅

人員 耗 耗
件 タル 件

品 (注 ③) 人員 品

費 費 費
料

費 費 費

40年 、 30人
コンピュ ータ化 前

　 41　 　 '

　 42
-一 一 一 一 　　　一 　一 　　一 　　一 　　一 　一 　一 　一 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー ー 一

31

35
-一 一 三L-」 三 一一_

43 20人 コンピゴ タ化後 40 コ ン ピュー タ化

44 20 40 しな か っ た場

45 21 実　　経　　費 42 合 の想定費用

46 21 42

47 21 45

娼

49

23

23

45

50 23一
注① 　事務工程は本調査 の対 象 となる範 囲を記入す る。

注②　経費は予算 の中で該当す るものを抽 出し記入す る。

注③ 　指標 は当該 業務 に従事す る人員数 ・経 費の増減 に影響を与 えるものを

　　抽 出す る。

　　 　例 給与支出 業務では支給対象 の職員数

一72一

●

∋



NO.　 13　 定 性 効果 調 査 票

測　　定
視　　　　　　　点 区　　分 事 例　 ・ 事 項

項 目 目
・

業　　務 高 度 な 処 理,新 た な 大 幅 に 高 度

内　　容 処 理 に よ　り 業 務 内 容 化 し た 事 項

が 高 度 化 し た か ど う あ る 程 度 高

か 。 度 化 し た 事

項

期 待(予 想)

し た 割 に は

変 化 し な か

っ た 事 項

む し ろ 低 下

し た 事 項

業　　務 他 の 機 関 あ る い は 他 大 幅 に 充 実

範　　囲 の 分 野 と の 連 携 強 化 し た 事 項

が 進 む こ と に よ り, あ る 程 度 充

業 務 範 囲 が 拡 大 し た 実 し た 事 項

か ど う か 調 査 す る 。 期 待(予 想)

し た 割 に は

変 化 し な か

っ た 事 項

む し ろ 低 下

し た 事 項

業 務 の 申 請 手 続 き の 簡 易 化, 大 幅 に 向 上

質,サ 処 理 期 間 の 短 縮 化 等 し た 事 項
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測　　定
視　　　　　　　 点 区　　分 事 例　・ 事 項

項　　目

一　ビ ス に よ り 業 務 サ ー ビ ス　 　 　 　 　 　 　 ㊨ あ る 程 度 向

等 が 向 上 し た か ど う か 上 し た 事 項

を 調 査 す る 。 期 待(予 想)

し た 割 に は

変 化 し な か

っ た 事 項

む し ろ 低 下

し た 事 項

●

●

●
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5.費 用 対 効 果 分 析 の先 進 事 例

●

　 本節 では 費 用対 効果 分析 を 体 系 的 に実 施 して い るA県,B法 人(特 殊法 人),

C社(民 間 企業)の3機 関 の先 進 事 例 を中 心 に ,分 析 の 対 象範 囲,費 用 の 算 出,

効 果 の は 握,総 合 評 価 の 各 事 項別 に,考 え 方,方 法 論 等 を 紹介 す る。
〔

51　 分 析 の 対 象 範 囲

　 　 ア ンケー ト及 び 面接 調 査等 を 行 った ところ,費 用対 効 果 分析 の うち ア プ リ

　 ケー シ ョンの新 規 開発 時 にお け る評 価分 析 を実 施 して い る と ころは 多 い が,

　 稼 動 中 ア プ リ ケー シ ョ ン の 評 価 分析 は あ ま り行 われ て い な い 。 ま た,コ ン

　 ピ ュ一 夕 ・シス テ ム総 体 の 費用 対 効 果 分析 を実 施 して い る例 は ほ とん ど見 ら

　 れ な か った。 上 記3機 関の 分 析 対 象範 囲 は各 々,以 下 の 通 りであ る。

　 　 (1)A　 県 … …新 規 ア プ リケー シ ョン(シ ス テ ムの 更新 も含 む)の 事 前 評

　 　 　 　 　 　 　 　 価 及 び 稼 動 中 ア プ リケー シ ョンの評 価 を実 施 してい る。

　 　 (2)　 B法 人 … …新 規要 求 時(更 新 を含 む)に お け る事 前 評 価 の 体 系 的 な 方

　 　 　 　 　 　 　 　 法,体 制 を確 立 し,実 施 してい る。

　 　 (3)　 C　 社 … … シ ス テ ムの評 価 と い う概 念 で全 体 的 な 体 系 の 中 で,新 規 及

　 　 　 　 　 　 　 　 び 稼 動 中 シス テ ムの 費用 対 効 果 分析 を 行 って い る。

52費 用 の 算 出 方 法

　 　ア プ リケー シ ョン の 開 発 ・運 用 に係 る費 用 の 算 出は 機 関 に よ ってそ れ 程 の

　大 きな 差 は な いが ・ 代 表 的 な もの とし てA県 の例 を表5-1に 示 す。B法 人

　では 費 用 の 見積 り方 法 及 び 算 出要 領 に特徴 が み られ るの で 表5-2及 び 表5

　-3に 掲載 した・C社 では 図5-1の よ うな書 式 に拠 って,稼 動 中 シス テ ム

　に つ い て前年 度 との比 較,課 題 と対処 方 向 等 も併 せて チ ェ ック して い る。
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表5-1　 A県 に おけ る費 用算 出 方 法

項　自 費　用　算　出　方　法

マ シ ン　・　レ

ン タ ル 料

レ ン タ ル料 と標 準 機 械使 用 時 間 か ら標 準 単 価 を 算 定 し,そ の 標

準単 価 に 各事 務 の 機 械使 用時 間 を 掛 け て 求 め る。　(処 理 内訳 別

に算 出)

1.計 算 式

　 (費 用)=(標 準 単 価)×(機 械 使 用 時間)

　 。パ ッチ 処 理事 務

　 　 　 　 　 　 　 　 (総 レ ンタ ル料)一(オ ン ラ イ ン処 理 に必 要

な機 器 レ ンタ ル料)
(標 準単価)=

(パ ッチ処理標準機械使用時間)

。 オ ン ラ イ ン 処 理 事 務

(オ ン ライ ン処 理 に必 要 な 機 器 レ ン タル料)

(標 準 単価)=
(オ ン ラ イ ン処 理 標 準 機械 使用 時 間)

2　 処理 内訳

(1)開発処 理　　新規事務の開発作業 をい う。

(2)変更処 理　　継続事務 で変更(追 加 ・修正)が あ る場合 の

変更作業をい う。　　　　　　　　　　　.

(3)運用処理　　 新規 ・継続事務の運用作業,継 続事 務で変更 ◆

が あ る場 合,変 更 後の 運 用作 業 をい う。

SE委 託費 SE委 託費 と委託契約にかか るSEの 標 準勤務時 間か ら標準単 ■

価 を算定 し,そ の標準単価に各事務のSE所 要時間を掛けて求

め る 。

(処 理 内訳 別に算出)

1.計 算 式

(費 用)=(標 準単 価)×(SE所 要 時 間)
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オ ペ レ ー タ

(OP)委

託 費

タ処理事務

委 託料

(標 準単価)=
　　　　　　　 (SE標 準 勤務時間)

処理 内訳　 　前述 の通 り

OP委 託費と標準機 械使用 時間か ら標準単価 を算定 し,そ の標

準単価 に各事務の機 械使用時 間を掛けて求め る。(処 理 内訳別

に算出)

　　計 算式

　 (費 用)=(標 準単価)×(機 械使用時間)

　　　　　　　　　　　 (OP委 託費)　　 (標 準単価)
=

　　　　　　　　　 (標 準機械使用時 間)

　　処理 内訳　　 前述の通 り

(事 務別処理内

訳 別に算 出)

　 計 算 式

①(デ ー タ ・パ ン チ料)=(単 価)×(タ ッチ数)

②(材 料 代)=(各 単 価)×(セ ッ ト数)+(版 代)

③(諸 雑 費);(②+④)×0.1

④(機 械 使 用 料)=(単 価)×(機 械使 用 時 間)

　 処 理 内 訳　 　 前 述 の通 り

囲 　 民 間計 算 セ ン ター に一 括 し て委 託 す る事務の委託料 は合計

　 では 撮 し,① ～ ④ の 費 目別 処 理 内訳 別 には 計 上 しな い 。
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項　 巨 費　用　算　出　方　法

光 熱 水 責
(コ ン ピ ュ
ー タ用)

消 耗 品 費
(コ ン ピ ュ
ー タ用 消耗

品,磁 気 テ
ー プ)

左記費用の合計 と標準機 械使用時 間か ら標準単価 を算定 し,そ

の標準単価 に各事務 の機械使用時 間を掛けて求め る(処 理 内訳

別 に算 出)

1.計 算式

　 (費 用)=(標 準単 価)×(機 械使 用時間)

　　　　　　　　　　　　(左 記 費用)
修　繕　料
(CVCF

(標 準単価)=　　　　　　　 (標 準機械使用時間)

保守料)
処理 内訳　　 前述の とお り2.

不　動　産

賃　借　料
(コ ン ピ ュ
一 夕 室)

端 末 装 置 左 記 費 用 の合 計 は オ ン ライ ン処 理事 務 に計 上 す る。

維 持 管 理 (事 務 別処 理 内訳 別 には 算 出せ ず,そ れ らの 計 では 撮 す る)

回線 使用料

オ ン ラ イ ン

端末機器操

作指導

印刷製本費 コ ン ピ ュ ー タ 処 理 事 務 要 綱 及 び コ ー ド表,イ ン プ ッ ト用 紙 等 の
●

印刷製本があ る事務 に計上 する。

(処 理 内訳 別 には 算 出 せ ず,そ れ らの計 では 撮 す る) り

新規適用事 新規適用事務 で開発研究 を実施す る事務 に計上 す る。

務 開発研究 (処 理内訳 の開発処理 に計上)

、

費

その他 費用 これは電子計算組織 運営費 と(情 報管理体制強化推進費一機械化

事務 の処 理)の うち 前述 以 外 の 費用 であ る。
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●

■

■

タ部門人件

費

事務別処理 内訳 別には算 出せ ず,そ れ らの計 では撮 し経 済

的効果 の総合計 を求 める時加算す る。

情報 管理 課職 員の人件費である。

　事務別処理内訳別 には算出せず,経 済的 効=果の総合計を求

　め る時 加算す る。

　　計算式

　 (費 用)=(県 職 員平均人件費)/人 年 ×(情 管職員数)

　　　　　　 ×(1年)

　囲 　臨時職員は上記の 「その 他費用 」に計上 され るので除外

　　する。

表5-2　 B法 人 に おけ る費 用 見積 方 法

区　 分 方　　　　　　　　　　　　法

見 積 単 価 「EDPS化 の 費 用 見積 りに 用 い る単 価 」(省 略)を 基 礎 とす

る

見積単価の

年度上昇 分

労 務 費 …各年 度上 昇 分 を 加算 す る。

そ の 他 …特 に年 度 上 昇 が 明確 な もの以 外 は,シ ス テ ム ・ライ フ

　 　 ・ 期 間 中 固 定 す る。

金 利,固 定

資産税,保

険料等

担 当 役 員以 上 の決 裁 を必要 とす る プ ロジ ェク トにつ い ての み算

入 す る。

各年度の金

利お よび固

定 資産税

資 本 支 出 の未 償却 分 の期 首 及 び 期 末 の 平 均 値 に 対 しての もの

とす る。 利率 は プ ラ イ ム ・レー トを 適用 す る。
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区　分 方 法

金 利 資本 支 出 につい て の み算 出 し,そ の他 の 費用 及 び効 果 に つ い て

　 は省 略す る。

現在 価 値 法 　 単 年 度 ベ ー スの 費用 お よび効果 の シ ス テ ム ・ライ7期 間 の単 純

的 な手法　 　 　 　 　 　合 計
を も って 総 費 用 ・総 効 果 とす る。

ρ

■

償 却 方 法 シス テ ム期 間 を通 して 定 額法 を用 い る。

(買 取価格)
(年 間 償 却 費)=　 　 　 　 　 　 　 　 (

シス テ ム ・ライ フ)

ジ ス テ ム ・ シス テ ム上 の 特 別 な理 由が ない 限 り,会 計 上 の 償 却 年数 と一 致

ラ イ7
さ せ る 。

・ 一 般 的 な ソ フ ト ウ ェ ア,シ ス テ ム ∵・…5年

.セ ン タ ー 機 器 シ ス テ ぴ … …6年

。端 末 シ ス テ ム … …5年

苦セ ン ター 機 器 新 規 導 入 の場 合,そ れ に 伴 う ソフ トウ ェア も含

む 。

表5-3　 B法 人 におけ る費 用 算 出要領

区　 分 要　　　　　　　　　　　領
■

開 発 費 用 プ ロ ジ ェ ク ト 開 発 ,(シ ス テ ム 設 計,ブ ・ グ ラ ミ ン グ,ド キ ュ メ
●

ンテ ー シ ョン ・テ ス ト等 を含 む)に 必要 な 資 源 お よび 費 用 を 算

出 す る 。 た だ し,サ ー ベ イ ・プ ロ ジ ェ ク ト の 費 用 は,開 発 費 用

に 含 まな い 。

運 営 費 用 プ ロ ジ ェク ト開 発 完 了 後 の シス テ ムを運 用 ・整 備(整 備 とは シ

ス テ ム 要 件 を つ け 加 え な い で ソ フ ト ウ ェ ア 及 び ハ ー ド ウ ェ ア

.シ ス テ ムの 所 期 の価 値 を維 持 す るもの を い う)す るの に必 要
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●

6

項　 目 要　　　　　　　　　　　 領

な 資 源 お よ び 費 用 を 算 出 す る 。 要 求 部 門 の 運 営 費 用 は,フ ァ イ

リ ン グ,計 算,コ ー デ ィ ン グ,
.デ ー タ ・ イ ン プ ッ ト,端 末 機 操

作 等,シ ス テ ム 運 営 に 直 接 か か わ る 費 用 と す る 。

資 本 支 出 開発お よび運用が資本支 出を伴 う場合,そ の額を算 定す る。 開

発費 用お よび運営費用欄 には,そ れぞれの期 間に相当す る償却

費を計上 する。

開発所要 資

源

プ ロ ジ ェク ト開発 に必 要 な 職 務 別 の マ ンパ ワー(要 求 部 門 を含

む)お よび機 械 使 用 時間 を四 半 期 ご とに割 りあて る。

そ　 の　 他 当 該 プ ロジ ェク トが 既存 セ ン ター 機 器 ・回線 を新 た に シ ェアす

る場 合,相 当 分 の コス トを費 用 と し て計 上 す る。

た だ し次 の 場合 は,こ れ ら費 用 の計 上 を省 略 で き る。

(P　 す で に端 末が 設 置 して あ る場所 へ の端 末 増 設。

㈹ 　 シ ェアす る割合 が 小 さ く,寿 命 に影 響 を与 えな い場 合。

当 該 ブ ・ジ ェク トが 既存 セ ン ター 機 器 ・回線 を シ ェア す る結 果,

既 存 プ ロジ ェク トの 費 用負 荷 が 軽 減 され る場合 で も それ を 当 該

プ ロ ジ ェク トの 効 果 とは しな い。

⑨

●
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昭 和 年 月 日

主管部署

年 度 稼 動 シ ス テ ム 評 価(　 年度分)

l

o。
N

ー

目的 ・目標

(評価期間 ～ )

業務 コーヒ'

魏[==コ

稼動 費用 単位:千 円

　 　 　 費　目

区　分

電　算　機　関　係　費　用
維持管理労務費

CPU費 用 直課費用 CPO費 用

時間(分) 金　額 金　額 時間(分) 金　額 要員数 金　額 金　　額

稼動 本 番 費 用 …

費用 維持管理費用 l
l

計 … l　　 l

効　　果　　　　　　　　　　　　　(他所費用の内沢:　　　　　　　　　　　　　　 )

工 定 性 効果

前年 度 比 較

　 　 　 項　目

年　度

稼 動 費 用 維持管理
費用の割合
{B/e)

効果金額

　 D

利　益

(D-C)

費用対
効果率
(D/C)

本　番
ω

維持管理
　 {B)

　 計

(C=A+B)

53　 年　 度

54　 年　 度

差
一

前年度課題の実現状況

竃琵[==コ
情報システム部

(　　　　　 室)

1

〈 シス テ ・評 価〉

目的 ・目標 の

達 成 度 評 価

'

採算性 評価

舗 閲雀賜.

総 合 判 断

(有効性評価)

今後 の課 題 と対処方向(シ ステムの機能,処 理効率,維 持 管理,撮 菜面等)

図5-1. C社 にお け る シス テ ム評 価(様 式)

、
` 句
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53効 果 の 測 定,評 価 方 法

　 　 効果 の 現 われ る局 面 は シス テ ム に よ って様 々 であ り,そ の測 定 ・評 価 方 法

　 も機 関 に ょ って ま ち ま ち であ る。

　 　 A県 では① 経 済 的 効 果,② 管 理 的効 果,③ 社 会 的 効 果 の三 つ に分 け,各 々

　に 評 価 項 目を 設定 し,評 価 して い る。 ① は 金額 換 算 可 能 な 効 果 の評 価 を行 う

　 もの であ り,② 及 び③ では 無 理 な金 額 換 算 を避 け,ス コア リング評 価 に ょる

　相 対 的 な評 価 に と ど め てい る(表5-4～5-5参 照)。

　 　 B法 人 に つ いて は 効 果 分 析 の考 れ 方 を表5-6に 紹 介 す る。 そ の 他 民 間 の

　例 と して,X社 にお け る 「効 果 の 区 分 と定 量化 」(表5-7),　 Y社 にお け

　 る 「金 額換 算 に ょ る費 用 対 効 果 分析 」(表5-8)を 提示 す る。

表5-4.A県 に お け る効 果 算 出 方法

経済 的効果

　効果…省 力化され る人件 費,節 減 され る事務費用

コ ン ピ ュー タ処 理 に ょ る効果 を各 主務 課側(出 先 ,振 興 局 を 含

む)の 人 件 費 で評 価 す る もの で,県 職 員の1人1日 当 りの 人件

費 に各 事 務 の 省 力 人 日を掛 け て求 め る。(処 理 内訳 別 には 算 出

せ ず,そ れ らの計 では 撮 す る)

　 　計 算式

　 (効 果)=(県 職 員 平 均 人 件費)×(省 力人 日)(正 規 臨 時

　 　 　職 員 別)

　 (省 力人 日)=(コ ン ピュー タ適 用 前 所要 人 日)一(コ ン ビ

　 　 　 ュー タ適 用 後 所 要 人 日)=(手 作業 で処 理 した 場合)一

　 　 　 (コ ン ピ ュー タで処 理 した場 合)
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項　 目 効　果　算　出　方　法

注1.所 要 人 日計 算 にお い て管 理 者 レベ ルは 仕 事 の 性 質 上 ほ と

ん ど無 視 で き るの で担 当者 レベ ルの み で考 え る。

注℃==㌘ ……∴1二;:処理することで

こ=竃)… …翼嶽 ㌶ 変更を必
につ い て は,そ れ ぞ れ の 所 要 人 日 を想 定 して 省 力人 日を 算

出 す る 。

(参 考)

1.　 所 要 人 日積 算 基礎

所 要 人 日=ΣN人 ×W日 ×r
　 　 　i　　　　　　　 :

担当職員　執務日数 執務率

2.省 力人 日算 出方法例

所 コ ン ピ ュ ー タ 適 用 前 コ ン ピ ュー タ 適 用 後

要

人
(手 作業で処理した場合) !コ ン ピ ュ ー タ で 処1 省

日 1理 した場合　　 　 1
力

人

A:所 要 人 日 B:所 要 人 日 日

職
(人 数)×(所 要 日

職
(人 数)×(所 要

ω

内 口 数)×(執 務 率)= 口 日数)×(執 務率) 1
貝 貝

訳

数
(所 要 人 日)

数
=(所 要 人 日) (B)

1×100×1.0=100 1×10×

本 正

規 2x40×0.5=　 　40

1

1.0=10

職
3

0.5=・ 　 5
口

庁 貝
140 15 125
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ひ

項　 目

課

責

務

務

主

事

効　果　算　出　方　法

本

庁

出

先

・

振

興

局

臨
時
職
員

正
規
職
員

臨
時
職
員

合計

1

10

0

14

1×40×10=40

40

10×20xO.5

　 　 　 　 　 =100

100

0

280

0

5

0

6

0

2×10×0.5=10

3×10×0.2=6

16

0

31

40

84

0

249

囲

1.　 県 職 員 に よ らな い 調 査 票 の 記入,収 集 作業 等 の 所 要 人 日

　 は 除外 す る。

2.執 務 率(当 該 事 務 の1日 に お け る執 務 の 割 合)に 明 らか

　 に差 が あ る場合 は,執 務 率 別 に計 算 す る。

コン ピ ュー タ処 理 に ょ る効 果 を各 主 務 課 側(出 先 ・振 興 局 を含

む)の 事 務 費 で評価 す る もの で,各 事 務 の 節 減 され る事 務 費 を

計 上 す る。(処 理 内訳 別 には 算 出せず,そ れ らの 計 では 撮する)

1.計 算 式

　 (効 果)=(コ ン ピュー タ適用 前 事 務 費)一(コ ン ピ ュー タ

　 　 　 適 用 後事 務 費)=(手 作業 で処 理 した 場合)一(コ ン ビ

　 　 　 ュ一 夕で 処 理 した 場 合)
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表5-5　 A県 に お け る数 量 化評 価(効 果 要 因)

要因種別 管 理 的 効 果 　　　　 5.0

1.　 事 務 処 理 の 効 果

要　 因 ★　 そ の 事 務 を コンピュータ化す る こ とに よ って,事 務 処

主要 因
理の 効率が どの程度向上す るカごとい う側面 か らの評価

要 因。

ウ 判　定　基　準　 と　 評　点
工

項　 目 イ
ト A(6) B(3) C(0)

①事務処理 きわ めて複雑 で手 手作業 でも時間を 極 めて単純で機械

手続の複雑 作業 では正確性 の かければ十 分で き 的 自動 的 に で きる。

さ 確保 が 困難 で あ る。 る 。

★その事務

を手作業で 3.0

処理 した場

合の処 理手

続の複雑 さ

の程度 を判

定 す る。

②事務処理 迅 速化が必要不可 速 くで きれ ば で き 迅速化に ょる効果
'

迅速化の必 欠 あ るいは きわ め れ ば で きるほ ど効 は 少 な い。

要性 て 必要 。 果が 大 きい。

★報告書提 20
⊆ 定 期 限 ま で＼

出,処 理 結 に短期間 に処

果の利用面 理 す る必要が

か ら迅速化 あ る場合 等
＼　　　　　　　　　　　　　/

一86一
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◆

,

望 判　定　基　準　と　 評　点
項　 目 イ

ト A(6) B(3) C(0)

が どの程度

必要か,効

果があ るか

判定 す る。

要因種別 管 理 的 効 果　　　1α0

2　 処 理結果等の庁 内にお ける利用度

要因 主 要 因
★　 処 理 した 結果 また は 保 存 され る マス ター フ ァ イ ルが

計 画 策 定 や事 務 の 管理 に どの よ うに利用 され る か とい

う側 面 か らの評価

ウ 判　定　基　準　と　 評　価
項　 目

工

イ
ト A(6) B(3) C(0)

①処理結果 県行政の事務管理, 特定 の事務管理 計 事務管理計画情報

の管 理,計 基本計画策定上, 画策定上役立つ情 と し て は,ほ と ん

画面へ の利 重要 情 報 とな る。 報 と な る 。 ど利 用 され な い。

用

★処理結 果

の 事 務 管 理,

計 画策 定の

た め に どの

よ うに 利 用

され るか 可

能性 も含 め

て判 定 す る。
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項　 目

ウ

ェ
イ
ト

判 定 基 準 と 評 定

A(6) B(3) C(0)

②処理結果

の利用度

★処理結果

が庁内で ど

れだけ広 く

利用され る

かを判定す

る。

2.0

い くつ かの 部 局 で

利 用 し,か つ利 用

度 が 高 い(頻 度,

密度)

担当部課 内で頻繁

に利用す る。 また

は上 級機関へ報告

す る。

情 報 と して の価 値

は ほ とん どな い。

また は ほ とん ど利

用 さ れ な い。

,

③処 理結果

の独立性

★処 理結果

きわめ て独 自の情

報で他 では入手不

可能で あ る。

かな り独 自の情報

であ るが,一 部代

替的な情報が他 に

国,他 の 機 関,他

部 課 に 類 似 の もの

が あ る。 ま たは 情

に他 の代替 1.0 あ る 。 報 としての重要度

的情 報があ は ほ とん どな い。

るか ど うか

を判 定 す る。

④ コ ン ピ ュ 従来の方法 では不 ア ウ ト プ ッ ト可 能 従来の方法 とほ と

一 夕 化 に ょ 可能 な重要情 報が な情報が量的 に増 ん ど変 わ らな い。
→

る処 理結果 新 た に ア ウ ト ブ ッ 大 す る。

の向上 ト で き る 。
●

★ コソ ピュニ 20

タ化 によって

従来の方法に

較べて処理結

果の 質の向
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◎

ウ 判　定　基　準　 と　 評　価
工

項 　　目 イ
ト 　 　 A(6)

.

B(・3) C(0)

上,量 的 増

大が 見込 ま

れ るか ど う

か を判定す

る 。

.

⑤ コ ン ビ ュー き わ め て よ く な る 。 良 くな る。 担 当 部 情 報 と しては ほ とん

タ化による7 い くつ か の部 局 で 課 内で頻繁に利用 ん ど利 用 され な い。

アイ ル利 用 利 用が 可 能 とな る。 が 可 能 とな る。 従 従来 の方法とほ と

度の向上 従来の方法 では不 来の情報 と同 じも ん ど変 わ らな い。

★ コ ン ピ ュ 可 能 だ っ た新 しい の を得 る場合で も ま た は フ ァ イ ル を

一 夕 化 に ょ
2D 利用が可能 とな り きわ めて 容 易 に入 も た な い 。

っ て フ ァ イ 重 要情報が入手 で 手 で き る よ うにな

ルの利用度 き る 。 る 。

が 向上 す る

か ど うか を

判 定 す る。

　 コン ピ ュー タ処 理 に よ る事 務 体 系 の合 理化

★　 そ の事 務 を コ ン ピ ュー タ化す る に あ た り,シ ス テ ム,

　 マス ター'フ ァ イルな どを他の 事 務 と共 通 化 した り,

　標準 化 す る こ とに ょ って 事 務 体 系が 合 理 化 で き る か と

　い う側 面 か らの 評 価(継 続 事務 に つ い て は 項 目説 明 を

　過去 形 で と らえ る)
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ウ 判　 定　基　 準　 と　 評　 点
工

項　 目 イ
1

ト A(6) B(3) C(0)

① 既存 の シ

.

す で に 開発 され て 利 用 で き るが,か 他 に類 似 シス テ ム

ス テ ム,　 ブ い る もの をそ の ま な りの変更が必要 がな く新たに 開発

ロ グ ラ ム の ま,あ る い は 一 部 で あ る 。 す る必 要 が あ る。

利用可能性 の変更で利 用で き

★事 務 の コ る 。

ソピュ一 夕 化

にあたって既 30

存 の システム,

又 は プ ログ

ラム等 が 利

用 で き るか

ど うか を 判
.

定 す る。

② 既 存 フ ア そ の ま ま,あ る い 利 用 で き るが,か 他 に類 似 シス テ ム

イ ルの利 用 は一部の追加変更 な りの変更が必要 がな く新 たに開発

の可 能性 で処理が可能であ で あ る 。 す る必要 が あ る。

★事 務 の コ る 。

ン ピ ュ 一 夕

化 に あた っ 1.0

て既 存 の フ

ア イ ル 利 用
〉

が で き るか

ど うか を判

定 す る。
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◆

ウ 判　定　基　準　 と　 評　 点
項　 目

工
.

イ
ト A(6) B(3) C(0)

③共通処理 プ ロ グ ラ ム 又 は マ 他 に1～2事 務 あ 共通化で きる事務

で き る他 の ス タ ー ・ フ ァ イ ル る 。 は な い 。

事務の有無 を共通化 できる事

★ コ ン ど ユ 務が他 に3事 務 以

一 夕 化 に あ
上 あ る 。

た っ て プ ロ

グ ラ ム,　 フ

1.0

ア イ ル な ど

を共通化 で

きる可能性

のあ る事 務

が他にあ る

か ど うか を

判 定 す る。

　 県 職 員 の 意 識,一 般 県 民,市 町 村 団体 等 に対 す るサ ー

ビ ス

★　 コンピュータ化す る こ とに ょ って 職 員 の 意 識,診 断,

　 指 導,情 報 の 提供 が どの よ うに向上 す るか とい う側 面

　 か らの 評 価
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ウ 判　定　 基　準　 と　 評　点
栢 工
7、　 目

イ
.

ト A(6) B(3) C(0)

①県職員の

1

作業 的事務 か ら解 作業的事務 か らは デ ー タ作 成,結 果

作業的事務 放 さ れ,計 画,管 解 放 され るが,デ 表 チ ェ ック作業 の

か らの解放 理的事 務が主 とな 一 夕作 成 ,結 果 表 た め,か え っ て め

★作業 的事 る チ ェ ック作業 もめ ん ど う 。

20

務 か らの 解 ん ど う。

放 に ょ る電

算 化 の メ リ

ッ ト

.

②県民,市 従来 の方法で不可 従来 よ り精密化 し 従来の方法 とほ と

町村 に対す 能 だ った 重 要 な サ 迅 速 化 した サー ビ ん ど変 らな い。 あ

る サ ー ビ ス
一 ビス の 提 供 が可 スの 提 供 が 可 能 。 る い は,サ ー ビ ス

面 に おけ る 能 。 は 行 っ て い な い 。

効果
10

★ サ ー ビ ス

面 に おけ る

コ ン ビ ュ ー

タ 化 の メ リ

ッ ト

③県民又は コ ン ピ ュ ー タ 化 に 処理 した資料,そ 直 接 の サー ビスは

市町村 に対 よる適切 な資料 に のものを提供す る 行 わ な い 。、

する診断指 基づ く診断 指導を か,ま た は 窓 口事
1.0

導 に つい て 行 う。 務 処 理 を行 う。

の効果

★処理結果
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■

ウ 判　 定　 基　準　 と　 評　点
工

項　 目 イ
ト 　 　 A(6)

.

B(3) C(0)

が どの よ う

に使われ て

い るか を

判 定 す る。

④処理結果 一 般 住 民
,企 業, 対 象が特定 され件 サ ー ビ ス は 行 っ て

の県 民,又 商 店,農 家 な どか 数 も少 な い。 い な い 。

は市 町村 に な り対象が 広範 囲

対 す る サー で 件 数 も多 い。

ビス の範 囲

★ サ ー ビ ス

対象の範 囲

と数 を推定

す る 。

◆
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表5-6　 B法 人 にお け る効 果 分析 の 考 え 方

① 効 果 分 析は,右 の理

由に ょ り確 実 に行 わ れ

な けれ ば な らな い。

a,効 果 の 大 きさ や 費用 ・効 果 率が,EDPS化 要

　求 の 採 用 ・不 採 用 お よび優 先 順 位 の決 定 を左 右 す

　る。

b,効 果 分析 は,プ ロ ジ ェク トの 目的,範 囲,開 発

　の た め の 措 置等 を決 定 す るの に 役 立つ。

② ここにい う効果 とは

業務 自体の性質 に基 づ

くもの では な く,ED

PS化 す る こと に ょ っ

て 生 ず る ものを い う。

③ 効果分析は,右 の手 a,ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 実 施 に よ り 生 ず る と 考 え ら

順 に ょ り行 う。 れ るす べ て の効 果 を列挙 す る。

b,第 一 段 階 で列 挙 した 効 果 を,次 の三 つの 観 点 か

ら検 討 し,さ らに 明確 に す る。

(a)　 a当 該 アプリケーシ ョンと列 挙 した 効果 の 関 係

は 明 瞭 か つ 直 接 的 か。

(b)結 果 は,何 らかの 単 位 で 表 され るか。 、

例:円,人,年,分,事 故 率 な ど 。

(c)二 重 に計 上 さ れ てい な い か。 ●

c,当 該 ア プ リケ ー シ ョン と因果 関係 が 薄 弱な 効 果

を 除 き,主 要 な 効果 を 選 択 して,そ れ らに つ い て

金 額(円)に 換 算 で きるか ど うか を確 認 す る。

d,効 果 の 項 目を明記 し,そ れ ぞ れ の 期 待 値 とそ の

計 算根拠 を記述す る。
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ワ

◆

④ 各 効 果 を算 定 す るた

め の計 算 単 位 と,そ れ

ぞ れ の現 在 値 を 明 らか

にす る。

⑤ 効 果 を 定 量 的 効=果 と,

定 性 的効 果 とに分 け て

計 算 す る。

表5-7　 X社 におけ る効果の区分及 び定量化の考え方

●

(1)効果 の　 効 果 を具 体 的 には 撮 す る た め には,ま ず,シ ス テ ム化 の対 象 と な

　 は 握 　 　 る ア クテ ィビテ ィに関 連 す る一 連の 業 務 につ い て,作 業 及 び情 報

　 　 　 　 　 の 流 れ,他 シ ス テ ム との 関 連 等 を調 整 す る。 そ して,流 れ の ボ ト

　 　 　 　 　 ル ネ ック とか不 具 合 や 問題 の生 じて い る,裏 を返 せ ば 改 善 に よ る

　 　 　 　 　 潜 在価 値 を もつ領 域 を 明 らか に す る。 この よ うな 領 域 を収 益 領 域

　 　 　 　 　 と言 うが,そ こで 見込 ま れ る効 果 の 定 量化 を引 き続 き次 に 述 べ る

　 　 　 　 　 よ うな方 法 で行 う。

(2)効 果 の

分 類

シス テ ム化 に ょ る効 果 は 数 値 化 し得 るか 否か に ょ り,定 量 効 果 と

定 性 効 果 に 大 別 され る。

(a)定 量 効 果

　 　 数 値化 可 能効 果 は,例 え ば 工数,経 費等 の 削減(節 減)と.

　 収 入等 の増 加(利 益 増 加)と に 分 け られ る。 ま た,こ の 場合 の

　数 値 化可 能 とは 金 額 採 算 可 能 とい う意 味 で あ る。

　 (イ)節 　 減
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節 減 は さ らに,コ ス ト置 換 と コス ト回 避 と に分 け られ る。

。コス ト置 換(ク ラスA)

現 状工 数,経 費等 を新 シス テ ムの コス トと置 き換 え る こ と

　に ょ り現実 に 削減 で きれ ば,コ ス ト置 換 と して表 わ す。 工

　数 削 減 の うち さ らに要 員 削減が 可能 であ れ ば 明 らか に す る。

　コス ト置 換 は 達 成 可 能 度 が 高 い ク ラスA効 果 と して 評価 さ

　れ る。

、

■

。 コ ス ト 回 避(ク ラ スB)

B1:(将 来 の工 数)/(経 費 増 の抑 制 効 果)

B2:ハ ン ドでは で きな い業 務 を ハ ン ドす ると仮 定 し た場

合 の効果

ビジネス成長や組織変更等の結果 として確実に増加が 見込

ま れ る工 数,経 費 等 を 新 シス テ ムの コス トと置 き換 え る こと

に ょ り防 止 で きれ ば,コ ス ト回避 と して 表 わ す。 ま た生 産 性

向上の結果 として間接 的に工数,経 費等が削減で きる場合 も

コス ト回避 と し て表 わ す。 コス ト回 避は 達 成可 能 度 が 中程 度

のクラスB効 果 と して評 価 され る。 な お,シ ス テ ム化 の対 象 と

な る全 ての ア クテ ィ ビテ ィが 手 作業 で も実 施 せ ざ るを得 な い
●

必要 不 可 欠 な もの でな い限 り,手 作業 との単 純 な比 較 を も っ

て コス ト回避 と して 表 わ す よ うな こ とは 避 けて い る。 ●

←)利 益 増 加(ク ラスC)

マ ネ ー ジメ ン トの よ り良 き意 志決 定 の 結 果 と して生 じる収

入 や受取利息の増加等があれば利益増加 として表わす。 利益

増 加は 達 成 可 能 度 が 低 い ク ラスC効 果 と して評 価 され る。 な

お,こ こで表 わ す のは シス テ ム化 に ょ る積極 的 効果 に限 って
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●

●

(3)効果 の

定量 化

　 　 い る。

(b)定 性 効 果(ク ラスX)

　 　金 額 換 算で きな い場 合 や 全 く数 値 化 で きな い場 合 は,定 性 効

　 果 と して 表わ す。 な お,時 間短 縮,精 度 向上,サ ー ビス 率 向上

　等 の数 値 は,金 額 換 算が 困 難な 場 合 は,定 性 効 果 の 説 明 根 拠 と

　 して扱 って い る。

(1)で 明 らか に され た収 益 領域 毎 に,(2)で 示 した 効 果 分 類 に 従 い

項 目を分 け て,効 果 の数 値 化(金 額 換 算 方 式 の 定 義 と算 定 基礎 デ

ー タの 収 集)を 行 うが
,そ の一 般式 は 次 の よ うにな る。

[]・ 口 ・

高

中

低

現　状

量;現 在の使用量 と伸 び率

　　 現在の損失量 と伸び率

　　 現在の売上量 と伸び率等

⑤;単 価

改　善
可能度

一[三コ

改善後
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表5-8　 Y社 にお ける費用対 効果の分析体 系

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

費用 ・効果の算 出方法

　費用は 当該年度の電 算 センター(支 所,室 を含 む)経 費及び支店の採入

　媒体作成機器費用を含 めた コ ンピュー タ処理 に係 る費用

　効果は手作業 との比較 によ る省 力化効果又は,外 注 比較 によ り定量化可

　能な部 分のみ効果 をは 撮 してい る。

般
的

な
効

果

測
定
項

目

効 果 測 定 方 法 主 な 適 用
シ ス テ　ム

＼ ⇒

⇒

手
作
業
と

昆
較

悟 算1

一

|董犠 唯 械化蜘 轍

　 　　 手 作 業
　 　　 に

x

1

　　　　ρ⇒
　 　 　 　 x

数日回数階 〆

会計情報

人事情報
　　　 他

歩留向上

ご遜 ㌶ 篇
く体 積 算

鉄 骨 積 算
在庫圧縮

機会損失
防　　 止 . 外

注
と

昆
較

処 理 件 数
　 .Σ　　 1件 あた り外注費
(外 注費は構造設計 料算定 基準)

構 造 計 算
ピ　増産効果

ピピ⇒ 嚇 隅
架備振動
解析技研
オーブン 他磯

●

注)現 在,一 般 的 な効 果 測 定項 目の うち,斜 線 部 分 を 対 象 と して い る。
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54費 用 対 効 果 の 総 合 評 価

　 　費 用 対 効 果 分析 結 果 の 最 終 的 な と りま とめ方 法 として,次 の よ うな例 が あ

　 る

　 A　 県 … …評 価 指標 と して,① 絶 対 金 額,② 経済 的効 果,③ 管 理 的 社会 的効

　 　 　 　 　 　果,④ 一 般要 因 の4つ を設 定 し,各 指標 毎 に評 価 ラ ン ク と ウ ェ イ

　 　 　 　 　 　 ト配 分を 行 いス コ ア リン グで評 価 して い る(表5-9参 照)。

　 B法 人 … …新 規 開発 要 求 の 分 析 結果 を,開 発 の 優 先順 位 の決 定 とい う形 に と

　 　 　 　 　 　 りま とめ て い る。 そ の 際 の 基準 は表5-10及 び 表5-11の よ

　 　 　 　 　 　 に,経 済 効 果 の 評価 基準(経 費 効率 と総 効 果 の マ ト リクス)及 び

　 　 　 　 　 　実 行 可 能性(運 営,経 済,技 術)の 二 つ で あ る。

　 C　 社 … … 図5-2の 通 り① 採 算 性,② 目標 達成 度,③ 有効 性 評 価 の三 つ の

　 　 　 　 　 　視 点 か ら評 価 して い る。

　そ の他 … …表5-12の よ うな6つ の 評 価 項 目を設 定 し,各 々 につ い て 極 め

　 　 　 　 　 　て 具 体 的 な ラ ンク 分け を行 い,多 数 の人 の ス コア リン グ に よ って

　 　 　 　 　 　評 価 して い る。

■
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表5-9　 A県 に お け る総 合 評 価 方 法

① 先ず 評 価 指標 と し て,

恒

"

皿

皿

　　　　　　　　次の四つを 設定す る。

絶対金額… 費用その もの

経済的効 果

管理的社会 的効果

一 般要因… … コン ピュー タの特性 を有 効に利用す るか とい う側面

　　　　　　 か らの評価要 因(詳 細は省略)

② 次 に 各 指 標 ご とに評 価 ラ ンク と ウエ イ トをつ け る。

＼ 評　　価　　ラ　　ン　　ク ウ エ イ　ト

Ia 5　 段 　 階 　 　 (　 5,4,3,2,1　 ) 1

Ib 〃
1

H 〃 2

皿 〃 1

　 評 価 ラン クの決 定 は,

評 価 ラ ン ク決 定 方 法

IaIb

ll　 皿

次 の 基準 に よ り行 う。

評 価 順 位 か ら全 事 務 を 単 純 に5等 分す る。

5　 　 ウエ イ ト合 計

　 　 　 　 　 4.8以 上

4　 　 ウェ イ ト合計

　 　 　 　 　 3.6以 上 　 　 　 　 　 　 　 4.8未 満

3　 　 ウェ イ ト合 計

　 　 　 　 　 2。4以 上 　 　 　 　 　 　 　 3.　6未 満

2　 　 ウェ イ ト合 計

　 　 　 　 　 1.2以 上　 　 　 　　 　 　 2.　4未 満

1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1.2未 満
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③ 　 次 に,次 の よ うな 評 価 テ ー ブ ル を作成 し,総 合 ラ ンク をつ け る。

q
　
　
　　

　　

　
　
　　

・

事務名

1　金 額 評 価
　　H
数量化評価

　　皿
数量化評価

評価点合計 総合 ランク
Ia
絶 対金 額 Ib鍵 蓼

ラン クX] ラン クx1 ラン ク ×2 ラン ク ×1

く

総 合的評価 ランク決定方法

　 　 　 　 r

　 　　　　 5　 　　　 21以 上

　 　　　　 4　 　　　 17以 上　 21未 満

　 　　　　 3　 　　　 13以 上　 17未 満

　 　　　　 2　 　　　　 9以 上　 13未 満

　 　　　　 1　　　　　　　　　　 9未 満
　 　 　 　 s

　 　 　 　 　 　 '

表5-10　 B法 人 に お け る経 済 的効 果 の 評 価 基準

　　　 経費効率
　　　　　 注1)

総効果注2)

120%未 満
120%以 上

300%未 満
300%以 上

5千 万 円 未 満 低 低 中

5千 万 円 以 上
2億 円　未 満 低 中 中

2億 円 以 上 低 中 高

注1)

　　　　　　　　　　　　　 (システム・ライフ)×(年 間効果)　　　　　経費効率=　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
×10　　　　　　　　　　 {(

システム・ライ7)x(年 間運営費)}十(開 発費)

注2)　 　 (総 効果)=(シ ス テム・ライフ間 の総効果)

　　　　　　　　　　　　　　 -101-
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表5-11　 B法 人 にお け る優先 順 位 設 定 基 準

　 実 行 性 の 等 級 の運 営 面,経 済 面,技 術 面の そ れぞ れ 該 当 す る等 級 を横 に読

　 み,効 果 の 等級 の高,中,低 の い ずれ か の 該当 す る等 級 との優 先 順 位 で あ る。

実 行 性 の 等 級 経済 的(定 量的)効 果 の等級

'
運 営 面 経 済 面 技 術面 高 中 低

○

○

○ ○ △ ×

△ ○ △ ×

× ○ △ 不 採 用

△

○ ○ △ ×

△ ○ △

不

採

用

× △ ×

×

○ △ △

△ △ ×

× × ×

△

○

○ ○ △

△ ○ △

× △ ×

△

○ ○ △

△ △ △

× △ ×

×

○ △ △

△ △ ×

× × ×

× ○
○ △ ×

'

△ △ ×

優

先

順

位
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⑨

●

実 行 性 の 等 級
　 　 　 　 　 　 　 　 　 :

経済的(定 量的)効 果の等級

運 営 面 経 済 面 技 術 面 高 中 低

×

○ × ×

不

採

用

不

採

用

△

σ △

△ ×

× 美

×

○ ×

△ ×

× 不 採 用

○ … 高 △ … 中 × … 低

優

先

順

位
ー

■

＼

(
評
価
準
備
　ノ

シス テ ム目標 の実 現 状況 の 確認

(開 発 時計画 の 実現 状況 の 確認)1・ 標 達 成 度 評 価

シ ス テ ム

評　　　価

稼 動 シス テ ム の コ ス ト ・効 果

バ ラ ンス の 確 認
1採 算 性 評 価1

相互確認

問題整理

評
価
整
理
)

L　 システ ム 目標 の 確認 ・再 設 定

　 　 (シ ス テ ム機 能 の点検 一 稼 動

　 　 継 続 ・停止)

2　 基 本課題 の 設定 ・解決 方 向 の

　 確認

a　 採算 見通 しの 確認

4　 総合 評価{稼 動継 続可 否 の判

　 定

有 効 性 評 価1

、

図5-2　 C社 にお け る シス テ ム評価 の 体 系
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55　 分 析 の 手 順

　　B法 人 におけ る新 規 開発 要 求 時 の 分 析 手 順 は 図5-3の 通 りであ り,開 発 要

　 求 ブ ・ジ ェク トを① メ ジ ャー,② マ イナ ー,③ サ ー ベ イの 三 つに 区 分 し,各

　 々の 分 析 手続 を その 区 分 に よ って 違 え て い ると ころ に特 徴 が あ る。

　　 C社 にお け る全 体的 な シス テ ム評 価 の 手 順 は 図5-4の 通 りで あ る。

o

'

●

表5-12　 Z社 にお け る総 合評 価 テ ー ブ ル

2.総 合評 価1

項 目ご とに5段 階

評価 し○ で囲 ん で

くだ さい 。
5(優 秀) 4　 (優) 3　 (良) 2　 (可) 1

2、1対 象範 囲
.事業 本部 の
'全体

事業本部の

錨
工場,支 店,

部 ランク以上
課 ラン ク 係 ラ ン ク

　 　 ア ウ ト プ ッ ト2
.2　 　 利 用 状 況

そのまま効果

的に使用可

比較的使用で

きる

手作業で訂正

転記して使用

わず か なが ら

使 用 で き る
参考程度

　 　ア ウ ト プ ッ ト2
.3　 　 の利 用 者 事業部長以上

部長 ・工場長

以上
課　長 係　長 一 　 般

　　省力効果2.4　　 (人件費低減)
手作業の90%

以上省ける
70%以 上 50%以 上 30%以 上

ほ とん ど変 ら

な い

2.5期 間(納 期)
　 　 　 　 　 　 短 縮

従 来 の10%以

下 で可
30%以 下 50%以 下 70%以 下

ほ とん ど変 ら

ない

2.6デ ータ精 度 向上
異常値管理の
確率

問題点が具体
的 におさえら
れる

有効な情報が

得られる

情報が正確に
なる

従来 と同程度

」「
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四半期計画

作　　　成

プロジェクト

評 　 　　価

(課長 レベル)1

________一 」

図5-3　 B法 人 に お け る評 価 手 順
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シス テ ムの

現 状 は 握

評

価

準

備

稼動システムの現有機能
の確認

(評 価基礎データの整理)

稼 動 システ ムの現 状諸問題

のは 握

1.シ ステム 目的 ・目標 ・

　 　及 び効果

2.シ ステム の位置 づけ ・

　 　 他 システ ム関 連

3,シ ステ ムの機能 ・処理

　 　 内容 ・範囲

4.設 備 ・ソフ ト等利用技

　 　 術　 　　　　　 　　　.

5.　 システム の操業等

目 標 達 成 度 評 価

システ ム開発時8†画 内容 の確認

シス テム経 過の整理

(ト●ユメンテーシ.ン 整備)

-

ー

`
ー

l

l

l

I

I

I

l

-

1

ー

システム目的 ・処理機能等の現

状確認

稼動 シス テムの実績は握

　 (時 間)

1.メ ンテナ ンス実績

2.　操業実績(稼 業時 間)

3,稼 動 コス ト

4.シ ステ ム効果

システム評 価 唖
評

価

整

理

システム目標の実現状況の確認

(開 発は計画の実現状況の確認)

稼 動システム のコス ト・効果

バ ランス の確認

1.シ ステム 目標 の確認 ・再設

　 計(シ ステ ム機能 の点検 一

　 稼動運転 ・停 止)

2.基 本課題 の設定 ・解決 方向

　 　の確認

3.採 算 見通 しの確認

相互確認

問題整理

有　効　性　評　価

システ ム改善

方 向 の 検 討

________」「

l
t

メ ンテナ ンスの基本的方 向

の確 認

1.機 能改善の積極 的メ ン

　 　テナ ンス

2.機 能維持面 の充実

3.外 的問題 の早期解決 等

解決課題の選択 ・優先匿の

決定

錨 醐 ㈱ の鞭・

稼動継続
可否判定

次年度以降の業務計画策定
(実 行課題の選択 ・実行)

図5-4 C社 にお け る稼 動 シス テ ム評 価 手 順
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6.事 例 研 究(外 務 省)

、

e

61　 経 　 　緯

　　 外務省に コンピュー タが導入されて以来,十 余年の歳 月が経過 し・相 当数

の 業 務 が ・ ン ピ ゴ タ に よ っ て 処 理 さ れ て い る ・ し か し・ 年 々 コ ン ピ ュ ー タ

　 に要 す る費 用 も増 加 を 続 け,コ ン ピ ュー タが本 当 にそ の 費 用 に 見合 う効果 を

　 挙 げ てい るか,根 本 的 に 見直 す べ きで あ る との 声 が 省 内 に高 ま って来 た。 特

　 に外務 省 にお い ては,コ ン ピ ュー タが 直接 外 交 事 務 に寄与 して いな い の では

　 な い か,と の疑 問 は 従 来 よ り根 深 い もの が あ った。

　 　 また,コ ン ピ ュー タを 取 巻 く社 会 にお い て も,同 様 の 問 題 が 提 起 され て お

　 り,こ の 分野 で指 導 的 立 場 に あ る行 政 管理 庁 が,コ ン ピュー タ利 用の 費 用 対

　 効 果 分 析 に 関す る研 究 を重 ね て お り,そ の ケ ー ス ・ス タデ ィを か ね て,昭 和

　 52年 度,同 庁 と共 同で 費用 対 効果 分 析 を実 施 した。 従 って,分 析 の 定 法 に

　 関 しては,大 旨,同 庁 の 費 用 対 効 果 分析 手 法 に準 拠 した。

q

62費 用 対 効 果 分 析 フ ロ ー

　　 分析 は,図6-1に 示 す 分析 フ ロー に従 って 実 施 した の で・ 以 降 の 分析 フ

　 ロ_の 順 に,当 省 の 分析 事例 を 紹 介 す る。

●
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測定 ・評価方法

の検討

対 象業務,測 定

項 目の決定

測定結果 の分析

評価

報告書の作成

費 用対効果分析 の基本 的考 え方の整理

費用及び効果の範囲,測 定方法 の検討

対 象業 務の分析

測 定項 目の検討

調査票の作成

関連資料の収集

図6-1　 費 用対 効果 分析 フ ロー
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63費 用 対 効 果 分 析 の 基 本 的 考 え 方

　 コ ン ピ ュー タが組 織 の各 部 所 に浸 透 ・定 着 して い る今 日にお い ては,コ ン ビ

　 ュ一 夕が実 施 してい る業 務 の 性 格,環 境 に よ って効 果 の捉 え 方は 千 差 万 別 で

　 あ る。

　 　 従 って,効 果 の 捉 え 方 を整 理 す る必 要 に迫 られ た が,一 応 コ ン ピュー タ で

　 実施 してい る業 務 の 階 層 的 位 置付 け と,業 務 の性 格 の 両 面 か ら効果 の捉 え方

　 を整 理 した。

　 　階 層 的 な 効 果の 捉 え 方は 表6-1に 示 す 通 りで あ り,主 に,コ ン ピ ュー タ

　 化 され た 個 々の業 務 で現 われ た 効 果 が,コ ン ピ ュー タ化 され な い業 務 も含 め

　 た業 務 全 体,あ るい は 組 織 全 体 の 中 で,ど の程 度 の ウエ イ トを 占 め るか,と

　 い う点 に対 して評 価 の 指 針 を与 え る もの で あ る。

　 　業 務 の 性 格 に よ る効 果 の 捉 え 方は,行 政管 理 庁 作 成 の業 務 類 型 別効 果 基準

　 表(本 報 告 書 表4-6)を 使 用 した。 この基 準 は 主 と して,個 々の業 務 が業

　務 の持 つ 性 格 か ら,い か な る局 面 に効 果が 現 わ れ るか,と い う点 に 関 して評

　価 の 指 針 を与 え る もの で あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 表6-1　 階 層 的 効 果 の 視 点

レ ベ ル シス テ ムの 階 層構 造 評価者 効果の視点

社会 レベ ル 社会(歴 史) 社会 の安 定 ・開発匡 　 会1
、 ミ

ミ 、　 　
、　、

全体 レベ ル 管理者 外交機能強化1外

　 　 　 　 、　　　　　、　 　 　 　 、　　　　　　　　、

務訂 　○○
、
＼ ＼ 一弛 の組織

コ ン ピ ュ 一 夕

レ　　　ベ 　　　ル
関連部所 組織合理化

　 　 　 　 　 、

≡ 他蕊 Ω.
　 　 ペミヤ、　 　 　 　

＼ こ、　　　シス テ ム

業 務 レベ ル 担当課 事 務合 理化1業

　 　 　 、　　　　　　、

務1σ ○
、 ミ＼

＼ 他 の業務

サ ブ 業 務

レ 　　　ベ 　　　ル

　 　 　 　 　 　 、　　　　、、

1サ ブ業司 　 ○ ○ 担 当係 〃
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64費 用 及 び 効 果 の 範 囲

　 　費 用及 び 効 果 の 範 囲 は,基 本 的考 え 方の 項 で例 示 した表4-6に 準拠 した。

　 ま た個 々の局 面,事 項 毎 の範 囲 につ い ては,固 定 的i基準 を 設 け るに致 らな か

　 ったが,概 略 の 指針 は 調 査 項 目の詳 細(表6-2)の 通 りであ る。 な お,表

　 中 の コス ト局 面以 外は 定性 効 果 と し,定 量 換 算 しな い こ と と した。

〆

表6-2　 調 査 項 目の詳 細

調査項 目 細　　　　　　　　　　　　　目

迅 速 性 コンピュータ化 前に比べ て,業 務 の 処 理 が 迅 速 に な ってい る。
・

正　確　性 コ ン ピ ュー タ化 前 に比 べ て,事 務 処 理 が 正 確 にな り,あ る

管 い は 精 度 が 向上 してい るか。

理
簡　易　性 コ ン ピ ュー タ化 前 に 比べ て,ど の よ うな 事 務 処 理 工 程 が 簡

易 又 は煩 雑 にな っ てい るか

局
弾　力　性 緊急 時あ るいは例外的処理が弾 力的に行 え るようにな って

面 い る か 。

データの利用 コ ン ピ ュー タ化 前 に比 べ て,デ ー タの 利 用 が 容 易か つ高 度

管理 に な り,ま た,デ ー タ の 管 理 が 安 全 ・適 切 に な っ て い る か 。

"

コ ス　ト 局　面 コ ン ピ ュー タ化 前 に比 べ て,経 費 は 節減 した か。

コ ン ピュー タ化 しな か った場 合 の経 費

コン ピュータ化 後業 務 量　 　 　 　　 　 　 　 　　 　
×コ ンピュー タ化 前経 費

コンピュー タ化 前業 務 量

コン ピ ュー タ化 しな か った場 合 の人 件 費

コンピュータ化後業務量　　 　 　 　 　　 　 　
×コンピュータ化前要員 ×人件 費

コンピゴ・タ化 前業務量　 　　 　 　　 　　 　　(1人 当 り)

コ ン ピ ュ ー タ 運 用 経 費 は,各 業 務 毎 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用

時 間割合 で配 分す る。

行　政　局　面 コ ン ピ ュー タ前 に比 べ て,当 該業 務行 政 内容 が 充実 す る こ

とに ょ り行 政上 の効 果 が あが ってい る か。

■
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⑨

65測 定 方 法 　 　 e

　 　測定 は,,対 象業 務 を測 定 が 容 易 な よ うに,サ ブ業 務 に 分 割 し,各 サ ブ業

　務 の コ ン ピュー タ化 前 及 び コ ン ピ ュー タ化 後 の状 態 を測 定 した。 他 に 多 くの

　 測定 方 法 も考 え られ るが,官 庁 の よ うに,コ ン ピ ュー タ化 業 務 が 管理 業 務 主

　 体 の場 合,費 用 と効 果の 対 比 を 最 も良 くは 撮 す るには,こ の方 法 しか 適 当な

　方 法 が な い と判 断 し た。

　 　具 体 的 には,① 関 連 資料 の 収 集,② ア ンケ ー ト,③ ヒア リン グ に ょ っ て測

　定 を実 施 した 。

66評 価 方 法

　 　評 価 は,業 務 毎 に行 うこ とと し,業 務 の 組 織 全体 に お け る ウエ イ ト評 価 は

　行 わ な か った。 業 務 毎 の 評 価 に 関 しては,測 定項 目毎 の効 果 ・非 効 果 の 基 準

　 (表4-3)に 従 って,測 定 結 果 か ら直 接評 価 した。 但 し,コ ス ト局 面以 外

　は ほ とん どが 定 性 効 果 で あ り,そ の効 果 の 程 度 につ い ては,評 価 者 の裁 量 に

　委 ね る こ と と した。

曹

P

67対 象 業 務 の 選 定

　　外務省 の コン ピュー タ適用業 務は 表6-3の 通 りであ るが,分 析対 象業務

　は,① コンピュー タの利用時間が多い こと,② 安定稼 動 してい るこ と,③ 性

　格の異な る業 務 を多 くす る,と の観点か ら,次 の6業 務 とした。

　　 　 旅券発給業務 　　 　　　 　　固有業務

　　 　 経 理業 務　　　　　　　　　　共通管理業務

　　 　 給一与業 務　　　　　　　　　　　　〃

　　 　　人事情 報管理　　　　　　　　　　 〃

　　 　 国会議 事録検 索 　 　 　　 政 策 情 報

　　 　 調書管理　　　　　　　　　　　　 〃
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表6-3　 業 務別運用時 間割合

業　　 務　　 名 運用時間(時 間) 運用時 間の割合

旅　券　発　給 104.42 44%

経　　　　　 理 44.14 19

給　　　　　与 1&16 8

本　　　俸 (1454)

在　勤　俸 (　 2.33)

厚　　　 生 (　 0.49)

人事 情 報 管 理 15.33 6

調書 資 料 管 理 2.08 1

国会議事録検索 2.08 1

調書,国 会以外の情報検 索 2.15 、

貿易関税情報管理 22.14

経　済　協　力 23.31 21

在外 日本 人学校教 員給与 2.26
〉

便宜供与実績集計 0.14

在京 外交 官 自動車登録 0.47
ノ

合　　　　　　計 23&28 100%

'

●

(昭 和53年1月 分 の実 績 よ り)

喝

68業 務 分 析

　 　 調査 ・分析 の方 法 は,各 業 務 と も同 じな の で,以 降,旅 券業 務 につ い ての

　 み,事 例 を紹 介 す る こ と とす る。

　 　 旅 券業 務 の コ ン ピ ュー タ化 前 後 の 業 務 分析 結 果 は 図6-2,図6-3の 通

　 りで あ る。
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69測 定 結 果

　(1)管 理 局面(迅 速性)

　 　 　 調査時点

作業工程

コ ン ピ ュ ー タ 化 前

　 (38年)

コ ン ピ ュ ー タ 化 後

　 (51年)　 ・

申　請 書 受　 理 1　　 日 1

(　 パ　　ン　 チ　 ) 0 1

申　請 書 送　 付 2 0

申　請 書 受　領 1 0

審　　　　　　 査 7～14 1～2

作 　 　成 ・検 　 　査 7 2～3

旅　 券　 送　　付 3 0

合　　　　計 21～28日 5～7日

(2)管 理 局 面(正 確性)

工　程 内　　 容 変 化 変　化　 の　 内　 容

旅券発行手 本人確認 変化なし

続の正確 さ 内容審査 向　上 見落 し易 い渡 航 先 の チ ェ ック等 を コ

ン ピ ュ 一 夕 で 処 理 し て い る
。

二重発給防止 向　上 従来は 申請者 の 申告 のみが頼 りであ

チ ェ ッ ク っ た が コ ン ピ ュ ー タ 化 後 は 全 数 チ ェ'

ッ ク す る 。

発給事実検索 向　上 検索 もれ減少

旅券冊子の 記載 内容 向　上 氏 名,渡 航先 等の 記 載 ミス の 減 少

正確 さ
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(3)管 理 局 面(簡 易 性)

工　程 内　　　容 変化 変　化　の　 内　 容

申請書 受理 書類要件,申 請事項 チ 変化なし

エ ック

申請 書パンチ 煩雑化 コ ン ピ ュ ー タ 化 前 は 作 業 が な

か っ た

申請書送付 郵送手続 き 簡易化 オ ン ラ イ ン に よ る デ ー タ の み

送信

申請書受領 都 道府県 別処理振 り分 〃 処 理 不要 とな った。

け

審　　　査 申請 内容,二 重発給防 〃 照 合 チ ェ ッ ク ま で コ ン ビ ュ ー

止 チ ェ ッ ク タ で実施

作 成 ・検 査 発給 原簿,旅 券面記載, 〃 発給原 簿,旅 券記載の 自動化

写 真 貼 付,シ ー フ レ ブ
レ ス,検 査

旅 券 送 付 都道府県 別郵送手続 き 〃 処 理 不 要 とな っ た。

統　　　計 約10種 の統計 を手集 〃 〃

計

検　　　 索 旅券番号 順 申請書 フ ァ 〃 氏 名,生 年 月 日 で オ ン ラ イ ン

イ ル よ り検 索 検索

◆

(4)管 理 局 面(弾 力性)

処理形態 変化 変　　 化　　 の　　 内　　 容

緊急処 理 容易化 処 理 そ の もの が迅 速 化 した。

例外処理 変化なし

事務処理変更 煩雑化 昭和45年 の法 改 正 の 際,プ ログ ラ ム改訂 に1年 余

を 要 し た 。
.

障 害回復 〃 コンピュー タ化 前 は 障 害 は存 在 しなか った。

ミス の 回 復 〃 原票 とコ ンピ ュー タ7ア イル の二 重 修 正 が 必要
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(5)管 理 局 面(デ ー タ 利用 の 容 易性)

利 用形 態 . 変化 変　　 化　　　の　　 内　　 容

閲　覧

検　 索

作　表

容 易化

　 〃

　 〃

見や す い。

多 くの情 報 が 容 易 に 引 き出 せ る。

統 計,各 種 目的 別 リス トが 容 易 に で き る。

(6)管 理 局 面(デ ー タの 利 用範 囲)

件数
利 用 回 数 利 用 範 囲 利 用 方 法

帳票 の用途
日 週 月 担当係 課 他局 直接利用 加工利用

報告用(統 計)

事 務 処 理 用

　 　 計

22

16

38

15

15

1

1

22

22

6

12

18

15

2

17

1

2

3

20

16

36

2

2

　 但 し,コ ン ピ ュ ー タ 化 前 の デ ー タ の 利 用 範 囲 に つ い て は 詳 細 不 明

(8)　 コ ス ト 局 面

　 ア,コ ン ピ ュ ー タ 化 後 経 費

コ ン ピ ュ ー タ 関 係 経 費 95,009

海外渡航 事務 に必要 な経 費 322,389

人件費 1,925,320

コ ン ピ ュ ー タ 化 後 経 費 計 2,342,718(千 円)
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イ,コ ン ピ ュ ー タ 化 し な か っ た 場 合 の 経 費

海外渡航関係事務 に必要 な経費 83,273

人件費 3,453,448

コンピュータ化 しな かった場 合 の経 費 計 3,536,761(千 円)

◆

■

ウ,コ ス ト算 定 方法

　① コ ン ピ ュー タ化 した こ と に ょ って変 化 した経 費 につ い て の み 比 較 し

　 　た。 従 って,コ ン ピ ュー タ化 に かか わ らず 必 要 と され る旅 券 冊 子 印 刷

　 　費 等 は 除 外 した。

　② コン ピ ュー タ 化 しな か っ た場 合 の経 費 算定 の 基礎 とな る年 度 は コ ン

　 　 ビ=一 夕化 の 行 わ れ てい な い38年 度 とした。 したが って,38年 度

　 　 の経 費 に業 務 量 の 伸 び 率 と物価 上 昇 率(2.9倍)を か け て52年 度の

　 　想定 経 費 を算 出 した。

　 ③ 旅 券 発 給件 数 の推 移 は 表6-4の 通 りで あ る。

●

一118一



表6-4　 旅 券発給件数 の推移

年 発　　給　　件　　数 前　年　 比

38 92,347

39 124,452 135

40 154,247 124

41 210,691 137

42 264,444 126

43 331,217 125

44 483,447 146

45 655,732 136

46 868,565 133

47 1,088,697 125

48 1,558,931 143

49 1,343,831 86

50 1,323,717 99

51 1,566,912 118

52 1,750,170 112

但 し,在 外 公 館 発 給 分 を除 く。

610評 　 　価

　(1)管 理局面(迅 速性)

　　　旅券発給件数 の大 幅な増加に もかかわ らず,旅 券発給処理は大 幅に迅速

　　化 してい る。 特 に,申 請 内容の審査,旅 券冊子作成の工程 での処理 日数 の

　　迅 速化 は著 しい。
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② 　 管理 局 面(正 確 性)

　 　 審 査 工 程 に おい て,申 請 内容 チ ェ ック,二 重 発 給 防 止 チ ェ ック等 の 精 度

　 が 向上 し てい る。 特 に二 重 発 給防 止 チ ェ ック に つい ては,件 数 の 増 加 か ら

　 見て,人 手 に ょ る処 理 は 不 可 能 と考 え られ る。

(3)管 理 局面(簡 易化)

　 　 コンピュータ化 に よ って,旅 券 発 給 作業 工 程 の うち,審 査,作 成 の段 階 が

　 大 幅 に簡 易化 さ れ てい ると と もに,統 計,検 索 も簡 易 化 され てい る。

　 　 審 査工 程 では,日 々6,000件 の 申請 書 と,発 給 済 有 効 旅 券650万 件

　 の 有 効 旅 券 所 持 者 照 合,並 び に 申請 事 項 の組 合 せ チ ェ ックが 完 全 に 自

　 動 化 され てい る。

　 　 旅 券作 成 工 程 で は,コ ン ピ ュー タ化 以 前 は,氏 名,渡 航 先 等 の 記 載 を手

　 書 して い たが,コ ン ピ ュー タ化 に ょ って 自動 化 した。

　 　 旅 券発 給 統 計 に つい ては,都 道府 県 別,職 業 別.渡 航 先 別等20数 種 の

　 統 計 資料 が作 成 され て い るが,年 間 約170万 件 に 及 ぶ旅 券発 給 統計 を 手

　 集 計 す る こ とは 不 可 能 に近 い。

　 　 検 索工 程 では,コ ンピュータ化 前は 旅 券 番 号 順 の 申請 書 フ ァイル で しか検

　 索 で きな か った が,コ ン ピ ュー タ化 に ょ り,氏 名,生 年 月 日等 の 組 合 せ検

　 索 が 可 能 とな った。

　 　 コ ン ピ ュー タ化 に ょ って,デ ー タパ ンチ作 業 が 増 え て い るが,一 方 で オ

　 ン ライ ン化 され た 結 果,パ ンチ 済 デー タ をそ の まま本 省 に 送信 で き るの で,

　 そ の た め郵 送事 務 が 不 要 とな ってい る。

(4)管 理局 面(弾 力 性)

　 　 緊 急時 の 処 理 につ い ては,処 理 そ の もの に変 化 は な い が,以 前 に 緊 急 と

　 され て い る ものの 多 くは,コ ン ピ ュー タ化 に よ り,処 理 が 迅 速 化 さ れ,緊

　 急 処 理そ の もの の 処 理 量 が 大 幅 に 減 少 してい る。

　 　 事 務処 理 の変 更,機 械 上 の 障 害 回 復処 理 に つ い ては,プ ロ グ ラム修 正,

　 パ ック ・ア ップ処 理 等の 作 業 を伴 うた め,コ ン ピ ュー タ化 以 前 と比べ,硬
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　 直化 してい る。

(5)管 理局 面(デ ー タの利 用,管 理)

　 　 デ ー タの利 用 につ い ては.統 計,検 索が容 易 にな った。

⑥ 　 コ三 ト局 面

　 　 試 算 結果 に ょれ ば,昭 和52年 度 分 につ い て,コ ン ピ ュー タ化 せ ず に現

　 在 の 旅 券発 給件 数 を処 理 す る と した場 合 に比 べ て,コ ン ピ ュー タ化 した こ

　 と に ょ る省 力化 効 果 等 か ら,約12億 円の経 費が 節 減 さ れ た こと に な る。

　 　 な お,前 述 の 経 費 節 減 は二 重 発給 防 止 チ ェ ックを 行 わな い との 前 提 で算

　 出 して お り,現 在 の よ うな二 重 発 給 防 止 チ ェ ック を人 手 で実 施 す るとす れ

　 ば,省 力化 に ょ る経 費 節 減は 更 に多 くな る と考 え られ る。

(7)行 政 局面

　 　 行 政 局 面 に 関 し ては,直 接 の 測 定 結 果は 得 られ な か った が,管 理 局 面 の

　 測 定 結 果 か ら評 価 す る と,旅 券業 務 の行 政上 の 目標 は,正 確 な 旅 券 を 適正

　 に発 給 す る ことに あ るの で,管 理 局 面 の正 確性 の と ころ でみ た よ うに,審

　 査,作 成 の面 で精 度 が 大 幅 に向 上 し てい るの で,行 政 上 の効 果 は 極 め て大

　 き い とい え る。

　 　 ま た,迅 速 性 でみ た よ うに,迅 速 発給 とい う社 会 的 要 請 に応 え,発 給 ま

　 での 日数 も大幅 に短 縮 して お り,国 民 に対 す る行 政 サ ー ビス の 向上 とい う

　 観 点 か らも大 きな 効 果 を挙 げ て い る。

(8)旅 券 業 務 全体 評 価

　 　 旅 券 業 務は,ほ ぼ 全 て の 局面 で効 果 を あげ て お り,コ ン ピュー タ化 効 果

　 は 著 しい。

611　 総 　 　括

　 　 本 調 査 分析 にお い て,旅 券業 務 の 費 用対 効 果 に 関 し ては,か な り良 い結 果

　 が で た が,他 の5業 務 につ い て は,コ ス ト局 面 で の効 果 が 期 待 さ れ て い る共
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通管 理業 務 にお い て,若 干 の マ イナ ス 効 果 とな っ て現 われ,政 策 情 報 も定 性

効果 しか現 わ れ な か っ た。

　定 性 効 果 に 関 しては,現 在 の段 階 で は,恣 意 的 に しか評 価 で きな い し,或

る程度,定 量 的 に は握 可 能 な コス ト局 面 に 関 して も・一 定 の 仮 定 が 必要 で あ

り,デ ー タの 収 集 も極 め て 困 難 であ るた め,全 く客 観 的 に 算定 ・評 価 す る こ

とは 不 可 能 で あ る。

　 この よ うな状 態 で,個 々の業務 の評 価 結 果 を も って,コ ン ピ ュー タ全 体 の

費 用 対 効果 の 判 断 を す る こ とにi若干無 理 な 面 もあ り,費 用対 効 果 分 析 そ の も

の の有 意 性 に関 して,疑 問 を持 つ こ と も少な か らず あ った。

　 特 に,外 務 省 にお け る コン ピ ュー タの 効 果 に 関す る関 心は・ コ ン ピ ュー タ

あ るいは コ ン ピュー タで実 施 して い る業 務 が,個 々に どの程 度 効果 をあげ て

い るか で は な く,ど の 程 度 外交 事 務 に寄 与 してい るか で あ った。 この 調 査 分

析 に拾 い ては,こ の 外 務 省 の 関 心 に 答 え を 出す こ とは で きなか った が・ 外交

事務 とい って も結 局 は 個 々の 業 務 の集 合 であ り,個 々の業 務 の 効 果 的 コ ン ピ

ュー タ化 が,ひ い て は 外 交事 務 へ の 寄 与 の 増 大 につ な が るは ず であ る。

　 そ の 意 味 にお い て,個 々の業 務 の 費 用対 効 果 分 析 は 必 要 かつ 有 意 義 であ っ

た。 特 に,効 果 を 正 確 に把 握 す る姿 勢 が,業 務 個 々の性 格,環 境,状 況 等 を

正確 には 撮 す る こと にっ なが り,既 に コン ピュ ー タ化 さ れ た業 務 の 改善 あ るい

は新 規業 務 の 開発 計 画 に,有 力 な 資料 を 提 供 す る もの と考 え る。

　 但 し,コ ン ピュー タが 社 会 の各 部 所 に浸 透 した 今 日 では,社 会 が コン ピ ュ

ー タへ の 依 存 を強 め る 結果,人 間 の業 務 知 識 の低 下,コ ン ピ ュー タ障 害 回復

の 困難 さ等 々か ら,社 会 その もの の 脆 弱性 を 招 くこ とにな ってい るの で'コ ン

ピ ュー タの 効果 に 関 して も,処 理 の 迅 速 化 は 効 果 で あ る と,単 純 に定 義 で き

な いの で は な い か とい う感 じもす る。 この 段 階 では,費 用対 効 果 も・ 人間 の

将来 の問 題 と併 せ て考 えな けれ ば な らな い の か も知 れ ない。
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第II部 　 稼動分 析 ・予測方法
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第 皿部 　 稼 動 分 析 ・予 測 方 法

1・ 稼 動 分 析 ・予 測 の 必 要 性

●

●

●

　 わ が 国 の コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 進 展 は 著 る し く,1974年9月 末 現 在26,834セ

ッ ト,設 置 金 額1兆7,717億 円 で あ っ た もの が,1979年6月 末 現 在 で は,61,687

セ ッ ト,3兆3,159億 円 と な っ て お り,こ の5年 間 で そ れ ぞ れ2 .3倍,1.9倍

の 伸 び を 示 し て い る。(表1-1参 照)

　 こ れ を 規 模 別 に み る と,大 型 機 と 小 型 ・超 小 型 機 へ の 分 極 化 の 傾 向 が み ら れ,

と く に 大 型 機 は 設 置 台 数 の 伸 び に 比 し,金 額 の 伸 び が 著 る し く,1974年 に は

1セ ッ トあ た り6億3.300万 円 で あ っ た も の が,1979年 で は7億2,500万 円

へ と 増 加 し て い る 。

　 ま た 台 数 の 伸 び に 伴 い,利 用 形 態 も 高 度 ・複 雑 化 し て き て お り,オ ン ラ イ

ン ・ リア ル タ イ ム 化,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 化,デ ー タ ベ ー ス 化,漢 字 情 報 処 理

化,分 散 型 デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 化 等 が 進 ん で き て い る。　 　 　 　 　 　 ,

　 この よ ラ な 状 況 を 踏 ま え,自 ら 保 有 す る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム を よ り 効 率

表1-1　 規 模 別 コン ピ ュー タ利 用 の推 移

　　 年　度

規模別

1974年9月 末 1979年6月 末 伸 び 率

台 　 数

(セット)

金 額
(百万円)

台 数
構成比

金 額
構成比

台 　 数

(セ・ト)

金 額
(百万円)

台 数
構成比

金 額
靴 台 数 金 額

大　　 型

中　　 型

小　　 型

超 小 型

.1,580

5,091

6,499

13,664

1,000,343

545,042

141,742

　 84,663

5.9

19.0

24.2

50.9

56.5

30.8

8.0

48

2,753

7485

17590

33,859

L997177

787408

328,524

202,873

4.5

12.1

28.5

549

60.2

23.7

9.9

6■ 、

1.74.

1.47

2.71

2.48

2.00

1.44

2.32

2.40

計 26,834 1,771,790 100.0 100.0 6L687 3,315,982 100.0 100.0 2.30 1.87

一通商産業省「電子計算機納入下取調査 」一
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的 に運 用 す るた め,シ ス テ ムの 性 能 を正 し く評 価 す る技 法,あ るい は コ ン ピュ

ー タ ・シ ス テ ムの 稼動 状 況 を正 し くは握 す る技 法 に対 す る ニ ーズ が 高 ま っ て き

てい るo

　 す な わち,現 状 の シス テ ムの効 率改 善,導 入 機 種 あ るい は 切替 機 種 の選 定,

新 しい シ ス テム の最 適 設計 等の ため に,① 現 状 の シ ス テ ムの稼 動 状 況 を定 量 的

には撮 し,運 用上 の 問題 点 を発 見 し,② 新規 の 導入 あ るい は切 替 の 場 合 に処理

能 力 を予測 比較 し,③ 新 しい シ ス テ ム の構 成 を設 計 す る た め に事 前評 価 を行 う

等 稼 動 分 析 は,コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム が大 規 模 に な り・ 処 理 形 態 が高 度 ・複

雑 化 し,経 費 が膨 大 な もの と なれ ば な るほ ど,定 量 的 判断,客 観 的評 価 を実 施

す る上 で ます ます 必 要 不 可 欠 とな ってい る。

　 今 回 実施 した 「情 報 処 理 シ ス テ ム の有 効 利 用 方法 に関す る 調査 」　(第 皿部 参

照)に お い て も,稼 動 分析 に関 し,国 ・地 方 公 共 団体 ・民 間企 業 等 多 くの 機 関

が,① 担 当 部 門 あ るい は 特 定 の担 当職 員 を設 け,② 各種 の測 定 ソー ル を使 用 し,

定 常 的 あ るい は ス ポ ッ ト的 に測 定 を実 施 し,③ ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェ ア両

面 にわた り改 善 提 案 を 作 成 し,④ コ ン ピ ュー タ部 門 の 管理 者 に報 告 し,⑤ 稼 動

効 率 の向上,ス ケ ジ ュー リング の改 善 等 に効 果 を挙 げ てい る もの の,一 方 で①

測 定 ソール の 整備,② 分析 ・評 価 方法 の確 立,③ 測 定,評 価 手順 の標 準 化,④

分 析 ・評 価 要 員 の 能 力 向上,⑤ 他 機 関 との 情 報,意 見,事 例 の交換,⑥ 参 考 文

献,資 料 の不 備 等 多 くの課 題 を有 してい る こと が明 らか とな った。

　 そ こで本報 告 書 で は,① シ ス テ ム評 価 の 分 野 での 稼動 分析 ・予 測 に対 す る基

本 的 な考 え方 を明 ら か に し,② メ ーカ,ベ ンダ等 の提 供 す る各 種 の測 定 ソー ル

を取 り上 げ,収 集 情 報 と出 力表 を明示 し,③ 標 準 的 な稼 動 分析 ・予 測 方 法 の体

系 と手 順 を設定 す る と と もに,④ い くつ かの改 善事 例 を紹 介 す る。

　 また,各 ユ ー ザ の 利 便 の た め に各 メ ー カ が提 供 す る ツ ール 等 に関 し,用 語 ・

概 念 の解説 を併 わ せて行 っ てい る。
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2.稼 動 分 析 ・予 測 の 考 え 方

`

㊨

21　 意 　 　 義

　 　 コ ゾ ピ ュ一 夕 部門 の 管理 者の責 任 は,① 自ら保 有す る シ ス テ ム資源 の 有効

　 利用 を 図 る こ と,② ユ ーザ の要 求 に適 切 に応 え る こ とで あ る。 そ の ため には,

　 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 稼動 状 況 を常 時 は撮 し,現 状 と将 来 にわ た っ て的

　確 な分 析 ・評 価 を行 わ な け れば なら ない。 稼 動 分析 ・予 測 は この 意 味 で コ ソ

　 ピ ュー タ部 門 の管理 者 に対 し,客 観 的 で合理 的 な判 断 の ため の基 礎 資 料 を提

　供 す る もの であ る。

　 　一 般 にシ ス テ ムの ライ フ ・サ イ クル は,大 き く分 類 す る と次の よ うなパ タ

　 ー ン に分 け ら れ る。

●

●

　 この ラ イ7・ サ イ クル上 で,コ ン ピ ュー タ部 門 の 管理 者 が行 うイ ベ ン トと

しては,① シ ス テ ムの 設計 段階 にお い ては,最 適 なシ ステ ム の構 成 を決 定 す

る こ とで,そ の た め に ハ ー ドウ ェア及 び ソ7ト ウ ェ ア に関 し適 切 な予 測 を行

う必要 があ る。 ② シ ス テ ムの選 定 段 階 にお い て は,対 象 機 種 の性 能 をは撮 し,

そ れ ぞれ の 機 種 の 性 能 を比 較 した上 で,最 適 な機種 を選 定 す る こ とで ,そ の

た め に的 確 な処理 能 力 の 評価 を行 う必要 が あ る。 ③ シ ス テ ムの運 用 段 階 にお

い ては,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの稼 動 効 率 とユ ニザ ・サ ー ビスの 向 上 を図

る ことで・ そ の た め に シ ステ ムの現 状 は 握 を的 確 に行 う必 要 があ る。

　 この よ うに稼 動 分 析 ・予測 の業 務 は,コ ン ピ ュータ部 門 の管理 者 が シ ス テ

ム の ラ イ7・ サ イ ク ル上 で行 うイ ベ ン トに対 し,① コ ン ピュ ータ ・シス テ ム
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の稼 動 状況 のは 握(運 用段 階),② 処理 能 力 の予 測 と評価(選 定 段 階).③

シ ステ ム構 成 の事 前予 測 と評 価(設 計 段 階)を 通 じ客観 的 合 理 的 な根 拠 を一与

え る もの とい うこと が で き る。

　 稼 動 分 析 ・予 測 の 必要 性 にっ い ては,前 節 で 要 約 した通 りで あ るが,① シ

ス テ ム資源 の 有 効利 用,② ユ ー ザ ・サ ー ビス の向 上 とい う観 点 か ら・ シ ステ

ムの設計,選 定,運 用 とい うシ ス テ ムの ラ イ フ ・サ イ クル 上 に お け る稼 動 分

析 が果 す 役 割 は,ま す ます そ の重 要 性 を増 大 す る一 方 で 困難 度 を増 してき て

い るo

　 す なわち,機 器の大型 化,大 容量化,処 理方式の高 度化,周 辺機 器の複雑

化,地 域 規模 の拡 大,機 器 性 能 の 向上 等 シ ス テム 面,ハ ー ドウ ェ ア面 で の技

術 革新 とそ の利 活用 が進 展 して い る と と もに処理 業 務 の複 雑 化,利 用 形 態 の

多 様 化 に 伴 い,ユ ー ザ の 絶 対 数 が増加 し,そ の要 求 も多様 化,高 度 化 して

きてい る。

　 ま た,財 政 緊 縮 の ム ー ド に あ た っ て は,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 も 例 外 で は な く,

シ ス テ ム全 体 の 見 直 し,経 費節 減化 の 方 向 が打 ち 出さ れ,こ の面 か ら も.コン

ピ ュータ部 門の 管理 者 に テ ンシ ョン を与 え て き てい る。

　 こ う した事 情 を踏 まえ,コ ン ピュー タ部 門 で は 新 しい技 術 を研 究 す る こ と

は もち ろ んの こ と,ユ ー ザ部 門 との 連携 協 力 の も とに稼動 分析 の方 法,技 法

を十分 に駆使 し,経 費節減,省 力化,機 器使用 の効率化,自 動化 を行い,全 社的,全

省 的規 模 で の経 営,行 政 の 近 代 化,合 理 化,高 度 化 に向 っ て努 力 を しな けれ

ば なら な くな ってい る。 ここ に稼 動 分 析 ・予 測 の大 き な意 義 が 存在 す る とい

　うこ とが で き る。

Q

、

●

2.2基 本 的 な 考 え 方

　 稼 動 分 析 ・予測 の方 法 を確 立 す る にあ た って,先 ず検 討 しなけ れ ば なら な

い ことは,① 対 象 分 野 と範 囲,② 稼 動 分 析 ・予測 ツー ル及 び技 法,③ 評価 の
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基 準 であ る。

　 対 象 分野 と範 囲 に関 して は,最 近 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの規 模 とそ れ

を と りま く環 境 の広 が りが拡 大 してお り,そ れ をす べ て情 報 と して取 り込 む

こ とは非 常 に困 難 であ り,稼 動 分析 ・予測 ソ ール 及 び技 法 との 関連 で必 要 最

少限 の もの に限定 す る必要 が あ る。

　 稼動 分 析 ・予測 ツ ール に関 して は,新 しい ツ ール の開 発 が進 ん で はい る も

のの この 分 野 は まだ比 較 的 新 しい領 域 で もあ り,必 らず しもパー7ェ ク トなも

の が利 用 可 能 とい う訳 には い かず,ま た提供 す るメ ー カ輌 ベ ンダ の ツール 毎

に差 異 があ り過 不足 が あ っ て,標 準 的 な稼 動 分析 ・予 測 手 順 を展 開 す る上 で

多 くの制 約 が生 ず る こ とが あ り得 る。

　 評価 の基 準 に関 して は,ユ ー ザ の処 理 形 態,方 式,適 用 業 務 の 種類 等 に よ

って一 律 に設 定 す る こ とは 不 可 能 に近 く,一 般 的 経 験 的 に 言 わ れ て い る も

の であ って もそ れ が 必 ら ず し も適切 で ない とい う場 合 も見 ら れ,そ の意 味 で

は ユ ーザ 自身 が これ ま での稼 動 状 況 の は握 の 実 績 か ら設 定 してい か ざる を得

ないo

●

●

221　 対 象 分 野 と範 囲

　 　 稼動分析 ・予測の対象分野 に関 しては,大 き く分 けて,① システム環境,② ハ

　 　ー ドゥェ ア,③ ソ フ トウ エ ア,④ デ ータ(7ア イ ル)に 分類 す る こ とが で

　 　き る。

　 　 　シ ス テ ム環 境 とは,シ ス テ ムの 運 用体 制,要 員,運 用 方 法,ス ケ ジ ュー

　 　 リングの方 法,経 費,ジ ョブ(適 用業 務)等 シ ス テ ム に関 す る 各 種 の 要 因

　 　を総 称 してい る。

　 　 　これ らの 対 象 分 野 と後 述 す る稼動 分析 ・予 測 ヅー ル及 び技 法 とを対 比 す

　 　る と,表2-1の 通 りであ る。

一127一



表2-1　 稼 動 分析 ・予測 の 対 象 分 野 と ソー ル及 び技 法 対 比表

ツー ル及 び技 法
ヒア リング アカウン ト

モ ニ タ リ ン グ シ ミュ レー タ ベ ン チ
予測 モデル

対 象分野
(資料収集) (ロ グ)

!一 ドウ ェア ・

　 モ ニ タ

ソフトウェア ・

モ ニ タ

ハ ン ド・

サイ ジング

マ ー 　ク

シ
運用体制 ・方法 ○ ○

ス スケ ジュー リング ○ ○

テ

　
ム

要　　　　　員 ○ ○

環 経　　　　　費 ○ ○ ○

境 ジ ョ ブ

　 (適 用業 務)
○ ○ ○ ○

ハ 　ー　 ド　 ウ　 ェ　 ア ○ ○ ○ ○ ○ ○

ソ　 フ　 ト　 ウ　 ェ　 ァ ○ ○ ○ ○ ○

デ ー タ(フ ァ イ ル) ○ ○ ○ ○ ○

　 この結 果,対 象 分 野 の うち そ の範 囲 を設 定 す る と,概 ね 次 の 通 りで あ

るo

(シ ス テ ム 環 境)

① 運 用 体 制 ・方 法 一 掴 当 課 係,ク ロ ー ズ/オ ー プ ン,シ フ ト,パ ッ ク

　 ア ン プ 方 法

② ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ー 計 画 ・調 整 方 式,サ イ ク ル,多 重 度

③ 　 要 員 一 散,経 験(実 績)

④ 　 経 費 一 借 料(買 取 金 額),通 信 回 線 料,運 用 経 費

⑤ 　 ジ ョ ブ(適 用 業 務)一 件 数,優 先 度,規 模,特 性,稼 動 状 況

(ハ ー ド ウ ェ ア)一 機 器 構 成,性 能,容 量,処 理 方 式,稼 動 状 況

(ソ フ ト ウ ェ ア)-OS機 能,"サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム,ア プ リケ ー シ ョ

　 ン ・プ ロ グ ラ ム,言 語,規 模,稼 動 状 況

(デ ー タ(7ア イ ル))一 記 録 方 式,フ ォ ー マ ッ ト,コ ー ド体 系,リ カ

　 バ リ機 能,ア ロ ケ ー シ ョ ン方 式,利 用 状 況
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222　 稼 動分 析 ・予 測 ツ ー ル及 び 技 法

　　　 稼 動 分析 ・予 測 ツ ー ル と して は,ア カ ウ ン ト(ロ グ),'ハ ー ドウ ェ ア'

　　 モ ニ タ,ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ タ,シ ミュ レー タ,予 測 モ デル,ハ ン ド ・サ

　　 イ ジ ン グがあ り,技 法 と して は ヒア リング(資 料 収 集)及 び ベ ンチ マ ー ク

　　 があ る。

　　　 これ らの概 要 及 び どの 段 階 の 分析 に有 効 であ るか をみ る と,表2-2の

　　通 りであ る。

　　　 また,こ れ ら に つい ては 後 に詳 細 に述 べ るが,と くに稼 動 分 析 ・予 測 ッ

　　ー ル に よ り測 定 分析 す る項 目及 び箇 所 を挙 げ る と図2-1の 通 りであ る。

表2-2稼 動 分析 ・予 測 ツー ル 及 び 技法 の概 要

　　　内 容

ツ ー ノレ

及び技法
概　　　　　　　　要

適　　用　　分　 野

運　用

(実績
　管理)

　選　定　 　 　 　 '

・警 育護)

設　計

(事前
　 予測)

ア カ ウ ン ト

(ロ グ)

ア カ ウ ン ト(ロ グ)'プ ログ ラ ムに より,シ ス

テ ム の統計 情 報,課 金 情 報 等 概 略 的 な シ ス

テ ム の稼 動 状 況 と ジ ・ブ の情 報 の 分析 を行 う
○ ○ ○

!一 ドウ ェア ・

　 モ ニ タ

コ ン ピュー タに外 部 か らセン サ(信 号検 出器)

を接 続 し,機 器 の稼 動 状況 を測 定 す る。 ○ ○.

ソフ トウェア ・

　 モ ニ タ

ソフ トウェア ・モニタ・プログ ラム に よ り,機 器 及 び

プ ロ グ ラ ム の 稼 動 状 況 を測 定 す る。 ○ ○ ○

シ ミ ュ レー タ
シミュレーション'プ ログラム に よ り,機 器 構 成 の

予測 等 改善 案 を作 成 し,最 適 化 を図 る。 ○ ○ ○

予 測 モ デ ル

待 ち行 列 モ デ ル等 の プログ ラム に よ り,将 来

の機器 構 成,待 ち の状況,多 重 度等 を予測 す

る。

○ ○ ○

ハ　 ン　 ド ・

サ イ ジ ン グ

解析 的 手法 を利 用 し,シ ス テ ムの規模 等 を推

計 す る。 ○ ○

ヒ ア リン グ

(資 料 収集)

シス テ ム環 境 に関 す る基本 的 事 項 のは握 及 び

ユ ーザ の満 足度 等 を聴 取 又は 調 査す る。
○ ○

ペ 　　ン　　チ

マ　　ー　　　ク

機器 構 成,OS,メ モリ・サイベ ディスクアロケーショ

ンの変 更 等所 要 の措 置 を講 じた後 ,再 び測 定

を行 い改 善 前後 の比較 を行 う。
○ ○
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一

一
ω
O
ー

　　　　　　　　　　　 @多 重度等

(コンピュータ・システム)　(⑤稼動率
　　　　　　　　　　　 ④命令実行回数

CPU

(⑮ヒ ット率 ● ページング回 数 ・率

宇
多
シ
ュ

　
　
　
メ
モ

一次記憶

装置

仮想記憶

装置

=⇔
コン ソール ・

デ ィス プレ イ

⇔

コンソール

・　　　 一　タ

〔≡コ 『

チャネル1

カ ー ド ・ リ ーダ

⑰稼動率

カ ー ド ・ハ ン チ

チャネル2

⑭稼動率

コントロー加

ユニ7ト1

コントロール弓

ユニ ッ ト2

⑲稼動率 ⑳稼動率

プ リンタ

④稼動率

コントロール ・

ユ ニ　Ptト3

←

チャネル3

←

⑮稼動率

チヤ不ル4 テ ヤネ ル15

← ←

籾　罐
　
　

,

リ

」
ー

モ

モ
モ

⑩

@
@

←

コントロづレ・

ユ ニrト6

←

ドラム

コントロール ・

ユ=Pt卜5・

コントロール・

ユニ,卜4

⑯稼動率

←

通 信 制 御

装　　置

テープ

ディスク

騨
アカウン ト

(ロ グ)　デ
ータ

　 (運 営 管理)

① ダ ウン時間,回 数

② 修復時間

③ スケ ジュー リング

←

　 　　⑳データ転送回数
　 　　 　　 　 (ド ラAStl

⑳ ディスク ・マウント数(ノrク 別).
⑫ディスク ・～ ド移動数(パ ・ク別)

⑳データ転送回数(パ'ク 男)⑳
ポジシ●ニ ンク数

⑳アロケーシロン(パ プク男)←

④ ジ・フ徴

⑤入力カード数

⑥出力カード数

⑦出力ライン数

⑧CPU時 間

⑨ エラプス時間　　　　⑮プログラム

⑩ ターンアラウン ド時間 　 実行頻度

⑪ メモ リ・サイズ

⑫ 入出力回数 　 　 　 (④～⑮

◎ 使用フ7イ ル数　　　　　ジ。プ/ジ ・ブステ'フTIj)

⑭ 優先度等

図2-1 測定 分析項 目及び箇所 一覧

十 ● ●
▲



b

●

223　 評 価 の 基 準 .

　　 評 価 の 基 準 に関 して は,評 価 者 自身 が設定 してい くこ とが妥 当 であ る こ

　　とを先 に述 べ た が,一 般 的 経 験 的 な限 界基準 と しては,次 の よ うな もの が

　 言 わ れ て い る。

　　 　・CPU使 用 率 　 70～80%

　　 　・メ モ リ使 用 率 　 60～70%

　　 　・ペ ー ジ不在 率 ≦50/秒

　　 　・チ ャネ ル使 用 率 ≦35%

　　 　・入 出 力装 置 使 用 率 　 50～60%

　　 　・回線 使用 率　　40～60%

●

◆
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 3.稼 動 分 析 ・ 予 測 ツ ー ル

　稼 動分 析 ・予測 の ツー ル と しては,表2-2に 述 べ た とお り,ア カ ウ ン ト(ロ

グ),'ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ,ソ フ トウ ェア ・モ ニ タ,シ ミ ュレー タ,予 測 モ

デ ル が あ る。

　 今 回 は,日 本 アイ ・ピー ・エ ム株 式 会社,日 本 電 気 株式 会社,日 本 ユ ニパ ッ

ク株 式会 社,フ ァ コム ・ハ イタ ック株式 会社(7ア コム本 部,ハ ィ タ ック本 部)

の5社 の ツー ル に 関 し,ピ ア リン グを行 い,資 料収 集 を実 施 した。

　 そ の ツー ル の概 要 は.以 下 の 通 りで あ る。

31　 ア カ ウ ン ト(ロ グ)

311　 主 要 機 種 に お ける ア カウ ン ト

　 　 　 ア カ ウ ン ト(ロ グ)は,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム にデ ィペ ソ ドす る

　 　 もの で,各 社 の 主 要機 種の ア カ ウ ン ト(ロ グ)は,表3-1の 通 りであ る。

唱

も

●.
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■

■

表3-1　 主 要 機 種 の ア カ ウ ン ト(ロ グ)シ ス テ ム

会 社 名 ア カウント(ロ グ)シ ス テム名
オペレーテ ィング'

シ ス テ ム 名 適用機種名

日本 ア イ・ピー ・

エ ム 株 式 会 社

SMF(System　 Management

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Facilities)

OS/MFT

OS/MVT

OS/VS1

0S/VS2

0S/VS2-MVS

OS/VS2-SVS

IBM360シ リーズ

IBM370シ リーズ

IBM303X

　 　 　 　 　シリーズ

日本 ユニパ ッ ク

　　株 式 会社

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

シス テ ム'ロ グ

WTS11(Working　 Tool　 for　 System

　 　 　 　 　 E柵aluation　 of　 Series　 1100)

EXEC　 8-E

EXEC　 8-4

1100シ リーズ

NEW1100

　 　 　 　 　 シ リー ズ

日本電気

　　　株式会社

SEP(Summary　 EditProgram)

*

SMF(System　 Management

　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 Facilities)

ACOS-6

ACOS-4

ACOSシ リーズ

株式会社

　　 日立製作所

SMS(System　 Management

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 Service)

SAR(System　 Activity　 Report)

VOS　 2

　 　 '

VOS　 3

HIT.AC

　 　　 Mシ リー ズ

HITAC

　 　　 Mシ リーズ

富士通株式会社 SMF(System　 Management

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 Facilities)

OSIV/F4 FACOM

　　　 Mシ リーズ

*日 本 電気株 式 会社 のSMFは,ソ フトウェア・モニタであ るが,ア カウント(ログ)の 機能 も有 してい る。

●

■

312　 主 要 機 種 に お け る ア カ ウ ン トの 概 要

　 　 　 各 社 の ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 概 要 は,次 の 通 り で あ る 。

　 　(1)　 SMF(System　 Management　 Facilities)

　 　 　 　 一 　 日 本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム 株 式 会 社 一

　 　 　 　 日 本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム で は,パ7オ ー マ ソ ス'・ デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス

　 　 　 テ ム を 提 唱 し て お り,こ れ はSMFレ1・,一 ド,　 RMF(Reso.urce

　 　 　 Measurement　 Facility)レ コ ー ド,　 IMS(Information

　 　 　 Management　 System)ロ グ ・レiー ドか ら,パ フ ォ ー マ ン ス ・デ ー タ ベ 一
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ス を 生 成 し,SLR(Service　 Level　 Reporter)に よ り
,シ ス テ ム

の 現 状 が は 握 で き る よ う な 種 々 の レ ポ ー ト を 作 成 す る シ ス テ ム で あ る
。

(RMFに っ い て は,後 節 で 述 べ る 。)

　 パ7ォ ー マ ン ス ・デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム の 概 念 は,次 の 通 り で あ

る 。

■

③

SLRコ マ ン ド

傾 向 分 析
レ ポ ー ト

(グ ラフ)

傾 向 分 析
レ ポ ー ト

(グラフ)

(SLR')

データベ ース 、

パフオ_rrン ス

状況レポー ト(表)

傾 向 分 析

レポート(グ ラフ)

'ウ か マンス状況

パフオど㌫ 脇 机
レポ ート(グ ラフ

■

●

図3-1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一日本IBM資 料一

パ フ ォーマンス ・デ ータ ベ ー ス管理 シ ス テ ム の概 念 図

一134一



◆

●

■

　 SMFで 収 集 さ れ る 情 報 は,次 の 通 り で あ る 。

・ シ ス テ ム 構 成

・ ジ ョ ブ と ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ の 識 別

・CPU待 ち 時 間

・ 各 ジ ョ ブ と ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ のCPU使 用 時 間

・各 ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ が 要 求 及 び 使 用 し た 仮 想 記 憶 域 又 は 実 記 憶 域

・ ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ 又 は シ ス テ ム 単 位 で の ペ ー ジ ン グ 統 計

・各 ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ で 使 用 さ れ る 入 出 力 装 置

・各 ジ ョ ブ と ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ で の 一 時 的 デ ー タ ・セ ッ ト と 非 一 時 的 デ ー

　 タ ・セ ッ ト の 使 用

・一 時 的 デ ー タ ・セ ッ ト と非 一 時 的 デ ー タ ・セ ッ ト の 状 態

・VSAM(Virtual　 Storage　 Access　 Method)の デ ー タ 空 間 の 状 態

・取 外 し 可 能 な 直 接 ア ク セ ス ・ボ リ ュ ー ム の 状 態

・各 ジ ョ ブ と ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ で の 入 力 回 数

・ 各 ジ ョ ブ で の 出 力 回 数

・各 ジ ョ ブ で の 出 力 書 出 しの 記 録

・各 ジ ョ ブ で の 割 振 り 回 復 の 記 録

・ オ ン ラ イ ン,オ7ラ イ ン の 変 更 記 録

(2)　 シ ス テ ム ・ ロ グ

　 　 WTS11(Wo　 rki　 ng　 Tool　 for　 System　 Evaluation　 of　 Se,r　ie　li,

　 1100)

　 一 　 日 本 ユ ニ パ ッ ク 株 式 会 社 　 一

　 シ ス テ ム ・ ロ グ に よ り収 集 で き る 情 報 は,次 の 二 つ に 分 類 さ れ る 。

　 ① ラ ン と タ ス ク に 関 す る ロ グ

　 　 .SUPS(Standard　 Unit　 of　 Processing),　 CBSUPS

　 　 ・ 入 力/出 力 カ ー ド枚 数,印 書 ペ ー ジ 数

　 　 ・開 始/終 了 時 刻
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・7ァ シ リテ ィ使用 状 況

一 　UNIT　 SUP(テ ー プ1台 ご と の装置 割 り当 て時 か ら開 始 時 ま

でのSUP)

一 　 TRACK　 SUP(ラ ソが使用 した 大容 量 記 憶 領 域 の大 きさ　 ×
●

SUP)

・ ユ ー ザ ・ ロ グ

●

② シ ステ ム の ロ グ

　 ・シ ン ビオ ン ト装 置 使 用 状 況

・ コ ン ソ ー ル ・ ロ グ

・ ハ ー ド ウ ェ ア ・エ ラ ー ・ ロ グ

　 ・ コ モ ン バ ン ク ・ リ ロ ー ド ・ ロ グ

　 こ の シ ス テ ム ・ロ グ の7ア イ ル か ら,各 種 資 料 を 作 成 し,出 力 す る の

がWTS11で あ る 。WTS11の 機 能 は,次 の 通 り で あ る 。

シスアム・

　 ロ グ

フ ァ イ ル

o
デ マン ド'ラ ン情報

ンラ
報

●け
情

パ

入 力 パ ラ メー タ
ー シス テ ム構 成

一測 定 対 象 日時

一編 集 条件

一出 力 種別

'シ ス テ ム'プ ロ フ ァ イ ル ●サ マ リ

・ ラ ン'プ ロ フ ァ イ ル'サ マ リ

・ ラ ン別 サ マ リ

・ ラ ン/タ ス ク別 サ マ リ

・ ビ ッ グ ・ ラ ン ・サ マ リ

・ ビ ッ グ ・タ ス・ク'サ マ リ

　 サ イ トID別 サ マ リ

　 ア カ ウ ン ト別 サ マ リ

　 プ ロ ジ ェ ク ト別 サ マ リ

　 ア カ ウ ン ト/プ ロ ジ ェ ク ト別 サ マ リ

　 プ ロ ジ ェ ク ト/ア カ ウ ン ト別 サ マ リ

◆

図3-2

　 　 　 　 　 　 　 　 一 日本 ユ ニパ ック資 料 －

WTS11の 機 能
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◆

■

●

(3)　 SEP(Summary　 Edit　 Program)

　 　 一 　 日 本 電 気 株 式 会 社 　 一 　 　 　'

　 　 SEPは,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムACOS-6の 基 本 機 能 で あ る

　 ア カ ウ ン ト ・ル ー テ ィ ン の 出 力 フ ァ イ ル の 情 報 を 編 集 し て 出 力 を 行 う ソ

　 フ ト ウ ェ ア で あ る 。

　 　 SEPの 出 力 レ ポ ー ト の 主 要 な も の は,次 の 通 り で あ る 。

　 ・ ア ロ ケ 一 夕/タ ー ミ ネ ー シ ョ ン ・ レ ポ ー ト

　 ・ シ ス テ ム ・ア ウ ト プ ッ ト ・ レ ポ ー ト

　 'TOLTS(T・t・l　 q・-li・ ・T・ ・t　 Sy・t・m)レ ポ ー ト

　 ・TOLTSサ マ リ ・ レ ポ ー ト

　 ・ シ ス テ ム ・イ ン プ ッ ト ・レ ポ ー ト

　 ・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・ レ ポ ー ト

　 ・ サ マ リ ・ レ ポ ー ト

　 ・ フ ォ ル ト ・サ マ リ ・レポー ト

　 ・TSSア カ ウ ン テ ィ ン グ ・サ マ リ ・ レ ポ ー ト

　 ・FMS(File　 Management　 System)ア カ ウ ン テ ィ ン グ ・ レ ポ ー ト

　 ・FMS利 用 者7ァ ン ク シ ョ ン ・オ ー デ ィ ッ ト ・ レ ポ ー ト

(4)　 SMS(System　 Management　 Service)

　 　 SAR(System　 Activity　 Report)

　 　 一 株 式 会 社 日 立 製 作 所 　 一

　 　 SMSは,ジ ョ ブ 及 び ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ 単 位 の 課 金 情 報,シ ス テ ム 資

　 源 の 利 用 状 況 に 関 す る 情 報 の 収 集 ・蓄 積 を 行 う プ ロ グ ラ ム で あ り,SAR

　 は,シ ス テ ム 全 体 の 資 源(CPU,チ ャ ネ ル,メ モ リ 等)の 動 作 状 況 に 関

　 す る 情 報 の 収 集 及 び 報 告 を 行 う プ ロ グ ラ ム で あ る 。

　 　 そ の 概 念 図 は,次 の 通 り で あ る 。
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システム動 作情報

収 集 ル ー チ ン

シ ステ ム動 作情 報

レポー ト・ルーチン

SAR

システム統計情報

収 集 ル ーチ ン

システ ム統 計情報

出 力 ル ーチ ン

SMSダ ンプ ・

プ ロ グ ラ ム

SMSデ ータ・

　 セ ッ ト

SMS
レ コ ー ド

ダンプされた

SMSデ ータ

・セ ッ ト

　　 　 　　 SMS

　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　 一日立製作所資料一

図3-3　 シ ステ ム 管理 支 援 概 念 図

　 SMSで 収 集 す る シ ス テ ム 統 計 情 報 の 概 要 は,次 の 通 り で あ る。

・課 金 情 報 … … ジ ョ ブ 及 び ジ ョ ブ ス テ ッ プ 単 位 に シ ス テ ム 資 源 の 利 用 状

況 を 収 集 し た も の

・ シ ス テ ム 情 報 … … シ ス テ ム 稼 動 中,あ る 特 定 の 事 象 が 発 生
.し た と き に,

　 シ ス テ ム 内 の 情 報 を 収 集 し た も の

・ ボ リ ュ ー ム 情 報 … …DASD(DirectAccess　 Storage　 Device)

上 の ス ペ ー ス に 関 す る 情 報 及 び 磁 気 テ ー プ ・ボ リ ュ ー ム の 障 害 に 関 す

　 る 情 報

・デ ー タ ・セ ッ ト情 報 … … ユ ー ザ の デ ー タ ・セ ッ ト に 関 す る 情 報

・サ ブ ・シ ス テ ム 情 報 … …JSS3(Job　 Spooling　 Suhsystem　 3)

　 に 関 す る 情 報 及 び リモ ー トバ ッ チ 処 理 で 使 用 さ れ る リモ ー ト バ ッ チ 用

　 通 信 回 線,リ モ ー トバ ッ チ 端 末 に 関 す る 情 報
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(5)　 SMF(System　 Management　 Facilities)

　 　一 　富 士 通 株 式 会 社 　一

　 　 SMFは,ジ ョ ブ,ジ ョブ ・ス テ ップ に 関す る資 源利 用 情 報(課 金 情

　 報)を 収 集 し,編 集 出 力 す る プ ロ グラ ム であ る。

　 　 SMFで 収 集 す る情 報 の 概 要 は,次 の 通 りであ る。

　 ・課 金 情 報

　 ・シ ス テ ム利 用 度 情 報

　 ・ボ リュ ー ム情 報

　 ・デ ータ ・セ ッ ト使用 情 報

　 ・サ ブ ・シス テム 情報 … … サ ブ ・シス テ ム稼 動 中,あ る特 定 の事 象 が発

　 　 生 した と きに,サ ブ・シス テ ム内 の情 報 を収 集 した もの

　 ・AIM情 報 … …AIM(Advan'ced　 Information　 Manager)配 下で

　 　 動 作 した タ ス ク のAIMシ ステ ム資 源 の 使用 状 況,及 び デ ー タ ベ ー ス

　 　 /一 般 の デ ー タ セ ッ トに対す る ア クセ ス状 況 に 関す る情 報 を収 集 した

　 　 もの

32ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ

w

●

321　 ハー ドウエア ・モニ タの概要　 　　 　　 　　 　　 　　'

　 　 　 'ご ド ウ ・ ア'モ ニ タ は ・コ ン ビ;一 夕 ・シ ス テ ム の 構 成 要 素(CPU,

　 　 　 メ モ リ,1/Oデ バ イ ス等)が,合 理 的 に バ ラ ンス を保 って稼 動 し

　 　 てい るか否 か を確 認 す る と共 に,シ ス テ ムの余 力 を知 り,効 率 的 なシ ス

　 　 テ ム にす るた め・ ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア両 面 か らの改 善 を行 うた

　 　 め に,必 要 なパ フ ォー マ ンス ・デー タ を得 る たあ の稼 動 分 析 ツー ル で あ ・

　 　 る 。

　 　 本 質 的 に,ハ ー ド ウ ェ ア ・モ ニ タ は,被 測 定 コ ン ピュータ ・ハ ー ドウ ェ ア 内 の

　 　 選 択 さ れ た シ グ ナ ル ・ラ イ ン(ス テ ー タ ス ・シ グ ナ ル,ア ド レ ス ・レ ジ

ー139一



ス タ等)に 複 数 の プ ロー ブ ・ セ ン サ を取 付 け る ことに よ って・ コ ン ピ

ュー タの 動 作 の追 跡 を行 い,そ の情 報 を遂 次 記憶 装 置 に記録 す る。

○
モニタリング・テ≒タ

解析 ソフトウェア

砦雛'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 稼動状況分析 レポート

図3-4　 ハ ー ド ウ ェ ア ・モ ニ タ 測 定 概 念 図

■

●

　 記 録 さ れ た モ ニ タ リ ン グ ・デ 三 夕 は,コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の 種 々 の

リソー ス の使 用 率 をは 撮 す る ため に,モ ニ タ リン グが終 了 した後 にジ 別 途

解析 ソ フ トウ ェア に よっ て分 析 レポ ー トが出 力 され る。 この 分析 レ ポ ー ト

に基 い て,非 効 率的 な リソ ー ス や余 力 を見 出 し,シ ステ ム効 率 を高 め るた

め の改 善 ア クシ ョン を施 す もの で あ る。

322　 ハ ー ドウ ェア ・モニ タ の特 徴

　 　 ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニタ に よる稼 動 測 定 に よっ て,被 測 定 シ ス テ ム へ 与

　 える影響 は 皆 無 であ る。 従 って,現 実 に運 用 さ れ てい る コ ン ピ ュー タ'シ

　 ステ ム の真 の姿 を とら え る ことが で き る。 同 時 に,ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニタ

　 に よる測 定 対象 シ ス テ ムは,い か な る コ ン ピ ュー タ で も測 定 可 能 であ る。

　 　 一 般 的 に ソ フ トウ ェ ア ・モ ニタ は,測 定 の 融通 性 や プ ロ グラ ム に関 連 し

　 た情 報 を測 定 しうる利 点 が あ る反 面,モ ニ タ 自身 が被 測定 シス テ ムの リソ

◆
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一ス(CPU時 間 ,メ モ リ,1/O等)を 使 用 す るために,被 測定 システム に

何 ら かの影 響 を及 ぼ す ことは,避 け られ ない。

　ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニタ に よる測 定 で は,測 定 項 目に対 す る融 通 性 は広 範

であ り,ソ7ト ウェ ア ・モ ニタ と違 っ てあ ら か じめ制 限 さ れ る こ とは な く,

基 本 的 に ハ ー ドウェ ア ・シ グナ ル が検 出 でき る もの に つ い ては,可 能 であ

るo

323　 ハ ー ドウ エア ・モ ニ タの 主 機 能

　 ω 　プ ロー ブ ・セ ンサ

　　 　 被 測 定 シ ス テ ム の稼 動状 況 を得 るた め に,直 接 各 ハ ー ドウ ェ ア に接 続

　　 さ れ る端 子 であ る。 この プ ロー ブ ・セ ンサ は一 般 に40MHZ程 度 まで

　　 の信 号検 知 能 力 があ る。

　 ② 　信 号 の論 理 加 工

　　 　 プ ・一 ブ ・セ ンサ を通 して得 られ た測 定 信 号 を論理 的 な測 定項 目 にす

　　 るた め に,・ ジ ッ ク ・パネ ル(信 号 の論理 加 工 機 能)が 装備 され てい る。

　　 　 例 えば,図3-5の よ うに,2本 の入 力 信号 か ら,ハ ー ドウ ェ アの パ

　　 7オ ー マ ソス特 性 を知 る ため にCPU　 BUSY&CHANNEL　 BUSY

■

CPU　 BUSY

CHANNEL

CPU　 BUSY&

CHANNEL　 BUSY

■

　　　　　　　　　　 図3-5　 測定信号の論理 加工

　 とい う測定項 目が得 られ る。 一 般 に ・ジ ッ ク ・パ ネ ル で は,数 多 くの論理

　機能が装備 されてお り,測 定 項 目にあ わ せ て 自由 に論理 加 工 が行 え る。

③ 　 モ ニタ の機 能

　　 ハ ー ドウ ェア ・モ ニタの デ ー タ収 集 の方 法 と して,基 本 的 に 下記 の 諸
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機能 があるo

① 時間/回 数測 定

　　 測定信号 に対 してその信号 の立上 り(又 は立下 り)時 間及びその回

　数 を測定す る ものであ る。

DISK

SEEK

STATUS信 号

SEEK動 作 中 SEEK動 作 中

一 一 　一 ー ー ー ー 一一

　 　 ①

一 　一 一 一 　一 一 ー 一 個の

　 　 　 ②

略

SEEK　 TIME… … … ①,② の時 間 　(時 間測 定)

SEEK　 回 数 　 　… … …　 SEEK動 作 中 の 回数(2回)

図3-6　 .測定信 号 の時間/回 数 の 測定 例

　 　図3-6の 例 の よ うに,デ ィス クの シー ク ・ス テー タ ス信 号 に対 し

　 て時 間測 定 の場 合 は,シ ー ク ・タ イ ムの 測 定 とな る。 回 数 測 定 の場 合

　 は,シ ー ク回 数 と な る。 この 機 能 に よる代 表 的 な測 定項 目 と して下記

　 の もの があ る。

　 ・CPUの 実 動 時 間(稼 動 率)

　 ・各 プ ロ グラ ム機 能 ご とのCPU時 間

　 ・1/Oチ ャ ネル の 占有 時 間

　 ・CPUが1/O動 作 の終 了 を待 ってい る時 間

　 ・コ ン トロー ラ の 占有 時 間

　 ・直 接 ア クセ ス装 置 に お け る シー ク 回数,シ ー ク時 間

　 ・命 令実 行 回 数

② 　 マ ッ ピン グ

　 　 この機 能 は,ビ ッ ト ・パ タ ー ンの測 定 を行 うもの であ る。 イ ンス ト

ぷ

■
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ラ クシ ョン ・ア ドレスや メモ リ ・ア ドレス等 の ア ドレス 情報 等 は,複

数 の 信号(ビ ッ ト信 号)の 組 合せ に よっ て は じめ て意 味 を もっ て くる。

従 って本 質 的 に 時 間/回 数 測 定 の機 能 では,十 分 に測 定 しえ ない。 マ

ッ ピン グ機 能 は,こ れ らの ア ドレス ・パ タ ー ンの 出現 分布 を とる もの

で あ る。

被 測 定 シ ス テ ム よ り の

ビ シ ト ・パ タ ー ン

　 100

　 110

　 010

　 011

ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ ・マ ッ プ ・テ ー ブ ル

000
c

一

001

1
010

Ol1

～　 i
一

● 110

111

　　 　 　 　 　　発生 回数 カ ウ ン ト

図3-7　 vッ ピソ グ測 定例

　 　 図3-7に み ら れ る よ う に,例 え ば ▼100▼ と い う ビ ッ ト ・パ タ ー

　 ン が 発 生 す る と,マ ッ プ ・テ ー ブ ル の ▼100▼ の 欄 に カ ウ ン ト が 十1

　 され る。 この 測 定 結 果 を一 定 の時 間 間 隔 でみ る と,そ の時 間 内の ビ ッ ト

　 ・パ タ ー ンの 出 現 頻 度 が とら え ら れ る。 この測 定 方 法 に よる代 表 的 な測

　 定 項 目 は・ インス トラクション ・ア ドレス ・マップであ り,特 定 プ ロ グラム の効

　 率 化 の た め に利 用 され る。

③ 　ス トア リン グ

　　 ス トア リン グ は,マ ッ ピン グ と同様 に ビッ ト ・パ ター ン情 報 を測 定 す

　 る もの であ る。 ス トア リン グの場 合 に は,被 測定 シ ス テ ムの ア ドレス 情
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報 そ の も の を,測 定 す る 。 図3-8の よ う に,▼001▼ と い う ア ドレ

は,ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ に そ の ま ま 記 録 さ れ る 。 即 ち,ア ド レ ス の 軌

被 測 定 システム

の ア ドレス情 報

001

100

101

000

～

ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ

ス トア ・テ ー フ ル

図3-8　 ス ト ア リ ン グ の 例

　跡 が測 定 さ れ る。 この 方 式 に よる代 表 的 な測 定 項 目 と しては,デ ィス ク

　 ・パ ンク 内の アー ム の シ ー ク ・ア ドレス測 定 で あ る。 デ ィス ク 内の アー

　 ムの動 作 を 測 定 す る事 に よ ってs'デ ィス ク 内 の デ ータ ・セ ッ トの ア ロ

　 ケー シ ョンが最 適 で あ るか ど うかの 結果 が,即 座 に得 られ る。

④ タイ ム ・ス タ ンプ

　 　 この 機 能 は,あ る事 象 が発 生 す る と,そ の 事 象 が発 生 した 時 刻 を都度

　 記録 してい く もの で あ る。

A－ メ ッセージ の

　 キ ューイ ング

B－ メ ッセージ の

　 キューイ ソグー
タイム・スタンプ ①

　 　 　 　 　 　 ↓

　 　 　 　 　 時 刻

　 　 　①→ ② の 時 間 差

　 　 ①^→③ の 時 間 差

① の時間

②

↓
時刻

　 　 　 　 　 ③ 　 　 　 　④

　 　 　 　 　 ↓　 　 　 　 ↓

　 　 　 　 時刻 　 　 　時刻

メッセージのキュー ・レングス

メッセージの 入 力間 隔

A－ メッセージの 入 力 時 刻

図3-9　 タ イ ム ・ス タ ン プ の 例
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　 　 この 方 法 を使 うと,特 定 事 象 の発生 時 刻 が測 定 され る と共 に,あ る事

　 象 間 での発 生 時 間 分布 もみ られ る。 この方 法 は,待 ち行列 を測定す る場合

　 に有 効 であ る。

⑤ 測 定 デ ータ の 蓄 積 と解析

　 ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ に よ って測定 され た デ ータ は,一 定 間 隔(通 常 ユ

ー ザ の 指 定 に よ る)で 磁 気 テ ー プ
,又 は デ ィス ク上 に記 録 され てい く。

集積 され た 測定 デ ー タ は,解 析 用 ソ7ト ゥ ェ ァ(ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ に

用 意 され てい る)に よっ て分析 され,種 々の レポー トが 提供 され る。

324　 市 販 され て い るハ ー ドウ エア ・モニ タ

　 　 現 在 国内 で市 販 され てい るハ ー ドウ ェア ・モ ニ タ と して は,下 記 の もの

　 があ る。

　 　　・DYNAPROBEシ リーズ

　 　　 ・MSシ リー ズ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TESDATA社 製

　 　　 ・PMSシ リー ズ(回 線 モ ニ タ)　 　 NCR　 COMTEN社 製

　 　 ハー ドウェア ・モニタの機 能は本質的 に差 は ない が,DYNAPROBEは 可搬性に富

　 み 各 モニ タ が小 型 化 され てい る。MSは 設置 型 の モ ニ タ であ る。 又測 定 デ

　 ータ の解 析 ソ7ト ウ ェ アは 共 に用 意 され て お り,豊 富 な レポ ー トが提供 さ

　 れ てい る。 デ ー タ解 析 に おい ては,DYNAPROBEの 場 合 被 測定 コン ピ ュ

　 一 夕で,MSは ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニタ 自身 で 行 われ る。

唱

33　 ソ フ トウ ェ ア ・モ ニ タ

331　 主 要 機 種 に お け る ソ フ トウ ェ ア ・モ ニ タ

　 　 ソ7ト ウ ェ ア'モ ニ タ は,コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の ハ ー ド ウ ェ ア 及 び

　 ソ フ ト ウ ェ ア 双 方 の 効 率 を 測 定 す る ソ7ト ウ ェ ア で あ る 。
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　 ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ も ナ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム に デ ィ ペ ン ド し て

お り,各 社 の 主 要 機 種 の ソ フ トウ ェ ア ・モ ニ タ は,表3-2の 通 り で あ る 。

　 最 近,ハ ー ド ウ ェ ア ・モ ニ タ の 装 着 で き な い 機 器 が 出 現 し て い る こ と,

ハ ー ド ウ ェ ア ・モ ニ タ に 比 較 し て 取 扱 い 操 作 が 簡 単 な こ と,ソ フ ト ウ ェ ア

・モ ニ タ の オ ー バ ー ヘ ッ ド を 余 り 意 識 し な く て も よ く な っ た こ と(メ モ リ

資 源 が 安 い コ ス トで 大 容 量 の も の が 導 入 で き る よ う に な っ た こ と)及 び ソ

フ トウ ェ ア ・モ ニ タ で 収 集 し た デ ー タ を 解 析 す る ソ フ ト ウ ェ ア が 改 良 さ れ

て 分 析 が 容 易 に な っ て き て い る こ と 等 か ら ソ フ トウ ェ ア ・モ ニ タ の 利 用 が,

か な り の 機 関 で 進 め ら れ,パ フ ォ ー マ ン ス の 改 善 に 役 立 つ よ うに な つて い る。

　 　 　 　 　 　 表3-2　 主 要 機 種 の ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ,

会 社 名 ソ フ ト ウ ェア'モ ニ タ名
オペレーテ ィング

'シ ス テ ム 名 適用機種名

日本 ア イ ・ ピー RMF(Resource　 Measurement OS/VS2 IBM370

・エ ム株 式 会社 Facility) －MVS シリー ズ

IBM303X

シリーズ

日本 ユ ニ パ ッ ク SIP(Software　 Instrumen一 EXEC　 8-E 1100シ リー ズ

株式会社 tation　 Package) EXEC　 8-4 NEW

1100シ リーズ

日本電気 SMF(System　 Management ACOS　 4 ACOSシ リーズ

株式会社 Facility)

RM-1(Resource　 Monitor) ACOS　 6

株式会社 IMF/3(Integrated　 Moni VOS　 2 HITAC

日立製作所 toring　 Facility) SOS　 3 Mシ リーズ

富士通株式会社 PDL/PDA(Performance　 Data OSIV/F4 FACOM

Lo99er/Performance Mシ リーズ

Data　 Analyzer)

332　 主 要 機 種 に お け る ソ フ トウ ェ ア ・モ ニ タ の 概 要

　 (1>　 RMF(Resourρe　 Measurement　 Facility)

　 　 　 一 　 日 本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム 株 式 会 社
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　 RMFは,シ ス テ ム の パ フ ォ ー マ ン ス を 測 定 分 析 す る ソ フ ト ウ ェ ア で,

次 の,よ う な 構 成 と な っ て い る。

■

9

MOMITOR　 I

SESSIONS

LOCAL　 3270

SESSIONS

RMF

SESSIONS

MONITOR皿

SES'SIONS

BACKGROUND

SESSIONS

POST

PROCESSING

TSO

SESSIONS

－ 日本IBM資 料 一

図3-10　 RMFの 構 成

D

●

　 モ ニ タ1セ ッ シ ョ ン は,比 較 的 長 時 間 に わ た り測 定 す る も の で,モ ニ

タHセ ッ シ ョ ン は,ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト的 に あ る 断 面 を 切6て 測 定 す る も

の で,そ れ ぞ れ 測 定 項 目 が ち が っ て い る 。

　 モ ニ タ 皿 セ ッ シ ョ ン に 関 し て は,こ れ を デ ィ ス プ レ イ や ハ ー ド ・ コ ピ

ー で 出 力 す る も の(LOCAL3270　 SESSION
,　TSO　 SESSION)とS

MFレ コ ー ド に と り 込 ん だ り,印 刷 形 式 で 出 力 す る もの が あ る(BACK

GROUND　 SESSION)o

　 RMFで 測 定 分 析 す る 項 目 は,次 の 通 り で あ る 。

　 ・Processor(CPU)Activity

　 ・Address　 Space　 Activity　 '

　 ・ChannelActivity

　 ・1/て)Device　 Activity
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　 　 ・Paging　 Activity

　 　 ・Workload　 Activity

　 　 ・Page/'Swap　 Data　 Set　 Activity

　 　 ・ASM/RSM/SRM　 Trace　 Activity

　 　 ・Enqueue　 Activity

　 　 ・Real　 Storage/Processor/SRM　 Activity

　 　 ●User　 Data　 (User　 Exit　 Routine)

(2、　 SIP(Software　 Instrumentation　 Package)

　 　 一 　 日 本 ユ ニ パ ッ ク 株 式 会 社 　 一

　 　 SIPは,シ ス テ ム の ス ル ー フ.ッ ト を 最 大 に す る た め,ハ ー ド ウ ェ ア,

　 ソ フ ト ウ ェ ア の ボ ト ル ネ ッ ク を 発 見 し改 善 を 図 る ソ7ト ウ ェ ア で あ る 。

　 　 SIPは,パ ラ メ ー タ の 定,義 に よ り,五 つ の 異 な っ た レ ベ ル を シ ス テ

　 ム の 中 に 組 み 込 む こ と が で き る。

　 　 レ ベ ル1で は,主 と し て シ ス テ ム の ア ク テ ィ ビ テ ィ に 関 す る も の,1

　 /Oに 関 す る 情 報 が 統 計 値 と し て 得 ら れ,レ ベ ル2で は こ れ に メ モ リ利

　 用 率 の 情 報 が 加 味 さ れ,レ ベ ル3で はEXECに 関 す る 情 報 が 得 ら れ,レ

　 ベ ル1～3で は,一 般 に ユ ー ザ の 見 地 か ら シ ス テ ム の 評 価 を 行 う場 合 に

　 必 要 な 統 計 値 が 得 ら れ る。

　 　 レ ベ ル4は,よ り 詳 細 な デ ー タ が 提 供 さ れ,特 殊 なEXEC分 野 の パ

　 フ ォ ー マ ン ス の 仕 事 を し て い る 人 だ け に 利 用 さ れ て い る 。 レ ベ ル5は ま

　 だ 定 義 が 行 わ れ て い な い 。

　 　 SIPの レ ポ ー ト は,次 の 通 り で あ る 。

　 　 ・System　 Status　 レ ポ ー ト

　 　 ・Memory　 Utilizationレ ポ ー ト

　 　 ・CAU　 Activityレ ポ ー ト

　 　 ・1/O　 ISI　 Activityレ ポ ー ト

　 　 ・Communications　 レ ポ ー ト
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　 　 ・Switching　 Activity　 レ ポ ー ト

　 　 ・Executive　 Requests　 レ ポ ー ト

　 　 ・Executve　 Requests　 レ ポ ー ト

　 　 ●Response　 レ ポ ー ト

　 　 ・SwapPing　 Activity　 レ ポ ー ト

　 　 ●DA　 Activityレ ポ ー ト

　 　 ・Expool　 Activityレ ポ ー ド

　 　 ・System　 Performance　 Summaryレ ポ ー ト

　 　 ●1/O　 ト レ ー ス ・ レ ポ ー ト

(3)　 SMF(System　 Management　 Facility)

　 　 RM-1(Resource　 Monitor)

　 　 一 　 日 本 電 気 株 式 会 社 　 一

　 　 SMFはACOS-4の ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ タ で あ り,　 RM-1はAC
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 OS-6の ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ タ で あ る 。

　 　 SMFで 収 集 さ れ た デ ー タ は,　 SMFEDITで 編 集,出 力 さ れ る 。

　 　 SMFの 出 力 レ ポ ー トは,次 の 通 り で あ る 。

　 　 ・CPU使 用 状 況 レ ポ ー ト

　 　 ・VMM(仮 想 記 憶 管 理)動 作 状 況 レ ポ ー ト

　 　 ・ジ ョ ブ ・ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 状 況 レ ポ ー ト

　 　 ・周 辺 装 置 使 用 状 況 レ ポ ー ト

　 　 ・シ ス テ ム 運 用 状 況 レ ポ ー ト

　 　 ・終 了 状 態 別 ジ ョ ブ 一 覧 表

　 　 ・ジ ョ ブ 実 行 状 況 レ ポ ー ト

　 　 ・オ ペ レ ー シ ョ ン ・タ イ ム チ ャ ー ト

　 　 ● ア カ ウ ン ト ・ レ ポ ー ト

　 　 RM-1の 出 力 レ ポ ー トは,次 の 通 り で あ る。

　 　 ・中 ・央 処 理 装 置 利 用 サ マ リ ・レ ポ ー ト
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・主 記 憶 装 置 利 用 サ マ リ ・ レ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 ・

・チ ャ ネ ル 利 用 サ マ リ ・ レ ポ ー ト

・CPU/チ ャ ネ ル ・オ ー バ ラ ッ プ ・レ ポ ー ト

・ 多 次 元 利 用 状 況 サ マ リ ・レ ポ ー ト

・磁 気 デ ィ ス ク 装 置 利 用 サ マ リ ・レ ポ ー ト

・磁 気 テ ー プ 装 置 利 用 サ マ リ ・ レ ポ ー ト

・そ の 他 装 置 利 用 サ マ リ ・レ ポ ー ト

・シ ス テ ム 内 ジ ョ ブ 実 行 状 況 サ マIJ・ レ ポ ー ト

・SSAモ ジ ュ ー ル 利 用 状 況 レ ポ ー ト

・ シ ステ ム ・7ア イ ル 利 用 サ マ リ ・レ ポ ー ト

・中 央 処 理 装 置 利 用 時 系 列 レ ポ ー ト

●主 記 憶 装 置 利 用 時 系 列 レ ポ ー ト

・チ ャ'ネ ル 利 用 時 系 列 レ ポ ー ト

・多 次 元 利 用 状 況 時 系 列 レ ポ ー ト

・磁 気 デ ィ ス ク 装 置 利 用 時 系 列 レ ポ ー ト

●磁 気 テ ー プ 装 置 利 用 時 系 列 レ ポ ー ト

・ラ イ ン プ リ ン タ 利 用 時 系 列 レ ポ ー ト

・シ ス テ ム 内 ジ ョ ブ 実 行 状 況 時 系 列 レ ポ ー ト

・ア ク テ ィ ビ テ ィ 実 行 レ ポ ー ト

IMF/3(Integrated　 Monitoring　 Facility)

一 　 株 式 会 社 日 立 製 作 所 　 －

VOS3に は,シ ス テ ム の 稼 動 状 況 を は 撮 す る も の と し て,　 IMF/

3の 他 に シ ス テ ムの 動 作 情 報 を収 集 す るSAR(シ ステ ム動 作 情 報 収集

機 能P.136参 照)が あ る。

　 SARは,一 定 時 間 ご とに シス テ ム全体 の シ ス テ ム資 源 の 動 作 状 況 に

関 す る情 報 を収 集 し,SMSデ ータ ・セ ッ トへ 格 納 した り,編 集 して レポ

ー トを 出力 す る。 これ に対 し,IMF/3は,　 SARで 収集 してい ない

一150一

●

●

●

●



6

●

t

●

サ ンプ リン グ情 報 や,1/0命 令 の 発行 ,ペ ー ジ ン グの 発 生等 の シ ス テ

ム稼 動 状 況 の 情報 を収 集 す る。

　 この結 果,シ ス テ ムの パ フ ォー マ ンス を総 合的 に測 定 分析 す る場 合 に

は,IMF/3の 情 報 とSAR情 報 を総 合 的 に解 析 す る必要 があ る。

　 IMF/3とSARが 収 集 す る 情報 は,表3-3の 通 りであ る。

表3-3 IMF/3とSARが 収 集 す る情 報一 覧

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 一日立製作所資料一

項番 IMF/3が 収 集 す る情 報 SARが 収集 する情報

1 ア ク テ ィブ空間 情 報 CPU動 作情報

2 1/0情 報 ・ペ ー ジ ン グ 情 報

3 ペ ー ジ例 外 情 報
負荷情報

4 ハ ー ドウェ ア ・カ ウ ンタ 情 報 チ ャネ ル動 作 情 報

5 主 記憶 レイ ア ウ ト情報 装置動作情報

6 論 理 チ ャ ネ ル ・キ ュ ー 情 報

.7 モ ジ ュ ー ル 情 報

8 ス ワ ッ ピ ン グ 情 報

9 ユ ーザ 情報

　 IMF/3とSARを 利 用 して,ボ トル ネ ック を発 見 す る場 合 は,次 の

よ うに情 報 を組 み 合 わ せ て分 析 を行 う。

・CPUネ ・ ク ー ・・一 ド ウ ・ ア づ ウ ン タ 情 報(IMF/3)
,　CPU

　 動 作 情 報(SAR)

●チ ャ ネ ル'ネ ッ ク ー 論 理 チ ャネル ・キ
ュ ー 情 報(IMF/3),チ ャ ネ ル

　 動 作 情 報(SAR)

・ デ バ イ ス ・ネ ッ ク ー1/0情 報(IMF/3)
,装 置 動 作 情 報(SAR)

・メ モ リ'ネ ック 一一 ペ ー ジ 例 外 情 報
,ス ワ ッ ピ ン グ 情 報,主 記 憶 レ イ ア

　 ゥ ト情 報(IMF/3),ペ ー ジ ン グ 情 報(SAR)
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(5)　 PDL/PDA(Performance　 Data　 Logger/Performance　 Data

　 Analyzer)

　 　 一 　 富 士 通 株 式 会 社 　一

　 　 PDLで 収 集 し た デ ー タ を 分 析 し て 出 力 す る の がPDAで あ り,こ れ

　 を グ ラ フ 化 し て 出 力 す る も の にPDAG(Pe　 .r　f　o　rm　ance　 Data　 Analy-

　 zer　 Graphics)が あ る 。

　 　 PDAの 出 力 レ ポ ー ト は,次 の 通 り で あ る 。

　 ・測 定 環 境 情 報

　 ・CPU利 用 状 況

　 ・CPU　 BUSY率 時 系 列

　 ・CPUと 物 理 チ ャ ネ ル の オ ー バ ラ ッ プ 状 況

　 ・論 理 チ ャ ネ ル と 物 理 チ ャ ネ ル 対 応

　 ・ 論 理 チ ャ ネ ル と デ バ イ ス 利 用 状 況

　 ・1/Oロ ー ド ・バ ラ ン ス 状 況

　 ・実 記 憶 利 用 状 況

　 ・仮 想 記 憶 マ ッ プ

　 ・仮 想 記 憶 利 用 状 況 時 系 列

　 ・実 記 憶 利 用 状 況 時 系 列

　 ・PAL(Paging　 Algorithm)パ ラ メ ー タ

　 ・ペ ー ジ ン グ 状 況

　 ・ シ ス テ ム ・タ ス ク/ユ ー ザ ・ タ ス ク 状 況

　 ・ デ ィ ス ク ・ボ リ ュ ー ム 利 用 状 況

　 ・ デ ィ ス ク ・ボ リ ュ ー ム ・ヘ ッ ド移 動 サ マ リ

　 ● デ ィ ス ク'ボ ウ ユ ー ム'ヘ ッ ド移 動 状 況

　 ・モ ジ ュ ー ル 利 用 状 況

　 .シ ス テ ム ・デ ー タ ・セ ッ ト利 用 状 況

　 ・ イ ニ シ エ ー タ 実 行 状 況
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・SMF関 連 状 況

・JES(Job　 Entry　 Suhsystem)関 連 状 況

・ス ケ ジ ュ ー ラ 関 連 状 況

●PG(Priority　 Group)パ ラ メ ー タ

・1/0頻 度 状 況

・AIM(Advanced　 Infomation　 Manager)シ ス テ ム 状 況

・AIM　 DBMS　 エ ク ス テ ン ト 関 連 状 況

・AIM　 DBMS　 排 他 制 御 用 エ リ ア 関 連 状 況

・AIM　 DCMS　 パ ッ7ア 利 用 状 況

・AIM　 DCMS　 ワ ー ク ・エ リ ア 利 用 状 況

・AIM　 DCMS　 メ ッ セ ー ジ 処 理 状 況

・TSSユ ー ザ 状 況

・VTAM　 CCP状 況

・VTAM端 末 利 用 状 況

・SVC利 用 状 況

・SDM空 間 状 況

・SDMペ ー ジ ン グ 状 況

　 ま たPDAGで 出 力 す る レ ポ ー トは,次 の 通 り で あ る 。

・PDAG制 御 文 レ ポ ー ト　 　 　 　 '

・測 定 環 境 情 報

・頻 度 分 布 グ ラ7

・特 異 点 時 系 列 グ ラ フ

・キ ビ ア ッ ト グ ラ フ
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34シ ミ ュ レー タ/予 測 モ デ ル

34.　 1　 シ ミュ レー タ/予 測 モデ ル の概 要

　 　 コン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの シ ステ ム ・パ フォ ー マ ン ス の 分 析 及 び 評 価

　 を行 うた め に,シ ミ ュ レー シ ョン技法 を利 用 す る ことは,有 力 な一 つ の 方

　 法 であ る。 コ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの シ ミ ュ レー シ ョンは,

　 　・モ デル 作 成 のた めのハー ドウ ェア/ソ7ト ウ ェ ア両 面 に わた るデ ー:一一タ収 集

　 　 　・分 析

　 　・複雑 な コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム のモ デ ル 化

　 　・シ ミュ レー シ ョン ・ソ7ト ウ ェアの 作 成 工 数 及 び 精 度維 持

　 　・シ ミュ レーシ ョン ・モ デル に対 す る妥 当 性

　 等 の 要 因 に よ り,汎 用 性 のあ るシ ミ ュ レー タは,現 時 点 では 市 場 に見 当 ら

　 ない。 しか しな が ら,汎 用性 にあ る程 度 制 限 を 設定 す る こ とに よ り,あ る

　 い は シ ミ ュ レー タ の適 用 範 囲 を限定 す る こ とに よ り,そ の環 境 下 では,十

　 分利 用 で き る もの は,わ りとみ られ る。

　 　 　こ こで は,本 調 査 で得 られた シ ミュ レー タ/予 測 モ デル に つ い て,そ の

　 概 要 を紹 介 す る。

342　 キー=一イ ング ・モデ ル(Queuing　 ModeD

　 　 　 　こ こで は 日本 電 気 社 内のSE向 けの 解 析 型 性 能 評 価 ツ ール であ るQM

　 　 -1を 例 に キ ュー イ ン グ ・モ デ ル の機 能,特 徴 を説 明 す る。

　 　 　 　QM-1の モ デル の基 礎 を な してい るの は,　 T・L・ サ ー テ ィ氏(T

　 　 　 ・L・Saaty)の 機 械 修理 工 問題 であ る。 この モ デル に対 して,コ ン ビ

　 　 　ュ一 夕 の性 能 評 価 用 モ デ ル と して利 用 す る ため に,数 々の機 能 拡張 が行

　 　 われ てい る。

　 　 　 　QM-1の 利 用 上 の主 な特 徴 と しては,

　 　 　・TSSモ ー ドで の使 用 が 可能 であ り,会 話 型 に よる デ ー タ入 力,予 測

　 　 　 結果 の 出 力 が 可 能 であ る。
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■

・モ デ ル 使 用 に際 して,入 力パ ラメ ー タの 数 を少 くし,使 い易 く してあ

　 るo

等 で あ るb

　 QM-1の 処 理 概 要 を図3-11に 示 す。　QM-1の 運 用 に際 して,

基本 的 な入 力 パ ラ メ ー タは,'下 記 の もの であ る。

① リソ ー スの 数。 これ は コ ン ピュ ー タ を構 成す る基本 的 な リソー ス

　 (CPU,デ ィ ス ク等)の 数 で あ る。

② 保 留 時 間 。 指 定 した リ ソ ー ス に 対 応 させ て,各 リソ ー ス に 対

　 して1ジ ョブあ るい は1ト ラ ンザ クシ ョン当 り必 要 とさ れ る時 間。

③ タ ス ク の数。 一 般 には マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミン グの最 大 多 重 度。

φ

●

最大処理件数の推定

リソース負荷の推定

出 力

出力様式 一1

処理件数の

　 　 入力

モデルにより

　 諸量の推定

出力
出力様式 一2

タス名数を

リソース数を

　 す

図3-11　 QM-1の 処理 の流 れ
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　 ④ 処理 件 数。 単 位 時間 当 りの ジ ョ ブ数 又 は トラ ンザ クシ ョン件 数 。

　 QM-1を 起 動 し,リ ソー ス 数 及 び 各 リ ソ ー ス に対 応 す る保 留 時 間 ・

タ ス ク数 を先 ず 入 力 す る。QM-1は そ れ らの入 力 デ ー タ に基 い て,極 限

型 モ デル に よ り最 大 処理 件 数(ス ル ー プ ッ ト)と この ケ ー ス に お け る タ ー

ン ア ラウ ン ド時 間 を 算 出 す る。 そ れ が図3-12に 示 され る形 式 で 出 力

され る。 この ケ ー ス に おい ては,同 時 に各 リソー スの使 用率'待 ち時間 も出

1　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　 -

1　'iJソース　ノ　hスza　=　 　4　 　　　　 クスク　ノ　カス、　=　 　a

I

I　 〕ノ　システム ノ　リイ9"イ 　ショリケンスう　　　　　　　　　　　　　　=

1　　ヘイキン　シ3リシ"カン　(タスク　ホリュウシ"カ⊃　ノ　ヘイtンチ)　　　　　　=

1　　クλク　コIJヨウ　(ヘイキ)　ショリシ"カ)　 ★　ショリケ)スウ)　　　　　　　　=

1　　1　タスク　アタリ　ノ　ショウtJツ　(クズク　コリョウ　1　タスク　ノ　カスss)　=

I

I　　　リソース　　　　1　　　ホ`戊ユウシ"カ⊃　　　　1　　　　　ショウIJツ　　　　　I

I　 　 　 　 　 　 I　 　 　 　 　 　 　 　 　 I　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

I　 　 1【cPo)　 　1　　0.98600D+02　 　1　　0●9751SD+OO　 　I

I　 　2(Dit1)　 1　 0.51000D+Ol　 I　 O.50440D-Ol　 I

I　　　3(b駕2)　 　1　　0●66100D+02　 　!　　0●65375D+00　 　1

1　　　4(en)　 　1　　0●46600D+02　 　1　　0・46089D+00　 　1

1

タ)イ シ、カン(　 治ケ

0.98902D-02

0・80888D+03

0.80000D十 〇1

0●10000D+01

マ予シ"カ ン

0・45079D+03

0・26699D+OO

O.10410D+03

0.37318D+02

I
I

I
I

I

I

I
I

1

1

1
1

1

1
1
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 図3-12　 QM-1の 出 力 例

力 され る。 この形 式 で は,最 大処理 件 数 を推 定 す る方 式 であ るが,処 理 件

数 が想 定 可能 な場 合 に は,さ ら にそ れ をパ ラメ ー タ と して入 力 す る。 そ の

場 合 には,あ る ワー ク ・ロー ドの もと での,各 リソー スの 負荷,ジ ョブの

ターンアラウ ン ド時 間 が推 定 され る。

　 入 力 パ ラメ ー タ を適 宜与 え る こ とに よ り,各 環境 に お け る スル ー プ ッ ト・

ター ソァラゥソ ド時 間 と 共 に 各 リソ ー ス の負 荷 状 況 が得 られ,各 種 の ケ ー

ス を通 じて最適 解 を求 め る もの であ る。

　 QM-1は 日本 電 気 社 内 に お い て は,200以 上 の使 用 実 績 が あ り,成 果

を 得 てい る との こ とで あ る。

、

十

●

343　 ハ ン ド ・サ イ ジ ング

　 　 ハ ン ド ・サ イ ジ ン グ とは,シ ス テ ム を モ デル 化 して机 上計 算 に よっ てそ

　 の 動 作 を解 析 しよ うとす る もの で あ る。 この 時,シ ステ ムの モ デ ル の作 成
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◆

に あ た っては,対 象 とす る シス テ ム の特 徴 を正確 に反 映 す る 必 要 があ る。

ハ ン ド ・サ イ ジ ン グに よる特徴 と しては,

・実 際 の処理 ア ル ゴ リズ ム とは 独立 して行 え る。

・パ ラメ ー タ を変 え て影響 をみ るの が容 易。

・異 なる要因間の関係の解 析 は 困難 であ る。

で あ るが,あ る条 件 の も とで は,簡 易モ デル と してそ の効 果 を十 分 に発揮

で き る。

　 ハ ン ド ・サ イ ジ ン グの 適 用場 面 と しては,

・CPUサ イ ジ ン グ

・メモ リ ・サ イ ジ ン グ

・1/Oサ イ ジ ン グ

・ リアル タ イ ム ・サ イ ジ ン グ

・ネ ッ ト ワー ク ・サ イ ジ ン グ

で あ るが,こ こでは 日本 ユ ニパ ック社 の サ イ ジ ングの 例 を示 す。

① サ イ ジ ン グに必 要 なデ ー タ 及 び サ イ ジ ン グ項 目

　 　 サ イ ジ ン グす る項 目は,シ ステ ムの 環 境 に よって異 なるが,一 般 には図

　 3-13に 示 され る形 態 で行 われ る。 サ イ ジン グ しよ うとす る項 目又 は,

　求 め た い予 測 値 に関 連 す る入 力 パ ラメ ー タ 及 び モ デ ル を 利 用 し てい く

　 や り方 であ る。

　 　 各 々の サ イ ジ ン グ項 目 とそ の モ デル に つい ては,各 々要求 さ れ る精 度

　 で構 築す る。

② サ イ ジ ン グの 手 順

　 　 基本 的 に各 ユ ニ ッ トで の サ ー ビス時 間 は,処 理 時 間 と待 ち 時 間 との和

　 で あ る と考 え られ る。 処 理 時 間 につい ては,各 個 別 の 実測 値 ま たは 設計

　 値 で,積 上 げ計 算 を行 う。

　 D処 理 時 間

　 　 　処理 時 間 はCPU時 間 と1/0時 間 に分 けら れ る が,　 CPU使 用 率
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θ

は 下記 の基 本 式 で求 め る。

　 　 AIFET(μs)×1件 当 りの実行 ステップ数 ×データ件数/秒

106

注　AIFET(平 均命令実行時間)

　 AIFETは,　 CPUレ ベル に よっ て異 なるがiC.PU使 用 率 に一 定 の

ガ イ ドラ イ ン を設定 す る事 に よ って,CPUレ ベル が求 め ら れ る。 厳

密 な レベ ル が要 求 され る場 合は,各 パ ラ メ ー タの 推 定 その もの を再 度

モ デ ル化 して精 度 をあ げ てい く。 同 様 に入 出力装 置 使 用 率/台 数 につ

い ては,下 式 で求 め られ る。

　 (シーク時間+回 転待 ち時間+移 送時間)× アクセス回数/件 ×データ件数/秒

　　　　　　　　　　　　　　1　 秒

川 待ち時間

　 各 ユ ニ ッ トで処理 に入 るた め に待 ち行列 に入 る時間は,待 ち行 列理 論

に よ り求 め る。 この 待 ち時 間 の平 均(TW)は ,

'

●

　　　　　　　　ρぎ　　　　　　　　　ρ=各 ユニ ット負荷率
　　 　 　　 　　 1　一 ρ　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 s=平 均 サ ー ビス時 間

　 に よ り求 め る。 この 場 合 の 前提 と しては,到 着 時 間 間 隔は 指 数 分 布,

　 到着 分 布 は ポ ア ソ ン分布,サ ー ビス時 間 は 指 数 分 布,着 順処 理 とい う

　 前提 に もとつ い てい る。

　　 複 数 サ ー ビス に よる待 ち時 間 は複 数窓 口 が使 用 中 の確 率 を上 式 にあ

　 ては め て算 出 す る。

　 各 ユ ニ ッ トの サ イ ジ ン グ項 目につ い て処 理 時 間 と待 ち時 間 を求 め,そ

の和 に よっ でター ンアラウンド時 間 又 は リソ ー ス の負 荷 を求 め る もの であ

る。 これ は 簡 易 モ デ ル と して机 上 で行 う事 を前 提 と してお り
,そ の適 用

範 囲 は求 め られ る予 測 値 に期 待 す る精 度 に かか ってい る。

　現 在,市 場 にで てい るシミ ュ レー タ/予 測 モ デル で汎用性のあ る もの はあ

ま りない。 しか し,適 用 場 面 を 限 定 し て 使 用 す れば ,そ の環 境 下で精
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度 の 高 いモ デ ル は 得 られ る。 又 その 適 用場 面 も個 有 の 条件 が 多 く,予 測

モ デル と しては専 用 モ デ ル が多 い。 本 調 査 で行 った ユ ーザ ・ア ンケ ー ト

で も,予 測 モ デル に対 す る ニー ズ は高 い もの の,実 際 に利用 してい るユ

ーザ は7%で あ り,そ れ も単一 目的 の もの が 多い。(第 皿部 参 照)現 時

点 では,汎 用 性 の あ る シ ミ ュ レー タ/予 測 モ デ ル が待 た れ る と ころ であ

るo

吟

■

、

●
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4.稼 動 分 析 ・予 測 手 順

4.1　 概 　 　 要

　　 コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムの稼 動 分析 ・予 測 の ス テ ップは,図4-1の 通 り

　 三 つ の ス テ ップ に 分 け る ことが で きる。

　　 ス テ ップ1は,現 有 機 器 に関す る稼 動 傾 向 を分析 す る段 階 で,時 系 列 で の

　稼 動 傾 向 を マ ク ロ的 には 撮す る。 この ス テ ップでは,主 と して① シ ス テ ム環

　境 調査,② ユ ー ザ の満 足 度調 査,③ アカ ウ ン ト(・ グ)の 加 工 ・編 集 を行 い,

　 シ ス テ ムの 運用 管 理 の 向上,ユ ーザ ・サ ー ビス の 向上 の見 地 から ボ トル ネ ッ

　 ク を発 見 し,必 要 な改 善 措置 を講 ず る。

　　 この ス テ ップ で重 要 な点 は,シ ス テ ムの 管理 者が処理 方 式,処 理 業 務,ユ

　ー ザ の要 求等 を考 慮 して,自 ら評 価i基準 を設 定 す る こ とで あ る。 この 評価 の

　基準 は,ス テ ップ1の マ ク ロ分析,ス テ ップ2の 詳 細 分 析,ス テ ップ3の 予

　測 分析 にお い て改善 案 を作 成 す る上 で貴 重 な資 料 とな り得 る もの で あ る。

　　 ス テ ップ2は ・ ス テ ップ1で の 全 体 的 な稼 動 傾 向 の 分析 では十 分 には 握 で

　き なか った点 につ い て,具 体 的 に稼 動 診 断 を実施 す る段 階 であ る。 この ス テ

　 ッ プでは,主 と して ① ハ ー ドウェ ア ・モ ニ タ,② ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ タ に よ

　 り,資 源 の詳細 測 定 を行 うが,⑤ アカ ウ ン ト(・ グ)の デ ータ や④ シ ス テ ム

　環 境 の 調査 を加 味 し,ス テ ップ1で 設 定 した評価 基 準 を利 用 し,検 証 と分析

　 を行 い改 善 案 を作 成 す る。

　　 と くに,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テム の稼 動 状 況 を詳 細 に 分析 す る こ とが で き

　る が(例 えば 資源 稼動 バ ラ ンス の向 上,メ モ リ稼 動 率 の向 上),ス ケ ジ ュー

　 リン グの改 善,タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 の短 縮 とい った 問題 別 の ア プ ロー チ を

行 うこ と もで き る。

　　 ステップ3は ・ ス テ ップ1及 び ス テ ップ2で の結 果 を踏 まえ て シス テ ムの予
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稼動分析 ・
　　 表 ②
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ツール及 び 技 法

図4-1 稼 動 分析 ・予 測 の ス テ ップ

●
●

,



●

測 ・評 価 に よ り改 善方 策 を作 成 す る段 階 であ る。 この ス テ ップで は,主 と し

て① シ ミ ュ レー シ ョンや ② ベ ンチ マー ク ・テス トを実 施 し,③ 予 測 モ デル,

④ サ イ ジ ン グに よ り,予 測 分 析 を行 う。

　 と くに,改 善 案 と して定 量 的 に結 果 を提 示 でき るの が この ス テ ップの特 色

であ る。

　 これ ら の稼動 分析 ・予測 手 順 は,主 と して運 用 段 階 での 効 率改 善 につ い て

述 べ てい るが,シ ス テ ムの ライ フ ・サ イ クル上 で,こ の 運 用段 階 で の実 績 を'

踏 まえ て,機 器 の性 能,処 理 能 力 をは 撮 す る こ とに よ り,シ ス テ ム の選 定段

階 での 処理 能 力 の予 測,評 価,シ ステ ムの 設計 段 階 での シ ス テ ム構 成 の事 前

予 測 と評 価 に も適 用 す る こ とが 可能 であ る。

,

●

4.2　 シ ス テ ム の 稼 動 傾 向 の 分 析

　 　 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの稼 動 傾 向 を分析 す る たあ には,コ ン ピ ュー タ部

　門 で 時 系 列的 に稼 動 実 績 を管 理 してい なけ れば な ら ない。

　 　そ の結 果 自ら の シ ス テ ムの稼 動 状況 に関 す る評価 基準 を設定 して お く必要

　 があ る。

　　こ うした 日常 の管理 活動 の積 み重ね に より,有 効 利用の対策 を合理的 なも

　の にす る こ とが 可能 で あ る。

　 　 この ス テ ソ プでは,① 時系 列 的 には撮 すべ き基 礎 的 な情 報,② 稼 動 傾 向 の

　分析 の 手順,③ 評価 基 準 の 設定方 法 を明 ら か にす る。 その た めの 技 法 と して,

　① シ ステ ム環 境 調 査 及 び ユ ーザ の 満 足度 調 査,② アカ ウ ン ト(ロ グ)の 加 工,

　 ・編集 方法 につ い て述 べ る こ と とす る。

421　 シ ス テム 環 境 調 査 及び ユ ー ザ の満足 度 調 査

　 　 　シ ス テ ム環境 調 査 は,稼 動分 析 ・予測 を行 って い く上 で 必要 な情報 を得

　 　る もの であ り,ユ ー ザ の満 足 度 調査 は,シ ス テ ム 開発 部 門 や ユ ー ザ 部 門 に
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●

対 し,現 有 機 器 に対 す る不 満,苦 情,あ る いは将 来 計 画 等 をは握 す る もの

であ る。 これ らは ス テ ップ1の み な らず,ス テ ップ2,3に お い て も有 効

な情 報 で あ る。

　 今 回 の 調 査 では,稼 動 分 析 担 当組 織 と して担当部 門又 は グル ー プ が設 け

られ て い る もの が51機 関(38.9%),特 定 の職員 が担 当 してい る もの28

機 関(21.4%)と,60%が 専 担 組 織 を置 い てい る こ とが 明 ら か と な った。

これ らの組 織 は,1～5人 と小規 模 で,そ の大 半は コン ピ ュー タ の 管理 者

に 改 善 提 案 を行 う(63機 関48,1%)も の で,ト ップ ・マネ ジ メ ン トに

報 告 す る もの は 比 較 的 少 ない(14機 関10.7%)。

　 これ ら の担 当 部 門 又 は グル ー プ等 は,コ ン ピュー タの 運用 部 門 や シス テ

ム開 発 部 門 に属 してい る と考 え られ るが,必 らず しもシ ス テ ム全 体 の情 報

を は撮 してい る とは い え ない。

　 そ こで ・ これ らの担 当 組 織 が,コ ン ピ ュ ータ の運 用 部 門,シ ス テ ム 開発

部 門,ユ ー ザ 部 門 か ら収 集 す べ き 情報 を体 系 的 に と り ま とめ る と,図4-

2の 通 りであ る。

　 また,具 体 的 な ヒア リン グの質 問 事 項 を と りまと め る と,表4-1の 通

り と な る。

表4-1　 シス テ ム環 境 調 査 及 び ユ ー ザ の満 足度 調査 ヒア リング リス ト

,

●

対　象　区　分
区分 質　　 問　　 事　　 項

コン ピュ シス テ ム ユ ー ザ

一夕部門 開発部門 部　門

① 　 現在 の機器 に対 す る不満 は ない カ〉' ○ ○ ○
① (例 え ば,　 CPU,メ モリ ・サ イ ズ,速 度,装 置

!、
の能力等)

　

●

ー
　　

ト

② 　 ユ ー ザか らの苦 情 はない か。 ○ ○ ○

ウ ③ 　 過去 どの よ うに機 器 の変 更 を行 っ たか。 そ の理 由 ○ ○
は 偶 力＼

工
・A「7

ア ④ 将来,機 器の変更の計画があ るか。 その理由は何 ○ ○
か。
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区分 質　　問　　事　　項
対　象　区　分

コン ピュ

ータ部 門
システム

開発部門

ユー ザ

部 　 門

②
　
　
ソ

　
　
フ
　

ト

　
　
ウ

　
.

　
　
ア

① 　 現在 のオ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム に対 す る不満

　 は ない か。

② 　 メー カ提供 の サ ー ビス ・プロ グ ラム に対 す る 不満

　 は ない か。

③ 　現 在 の プロ グ ラムで 十 分対 処 で きてい るカ＼

　　 ユ ーザ か らの 苦情 は ない か。

④ 将 来,開 発 予 定 の プ ログ ラ ム があ るか。

⑤ 　 次 の作 業 に関 し,ど の くらい の作業 量 が必要 か。

　 (人/日,人/特 等)

　 ア.オ ペト ティング・システムに起 因 す るシステムの回 復

　 イ.異 常 出力 の解決

　 ウ;新 しい ア プ リケー ジ ョン ・プ ログ ラムの開 発

　 工.現 行 の アプリづ戸 ション'プ ログラムの メンテナンス

　 オ.新 しい オ ン ラ イ ン ・シス テ ムの 開発

　 ヵ.現 行 の オンライン・システムの メンテナ ンス

　 キ.ス ループットを向上 させ るた めの ソフトウェアの変 更

.・ ・ メー 耀 案 の ブ ・ グ ラムの変 更 に対 す る対 応

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

'○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

③

デ

ー

タ

(

フ
ァ

イ

ル
)

① 　 ファイル のアローヶーシ。ンに対 す る不満 は ない か

② 　 ブロック.サイズ,レ コー ド・レイアウトに起 因 す る支 障は

　 ない か。

③ 　 ユー ザ か らの苦情 は ない か 。

④ 　 フ ァイル の二 重化 措 置 等 リカバ リの対 策 は と られ

　 てい るか 。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

④

ジ
　
.

　
ブ

① 　適用 業 務 の種 類別 の ジ・ブ処 理 件 数 及び 処理 時 間

　 の割 合

② 適 用 業 務量(ジ ・ブ件数)と 機 器 の能 力,オ ペ レ

　 ー テ ィン グ ・シス テ ム との バ ラ ンス は とれてい るか

③ 　 ワー ク ロー ドの特 性 あ るい は一 般 的 な傾 向

　 　 (ジ ョブ数,CPU,1/0の 利 用状 況)

○

○

○
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対　象　区　分
区分 質　　問　　事　　項

コ ン ピ ュ シス テ ム ユ ー ザ

一 夕音IP『開発部門 部　門

④ 　 オ ン ラ イ ン ・ ジ ・ブ の ス ル ー プ ッ トに 与 え る影 響 ○
は どの程 度 か 。

④

ジ ⑤ 　 ジ ・ブ の類 別 の基 準 はあ るか 。 ○
ヨ

　
ブ

⑥ 　 シス テ ムの 設計 に関 し,効 率 上 の阻 害要 因は ない

　 か 。

○ ○ ○

⑦ 　 ユ ーザ か らの苦 情 は ない か 。 ○ ○ ○

⑤
ス

① ス ケ ジ ュー リングは どの よ うに行 わ れてい るカ＼

　 (体 制,方 法,サ イ クル)

○ σ ○

ケ
.

ン ② 特 別 なス ケ ジュー リング を必要 とす る高 優 先順 位 ○ ○ユ
の ジ 。ブは あ るか。 そ れは どの程 度の 資源 を必 要 と

ー

リ

す るか　 　 　 o

ン

グ
③ 　 ジ ・ブの ク ラス 分 け と優 先 順位 の割 当て 方 法 は ど ○ ○

う な って い る か 。

④ 　 ユーザ か らの苦情 は ない か。(例 えば タ_ン ア ラ ○ ○ ○
ウン ド時 間)

① 現行の処理方式,処 理形態 に不満はないか。 ○ ○ ○
(パ ッチ/オ ンライン,オ ーブン/ク ロー ズ,シ フト制 等)

② 稼 動 状 況 は ど うな ってい る加,

平 均 的 な稼 動 をす る 日/週 で,次 の状態 は,ど れ

位 生 じ るか。

⑥
ア.シ ス テ ムが平常 に稼 動 してい る状 態 ○

イ.シ ス テ ムが遊 ん でい る状 態 ○

運 ウ.シ ス テ ム の保 守 の状 態 ○

エ.シ ス テ ム が ダ ウ ン して い る状 態(ハ ー ド/ソ フ
○

トに対 す る 故障)

用 ③ 　 次 の作 業 に関 し,オ ペ レー タが必 要 と す る時 間 は

どれ くらい カ〉

ア.ジ ョ ブ の 詳 細 な ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ○

イ.磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク の先 行 マ ウ ン テ ィング ○

ウ.ユ ー ザ へ の 連 絡 ○
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対　象　区　分

区分 質　　問　　事　　項
コ ン ピュ シス テ ム ユ ー ザ

一夕部 門 開発部門 部　門

オ.カ ー ドの 取 扱 い ○

⑥
カ.コ ン ソー ル か らの コ マ ン ドと の対 応 ○

④ ス ルー プ ッ トを増 加 させ るた め にオ ペ レー タが と ○

運
る措置 は あ るか。

⑤ 　オ ペ レー タの エ ラー は あ るカ＼ ○ ○

また,そ れ は シス テ ムの効 率 に どの よ うな影 響 が
用 あ る か 。

⑥ 　 ユ ーザ か らの苦情 は ない ヵ〉 ○ ○ ○

① 　 コ ン ピ ュー タ部 門 の位 置 づ け は ど うな ってい るか　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .
○ ○ ○

⑦
②　全社的な委員会はあるか。 ○

組 ③　コンピュータ関係部門の要員の推移と将来の需要 ○ ○ ○

織

要
④.ユ ー ザ 部 門 と の コ ミ ュ ニ ケー シ ・ ン の 方 法 ○ ○ ○

員 ⑤ 要員間の機能分担はなされている応 指示,監 督 ○ ○

の方法

⑥　要員の養成,研 修の方法 ○ ○ ○

①　コンピュータ関係経費の推移と将来計画 ○ ○ ○

⑧
　
経

②　費目別の経費の状況 ○ ○ ○

③ 課金の状況 ○ ○ ○

費

④　外注あるいは要員派遣 に対する方策,意 見 ○ ○ ○

422　 ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 加工 ・編 集

　　　 アカ ウ ン ト(ロ グ)に 関 しては,今 回 の調 査 でみ る と,70機 関,(54.4

　　 %)が 使用 して お り,導 入 管 理,ソ フ トウェ アの改 良,機 器 構 成 の 改 良,

　　 ス ケ ジ ュー リン グの改 善 に利 用 さ れ てい る。 と くに ス ケ ジ ュー リン グの改

　　 善 につ い ては,常 時 ア カ ウ ン ト(ロ グ)が 使 われ,分 析 が行 わ れ てい る。

　　　 また,ユ ーザ に対 す る課 金 を行 っ てい る機 関 が22機 関(16.8%)あ
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り,課 金 のた め に ジ ョブ別 の 資 源 利用 状 況 がは握 さ れ てい る。

　 アカ ウ ン ト(ロ グ)の 情 報 は,前 節 で み る よ うに,シ ステ ム統 計 情報 と

して捉 え る こ とが で き,大 別 す る と① ジ ョブ ・ジ ョブス テ ップ に関 す る情

報 と② シ ス テ ムの ・一 ドに関 す る情報 に 分 け る こ とが で き る。

　 ジ ョブ ・ジ ョブ ス テ ップ に関 す る 情報 は,ジ ョブ ・ジ ョ ブス テ ッ プ単 位

に シ ステ ム資源 の 利 用 状 況 を収 集 す る もの で,だ れ が資 源 を使 用 した か,

どん な資 源 が使 用 され た か をは撮 す る こ とが でき る。 これ ら の情 報 は,ハ

ー ドウ ェア ・モ ニ タや ソ フ トウ ェ ア ・モ ニ タ では収 集 で きない ア カ ウ ン ト

(ロ グ)独 自の もの であ る。

　 シ ス テ ムの ロー ドに関 す る 情 報 は,ジ ョブ時間,CPU時 間 等 の シ ス テ

ム の稼動 時 間 や メモ リ,磁 気 デ ィ スク,端 末 装置 等 の装 置 の 稼 動 状況 を収

集 す る もの で あ る。

　 これ らの 情 報 は,長 期間 継 続 して収 集 ・蓄積 す る こ とに よ り,経 年 推 移,

月 別 変 動 等 を見 る こ とが で き,マ ク ロ的 な資源 の 稼 動 傾 向,評 価 基 準(尺

度),将 来 の傾 向 予測 をは 撮 す る こ とが で き る。

　 各 メ ーカ では,前 節 に み る とお り,ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 編 集 プ ロ グ

ラ ム を 提供 してお り(例 え ば,SLR,　 WTS11,　 SAR),コ ン ピュー

タ の運 用 管理 の支 援 が行 わ れ てい る。

　 ス テ ップ1で は,シ ス テ ム の稼 動 傾 向 を分析 す るた め に,ア カ ウ ン ト(ロ

グ)情 報 を加 工 ・編 集 す る必 要 があ り,シ ステ ムの ロー ドに関 す る情 報 か

ら,シ ス テ ムの マ ク ロの現 状 と問 題点 を明 らか に し,こ れ とジ ョブ ・ジ ョ

ブ ステ ップ に関す る情 報 を併 せ 分析 し,改 善 方 策 を検 討 す る。

　 これ を稼 動 分析 ・予 測 手 順a)と して 示 す と,図4-3の 通 りで あ る。

① システム ・・一 ド時 系 列 表 及 び システム ・ロー ド'グ ラ7(稼 動 分析 ・予 測

　 図 表 ①,②)は,シ ス テ ム の稼 動 状 況 を時 系列 で マ ク ・的 に は撮 す る も

　 の で,日 別,・月 別 にシ ス テ ム全体 の稼 動 率,CPU稼 動 率,1/O稼 動

　 率,多 重 度等 を明 らか に す る。

一169一



④

端末機別

利用状況

機器構成 の

検　　　討

日/月 別 ◎ 　システム・=」ド・クラフ

　　 ①

日/月 別　システム●ロード

　　 　 　　 　 時 系 列表

時間帯別

　　　 ③

シス テム稼動率

　が高いか

ジ、プ別

集計表

スクジューリング

　 の改　 　 善

ン・フの増瓜

機 器構成 の

検討

⑥ プログラム実行頻度

ジ冒ブ(ジ ・カ テ,フう

　 プロ フ7イ ル

プログラムの

改　 　善

り

■

●

凡例[〕 鵠 笛表.

[コ 対 策

図4-3　 稼動 分 析 ・予 測 手 順(1)
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　 　 これ に よ り,シ ステ ムの 現 状 や 問題 点 をは撮 す る こ とが で き る。 例 え

　 ば,シ ス テム稼 動 率 の高 低,CPUパ ウ ン ド/1/'Oパ ウ ン ドの傾 向,メ

　 モ リ稼 動 率 の 高低 ピ 多重 度の 高低,デ バ ッ グ率 の高低,ジ ョ ブ数 の 大 小,

　 スル ー プ ッ トの 高 低,ピ ー ク 日,月 の 有 無 等 があ げ ら れ る。

　 　 この よ うに シ ス テ ムの ・一 ドを,統 計 情 報 と して一定 の期 間継 続 して

　 収集 し,稼 動 傾 向 をは撮 す るの が この図 表 の 目的 であ る。

　 　 この 結 果 ・ シ ス テムの 稼動 率 が低 く,余 裕 があ る と考 え ら れ る場 合 は,

　 ジ ョ ブの 増 加,機 器 構 成の検 討(不 要機 器 の発 見)を 行 う。

② 　 シ ス テ ムの 稼 動 率 が高 く,日 別,月 別 の稼 動 傾 向 だけ で は 原 因 が 明確

　 で ない場 合 には,ジ ョブ(ジ ョブ ・ス テ ップ)毎 に,ジ ョブ別 集計 表

　 (稼 動 分析 ・予 測 図表 ③)に よ り,資 源 利 用量 を検討 す る と と もに時 間

　 帯 別 に シ ス テ ム ・ロー ド ・グラ7を 作 成 し,資 源 とジ ョブの相 関関 係 及

　 び スケ ジ ュー リン グの 状況 を分析 し,ボ トルネ ック が どこ にあ るか を 明

　 らか に す る。

　 　 ボ トル ネ ックの原 因 とな る もの と して は,ハ ー ドウ ェア,ス ケ ジ ュー

　 リン グ及 び ジ ョブ 自体 に原 因 が あ る もの に 分類 す る こ とが で き る。

③ 一 ー ドウ ェア に原 因 があ る もの と しては,CPUの 能 力不 足,メ モ リ

　 不足,周 辺 装置 の 不 足等 が考 え られ,そ の 結果CPUと チ ャネ ル の稼 動

　 バ ラ ンス の欠 如 が 生 じた り,タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間,ス ル ー プ ッ トの低

　 下 を来 た す。 オ ンライ ン,・シ ス テ ムの場 合 に は,さ らに 端末 機 別 利 用 状

　 況(稼 動 分析 ・予 測図 表④)を も参 照 して,端 末 機 台 数 の過 不 足 等 可能

　 な限 り機 器 構 成の 検 討 を行 うが,詳 細 に 分 析 を行 うた め には,ス テ ップ

　 2で モ ニ タ に よ り資源 の測 定 が必 要 であ る。

④ ス ケ ジ ュー リン グに原 因 があ り,ピ ー ク 日/時 やナ ーパ フロ ー 日/時

　 が生 じた り して,資 源 の稼 動 状況 に偏 りがあ る場 合 は,ジ ョブの特 性 を

　 考 慮 して スケ ジ ュー リン グの改 善 を行 う。

一171一



　 　 この 場 合,多 重 度 効 率 曲線 を参 考 と して利 用 す る と改 善 方 向 が よ り具

　体 的 に な る が,き ら に 詳 細 に分析 を行 うた め には,ス テ ップ2で の 測定

　 が 必要 であ る。

⑤ 　 ジ ョブ 自体 に原 因 が あ る もの と して は,CPU負 荷 の大 きい もの,1

　 /O負 荷 の 大 きい もの,メ モリ・サイズ の大 きい もの,タ ー ンア ラ ウ ン ド

　 時 間 の 長 い もの等 が挙 げ ら れ る。

　 　 これ ら の ジ ョブ に関 して は,ジ ョブ(ジ ョブ ・ス テ ップ)プ ロ7ア イ

　 ル(稼 動 分析 ・予 測 図 表 ⑤)及 び プ ログ ラ ム実行 頻 度 集 計 表(稼 動 分 析

　 ・予 測 図表 ⑥)に よ り抽 出 し,そ の特 性 をは 握 し,必 要 があ れ ば プ ロ グ

　 ラム 自体 の改 善 を図 る と と もに ピーク 時,ナ ーパ7ロ ー時 の ジ ョブ に?

　 い て は,ス ケ ジ ュー リン グの改 善 の余 地 が ないか ど うか を検 討 す る。

4

◆

423　 評 価 基 準 の 設定

　 　 　評価 基 準 に関 しては,ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 積 み重 ね や ユ ーザ ・サ ー ビ

　 　 ス の レベ ル を考 慮 して,コ ン ピ ュー タの 管理 部 門 で設 定 してい く必 要 があ

　 　 る こ とを述 べ た が,こ こで は そ の方 法及 び考 え方等 を紹 介 す る。

　 日本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム 株 式 会 社 で は,パ7ォ ー マ ン ス 管 理 を 提 唱 し て い

るo

　 こ の 方 法 は,パ7オ ー マ ソ ス の 目 標 を 設 定 し,こ の 目 標 に 即 し て モ ニ タ

リ ン グ を 実 施 し,こ れ を パ7ォ ー マ ン ス ・デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム に 蓄

積 す る 。 そ の 結 果 を 分 析,レ ビ ュ ー し て ト ラ ブ ル を 解 決 す る と い う も の で

あ る 。

　 先 づ,当 初設 定 す る 目標 が,一 つの メ ル クマー ル と な って お り,目 標 設

定 にあ た っ ては,処 理 量,レ ス ポ ンス 時 間,タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 に関 し,

サ ー ビス ・レ ベル 目標 を設 定 す る ことが 必 要 で,こ れ につ い ては コ ン ピ ュ

ー タ部 門 とユ ーザ が相 互 に 目標 を確 認 す る ことが成 功 の鍵 であ る と して い

●

◆
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　 こ の サ ー ビ ス ・ レ ベ ル 目 標 に 基 づ き,モ ニ タ リ ン グ ・ レ ベ ル を確 立 す る 。

モ ニ タ リ ン グ ・レ ベ ル は,Aか らDま で4段 階(常 時,毎 日,毎 週,ト ラ

ブ ル 発 生 時)あ り,そ れ ぞ れ 収 集 す る ツ ー ル と デ ー タ の 詳 細 度 が 異 な っ て

い るo

　 この 結果 を分析 ・レ ビュー す る場 合 に,レ ビ ュー ・レベ ル を確 立 す る こ

とが 必 要 で,そ の レベル(例 外 発 見,傾 向分 析,問 題 分析,デ ザ イ ン変 更)

に応 じ て,レ ビュー に参 加 す る メ ンバ ー と頻 度,使 用 す る デ ータ と レ ポー

トが設定 さ れ てい る。

　 こ うした過 程 を通 して,パ7ォ ー マ ン スの改 善 を行 うこ とを提 唱 してお

り,そ の た め に,コ ン ピ ュータ 部 門 とユー ザ に よるサ ー ビス ・レベ ル 目標

の相 互 確 認,継 続 的 なパ7ォ ー マ ンスの モ ニ タ リン グ,正 常 時 に お い て も

継 続 的 に パ7ォ ー マ ンスの 分 析 と レ ビ ュー を行 うこ とが 必要 で あ る とい わ

れ て い る。

　 A社 は,IBM303Xシ リー ズ のユ ー ザ で あ り,こ の パ7オ ニ マ ソス 管

理 の 考 え方 に基 づ き,次 の よ うな評 価 指標 を設 定 してい る。

表4-2　 A社 の評価指標例

コ　 ン　 ピ ュ　 ー　タ　処 理 の 分 類

時間帯 昼 間(8:00～17:00) 夜 間(17:00～)

処理形態 対話型処理(TSO) RJE及 び パ ッチ処理 パ ッ チ 処 理

対 話 型 の た め,端 末 へ の 短 時 間 ジ ・ブ が多い。 長 時 間 ジ。ブが 多い。

特　　徴 応 答 時間(レ ス ポ ンス時 当日中,勤 務時間内に結 '結果 が出 るの は
,翌 朝 で

間)を 短かくする必要が 果 が出 る必 要 があ る。 良 い が,セ ン タの処 理 終

あ る。 了 時 間 が問題 と な る。

コンピュータ 応 答 時 間(レ ス ポ ンス時 平均実行待ち時間を評価 処理終了時間を評価指標
・シス テ ム 間)を 評 価 指標 とす る。 指標 と す る。 と す る。

の評価指 ・LOGONコ マ ン ド ・事 務 計 算 　 15分 以 内 努力目標
標 10秒 以 内 ・技 術 計 算 　 30分 以 内 23:00

(劃
'EDITコ マ ン ド

　 　 　 　 　 　 　5秒 以 内

・開発 　 　 　 30分 以 内 月間オペレータ

　　残業時間
　　　　　30時 間以内
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　 また,シ ス テ ム の稼 動 状況 に 関 して は,能 力(限 界 値)を,次 の よ うに

設定 しこれ に対 し最 大 値,平 均 値 を と って余 裕 が あ るか ど うか を分 析 して

い る。

●CPU稼 動 率 　 　　　　100%

・主 記 憶装 置 　 　 　 　 　 　 8MB

●チ ャネ ル稼 動 率

　 　磁 気 デ ィス ク・チャネル

　 　磁 気 テ ー プ ・チャネル

35%

40%

　資 源 の有 効 利 用 とユ ー ザ ・サ ー ビス の向 上 をバ ラ ンス を と って行 うこ と

が,コ ン ピ ュー タ部 門 の 管理 者 の責 任 であ る とす れ ば,ど の レベ ル で接 点

を見 い 出す か が重 要 なポ イ ン トで あ る。

　評 価 の 基 進 とい うもの で は ない が,日 立 製 作 所 では 資 源 集 中 管理(RCM

=Resources　 Centralized　 Ma　nage　 .r)とい うシ ス テ ム を開発 してい る。

　 RCMは,ユ ー ザ が享 受 した いサ ー ビス量 に対 し,セ ンタ 管 理 者 が パ7

ォーマンス ・グル ー プ毎 に システム ・パラ メ ー タ を指 定 して,シ ス テ ム資源 を

各 ジ ョブ に配 分 す る機 能 で,サ ー ビス量 を定 量 的 に表 す ため に,次 の よ う

にサ ー ビス率 と して定 義 して い る。

　　 　 　 　 　 a×CPU割 り当て量十b× 実記憶割 り当て量十C× チャネル割 り当て量　 サー ビス率=

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 経 過 時 間

　　 　 CPU割 り当て量二CPU実 行時間

　　 　 実記憶割 り当て量=実 記憶 占有ペー ジ数 ×CPU実 行時間

　　 　 チャネル割 り当て量=1/O発 行回数

　　 　 a,b,c=重 み係数(パ フォーマンス・P':ループ毎にパラメータとして与える)

■

■

◎

　 この ジ ョブのサ ー ビス 量 を与 え るべ ぐ,各 資源 をス ケ ジ ュー ル す る機 能

を も有 して お り,こ れ に よ りスル ー プ ッ トを増 大 させ る もの であ る。 そ の

制 御 は スル ー プ ッ ト制 御 と呼 ば れ,ダ イナ ミック ・デ ィスパ ッチ ング機 能,

CPU負 荷 調 整 機 能,1/0負 荷 平 均 化機 能,デ バイス'ア ロケー シ ョン機
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能 ・実 記 憶 管理 機 能,ペ ージ ・リプ レー スメ ン ト機能 か ら成 っ てい る。

　 この 結果,ユ ー ザ の 要 求 とセ ンタ管理 者 の資 源 有 効利 用 の 調 和 を図 る こ

とが期 待 され る。

　 この場 合 にサ ー ビ ス率 と して重 み 係数 を指 定 す る こ とが 重 要 であ り,そ

の た め に シス テ ム の 動 作 情報lSAR)に よ り設 定 してい くこ とが ポイ ン

トとな ってい る。

　パ ッチ ・シス テ ムの 場 合,処 理 の 多重 度 の レ ベル と処 理 効 率 の 関 係 を示 す

グラ フ と して,多 重 度効 率 曲線 があ る。

　 これ は・ 次 の よ うに 多重 度 と処 理 効率 の 尺 度(ジ ョ ブ件 数,ス ルー プ ッ

ト,タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間)を と り,ベ ンチ マ ー ク ・テ ス トに よ り測 定 を

行い ・ そ の結 果,シ 入 テムの 効 率 尺 度 の最 適 な もの を抽 出 す る もの で あ る。

表4-3　 最適多重度設定表

　　　　尺　度

多重度
ジ ョブ件 数 ス ル ー プ ッ ト ターンアラウンド

　時　 間

1

2

3

n
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　多重 度 効 率 曲線1(最 適 多 重 度)

処理
ジ。ブ件数

　 多重 度効 率 曲線 皿(ス ルー プ ッ ト)

ス ルー プ ッ ト

多重 度 効 率 曲線 皿(タ ー ン ア ラウ ン ド時 間)

平 均 ターン

アラウンド

時 間

　 こ の 結 果,

と が で き る 。

多重度

多重度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多重度

　　　　 図4-4　 多重度効率 曲線

スケ ジ ュー リングの改善等 を行 う場 合 に有効 な指標 を得 るこ
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43　 シ ステ ムの 稼 動 診 断

431　 稼 動 診 断 の考 え 方

　 　 　 この ス テ ップでは,シ ス テム の資 源 稼 動 実 態 を詳 細 に調査 ・分 析 す る こ

　 　 とに よっ て,シ ス テ ムの 運用 効 率,利 用 効率 を診 断 し,問 題 点 へ の対 応 を　・

　 　 行 い 効 率 の 改善 を実 施 す る。 具 体 的 な診 断対 象 とそ の 時 に調 査 ・分析 す る

　 　項 目は表4-4の 通 りであ る。

　 　 　 診 断 の実 施 に際 しては,シ ス テ ムの稼 動 状 況全般 に渡 り診 断 す る方 法 と,

　 　既 に明 らか に な ってい る問題 点 を解 決 す るた めの 診断 を行 う方 法 との二 通

　 　 りの 方 法 が あ る。 前 者 は コ ン ピ ュー タ ・ドック方 式 の診 断,後 者は 問 題 解

　 　決 方 式の 診 断 であ る と言 える。

　 　 　 さ て,こ れ らの方 式 の診 断 では そ れ ぞ れ調 査 ・分 析 の ア プ ロー チ方 法 が

　 　異 な るた め,本 節 の 後半 で 各 方 式 を 個 別 に 論 じ るが,そ の 前提 と して,

　 　双方 の診 断 におい て共通 に利用 す る概 念 を説 明 してお く。

　 　 (1、 分 析 図表

　 　 　 　分 析 図 表 とは,資 源 の稼 動 実 態 を時系 列 的 に,あ る いは項 目毎 に集計

　 　 　 し図 表 化 した もの であ る。 分析 図 表 には 以 下の もの があ る。

　 　 　 　① 資 源稼 動 状 況 集計 表

　 　 　 　② 　資源 稼 動 状 況 時系 列 グラ フ

　 　 　 　③ キ ビア ッ ト ・グラ フ

　 　 　 　④ 　ガ ン ト ・チ ャー ト

　 　 　 　⑤ 　 1/0パ ラ ソス ・グラ フ

　 　 　 　⑥ メ モ リ ・ア クセ ス ・グラ フ

　 　 　 　⑦ キ ャ ッシ ュ ・メ モ リ ・ヒ ッ ト率,ペ ー ジ ン グ回数,ス ワ ッ ピン グ

　 　 　 　 　　回 数グラ7

　 　 　 　⑧ デ ィス ク ・シー ク頻度

　 　 　 　⑨ デ ィス ク ・ア クセ ス ・グラ7
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表4-4　 診 断 対 象 と測 定 ・分 析 項 目 一 覧 ○ 測定分析項目

　　　　　　　　　区 分

診断対象

資　　　　　 源
ワ　　ー　　ク　　・　　ロ　　ー　　　ド

　 (ト ラ ン ザ ク シ ・ ン)
フ ァ イ ル 参　考

ハ ー ド ウ エ ア 資 源
ソフトウ

エア資源

フbクラム

の特 性
実 行
過 程

実 行
頻 度

システムの

処 理 件 数

使用
頻 度

ファイル

の特 性
CPU

大

目

的

　 　 　 　 　 　 項
　 　 　 　 　 　 　 目

小
目
的

CPU

稼動率

チャネル

稼 動 率

メモリ

利用率

嚇動率)

二次記憶装置
待　ち

行列長

資　源

要求量

フbクラム

処 理

　 状 況

フbクラム

実 行

　 頻 度

ジ ・ プ
(ジョブ'
ステップり

⌒

トラフィック

(メッセー

ジ)数

ファイルタ

アクセス

回 数

ブ ロ ッ

キング・

プ イ ズ

MIPS

ぴ1研)稼動率
ディスク
・ヘッド

移 動 量

利

用

効

率

の

向

上

資　源 　の　有 　効 利 用

(CPU,チ ャネル,メ モ リ等)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

資 源 稼 動 バ ラ ンス 向 上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二 次 記憶 装置 ス ペー ス の

　 　 　 　 　 有 効 利 用

(デ ィ ス ク ・ス ペ ー ス)

○ ○ ○ ○ ○ ○

ター ン ア ラ ウ ン ド時 間,

　 レスポンス時間の短縮
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運

用

効

率
の

向

上

ス ル ー プ ッ　 ト の 向 上 ○ ○ ○ ○ σ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オー バ フ ロー'ピ ー クの 解 消 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・ ○

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 改 善 ○ ○ ○. ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

代 替 シ ス テ ム の 予 測 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆
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⑩ フ ァ イ ル ・ア ロ ケ ー シ ョ ン ・マ ッ プ

⑪7ア イ ル ・ リ ス ト

⑫ 待 ち 行 列 集 計

(参 考1)　 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ・ア ク セ ス 頻 度 集 計

　　 なお,.分 析 図表 の具 体 的 なイ メ ー ジ と これ ら に記 述 す る項 目 とそ の意

　味 は4.4.6に ま と め た。

② 　 集計 単 位

　　 分析 図表 にお い て稼 動 状 況 を集 計 す る時 間単 位 は 測定 した期 間 の 平 均

　 値か ら,特 定 の時 間 帯 幅 まで多 様 な集計 単位 が考 え られ る。 必要 な集 計

　単 位 は以 下 の通 りで あ る。

　　 月日

時刻
1　 2 命 31

合　　計

(平 均)

～

～

　
　
　
　
～

㊤

　　 ㊧

　　　　 ㊥

◎

◎

合　　計
(平 均)

④ 鵠 ⑦)　 　　　　　　　　　④

◆

(⑦)月 平均(稼 動率)/測 定期間平均

(④)日 平均(稼 動率)

(◎)時 間帯平均(稼 動率)

(㊤)特 定日時系列(稼 動率)

(㊥)特 定時間帯(稼 動率)

432　 コン ピ ュー タ ・ ドッ ク方 式 の診 断

　　　 コ ン ピ ュー タ ・ドッ ク方 式 の 診 断 では,主 と して利 用 効 率 の向 上 面 を対

　　象 と して分 析 を行 う。

　　　 第1にCPU,チ ャネ ル等 各 資源 の うち負 荷 の高 い(高 稼動 率)傾 向 の

　　資 源 を調 査 す る。 これ に よっ て,シ ス テ ムの稼 動状 態 がCPUパ ゥ ソ ド,
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1/0パ ウ ン ド,メ モ リ ・パ ウ ン ドの傾 向 にあ るか を判 定 す る。

　第2に 負 荷 の 高 い 資源 の 動 作 内訳 を調 査 し,そ の理 由 が有効 な処理 のた

め に依 る もの か 否 か を判 定 す る(例 え ば,デ ィ ス ク 系 チ ャネ ルの稼 動 率

が 高 くて もペ ー ジ ン グに よっ て高 稼 動率 に な っ てい るの であ れば 資 源(チ

ャ ネ ル)が 有 効 利 用 され てい る とは言 えない)。 もし 　有 効 な処理 の ため に

高 稼動 とな っ て い るの であ れ ば,資 源 間 の 稼動 バ ラ ンス等 をみ て よ り分析

を深 め て行 く必要 があ り,オ ー バ ヘ ッ ドに よ り高 稼動 と な って い るの であ

れ ば,そ ・の原 因 を発 見 しな くて は なら な い。

　 コン ピ ュー タ ・ドック方 式 の分析 手順 は以 下の通 りであ る。

'　

.

◆

④

ジョフ別集計表

③

グレード・アップ

(ス テップ3へ)

CPU
稼動の
訳?

高稼動の

資源は?

ユーザ処理

〔CPUセ イルボート〕

　 　 　 　 　 ③ ジョブ別

殿 轟間　 　 紺表 諸

OSの チa－ ン・

　 ア ブ プ

謬議
φ

◆

一 資源 の 有効 利用 一

図4-5　 稼 動 分析 ・予測 手順(2い
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1

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ③

　　　　　　　　　　〔1・6ウエ・ジ〕 ジ・プ別集櫃 　 　 　 　 (=tkaetfix{e-ec.スの柳 綱)　　　　　　　　　　　　　

,,,'"　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　?　 .一、"等　 　 は紗 　 　 ⑭⑬"t　　　　　　　　　　
・・　 の吉めらし　 　 多い 　 ⑮美㌶ 跳 ヲ

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　シ■ク時間　 　 　.クラフ　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 終　了
　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　過多らしい⑯

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　メモ リ増強
ファイル・リスト
　 　　　 　　 　、、sL.

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 小　　　　　　　　　　　　　　　　データベース　　　　ファイルの　　　チャネノら「イスクの

　　　　　　　 丸㌢弩 　 　 　 　 　 　 　 醐 成'　 再配置　 接融 更

　　　　　　　　　　 大

　　　　　　　　　　　　　　　　ブロプキング.

　　　　　　　　 チ・ネルの 　 　 フ。クタの

　　　　　　　　　増 強　　 　　 拡 大　　 　　 　　　 　　 一 資源 の有効 利 用 つ づ き一

　　　　　 図4-5　 稼 動 分 析 ・予 測 手 順 ②

　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　開　 始

,駐((』"'

齢
㌶鐘

%常
'一 ・ジア プ

モ ジュー ルの

非 常 駐 化

(← ジァプル)イヒ)

メモリ・アクセス・
　 　 　 グラフ

非常駐(

モジ^一ル

常 　 駐 　 化

←一`一ジ■フィックスf

非常駐(

モジュール

アクtw1

図4-6　 稼 動 分析 ・予測 手順 ②

　　　　　　　　　　　　　　 一181一
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図4-7
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図4-8
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433　 問 題解 決 方 式 の 診 断

　 　　 問題 解 決 方 式 の診 断 では,タ ー ンア ラウ ン ド時 間 ・レ ス ポ ンス時 間 の短

　 　 縮,ス ル ー プ ッ トの 向 上 等 具体 的 な問 題 を解 決 す る ため,問 題 個 有 の ア プ

　 　 ローチ を行 う。 これ らの 分 析 手順 は以 下 の通 りで あ る。

②

、＼

ジ.フ'別

　 集 計 表

実行待ち

時間

メモ リを増強 し,

多重度 を増加

MT装 置の

増　加

処理 時 間 の

内訳を調査

ターンアラウンド時間等 を
・長 ぐす るのは?

実行

時間

CPU時 間は

　 大

プ ログラムの

改 　 訂,

図4-9

ターンァラウント綱

　 実 行 時 間

出力

待ち

時間

羅IZ㌘ タの
　 　 　 　 増　設

コンピュータ・

　 ド,ク 方式の

分 析 手 順 へ

出力

時間

ライン・プリンタ

　 高 速化 ・

　 一 ター ンア ラ ウン ド時 間,レ ス ポンス時 間 の短 縮 一

稼 動 分 析 ・予 測 手 順(2)

　運 用 効 率 は,対 象 シ ス テ ム を構 成す る資源 の性 能 と ワー ク ・・一 ドの性

質 に よっ て決 定 され る。 これ らの組 合 せ は千 差 万 別 で あ るため,手 順 を流

れ 図 で書 くこ とは 不 可 能 に近 い。 した が って こ こで は 分析 のチ ェ ック項 目

を示 す。

　① シ ス テ ムの ボ トム負 荷 の 時間 帯 に ジ ョブ を投入 で き る様 に ス ケ ジ ュ

　　 ー ル 可 能 か?
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　 ② 同一 時 間帯 で処 理 さ れ る ジ ョ ブは,相 互 で資 源 の 競 合 を生 じてい な

　 　 い か?　 も しそ うな らば,競 合 を生 じさ せ ない様 に ス ケ ジ ュール 可 能

　 　 か?

　 ③ 常 に高稼 動 の 資源 があ るか?も し存 在 す る なら ば,そ の資源 は ス

　 　 ル ー プ ッ トの ボ トルネ ック とな っ てい る。

　 これ ら上 記 の チ ェ ック項 目 を言 いか え る と,ジ ョブの 処理 に と って無為

な時 間 帯 を検 出 し,ス ケ ジ ュー ル に よって改 善 を 図 る こ と と,ナ ー パ ー

フ ロー してい る資 源 に対 して 手当 てす る こ とが 運用 効率 を 向上 さ せ る手段

で あ る と言 える。 した が って,運 用 効 率 に 関 しては,表4-4に 記 した3

つの 小 目的 の い ず れ か に対 して診 断 を実 施 す る と他 の2つ の小 目的 も達 成

さ れ る こ とがあ る。

●

●

434　 代 替 シス テ ム の予 測

　 　 　シ ス テ ム を グ レー ド ・ア ッ プす る場 合等 には 次期 シ ステ ムの規 模 を予 測

　 　 しな くては な ら な い が,特 にCPUの 命 令実 行 能 力(実 行 回数)が 関 心 の

　 　高 い 事 項 で あ ろ う。 この 様 な時 に は,現 有 シ ス テ ムのCPU命 令実 行 能 力

　 　 を測 定 し,次 期 シ ス テ ムのCPU能 力 を決 定 す る際 の参 考 とす る こ とが望

　 　 ま しい。

　 　 　な お,CPUの 命 令 実 行 能 力 は,通 常毎 秒 百 万 回命 令 実行 回 数(MIPS

　 　 :Million　 Instrctions　 Per　 Second)を 尺 度 と して示 され る。
◆

●

44シ ス テ ム の 予 測 ・評 価

441　 予 測 ・評 価 の 手 順 と考 え方

　 　 　複雑 なコ ン ピュ ー タ ・シ ス テ ム を評価 し,予 測 して い くには,一 般 に図

　 　 4-10の 形 態 で行 わ れ てい く。
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握
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処理 能 力 の

推 　 　 　定
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図4-10　 稼 動 分析 ・予 測 手 順(3、
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　 稼 動 実 績 の は 握 は,定 常 的 に しか も長期 に 及 ん で実 施 してい く必要 があ

る。 この稼 動 実 績 のは 握 項 目 を大別 す れ ば,

・コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム の各 リソ ース の 負 荷状 況

・運 用 業 務 の 業 務 負 荷

の二 点 に集 約 され る。 これ ら の情 報 は,ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 情 報,ソ7

トウェ ア/ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タの 情報 よ り得 られ る。

　 現 在 の コン ビ ュー'タ ・シ ス テ ムの 稼動 実績 情 報 よ り,現 在 の シ ス テ ム構

成,業 務 負 荷 ミ ック ス にお け る最 大 処理 能 力(最 大 ス ル ニ プ ッ ト),及 び

そ の処理 量 に対 応 す る時 の レス ポ ンス 時 間,タ ー ンアラウン ド時 間 を予 測 し

てお く事 が肝要 であ る。 シ ス テ ムの性 能評 価 の際,評 価 基 準 を各 ユ ーザ で

用 意 して お く必 要 があ る が,こ の 評価 基 準 と して ここ で推 定 さ れ る処理 能

力 及 び レス ポ ンス 時 間 との つ き あわ せ に よ り,現 在 の シ ス テ ム構 成 に よ る

処理 能 力 が満 足 で き る か否 か の 判 断 が で きる。

　 処理 能 力 に満 足 で き る場 合 は,そ の最 大処 理 能 力 に対 して,現 時 点 で何

割 の余 裕 があ るか,ま た,最 大 処理 量 に達 す る のは,い つの 時 点 か を予測

す る。 これ は,将 来 の新 規 運 用 業 務 を含 めた業 務 負 荷 予 測 との 対 比 に よ り,

コ ン ピ ュータ の 機 器構 成計 画 に結 び つ く もの で あ る。

　 現 在 の コ ン ピ ュー タ構 成 と能 力 基準 との 対 比 に ょ り十 分 な能 力 が発 揮 で

きてい ない場 合 には,ど こ にそ の原 因 があ るの かそ の ボ トル ネ ック とな っ

て い る点 を検 出す る 必要 があ る。 この 時そ の 基 礎 資 料 とな るの は,前 ス テ

ップ では握 さ れ てい る稼 動 実 績 の は握 デ ー タ であ る。 定 常 的 には握 され て

い るデ ー タで,そ の 原 因 が つ かめ ない場 合 は,さ ら に ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ

タ,ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ を利 用 した 詳細 な測 定 が必 要 とされ るで あ ろ う。

この ス テ ッ プで は,シ ス テ ムの スル ー プ ッ ト,タ ー ン ア ラ ウ ン ドに 阻 害 を

与 え てい る要 素 を確 実 に認 識 す る こ とで あ る。 阻 害 要 因 がは握 され た段 階

で,こ れ らの要 因 を解 消 す べ く各 種 の改 善 案 を立 案 して み る。 ここで立 案

され た各 々の 代 案 に 対 して,そ の効 果(ス ル ー プ ッ トに与 え る効 果,タ ー
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ソアラゥソ ド時 間 や レス ポ ンス 時 間 に与 える 効 果)を 予 測 しなけ れ ば なら な

い 。 この ス テ ップ との効果 予 測 の 手法 と して は,シ ミュ レー シ ョン が妥 当

であ るが,簡 易 的 な手 法 と しては,解 析 モ デル,回 帰 モ デ ル,ベ ンチ マ ー

ク ・テ ス トが よ く利 用 さ れ てい る。 この ス テ ッ プでの 各 代案 に対 す る効 果

予 測 値 に対 して,効 果 の あ るか つ改 善 し易 い 案 よ り実 施 して い き,そ の実

施 項 目 に対 して実 際 の効 果 をは撮 しな け れ ば なら ない。

　 これ らの ス テ ッ プ を経 て,効 率 改 善 さ れ た システ ム に対 して,再 びそ の

シ ス テ ムの 最 大処 理 能 力 を予 測 して,評 価 改 善 プ ロセ ス を,PLAN-DO

-SEEの サ イ ク リック な流 れ と して行 わ な け れば なら ない
。

　 シ ス テ ムの効 果 予測 は,最 近 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 巨 大化,統 合

化 に よ りシ ス テ ムの作 り替 えそ の もの が困 難 な状 態 と なっ て きて い る状況

で,非 常 に重 要 なス テップ と な って き てい る。 即 ち,事 後評 価 あ るい は事

後対 策 で,改 善 してい く事 は,コ ス ト/工 数,運 用 面 で 困難 な場 合 が 多 く

な っ てい る。 従 っ てシ ス テ ムの ボ トル ネ ック が 出現 して業務 の運 用 に支 障

を きた す 前 に,事 前 評価 を十 分行 い,そ の 時 点 で事 前対策 を行 うよ うに し

て おか な けれ ば なら ない。 従 ってシ ス テ ムの 評価 と効 果 予 測 は,シ ス テ ム

の評価 改 善 プ ロセ ス の 中 で,重 要 な位 置 を 今後 ます ます 占 め て くる。 図4

-10の ス テ ップ の 中の ,稼 動 実 績 の は 握 にっ い て は,4.2で 詳 述 し て

い るの で,こ の 項 で は特 に説 明 しないo

442　 シス テム 評価 の 目 的 と狙 い

　 　　 図4-10で 示 した評 価 改 善 プ ・セ スは 一 般 的 な プ ・セス で あ る。 この

　 　 プ ・セス の 中 での 各 作 業 項 目は,評 価 を行 うテー マ に よっ てそ の作 業 内容

　 　 が異 な って くる。 評 価 目的は,図4-11に 示 され る よ うに,コ ソ ビ ュー

　 　 タ ・シ ス テ ム の運 用 段 階 で基本 的 に異 な っ て くる。 大 別 す る と,

　 　 ・現状 シ ス テ ムの 評 価 ・改 善,能 力 は握

　 　 ・将来 シス テ ムの 予 測 と評価
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に別 け ら れ る。 将来 シ ス テ ム の予 測 と評価 で は,

　 ・機 種 の 選 定

　 ・シ ス テ ム ・デ ザ イ ンの 最 適 化

　 ・機 器 構 成 の 最 適 化

　 ・イ ソフ レメ ンァ ー シ ョソ ・コ ン トロール

　 ・シス テ ムの 追 加 ・拡大 に対 す る評 価

　 ・コ ン ピ ュー タ ・レベ ル ア ップ評価

等 の大 き な評 価 目的 があ り,そ の 中で シ ステ ムの スル ー プ ッ ト,タ ー ン ア

ラウ ン ド時間につい て評 価 してい く必要 があ る。 将 来 シ ス テ ムの 評 価 では,

θ

●

シ ス テ ム 開 発 フ ェー ズ シ ス テ ム 評 価 の 狙 い

'シ ステ ム ・フ ィー ジビ リテ ィ

ス タデ ィ システム

'マ クロ'シ ス テ ム'デ ザ イ ン 　 　フ ィー ジビリテ ィ

　 マクロ・デザインV

　 機種の選定

▽△ △

シ ス テ ム ・デ サ イ ン

システム ・デザイン

の最適化 機器構成
△ 最適化

インプレメンテ ー シ ョン

インプレメン

テーシ ョンの　　　　　　 ▽△
計画及びコ　　〉
コン トロー ル

シ ステ ム本稼 動
V

現状システムの評価 ・改善,能 力は握　　　　　　　　　　　　　　　　.
∠へ 、

・新 規 シ ス テ ム

の追加
・シ ス テ ム拡 大 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 含

システムの追 加 ・拡 大 に対 す る

評価

・ コ ン ピ ュ ー タ

　 　 　 　 　 　 ・
　 レ ペ ル ア ッ フ

V　 　 　・ヘ　 　 　 　 　 　
コンピュータ・レベル ・アシブ'

　 　 　 　 　 　評 価

・マ シ ン 及 び V　 　△

システムの統 合 マシン及 び システム の

化 総合評価
▽ 　　　　　　　　　　　　V

図4-11　 シス テ ム評 価 の 狙 い
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そ の予測 結 果 に求 め ら れ る精 度 を事 前 に吟 味 して,評 価 をす す め てい く必

要 があ る。

44.3　 最 大処 理 能 力 の 推 定

　 　 　現 在 の コン ピュ ー タ ・シ ス テ ム構 成及 び 業 務 負 荷 との対 応 で,現 在 の 処

　 　理 能力 の最 大 値 を推定 す る ことに よ り,処 理 能 力 レベル を知 っ てお く必 要

　 　 があ る。 シ ステ ムの処 理 能 力 を検 討 す る場 合,厳 密 には シ ス テ ム を構 成 し

　 　 てい るあ ら ゆる要 素(CPU,1/O,　 OS,ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラ ム,

　 　 ネ ッ トワー ク,そ の他 の環境 条 件)の 特 性 をは 撮 す る こ と に よ り,コ ン ビ

　 　 ュ一夕 ・シ ス テ ム をモ デ ル と して とらえ,シ ミュ レー シ ョン を行 っ てい く

　 　の が望 ま しい。 こ うす る事 に よ っ て,様 々 な環 境 の 変 化,例 え ば チ ャネ ル

　 　や デ バ イス の追 加,削 除,メ モ リの 増 設 等 変 更 後 の シ ス テ ムの状 況 を定

　 　量 的 には撮 す る事 が 可 能 に な る。 しか し前章 で も述 べ た様 に,こ れ ら を

　 　す べ て網羅 した汎 用 性 の あ るシ ミ ュ レー タ は,現 在 の と こ ろみ あ た ら ない。

　 　そ こで 一般 には 現 状 シ ス テ ム の重 点 リソー ス に着 目 し,重 点 リソ ース の 能 ・

　 　力 を検 討 す る事 に よっ て,全 体 と しての シス テ ム処理 能 力 を推 定 してい く

　 　方 法 が,良 く利 用 さ れ る。 即 ち 重点 リソ ース を 中心 と して,シ ス テ ム を簡

　 　易 なモ デル と して と らえ,処 理 能 力 を推定 してい くもの で あ る。

　 　 　ここ では,簡 易 モ デル の考 え方 につ い て と りあ げ てみ る。

　 　(1)重 点 リソー ス の選 定

　 　 　 運 用 され てい る コ ン ピュー タ ・シ ステ ム は基本 的 に,CPUパ ウ ン ド

　 　 型 の シス テ ムか ・1/o・ ・ウ ン ド型 の シ ス テ ム に分類 され る。 現 存 の シ

　 　 　ス テ ムが,上 記 の どの タイ プ に属 す るか は,コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの

　 　 稼 動 実 績 をは 撮 してい く事 に より.容 易につか まえられる。特 に ここで注 目

　 　 　しな けれ ば なら ない の は,平 常 日 よ りピー ク 日に おい て リソー ス負 荷 の

　 　 バ ラ ンス が ど うい う形 態 であ らわれ てい るか,あ るい は ピー ク 時間 帯 に

　 　 お い て どの 様 な リソー ス負 荷 バ ラ ンス にな ってい る か を明確 に して お く
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こ と で あ る 。 こ の 重 点 リ ソ ー ス の 選 定 は,基 本 的 に 図4-12の キ ビ

ア ッ ト ・ グ ラ フ に,各 リ ソ ー ス の 負 荷(使 用 率)を 図 化 し て み る こ と に

よ っ て な さ れ る 。(稼 動 分 析 ・予 測 図 表 ⑧)

◆

CPU　 BUSY

CPU　 PP

　 BUSY

CPU　 SP

　BUSY CPU　 ONLY　 BUSY

CPU　 &

OVER

ONLY
CPU

　WAIT

CHANNEL

　　　　BUSY

ANY　 CHANNEL　 BUSY

CHANNEL

　 BUSY

◆

図4-12　 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム の リ ソ ー ス 負 荷

　 　 　 　 　 　 ノ、フ ン ス

　先 ずTOTAL　 CPU　 BUSYとANY　 CHANNEL　 BUSYの 値 を比 較 す

る事 に よ り,CPU系 と1/O系 の どち ら に負 荷 が かか っ てい る か を容

易 に判 断 で き る。 この 場 合,各 リソ ー ス 負 荷 に対 して効 率 的 な運 用 が行

い 得 る評 価 基 準 を適 用 す る と,さ ら に は っ き り しょ う。 特 にCPU　 ON-

LY　 BUSYとANY　 CHANNEL　 ONLY　 BUSYの 絶 対 値 を比 較 す れ ば,

そ の 傾 向 は明 確 に なる。 一 般 にはCPU,　 CHANNEL,デ ィス ク ・コ

ン トロー ラ等 が重 点 リソー ス に な る こ とが 多 い。

愈

●
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② 　業 務 負 荷 の は 握

　 　業 務 負 荷 を とら え る時,各 種 の 方法 があ るが,こ こで は,オ ンラ イ ン

　 ・リア ル タイ ム ・シ ス テ ムの例 でみ てみ るo

　 　 オ ンラ イ ン処理 の 場 合,メ ッセ ー ジの処 理 件数 とい って も,通 常 は数

　種 類以 上 の処 理 タ イ プ があ り,基 本 的 な処理 形 態 で 分類 した処 理 件 数 を

　時 間 帯別 に(一 般 に5分 ～15分 程度 の 時 間 間 隔)は 撮 す る必 要 があ る。

　即 ち処 理 形 態 の 異 な る業 務 ミッ クス の も とでは,そ の処理 形 態 の ミック

　ス比 に よ って,リ ソー ス負 荷 に与 え る影 響 が変 っ て くるか ら で あ る。

　 　 これは,図4-13の 例 に示 さ れ る様 な形 で とら え られ るoこ れ に よ

　 り,現 存 の処 理 形 態 をは握 で き る。 この例 では処理 の ピー ク 時 間帯 は11

時 であ り,各 メ ッセ ー ジの ミ ック スは9時30分 以 降 ほ ぼ 同一 構 成比 を

　な してい る。

内

訳

比
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図4-13　 オ ン ラ イ ン ・ トラ7ィ ッ ク の 件 数 と 内 訳

　即 ち平 常 時 間帯 にお い ては,ほ ぼ 同一 の業 務 ミックス とな っ てお り,

この 場 合 の オ ン ラ イ ン ・トラ7ィ ックの 合計 件 数 は ,そ れ と対応 す る時
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　間 帯 の重 点 リソ ー ス の負 荷 と相 関 があ る事 が考 え られ る。 つ ま り前項

　 で選 定 した重 点 リソー ス は,こ こで は握 さ れ た処 理 件 数 と相 関 を もつ

　 リソ ース で な け れば な ら ないo

③ 　業 務 負 荷 と リソ ー ス負 荷 の対 応

　 　 前項 で は撮 した あ る一 定 の 業 務 ミッ クス下 で,各 時 間帯 ご とに・ そ

　 の 処理 件 数 と重 点 リソー ス の負 荷(実 測 値)を 対応 させ る と・ 図4-

　 14に 示 され る様 な グラ フが完 成 され る。 即 ち ハ ー ドウ ェア ・リソー

　 ス の負 荷 と トラ フ ィ ックの 回帰 分析 を行 う事 に ょ って,処 理 能 力 を推

　 定 しよ うとす る もの で あ る。

　 　 回帰 モ デ ル の パ ター ン と しては,

　　 ・一次回帰 　 Y-AX+C(姜=欝 遍 一スの鯛)

　 　 ・二 次 回帰 　 　 　 Y=AX2+BX+C

　 がi基本 的 な もの であ る。 い ずれ の 回帰 モ デ ル を使 用 す るか は,図4-

　 14に 示 され る線 型又 は非 線 型 の形 よ り判 断 す る必 要 があ る。

　 　 さら に,オ ン ライ ン ・トラ7ィ ック の 内訳 が一 定 で ない場 合 の 一 次

　 回帰 モ デ ル と しては,

-B∵D潔 鋤
の 基本 式 で示 され る もの を利 用 す る こ とに な ろ う。 い ず れ に して も最

も適 合 す る と思 わ れ る式 で代 入 す る こ とが 肝 要 で あ る。 式 を想 定 す る

と,得 ら れた実 測 値(リ ソー ス 負荷 と処理 件 数)を デ ー タ と して投 入

し,最 小 二 乗 法 に より回帰 式 を推定 す る。

　 得 られ た 回帰 式 よ り,最 大 処理 能 力 を推 定 す る もの であ る。 この場

合 リソー ス負 荷va対 して基 準値,例 えばCPU使 用 率 が90%の 時 と

い った 値 を代 入 して や るこ とに よ って,そ の 時 の最 大 処 理 件 数 が推定

され る。 これ は シ ステ ム構 成 及 び 業 務 形 態 の 実 行 下 にお け る値 で あ
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　　　　 図4-14　 CPU負 荷 と処理件 数の予測

　る。特 に① 式の様 な解 が得 られた時は,各 々の処理件数 の増加率 をさら

　 に加 味 す る 必要 があ ろ う。

(4)処 理 能 力 と レス ポン ス時 間

　 　 前項 で 求 め られ た 解 は,た だ 単 に処 理 能 力 だ け を求 め た もの で あ る。

　ナ ンラ イ ン ・シ ス テ ムの場 合 は レス ポ ンス時 間 を,パ ッチ ・シ ス テ ムの

　場 合 には,タ ーンアラウンド時 間 を加 味 して処理 能 力 を決 定 す る 必要 が あ

　 るo

　 　 レス ポ ンス 時 間 で考慮 してみ る と,通 常 レス ポ ンス 時 間 は 図4-15

　 に示 され る分布 を して い る。 即 ち単 位 時間 あ た りの 処理 量 が 増加 して も,

単

位

時

間

の
処
理

量

1　 2　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 平均 レスポンス時間(秒)

図4-15　 処理 量 と レス ポ ンス時 間 の 関 係
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　あ る一 定 の 点 まで は レス ポ ンス 時 間 に変 化 は あ ま りみ ら れ ない が,一 定

　件数 以 上 に な る と レス ポ ンス時 間 が急 激 に悪 化 して くる。 この時 の平 均

　 レス ポ ンス 時 間(ケ ー ス に よっ ては 全 件 数 の9割 の件 数 に対 して維 持 す

　 る レス ポ ン ス時 間)の 条 件 を設 定 す る事 に よっ て,処 理 量 の最 大 を求 め

　 る事 が で き る。 この 値 と前項 で求 め られ た処 理 能 力値 を対比 させ る事 が

　必要 で あ る。

　 　即 ち 前項 で得 られ た値 が,図4-15の 方 式 に よっ て得 られ る値 との差

　 が非 常 に大 きい場 合 は重 点 リソー ス の選 定 が正 しい か否 か十 分 吟 味す る

　必 要 があ る。

　 　 この 図4-15で 得 よ うとす る曲線 式 は,通 常 オ ン ラ イ ンの 過 負荷 テ ス

　 ト等 に よ る(一 種 の ベ ンチ マー ク ・テ ス ト)結 果 か ら得 られ よ う。 この

　方 法 で,ユ ーザ の サ ー ビス ・レベ ル を満足 す る条 件 が,前 項 で求 め た 回

　帰 式の リ ソ ース負 荷 の 上 限 値(評 価 基 準 値)と な って くる。 この 評 価 基

　準 値 が極 端 に低 くな ってい る場 合 は,シ ス テ ムの チ ュー ニ ン グ ・ポ イ ン

　 トが必 ずあ る事 を意 味 してい る。

(5)パ ッチ ・シ ス テ ムの場 合の 処理 能 力 の モデ ル

　 　 パ ッチ ・シ ス テ ム では,あ ら ゆ る形 態 の業 務 が種 々雑 多 に運用 され て

　 お り,一 定 の モ デル で とら える事 は,非 常 に困難 な場 合 が 多 い。 これ は,

　 オ ンライ ン処理 の場 合 と異 な って業 務 ミ ック スの変 動 が大 きい 事 に よる。

　 　 パ ッチ ・シス テ ムの場 合,そ の処 理 能 力 を重 点 リソー ス で 代 表 させ る

　 (一 般 にCPUが 多 い)事 が,モ デル と して解 りや す くな る。

　 　 CPUの 使 用率 で,パ ッチ 全 体 の ス ル ー プ ッ トを とら え る時,基 本 的

　 には,

T=AX十BY十C ②式

の 回帰 モ デル で とら え る事 が で き る。XはCPU負 荷 をあ げ る要 因(多

重 度,ペ ー ジ ン グ等)で あ り,YはCPU負 荷 をあ げ に く くす る要 因

(1/0系 の処 理 等 で,チ ャネ ル の負 荷 あ る いは1/Oの 発 進 レー ト)
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であ る。 即 ちCPUパ ウ ン ド型 の業 務 は ,　CPUを 上 限 値(100%)ま

で使用 す る事 が 可能 であ る が,1/0パ ウ ン ド型 の 処理 は ,そ'の 処 理 時

間 が1/0処 理 時 間 に費 さ れ,CPUを 上 限 まで 使 うこ とは 困難 であ る
。

さら にA,Bの 係 数 は,運 用 業 務 の業 務 ミ ック ス に よ って左 右 され
,通

常 業 務 ミッ クス に対 す る関数 で求 め られ る事 が 多い。 そ の場 合 あ る一 定

の業 務 ミッ クス 毎 に,そ の係 数 を求 め て お くこ とは 有意 義 であ る
。 例 え

ば・Aの 係 数 がX(多 重 度)の 定 数 と して み る時,CPUパ ウ ン ド型 の

業 務 ミック スの 場 合 の1多 重 当 りのCPU負 荷 と,1/Oパ ウ ン ド型 の

業 務 ミック スの場 合 の1多 重 当 りのCPU負 荷 とは 異 な るは ず であ る。

従 って,

　 　 A=f(R)　 　 　 (R=業 務 ミッ クス 比)

の 関数 と して持 つ 必 要 があ る。

　 この例 では,一 つ の基 本 式 で考 え た が,シ ステ ム の環 境 に よ っ ては重

点 リソ ー スは 多 くな り,諸 々の要 素 で組 み立 てる必要 があ る。 しか し簡

易 モ デル では,要 求 され る精 度 を満足 す る範 囲 で と どめ る必 要 があ る。

即 ち モ デル の精 度 を向上 す るために非常 な工数 と時 間 が 必要 と さ れる ため

で あ る。

　 こ こで述 べ て きた モ デル は,簡 易 モ デル と して の基 本 的 な考 え方 であ

る が,こ れ は ユ ー ザ の シス テ ム環 境 に よって異 な るの で ,そ の 環 境 に即

したモ デル を作 る事 が肝 要 であ る。 そ してオ ンラ イ ン処 理 の ケ ー ス と同

様 に・ 各 変 数 に上 限値(例 え ば多 重度)と 業 務 ミッ クス の 値(例 えば ピ

ー ク月 の業 務 ミ ッ クス で あ り
,1/Oレ ー ト等 の値)を 設 定 す る事 に よ

り処理 能 力 は と らえ ら れ る。

444　 システ ム の ラ イ フ ・サ イ ク ル分 析

　 　 　 4.4.3項 で得 ら れ る処理 能 力 値 に対 して,現 時 点 が どの位 置 に相 当 す る

　 　か は,実 測 デ ー タ を適用 す る事 に よ って 得 ら れ る。 む しろ,こ の 場 面 で 必
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要 とさ れ るの は,業 務 負 荷 の 予 測 であ る。 稼 動実 績 を業 務 別 に とら え て お

く事 に よ って,オ ン ラ イ ン処理 の場 合 は,処 理 件 数 を過去 の傾 向 と して と

ら え てお く事 に よっ て,最 大処理 件 数 に達 す るの はい つ の時点 か を予 測 で

き よ う。 これ が 機 器 の増 強計 画,レ ベ ル ・ア ップの 時 期 と結 び つい た予 測

に な ってい くo

445　 現 状 シ ステ ム の 改 善

　 　　現 状 シス テ ム に よ る 最 大 処 理 能 力 又 は レ ス ポ ン ス 時 間 の基 準 は4.4.

　 　 3項 で得 ら れ るが,そ れ が 必 ず しも,ハ ー ドウ ェ ア ・リソー スの能 力 を 十

　 　分 に発 揮 す る こ とに よ って得 られ た値 で ない場 合 は∴ 現 状 シ ス テ ム を改 善

　 　 して お く事 が 必要 で あ る。 即 ち,業 務負 荷 が 拡 大 す るに つ れ て,シ ステ ム

　 　の ウ ィー ク ・ポ イ ン トは 益 々顕 著 に な って くる。 従 っ て労 力の か か る事 後

　 　対策 よ り,事 前対 策 で十 分改 善 を し,シ ス テ ムの ライフ ・サイ クル を延 命 す

　 　 る様 に して お く必要 が あ る。即 ち 処理 能 力 の向 上,タ ー ンア ラ ウ ン ド時 間

　 　 の短縮 等 で あ る。

　 　　現 状 シ ステ ムの改 善 に つ い ては,数 多 くの 事 例 も為 さ れ てい るが,こ こ

　 　 では 基本 的 な もの を取 り上 げ てみ る。

　 　 (1)CPU負 荷 の 削 減

　 　　 　 CPUに 負 荷 を与 え る プ ロ グラム にっ い て は,そ れ 自身 のCPU

　 　　 TIMEの 使 わ れ方 の検 討 をす る必 要 があ る。 特 に オ ン ライ ン ・シ ステ

　 　　 ムの ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トウ ェア は,日 中数 時 間以 上 運 用 され てい

　 　　 るの が一 般 的 であ る。 こ うい った ソ フ トウ ェ アの 場合 は,CPU使 用 率

　 　　 を削 減 す る事 は,シ ステ ムの処 理 能 力 をさ ら に増 加 させ る事 に結 びつ き・

　 　　 その 効果 は 大 き い。 実 行 中の ソ フ トウ ェア のCPU　 TIMEを 削減 も し

　 　　 くは,そ の妥 当性 を検 証 す る事 は,プ ロ グラ ムが 効率 的 に作 られ て い る

　 　　 か ど うか の確 認 とそ うで な い場 合 の 改 善 であ る。

　 　　 　 プ ロ グラ ムの 効 率,特 にCPU　 TIMEの 削減 を図 る時 には,プ ログ
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図4-16 CPUイ ンス トラ クシ ョン 実 行 分 布(ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ よ り)



ラ ム 内 の ど の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ・ア ド レ ス の も の が,よ く実 行 さ れ て

い る か を 調 べ る 必 要 が あ る 。 イ ソ ス ト ラ ク シ 。 ン ・ア ド レ ス の 実 行 分 布

は,

　 　 　 ・ ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ

　 　 　 ・ ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ

　 　 　 ・OSで 提 供 さ れ る ト レ ー サ

等 で 容 易 に か つ 的 確 に は 撮 す る こ と が で き る 。 図4-16に 八 一 ド ウ

　 ェ ア ・モ ニ タ で 測 定 し た 例 を 示 す 。 通 常 「20%コ ー デ ィ.ソ グ ー80%

時 間 」 と 云 わ れ て い る 様 に,プ ロ グ ラ ム 全 体 の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 数 の

　 内,そ の20%の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン で,CPU　 TIMEの80%が 使 用

　 さ れ て い る ケ ー ス が 多 い 。 こ の 例 で も,全 体 の ア ド レ ス 範 囲(885KB

　 -HEXA　 ADDRESS=D8084)の 内,　 XIBFFC4}-XICOIFEI

　 の570バ イ トで,CPU　 TIMEの69.5%を 使 用 し て い る 。 こ の ア ド レ

　 ス 範 囲 に あ る ア セ ン ブ ラ ・レ ベ ル で の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン 数 は 約120

　 ～150ス テ ッ プ で あ り,コ ン ・パ イ ラ・・ レ ベ ル で は15～30ス テ ッ プ

　 程 度 と み ら れ る 。 従 っ て こ の ア ド レ ス に 相 当 す る プ ロ グ ラ ム ・ス テ ッ プ

　 の ロ ジ ッ ク を 徹 底 的 に 解 明 す る 事 に よ り,プ ロ グ ラ ム で 使 用 す るCPU

　 TIME　 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が,比 較 的 少 な い 工 数 で 可 能 に な ろ う。

　 　 評 価 ・改 善 の 前 提 は,そ れ に か け る 工 数 を 少 く し て,効 果 を 最 大 限 レピ

　 挙 げ る こ と で あ る 。

② 　 1/O系 の 改 善

　 　 1/O系 に つ い て は,チ ャ ネ ル,デ ィ ス ク ・コ ン ト ロ ー ラ ・ ア ィ ス ク

　 ・ユ ニ ッ ト間 の 負 荷 を バ ラ ン ス 化 さ せ る 事 が,先 ず 要 求 さ れ る こ と で あ

　 る 。 即 ち,各 リ ソ ー ス の 負 荷 が,特 定 デ バ イ ス に 集 中 す る と,そ の デ バ

　 イ ス を 使 用 す る ジ ョ ブ に 待 ち 行 列 が で き,タ ー ン ア ラ ウン ド時 間 や レ ス ポ

　 ソ ス 時 間 に 支 障 を き た す 様 に な る 。　 　 　 　 　 　 　 .

　 　 図4-17に 日 本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム 社 の ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ(RMF)
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図4-17 IBM RMF出 力 例



のDIRECT　 ACCESS　 DEVICE　 ACTIVITYレ ポー トを示す 。

この レポー トでは,各 デ ィス ク ・ユ ニ ッ ト単 位毎 に,待 ち行 列 の数 及 び

待 ち とな った原 因 が 出力 され る。 この レポ ー トか ら,ネ ック と な って い

る デ パ ィ ス を容 易 に判 別 で き る。

① デ ィ スク の使 用率 の改 善

　 　 デ ィス クの 使用 時 間 は,シ ー ク時 間,回 転 待 ち 時間,リ ー ド/ラ イ ト

　 時 間 に分 類 され るoそ の 中 で,特 に改 善 要素 の大 きい項 目は,シ ー ク

　 時 間 と回転 待 ち時 間 であ る。

　 ア.シ ー ク時 間

　 　 　 特 定 の デ ィス ク ・ユ ニ ッ トの シ ー ク ・ア ドレス をハ ー ドウ ェア ・

　 　 モ ニ タあ るい は ソ7ト ウ ェア ・モ ニ タ で測 定 す る こ とに よ って容 易

　 　 に,デ ィス ク ・ヘ ッ ドの動 き を完 全 に 測 定 で き る。 この例 を図4-

　 　 18に 示 す。 この例 では,VSR120と い うデ ィス クの 中 に97ア

　 　 イ ル あ り,そ の ア ロケー シ ョン ・レイ ア ウ トが① で示 され てい る。

　 　 この レイ ア ウ トに従 った時 の 平均 シ ー ク時 間 は29.9msecで あ る。9

　 　 7ア イル の ア ロケー シ ョンを,② で示 さ れ る配置 に した時,同 じ1

　 　 /Oを 行 うケ ー スで平 均 シ ー ク時 間 は17.7msecと な り,そ の場 合 の

　 　 改善 率 は40.8%に な る。 この例 で も解 る様 に,デ ィス ク ・フ ァイ ル

　 　 の ア ロケ ー シ ョンには,余 り注 意 が払 わ れ てい ない 場 合 が多 く,一

　 　 寸 と した事 が 大 き な効果 につ なが る。

　 イ 。 回転 待 ち時 間

　 　 　 デ ィス ク ・7ア イ ル を1/Oす る た め に,回 転 待 ち 時間 は無 視 で

　 　 き ない 時 間 で あ るが,比 較的 軽視 さ れ て い る傾 向 にあ る。 図4-19

　 　 に示 さ れ る よ うに,他 の デ ィス ク に よ って影 響 を受 け ない場 合 は,

　 　 1/2回 転 時 間 で,リ ー ド/ラ イ トが可 能 にな る が,チ ャ ネル,デ

　 　 ィスク・コ ン トロー ラ,デ ィス ク系 の パ ス等 各 々 の使 用 率 が高 くな る

　 　 につ れ て,こ の 回転 待 ち時 間 は,回 転 ロス が発生 す る た め に大 き く
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図4-18 デ ィスク ・シ ー ク 時 間 の 効 率 化 の た め の7ア イ ル ・ア ロケー シ ョン(ハ ー ドウ ェア ・モ ニタ に よ る)



な っ て く る 。

回

転　 　1/2回 転 時間
待
ち

時

間

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　チャネルの使用率　 　
20%　 　　　　　　40%　 　　　　　　60%

図4-19　 回 転待 ち時 間 とチ ャネ ル の 使 用 率 の関 係

⑳

●

　 この現 象 は ハ ー ドウ ェア ・モ ニ タ を使 っ て測定 す る こ とに よ って,

回 転 待 ち 時 間 と,チ ャネ ル,デ ィス ク ・コ ン トロー ラ等 の使 用率

が 得 ら れ,こ の 両 者 の 相 関 をみ る と,指 数 曲線 で示 さ れ る 関係 式 が

得 ら れ る◎ この モ デル を作 る事 は容 易 であ り,待 ち行 列 理 論 をそ の

ま ま適 用 で き よ う。 回 転 待 ち時 間 が大 き くな れ ば,ジ ョブの タ ー ソ

ア ラ ン ド時 間 も増加 す る(特 に1/0パ ゥ ソ ド型 の ジ ョブ)こ とに

な り,チ ャネ ル や デ ィス ク ・コ ン トロー ラの負 荷 の バ ラ ンス 化 には

注 意 を要 す る。 また,回 転 待 ち時 間 とチ ャネ ル の使 用 率 の 関 係 か ら,

適 切 なチ ャ ネ ル 使用 率 の基 準 を設定 す る こ と も可 能 で あ ろ う。

　 シ ス テ ム の予 測 とい う評 価 作 業 におい て,そ の た め に 必要 な情 報

は,ア カウ ン ト(ロ グ),ソ フ トウ ェア ・モ ニ タ,ハ ー ドウ ェア ・

モ ニ タの 活 用 に よ り十 分満 足 出来 る もの が 得 られ る。 も っ とも この

デー タ の活 用 とい う面 に お い て,個 々の場 面 で,ユ ー ザ の 環 境 を

代表 さ せ る モ デル 又 は シ ミ ュ レー シ ョン ・モ デル を作 成 す るか,あ

るい は利 用 してい くの が,現 状 で あ ろ う。 現 状 シ ス テ ム の改 善 では,

その シス テ ムの ボ トル ネ ック を探 し出す 事 が 重 要 で あ る。 これ ら

の作 業 に対 して一 般 的 な手 法 は あ って も,個 々 の場 面 に即応 す る汎

●

φ

一202一



用 性 のあ る手 法 は,現 在 みあ た らず,汎 用 シ ミ ュ レー タ の登 場 が ま

たれ る ところ であ る。
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稼 動 分 析 ・予 測 図 表

シ ス テ ム ・ ロ ー ド時 系 列 表

シ ス テ ム ・ ロ ー ド ・ グ ラ7

ジ ョ ブ別 集 計 表

端 末 機 別 利 用 状 況

ジ ョ ブ(ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ)プ ロ フ ァ イ ル

資 源 稼 動 状 況 集 計 表

資 源 稼 動 状 況 時 系 列 グ ラ7

キ ビ ア ッ ト ・ グ ラ7

ガ ン ト ・チ ャ ー ト

1/Oバ ラ ン ス ・ グ ラ7

メ モ リ ・ ア ク セ ス ・ グ ラ フ

キ ャ ッ シ ュ ・メ モ リ ・ヒ ッ ト 率,ペ ー ジ ン グ/ス ワ ッ ピ ン グ 回 数

デ ィ ス ク ・シ ー ク 頻 度

ア ィ ス ク ・ア ク セ ス ・ グ ラ フ

7ア イ ル ・ア ロ ケ ー シ ョ ン ・マ ッ プ

7ア イ ル ・ リ ス ト

待 ち 行 列 集 計

(参 考)　 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ・ ア ク セ ス 頻 度
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1.シ ス テ ム ロ ー ド時 系 列 表

日　 (月)　 別　稼　動　状　況
合計 平均事　　　項 内　　　　　　容

臼(月) 日明)

運　用　時　間 測　定　時　間

稼　動　時　間

ジ　.ブ 時 間 経　過　時　間

デ バ ッ グ時 間

C　PU時 間

1/O時 　 間

メモ リ使用 時間 ・

ジ,ブ ・ ジ ・ブ

ス テ　7　 プ 数

ペー ジング回数
ペー ジイン回数,

　 　 　 ペ ー ジア ウト回数

システ ム稼動率 稼動時間/運 用時間

CPU稼 動 率 CPU時 間/稼 動時間

1/0稼 動率 1/0時 間/運 用時間

メ モ リ稼動 率 メモリ使用時間/稼 動時間

デ パ7グ 率 .デバ7グ 時間/ジ ・ブ時間

ス ル ー プ,　 ト ジ.ブ 件数/稼 動時間

多　　重　　匿 ジ・フ'時間/稼 動時間

令

ψ

2.　 シ ス テ ム ・ ロ ー ド グ ラ フ

月　　日　 曜

(時 　 間　 帯)

シス テ ム

稼 動 率

C　 PU

稼 動 率

1/0

稼 動 率

メ　モ　リ

稼 動 率
多 重 度

、
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3.　 ジ ョブ別 集 計 表

■

●

ジ●ブ ・ジョブ

ス テ7プ 名

開始

時刻

終了

時刻

ジ ・ブ

時 　間

CPU

時　間

プロクラム

ーケ イ　ズ

ページング

回　 数

使 用 フ　ア イ ル.数 入　力
カード
枚　数

出　　　 力
優先度

磁　気
テー プ

磁 　気

ディスク

磁　気
ドラム

その他 計 ライン数 KLP数

(KWンKB)

4.　端末機 別利 用状 況

端末機番号 ユ ー ザ 名 応答回数 会話時間 CPU時 間
平　均

会話時間

　平　均

CPU時 間

'

6.プ ロ グ ラム実行 頻 度 集計 表

プ ログラム名
使用 頻 度

　 (回 数)

使用比率

　　 (%)

CPU時 間 CPU使 用

比率　 (%)

フbグラムサイズ

(K帆 〃KB)

一時記憶

装置常駐
(Y/N)
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5.ジ ョ ブ(ジ ョ ブ ス テ ッ プ)プ ロ7ァ イ ル

　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 ・　　 　 CPU時 間(時 分秒)

CPU時 間

ジ ョブ時 間

ジョブ時 間

(時 分秒)

ハ← ジング率

(回 数/秒)

使用 メモリ・サイズ

　 (KW/KB)

1/0時 間

ジョブ時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1/0時 間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (時 分秒)

　　 cm　1.　 1/0時 間のとれないものは,入 出力回数 ×平均入出力時間で換算する。

　　　 2.単 位は適宜設定することが可能である。

6.資 源 稼 動状 況集 計 表

勘 定 時 刻

鳴 分秒)

　　ぺ時分⇔)

ANY　 SYSTEM

RUN

CPU

8USY

CPU
　 BUSY

CHANN£L　 O C肌NNεL　 1
コン`o－ ル'

　　　 　ユニ,ト　 0

コント⇔一●・

　　　 ユニ,ト　 】

SP PP BUSY
DATA
TRANSFεR 8USY

DATA..
TRANSFER

BUSY DATA
　TRANSFεR

BUSY
D▲TA
†RANSFεR

'-

L苛

日気 テープ　 0 日気 テー プ　 1 田 気デ ィス タ　 0 磁 気デ4ス ク　 1 磁気 ド,■ 　 0 磁気ド,",

8USY
DA　TA
TRANSFER

8USY DATA
　TRANSFER

BUSY DATA
TRANSFER

BUSY
DA↑A
TRANSFER

BUSY DATA
TRANSF£R

8USY DATA
TRANSFεR

・

測 定 時 刻
備 分秒)

　 ～ 崎 分秒)

cpu

8USY

CPU
　 BUSY

CH冶NN£L　 O

　 BUSY

CHム ㎜L　 1

　　8USY

炉 ド.←ダ1力 〃 カード・バ方 今 その他装口

BUSY 枚数 BUSY
,インa
倣 数)

OUSY 敏活 8口SY 入出力註SP PP

.
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●

7

0
%

01

0

0
%

01

資源稼動状況時系列 グラ フ

0200　 0400　 0600　 0800　 1000　 1200　 1400　 1600　 1800　 2000　 2200　 2400　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→ 時 刻

年月 日

ANY　 SYSTEM　 RUN

CPU稼 動率

CPU　 SP稼 動率

CPU　 PP稼 動率

CPU/CH稼 動率

ANY

CHO

CH　 1

CH　 BUSY

稼 動率

稼動 率

:

デ ィス ク　 1稼 動 率

　　　　 :

MTユ ニット1稼 動 率

　　　　 :

8 キ ビ ア ッ ト ・ グ ラ7

CPU　 BUSY

CPU　 S'P

　BUSY

CPU　 PP

　 BUSY

CPU

WAIT

年月日　時分秒～時分秒

CPU　 ONLY

　 BUSY

CPU/CH

OVERLAP

BUSY

CH　 ONLY

　 BUSY

ATgY　 CH　 BUSY

の

(キ ビア ッ ト ・ グ ラ フの 記 入 例 一 パ タ.一 ン例)

ω　　STAR　 PATTERN (2)　CPU　 SAIL　 B()AT ③　　1/O　 WEDGE ㈹'WAIT　 LEG
●

理想的な稼動パターンを示して　 CPUに 負荷が多 くかか り.
いる。　　　　　　　　　　　　CPUパ ランドの状態を示す チャネルに負荷 がかか り,

1/0パ ラン ドの状態 を示 す

CPU.チfネ ルの稼動率が低 く

システ ム全体 としては ジロブ待 ち

の状態 を示す。
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9.　 ガ ン ト .チ ャ ー ト

年月日　時分秒～時分秒
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ー　
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ー　
　1

　-

1　

ー　
　ー

70

「

ー　

一

一

ー
　ー

　l

　I

　-

l　

l　

ー　
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Y

　
　
Y　U　U　　E　U　S　　S　S　SY　B　B　T　B　U　　U　U　US　　　　　　　　S　　　　　B　　B　　B　　BU　　P　　P　　Y　　HB　　S　　P　　S　　C

事

即

田

田

M

∴

田

田

田

C

　
　
C

　
　
C
　
　
A

　
　
A
　

C

　
　
C

　
　
C

　
　
C

ガ ン ト チ ャ ー トの 記 入 例

事 項 %
10　 20　 30 40 50　 60 70　 80 90　 100

CPU　 BUSY
'

ANY　 SYSTEM

ANY　 CH　 BUSY

CH　 l　 BUSY

　　　　 :

　　　　 :

　　　　 :

RUN

70

90

60

25

CPU　 ONLY CPU/CHオ ーバラップ

i
l

1

l

l
1

1

1

l

lCH
　　|

ONLY

CP耽 型1」

　牢　 　 一八 フッフ1

1

|
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10. 1/0バ ラ ン ス グ ラ7

"}　 一 マ寿'・ バ,ン ス,グ,7

CH●

BUSY

CH†

BUSY

CH・ 　島US了

CH・

　BUSY

② 　デ 司Xf・ パ,ン ス ・ク,フ

DISK.

BV .SY

DISK●

　 飢JS7

DSSK・

　 BUSY

CH4　 BVSY

DISK● 　 BUSV

年月日 時分秒～時分り 　'

CH`　 BUSY

CHt　 BUSY

CHs　 BUSY

11.メ モ リ ・ ア ク セ ス ・ グ ラ フ

DISK●

　BUSY

年月日 時分9～ 時分秒

D!SKI　 BUSV

n!SKt　 Bugy

DISK.　 BVSY

年月日 時分秒～時分秒
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12.キ ャ ッシ ュ ・メモ リ ・ヒ ッ ト 率,ペ ー ジ ン グ 回 数,ス ワ ッ ピ ン グ 回 数

年月日

時　 刻

(時 分秒)

　 MIPS

(命令 実 行 回数)

キャッシュ・メモリ・

ヒ ッ ト 回 数

(100万 回)

キャッシュ・メモリ・

ヒ　 ッ　 ト　 率

　 　 　 (%)

ペ ー ジング回数 スワッピング 回数

ペ ー ジ

イ　 　ン

ペ ー ジ

ア ウ ト

　 　 　 o
ス ワ ッ フ

イ　　　ン

　 　 　 ・
ス ワ ッ フ

ア　ウ　 ト

合　 計

平　 均

1・3.デ ィ ス ク ・ シ ー ク 頻 度

年 月 日　 時 分秒 ～ 時 分秒
パ シク毎/シ リンダ毎

フ ァ イ ル 名

シ リンダ/

　 トラ ッ ク

位 　置

ア ー ムの移 動

に　　よ　　る

シ ー ク 回 数

　 　 　 A

通 過

シリンダ数

　 　 　 B

アー ムの移 動

な　 　し　 　の

シ ー ク 回 数

　 　 　 C

平均通過
　 シリンダ数

B/A B/A十C

合　　　計

平　　　均

14.デ ィ ス ク ・ ア ク セ ス ・ グ ラ フ

年月日　時分秒～時分秒
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15.フ ァ イ ル ・ ア ロ ケ ー シ ョ ン ・ マ ッ プ

年月日　時分秒

　 　 　　 項 目

ファイル名　 　 　 .

フ ァ イル

作 成 日

(年月 日/

時 分秒)

ファイル構 成 ファ イル編 成
フ ァイル位 置

(EXTENT

　 　 も含 む)

ファイル ・

サ 　イ　 ズ

(ト ラック

　 　 数)

保 護
キー

(Y/N)

ファイル'

タ イ プ

レコー ド

形 　 式

ロ ジカル・

レコート長

(W/B)

フィジカル・

レコート長

(W〃B)

シリンダ

位 　 置

トラック

位 置

16.7ア イ ル ・ リ ス ト

　　　 (ブ ロ ッ キ ン グ ・7ア ク タ 集 計 表) 年月日　時分秒

　 　 　 　項 目

ファイル名

フ ァイ ル

作 成 日

(年月 日

　 時 分秒)

フ ァイ ル構 成 フ ァイル編成

ファイル
　 　 イ

媒　体
データ数
　 　 .

保護 キー

(Y/N)

フ ァイル ・

タ`イ 　 ブ

レコー ド

形 　 式

ロジカル ・

レコー ト長

(W/B)

フィジカル・

レロート長

(▽B)

一一 一

17.待 ち行 列 集計

(1}待 ち行 列

時　　分　　秒

入 カフェ～ズ 実　 行　 　フ　 ェ　 ー　 ズ 出力 フェー ズ

実 行待 ち行列長

(ジ ・ブ数)

CPU待 ち行列長

　 (タ ス ク数)

入出力待ち行列長(タスク数) 資源待ち行列長(タ スク数) 出力待ち行列長

(ジ ・プ数)
ラ」ヤネル待ち シーク回匿待 ち

ペ ー ジング/

スワ才ヒング待 ち
ソフ トウェア ・

リソース 待 ち

平　　　　　均
,

②　待ち時間

　　　 日

(時分秒～時分秒)

〈時　間　帯)

入 力フェーズ 実　行 　 フ　 ェ　 ー　 ズ 出 力 フェー ズ

実行待ち時間 CPU待 ち時間
入出力待ち

　　　　時間

資 源 待 ち 時 間

出力待ち時間ペ ー ジ ン グ/　 ソフトウェア・

スワワピング待ち　リソース待ち

、 時分秒 時分秒 時分秒

平　　垣 ,
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(参 考)

　イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ・ア ク セ ス 頻 度 年月 日　 時分秒～時分秒

命　　　　 令

命 令実行 時 間

(カタログ性能)

　 　 A

命令実行回数

(実 　　測)

　　 B

命令実行時 間
　 　 　 　 ・

C=A×B

.

合　　　　 計

平　　　　 均
普1 普2

xl　 MIPS=Million　 Instructions　 Per　 Second

+2　 AIET=Anerage　 Instruction　 Execution　 Time

－212一
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5.先 進 事 例

51　 先 進 事 例 の 概 要

　 　 コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの稼 動 分析 ・予測 に よる改 善 事例 につ い ては,今

　回 の調 査 の結 果,第 田部 表3-7の 通 り数 多 くの 改 善 事例 が 得 ら れた 。 そ の

　主 要 な もの は,次 の通 りで あ るo

　(1)ハ ー ドウ ェ ア に関 す る もの

　 　 oCPU間 の業 務 配 分,レ ベ ル ・ア ップに よるバ ラ ンス向 上,稼 動 時 間 の

　 　 　減 少

　 　 Oメ モ リ増 設 に よ る ペ ー ジ ン グの減 少,ス ル ー プ ッ ト,レ ス ポ ンス の改 善

　 　 oデ ィスク装 置 の 増 減 に よ る オ ペ レータ の省 力 化,チ ャネ ル ・ネ ックの

　 　 解 消

　 　。チ ャ不 ル ・コ ン トロー ラの ク ロス コール化 に よ る ジ ョブ実 行 時 間 の 減 少

　 　 o磁 気 テ ー プの 高 密 度 化 に よる7ア イ ル管理 の軽 減

　 　 oI/0構 成 の変 更 に よるス ル ー プ ッ ト向上

(2)　 ソ7ト ウ ェ ア に関 す る もの

　 　oOSの 改善(常 駐 化)に よる スル ー プ ッ ト向 上

　 　。 プ ロ グ ラム の改 良 に よる処理 時 間 の 短縮

　 　Oア 一 夕 ベ ース ・プ ロ グ ラムの バ ッ ファ ・サ イズ の最 適 化 に よる レス ポ ソ

　 　 ス 時 間 の 短 縮

　 　o特 定 ジ ョブの は 握 に よ る ス ケジ ュ ー リン グの改 善

β)運 用方 法 に 関す る もの

　 　Oオ ペ レー シ ョン の 自動 化 に よる オ ペ レー タ の削 減

　 Oオ ー ト ・スケ ジ=.・一 リン グに よ る スケ ジ ュー リン グの効 率 化

　 oデ ィス ク ・7ア イ ル の再 配 置 に よ る スル ー プ ッ ト,レ ス ポ ンス の 向上,

一213一



　 　 ペ ー ジ ン グ 減 少

　 。 ジ ョ ブ ・シ ー ク ェ ン ス の 自 動 管 理 に よ る 業 務 終 了 時 間 の 改 善

　 こ こ で は,ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ,ハ ー ド ウ ェ ア ・モ ニ タ,ベ ン チ マ ー ク ・

予 測 モ デ ル 等 に よ り,測 定 ・分 析 を 行 っ た プ ロ セ ス,結 果 に 関 す る も の を 紹

介 す る 。

●

■

52具 体的改善 例

521　 資 源稼 動 のバ ラ ンス 改 善例

　 　 　 A社 の シス テ ム は,各 部 門 に対 しTSSサ ー ビス を行 っ てい る。

　 　 　あ る 日の キ ビ ナ ッ ト ・グ ラ フのパ タ ー ン を見 る と,.図5-1の 通 りCPU

　 　 SAILBOAT型 で あ り,　CPU　 SPの 比 率 が 高 く な っ て い た 。(八 一

　 　 ドウ ェ ア ・モ ニタ に よる)

CPU　 BUSY

6言U,US

CPU
CPU　 ONL

SP　 BUSY

C
B

BUSY

CPU
WAIT

CH　 ONLY

CPU・CH　 OVERLAP
BUSY

唱

◆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ANY　 CH　 BUSY

　 　 　 　 　 　 　 　 図5-1　 キ ビア ッ ト ・グ ラ フの事 例

　 そ こで,メ モ リの ア クセス 頻 度,と くva　OSの モ ジ ュール 毎 の ア ク セ ス

頻 度 を見 る と,図5-2の 通 り,タ イ マ割込 処 理 及 び ク ロ ック処 理 の 頻 度

が著 しく高 くな っ て い たo
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　 　 　 　 　 　 　 　 図5-2　 メ モ リ ・ア ク セ ス 頻 度 の 事 例

　 こ の 結 果 か ら,タ イ ム ・ク オ ソ タ ム を 調 べ る と,500msecと 短 か く,こ

れ を 拡 大 す る こ と に よ りOSの オ ー バ ・ヘ ッ ド を 減 少 さ せ る こ と が で き,

キ ビ ア ッ ト ・ グ ラ フ をSTAR　 PATTERNに 近 づ け る こ と が 可 能 と な っ

たo

●

●

522　 ベ ン チ マー ク ・テ ス トによ るデ ィスク ・ボ リュームの 再配 置 例

　 　 (1)改 善 前 の機 器構 成

　 　　 　 B社 の シ ス テ ムは,次 の よ うな機 器構 成 であ る。

一215一



国国国 国

WTR

RDR

625a/1600　 BPI

1600冶00BPI

　 x6　 　　　　×6　　　　　×2　　　　　　×6　　　　　x4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 図5-3　 B社 の機 器 構 成

② 　評 価方 法

　 　 デ ィス ク ・ボ リュー ム の配 置 が適 正 で あ るか ど うか をみ るた め,次 の

　 よ うなジ ョ ブを抽 出 し,3多 重 処理 時 にお け る スル ー プ ッ トをア カ ウ ソ

　 ト(ロ グ)及 び ソ7ト ウ ェア ・モ ニタ で測 定 し,そ の 結果 を分 析 す る こ

　 と と したo

　 ・ク ラ スA　 CPUパ ウ ン ドジ ョブ 　 　 　8本

　 ・クラ スB　 DUMPの 繰 り返 し

　 ・ク ラスC　 I/Oパ ウ ン ドジ ョブ 　 　 　8本

β、 測 定分 析 結 果

　 　 第1回 目の測 定 結 果 は,次 の 通 りで あ る。

　 　 ・エ ラ プ ス時 間 　 　 　 　 　 59分53秒

　 　 ・CPU使 用 率 　 　 　 　 　 　 75.46%

　 　 ・実 行 ジ ョブ数 　 　 　 　 　 　 19本

　 　 ・実 行 時 間/1ジ ョ.ブ　 　 　 189秒

一216一
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　 CPUと チ ャ ネ ル の オ ー バ ラ ッ プ の 状 況 を み る と,図5-4の 通 り,

CPU　 BUSY　 75.4%,ANY　 CH　 BUSY　 60%の う ち,45%が

CPUと チ ャ ネ ル の オ ー バ ラ ッ プ が あ り,と くに 問 題 と は 考 え ら れ な か

たo

　 CPU　 BUSY　 を 時 系 列 で み る と,図5-5の 通 り,19時32分

か ら 大 幅 に 使 用 率 が 低 く な っ て い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CPU　BUSY

CPU

CPU　 PP

BUSY

7547笥
U　 SP

USY
CPU ONL

BUSY

30弓

　　 傷7
4.33 1.14 454 CPU

ov

144 B

24.53%

'

60傷
WAIT CH ONLY

BUSY

CPU'CH

OVERLAP

　 BUSY

フラグ●ト

Hc
☆

W
珊

A

ツアビキの社B4一5図

●

●

　 そ こで,問 題 の 時 間 帯 で あ る19時32分 以 降 を再 度 レポ ー ト出力 し,

CPU使 用 率 低 下 の 原 因 を明 らか に す る こ とと した。

　 論理 チ ャネ ル と デバ イ スの 使用 率 をみ る と,図5-6の 通 り,論 理 チ

ャネ ル3,5の 元 にあ るア ドレス311の デ ィス クの 使 用 率 が84 .62%,

待 ち率80%と 他 の チ ャネ ル及 び装 置 の 使用 率,待 ち率 に比べ群 を抜いてい

るo

　他 に待 率 の大 きい チ ャネ ル 及び 装 置 が ない の で,CPU使 用 率 を下 げ

たの は この デバ イ ス と判断 し対 策 を考 えた。
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　 また,機 器 構 成図 上 で そ れ ぞれ の 資 源 の 使 用率 を示 す と,図5-7の

通 りであ る。

各バスの

チャネル便用星

チ'ネ ル使 用箪　 　 　・7S9　 21.202305
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図5-7　 B社 の 各 資 源 の 使 用 率 図(19時32分 以 降)

(4)対 　 　策

　 　 そ こで対 策 と して以 下 の点 に考 慮 した。

　 ① ア ドレス311に 負荷 が集 中 したの は,1/Oロ ー ド ・バ ラ ンス の ・

　 　 ジ ック が逆 作用 し,負 荷 の 少 ない パ ス と見 られ,一 時 的 に デ ータ'セ

　 　 ッ トが多 く割 り付 け ら れた。(図5-8参 照)す なわ ち,論 理 チ ャネ

　 　 ル3,5系 には,デ ィス ク ・パ ック が1つ しか ない た め,チ ャネル 使

　 　 用 率 が小 さ くな り,負 荷 見積 りの 指標 計算 の値 が,他 の公 用,記 憶 ボ
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　　1/60一 ドパ,ン スの アル ゴ リズ ムに,負 荷 の低い

　メ ス釦 よび銭置 とみ られ.他 に比べ て多 《の一 時 的'デ
ー'セ,ト が創 力付け られ た.

.

図5-8 B社 の1/Oロ ー ド ・バ ラ ン ス



　 　 リュー ム の負荷 見 積 り値 よ り小 さ くな った た め で あ る。

②1/0ロ ー ド ・パ ラ ソス を考 え て,各 チ ャネ ル の下 の装 置 数 が均 等

　 　に な る よ うに配 置 す る。

　③ チ ャネ ル5は ・MTとDPに 接 続 してい る が,サ71チ ャ ネ ル のモ ー

　 　 ドがシ ェ ア と ア ンシ ェ ア とい うよ うに異 な る こ と及 びMTの 負 荷 が高

　 　いの で 論理 チ ャネ ル3,5の パ スは 使 用 しない。

　④DPのSCSBP1とSCSBP2は,ユ ーザ ・デー タ,ユ ーザ ・プ ロ

　 　 グラ ム があ り負 荷 が 高 い。 した が って この ス ト リング には,余 り多 く

　 　の作 業用 パ ック を割 り付 け ない。

(5)改 善 の実 施

　 　以 上 の点 を考 慮 して,次 の よ うに デ ィス ク ・ボ リュー ムの 再配 置 を行

　 っ てそ の結 果 を測 定 した 。 そ の 結果 は 図5--9に 示 す通 りで あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2141　 i2.E3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.OO　 2Z　19.1305　 35SS

'チ
」一二 ング後 の各 バスの便用 率

B　B　 　 B　B　 　 　 B　 　 　 　 BM

B3615　 210

10.00

DPC

?.22

DPC

DPXA　 　 　DPXA

⑧

DPC

DPCA

1　 　 '
L^一 一一一■

　 　 1

27.19

DPC

WO　 '09

　 08

14.19

DPC

1　3.O　「J 12」63

DPXA　 　 DDPXA

:蓮/:1

・⑳1…1::

@s

MTC

SC　 P2

C　 Pl

148

149

蕊
蜴

図5-9　 B社 の ディ スク 再 配 置 図
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アカ ウ ン ト(ロ グ)で み る と,再 配置 後 の状 況 は 次 の通 りであ る。

・エ ラ プ ス時間 　 　 　 　 　 　 59分55(53)秒

・CPU使 用 率　　　　 　　　53 .96(75.46)%

・実 行 ジ ョブ数 　 　 　 　 　 　25(19)本

・実 行 時間/1ジ ョブ数 『　 144(189)秒

　㊥(　 )内 は,再 配 置前 の 状 況

　キ ビァ ッ ト ・グラ7は,次 の通 りであ る。

CPU　 SP

　 BUSY

CPU　 PP

　 BUSY

CPU　 WAIT

CPU

　 %

9397

BUSY

CPU　 ONLY

　 BUSY

CPU・CH

OVERLAP

BUSY

CH　 ONLY

BUSY

ANY　 CH　 BUSY

●

図5-10 B社 の デ ィスク ・ボ リ ュ ー ム 再 配 置 後

の キ ビ ア ッ ト ・ グ ラ フ

また,CPU使 用率 の 時系 列 図 は,次 の通 りであ る。
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図5-11
'B社 の デ ィ ス ク ・ボ リュー ム再配 置 後 のCPU使 用 率 時 系列 図
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523　 オ ン ライ ン ・シ ステ ム の 処 理能 力 の拡 大

　 　 (1)経 　 　緯

　 　 　 　 この事 例 では,あ る研 究 機 関の オ ンラ イ ン ・シス テ ム の改 善 事 例 を み

　 　 　 て み る。 この シ ス テ ムは,図5-12に 示 され る機 器 構 成 を して お り,

　 　 　 この シス テ ムで研 究 部 門 が技 術 文 献,論 文 等 の情 報検 索 を行 っ てい た。

メモ リ

(256KB)

11/50

　 　 (256KB)

DISK

5台

/欄

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図5-12　 シ ス テ ム構 成

　 この 時点 で文 献 情 報 及 び技 術 論 文 情 報 を利 用 す るの は,社 内 の み で あ っ

　 た が,そ の 後 関 係 団体 とその 情 報 を共 同利 用 す る こ とが計 画 され た。 現

　在 での処 理 件 数 は360件/時 間(ピ ー ク時)で あ った が,共 同利 用 後 は

　 約1.5倍 に処理 件 数 が増 加 す る事 が予想 さ れ てい た。

　 　そ こで予 想 され る処 理 件数 に対 して,現 在 の シス テ ム構 成 で処理 が 可

　能 か否 か を確 認 す る と共 に,不 可 能 な場 合 は その方 策 を立 案 す る事 であ

　 ったo

② 　評 価 方 法

　 　上 記の テ ー マ に対 して,現 状 シス テ ム の負 荷 は握 と して,

　① ハー ドウ ェア ・モ ニ タ

　 　 　 シ ス テ ム ・ リソー スの負 荷 を時 系列 に とら える。

　② ロ グ解 析 ソ7ト ウ ェア

　 　 　 オ ン ラ イ ン ・ログの 解析 に よ っ て,業 務 負荷 をと ら え る。
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　 　の二 種 類 の ソー ル を利 用 して行 った。

　 　 現 状 シ ス テ ム の リソ ー ス負 荷 のは 握 と して は,図5-13に み られ

　 　 る様 に,本 番 測 定 と ラ ッ シ ュ ・テ ス ト(高 負 荷 測 定)に 分 け て行 った 。

　　　　　　　　　一 　 {iii欝:　一
　 　現状システム

　 　 の測 定 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・多数 の デ ータの 発 生 に よ り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 過負 荷 状 態 で の 状 況 は握

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラッシュ ・テス ト… … …　 ・シス テ ム ・ネック の発 見

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・端 末 増 加 と処 理 能 力 の 関 連

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・シ ス テ ム 内待 ち時 間 特 性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図5-13　 測 定 パ タ ー ン

　 　 回線 関係 につい ては,デ ー タ量 が 少 い事 か ら,こ の プ ロ ジ ェ ク トで は 除

　 外 し,ホ スト・システム の 処 理 能 力 に注 目 した。

(3、 測 定 ・分 析 結 果

　 　 本番 測 定 に よる ピー ク 時,ラ ッシ ュ ・テ ス トに よる過 負 荷 の状 態 では,・

　典 型 的 なCPUパ ウ ン ドの シス テ ムで あ る事 が確 認 さ れ た(表5-1参

　 照)o

　 　 　 　表5-1　 ナ ン ライ ン ・ピー ク 時主 要 リソー ス の 負 荷

リ　　ソ　　ー　　ス 負　　 荷　㈲

C　 P　 U

T　 　O　 　T　 A　 　L 80.2

コ　 ソ 　 　ト　 ロ　 ー 　 ラ 53.4

業　　務　　処　　理 26.8

UNIBUS
T　 O　 　T　 A　 　L 720

メ　モ リ　・ア ク セ ス

に　よ　 る　占 有 率
60.1

DISK 10.8%
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　 　 CPUとUNIBUS(1/0チ ャネル)を 比較 す る と,同 程 度 に高 負 荷

　 を示 しては い る が,UNIBPSの 占有負 荷 の内,約87%が メ モ リ ・ア

　 クセ ス に よる使 用 時 間 であ る。 従 っ てUNIBUSの 高負 荷 は通 常 の デー

　 タ転 送 に よ る もの で は な く,CPUの 高 負 荷 に伴 っ てメ モ リ ・ア クセ ス

　 頻 度 が 高 くな った た め であ るo　 　 　 　 、

　 　 この測 定 結果 か らCPUの 能 力 に,ホ ス ト ・シス テ ムの処 理 能 力 が左

　 右 され てい る事 が解 り,方 策 と してはCPUの レベ ル ・ア ップ も し くは,

　 CPU負 荷 の 大幅 な 削減 が 要 求 され る。

④ 　 CPU負 荷 の分 析

　 　現 在 のCPU負 荷 と,処 理 件 数 を対 比 して処理 能 力 を回帰 式 に よ り推

　足 す る と,図5-14の 様 に,440件/時 が限 界 処理 能 力 とみ ら れ る。

◆

●

CPU

負 荷

　 %)

100

0

0

8

7

0

0

0

0

0

⊂」

4

3

2

1

100

図5-14

　 200　　　　　　300　　　360　　　440

処 理 件 数(H)

CPU負 荷 と処理 件 数の 推 定

この ま まの状 態 で は,共 同利 用 後 の 推定 件 数600件/時 は 不 可 能 で あ る。

従 ってCPU負 荷 をハ ー ドウェ ア ・モ ニタ の結 果 か ら,削 減 出来 る可 能

性 を検 討 した。

① 　 CPU負 荷 の 内 訳

　 　 CPU時 間 の 内 訳 をみ て み る と 下 記 の 点 が確 認 さ れた。
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イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン の 実 行

イ ンス トラ クシ ョンの 実行 の ため に　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }

必 要 な メ モ リ ・ア ク セス

30%

70%

　即 ち,CPU時 間 の70%は,メ モ リに対 す る ア クセ ス待 ち であ り・

　メ モ リ ・ス ピ ー ドとC.PUの 内 部 速 度 との バ ラ ンス が,と れ てい ない。

　 また,前 述 した様 に,UNIBUSの 高 負 荷 も,メ モ リ ・ア クセ ス時 間 が'

　 大 きい事 に原 因 して お り,1/Oデ バ イス に対 す る待 ち が発生 し易 い 。

　 　 現在 の メ モ リは,コ ア ・メ モ リであ る が,全 て高 速 メ モ リに変 え る

　事 は 出来 ず,メ イ ン ・メ モ リの先 頭 ア ドレス か らバ イ ポー ラ ・メ モ リ

　 (約3倍 の ス ピー ド)に,32KBだ け変 換 す る事 が 可能 で あ った。

　 従 って,バ イ ポー ラ ・メ モ リを適 用 した時 実 際 の効 果 を予 測 す る必 要

　 があ る。

② メ モ リ ・ア クセ ス頻 度 の 測 定

　 　 ハ ー ドウ ェア ・モ ニ タ に よ り,メ モ リに対 す る ア ドレス別 の ア クセ

　 ス頻 度 を測 定 して み る と,図5-15の 結果 が得 られ てい る。

?

、

アトレス 0　 　20　 　30　 　40　 50 (㊨
　　0

32K

ζ
「

(29争)

2KB
(コントローラ)

戊

256K

(67%)

)

(業 務処理系)

『

(33弓)

　 ●

◆

合

図5-15　 メ モ リ ・ア ク セ ス 頻 度
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　 　 コ ン ト ロ ー ラ 領 域 で 全 体 の67%を 占 め,先 頭 ア ド レ ス か ら32KB

　 の 範 囲 内 で は61%の 参 照 頻 度 と な っ て い る 。 従 っ て バ イ ポ ー ラ ・メ

　 　 モ リ を 適 用 し た 場 合,CPU負 荷 は,ピ ー ク 時 の80%か ら58%に

　 　 な る と 予 測 さ れ た 。

　 　 80%一(80%×61%×67%)一(80%×61%×67%×30%)==58%

　　　　　　(♀莞 蔓㌶)・ メ手1㌫比)　 　 　 ・メ難,・J[).

　 　 従 っ てバ イ ポ ー ラ ・メ モ リの導 入(32KB)に よっ て,処 理 能 力

　 　は38%ア ップす る もの と思 わ れ た。

　 　 　同様 にUNIBUSの 負荷 も ピー ク時72%の 占有 率 を示 してい るが,

　 高 速 メモ リの 導 入 に よ り,48%程 度 の負 荷 に な る と推 定 さ れ,太 き

　 　な効果 があ る と考 え られ たo

　 　 　図5-15の メ モ リ ・アク セ ス頻 度 図 か らCPUの 約3割 を使 って

　 　い るの は,コ ン トロー ラ内 の2KBの モ ジ ュー ル(デ ィス パ ッチ ャ)

　 　であ る事 も判 明 した。 この シ ステ ム の ソ7ト ウ ェ アは,自 前 で 開発 し

　 　た もの で あ り,そ の ロジ ッ ク をみ てみ る と,走 向 ス テ ップの6割 で同

　 　じ機 能 が果 し得 る こと も判 明 した。 この ロジ ック変 更 に よ り,全 体 の

　 　 CPU負 荷 が12%減 少 す る と推 定 で き,前 者 の メモ リの高 速 化 に よ

　 　る効果 と共 に み る と,処 理 能 力は 約1.5倍 に な る とみ られた 。

6)改 善 の 実 施

　 　 この評 価 時 点 に お い ては,他 の デ ィス ク負 荷 の バ ランス 等 も考 え ら れ

　 た が,工 数/効 果 の点 にお い て余 り期 待 で き ない ため,先 に述 べ た2点

　 につ い て,早 急 に 改善 を実 施 した。

　 　改 善 後,処 理 件 数 とCPU負 荷 の相 関 をみ てみ る と図5-16の 様 な　 o

　 結果 が 得 ら れたo

　 　 実 際 の効 果 は,当 初 予想 した よ り大 き く2.1倍 の処 理 能 力 に な って お

　 り,上 記2点 の改 善 が他 の点 に も相乗 効果(特 にUNIBUSの 低 負荷 に

　 よ る1/O関 係 の改 善 と思 われ る)を 持 た ら した と思 われ る。
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　 　 　 　 　 　 　 　 440件 　 　 　 　 　 　 　 930件

　 　 　 　 　 　 　 　 　処 理 件　数

図5-16　 CPU負 荷 と処理 件 数 の改 善 前後 の 推移

　当 初 上 位 レ ベ ル のCPU導 入 を危 惧 した こ とは,全 くな くな り,改 善

後 は現 在 の シ ス テ ム構 成 で,改 善 前 よ りレス ポ ンス時 間 も大 幅 に削 減 さ

れ た との現 場 か ら の報 告 も受 け てい る。
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6.用 語 ・概 念 の 解 説

61　 概 　 　要

　 　 本 編 に お い て使用 して い る用語 につ い ては,資 料の 通 りで あ る。

　 　 この節 では,と くに稼 動 分 析 ・予 測 を行 う上 で重 要 と考 え ら れ る事 項 につ

　 い てそ の概 念 の 解説 を行 う。

　 　 メー カ に よっ ては,ナ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テム の設 計 思想 に よ り,ツ ー

　 ル上 の概 念 の ち がい が見 られ,こ れ をす べ て網 羅 す る ことは で き ない が,代

　 表 的事 例 を と りあ げ て紹 介 す る こ ととす る。

　 　 そ の主 な内容 は,次 の通 りで あ る。・

　 (1)稼 動 時 間 に 関す る もの

　 　 　 これ は,主 と して アカ ウ ン ト(ロ グ)に よ りシス テ ムの 時 系 列 的 な基 礎

　 　 指 標 と して収集,蓄 積,分 析 す る もの であ る。

　 ② 　多重 度 に関 す る もの

　 　 　 これ は,主 と して アカ ウ ン ト(ロ グ)に よ りジ ョブの処理 状 況 を ど うみ

　 　 る か とい うもの であ るo

　 (3)　 CPU使 用 率 に関 す る もの　 　 　 　 　 　 　 　・

　 　 　 これ は,主 と してCPUの 使 用 率 に関 し,ア カ ウ ン ト(ロ グ)と ソ フ ト

　 　 ウ ェ ア ・モ ニ タ,ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タに よる収 集 範 囲の ち が い とCPU

　 　 使 用 率 の ユ ー ザ ・モ ー ドとシ ス テ ム ・モ ー ドの ち が い を明 らか にす る もの

　 　 で あ る。

　 ④ 　 ター ン アラ ウ ン ド時 間,レ ス ポ ンス時 間,ス ル'一プ ッ トに 関 す る もの

　 　 　 これ は,主 と して コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの能 力指 標 あ る い は ユ ー ザ の

　 　 満 足 度 を表 わ す指 標 と して使 用 され る もの であ る。
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62解 　 　説

621　 稼 動 時間 に関 す る もの

　　 稼 動 時 間 に関 す る もの と しては,運 用 時間(測 定 時間),稼 動 時 間,空 き

　 時 間,ジ ョブ時 間,待 ち 時 間,CPU時 間,1/O時 間,メ モ リ使 用 時 間 等

　 が挙 げ ら れ るo

　　 FACOMのOSH/VSに よる稼 動 時 間 の 概 念 は,次 の通 りで あ る。

　 　 　 　 BLOG　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ELOG　 　 　 　 　 指令投入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指令投入

空き時間

IN.C　 　　　　　　　　　　　　　　　　　IN.C

　 　 　 JOBA
　 　 Iジfiプ ・ステップ1　TIジ 自ブ・ステップ2T

処 理時 間
(稼動)

測 定時 間

　 (運 用)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囲 　IN'C　 　イン ・コン トロー ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 OUT・C　 ア ウ ト・コン トロー ル

図6-1　 稼動(処 理)時 間の概念　　　　　1　　　 イニシエータ
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 T　 　　　ター ミネータ

① 測 定(運 用)時 間

　　 測 定(運 用)時 間 とは,BLOG(測 定 開 始指 令)投 入 か ら,ELOG(測

　'定停 止 指 令)投 入 までの 時 間 をい う。

② 　空 き時 間
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　 　空 き時間 とは,測 定(運 用)時 間 中 に ジ ョブが実 行 され てい ない 時 間

　 また は そ の総 和 で あ る(イ ン ・コントロール,ア ウ ト・コ ン トロー ル もジ ョ

　 ブに含む 。)。

③ 処理(稼 動)時 間

　 　処理(稼 動)時 間 とは,測 定 時 間 か ら空 き時 間 の総 和 を引 い た残 りの

　 時 間 であ る。

④ ジ 。ブ(エ ラ プ ス)時 間

　 　 ジ ョブ(エ ラ プ ス)時 間 とは,各 ジ ョブ内 の ジ ョブ ・ステップ 時 間 の総

　 和 であ る。 この場 合,イ ン ・コ ン トロー ル,ア ウ ト ・コ ン トロー ル の 時

　 間 は 含 まれ ない。

⑤ 　 ジ ョブ ・ステップ 時 間

　 　 ジ ョブ ・ステ ッ プ 時間 とは,ジ ョ ブ ・ステップの 開始 時 刻 か ら終 了 時刻 ま

　 での 時 間 をい う。

　 　 この場 合 イ ニ シ エー タ,タ ー ミネ ー タ の時 間 を含 む。

　 　 なお,ジ ョブの実 行 に関 す る概 念 は,図6-2の 通 りで あ る。

IN.c
(STACK)

－

Jon　 　　　　　　　JOB　 ST¢P
INITIATOR　 　 　　 　 :NZTIATOR

プ●',凸 の実行

(昆瓢)

R呂▲DY時 間

(ノ モリ)

JOB　 STEP　 　　JOB　 　 　　OUT・C
TERMlN▲TOR　 　　TERMlNATOR(80UT)
　 　 　 　 　 　 　 一

　 　 　 　 　 　 　図6-2　 ジ ョブの 実行 の概 念図

饅 　イ ニ シ エー タ 時 間 には,1/0待 ち な どは含 まれ ない。Ready(メ

　 モ リ)時 間 には 応 答 待 ち,ロ ー ル ア ウ トな どは 含 まれ ない。
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ACOS-4のSMFで は,次 の よ う に 定 義 さ れ て い る 。

システム
初期設定

　 1

シャット

ダ ウ ン

　1

　 　 　 　 　 　 　 　 図6-3　 運用 時間 等 の概 念 図

① 運 用(測 定)時 間

　 　 運 用(測 定)時 間 とは,シ ス テ ムの 初期 設定 か ら シ ス テ ムの停 止 まで

　 の 時間 の 総和 を い う。

② 　実稼 動 時 間

　 　 実 稼 動 時 間 とは,イ ンプッ ト・リー ダ,ア ウ トプット ・ライ タ及 び ジ ョブ

　 の うち,少 くと も一 つ が 実行 して い た時 間 の総 和 をい う。

③ ジ ョ ブ稼動(ジ ョブ)時 間

　 　 ジ ョブ稼 動(ジ ョ ブ)時 間 とは,少 くと も一 つ の ジ ョ ブが実 行 してい

　 た時 間 の総 和 をい う。

　 この よ うに 見 て くる と,FACOM系,　 ACOS系 と も用 語 は 異 なって も,

概 念 は 同一 であ る とい え る。
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622　 多 重 度 に 関す る も の

　 　 　 多重 度 に関 す る もの と しては,ジ ョブが何 多重 で 実 行 さ れ てい るか を知

　 　 るた め の もの で概 念 的 には,次 の 通 りで あ る。

JOB A　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 JOB　 D

←1多 重 ・`

JOB　 B

(1多 重 ・

JOB　 E

2多 重

JOB　 C

・`3多 重 ・̀ 2多 重 ,,2多 重, ・2多 重 →

　　　　　　　　　 図6-4　 多重処理 の概 念

　 FACOM　 OS皿/VSで は,多 重 度の種類 として次の もの を収 集する こ

とができる。

① メモ リ多重度

　　 ジ ョブが実行 している時間(処 理時間)に 対 して,メ モ リ上 では平 均

　何 多重 で実 行 され てい るかを表 わ し,次 の式 に より求め られる。

　　　　　　　　　　　 メ モ リ時 間　　　
メモ リ多重 度=

　　　　　　　　　　　処 理 時 間

② 　ジ ョブ多重度

　　 ジ ョブが実行 してい る時間に対 して,ジ 。ブは平均 何 多重 で実行 され

　 てい るか を表わ し,次 の式 により求 められ る。

　　　　　　　　　　　 ジ ョ ブ 時 間　　　 ジ
ョブ多重度=

　　　　　　　　　　　処 理 時 間

③ 　運用多重度

　　 運用時間帯でジ ョブが何 多重 で運用 され ていたか を表 わ し,次 の式で

　 求め られ る。

　　　　　　　　　　 ジ ・ブ 時 間　　　 運用多重度=

　　　　　　　　　　 運 用 時 間
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④ アウ ト ・コ ン トロール 多重 度

　 　 運 用 時 間 中 に アウ ト・コン トロー ル が何 多重 で 運 用 され てい るか を表 わ

　 し,次 の 式 で求 め られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　アウト・コントロール時間
　 　 　 アウト・コン トロール多重度=　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

アウト・コントロール実稼動時間

⑤ ア ウ ト'コ ン ト ロー ル運 用 多重 度

　 　 運用 時 間 に 対 す る ア ウ ト ・コン トロール 時 間 の割 合 を表 わ し,次 の 式

　 で求 め られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　アウ ト・コン トロール 時間　 　 　
アウト・コントロール運用 多重度=

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運 用 時 間

　　ACOS-4に 関 して も同様 に,次 の ような多重度 をは撮す る ことが

　 できる。

① 運用 中の ジ ョブ多重度

　　運用時間 中にジ ョブが平均何 多重 で運用 されていたか を表わ し,次 の

　式 に より求 められ る。

　　　　　　　　　　　　　　　 ジ ョブ経過 時間　　　
運用 中の ジ ョブ多重 度=

　　　 　　　　　　　　　　　　 運 用 時 間

② ジョブ稼動 中のジ ョブ多重度

　　 ジ ョブ稼動 時間 中にジ ョブが平均何多重 で実行され ていたかを表 わ し,

　 次の式 によって求め られる。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　 ジョブ経過時間

③

ジ ョブ稼 動 中 の ジ ョブ 多重 度=

ア ウ トプ ッ ト ・ラ イ タ多重 度

ジ ョブ稼 動 時 間

　運 用 時 間 中 に ア ウ トプ ッ ト ・ラ イ タ が平 均 何 多重 で実 行 さ れ てい た か

を表 わ し,次 式 に よっ て求 め られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　アウトプット・ライタの経過時間　
アウトプット・ライタ多重度=　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 運 用 時 間
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623　 CPU使 用 率 に 関 す る も の

　 　 　 CPUの 使 用 率 に 関 し て は,ア カ ウ ン ト(ロ グ),ハ ー ド ウ ェ ア'モ ニ

　 　 タ,ソ7ト ウ ェ ア ・モ ニ タ な ど ツ ー ル に よ り,収 集 す る 範 囲 が 異 な っ て い

　 　 るo
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　 　 　 FACOM　 OSN/F4の 例 で み る と,次 の 通 り ハ ー ドウ ェ ア ・モ ニ タ,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　ひ

　 　 ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ に よ り,ス ー パ バ イ ザ ・モ ー ド・ プ ロ ブ レ ム'モ ー

　 　 ド,シ ス テ ム ・ス ペ ー ス,ユ ー ザ ・ス ペ ー ス の ち が い が あ り,ま た ア カ ゥ

　 　 ン ト(ロ グ)のCPU時 間 の 範 囲 と も ち が っ て い るo

●

怜

PDL

マスタ獄ケジューラ

///////・
　　　 ,　　 　 　　 　 　　 　　 　 　 SMFの ユーザ

　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 CPU時 間

客 間]嬉:一 ラ・
分//ラ/〃

　 　 　 .

PI)L

システ ム久 ベ ース

、 ＼　　＼ ＼ ＼ 、

,

//.!././/ノ N　 　　　　　　ト
`　　　　　 人

　　　　　 ト
　 　 　 　 　 い

]

こ

ご

こ

ご

こ

、s
」

//

/
/
//

VT▲d・

ニ
ノ

　l
JES空 間

賠 ≧分譲
＼ ラムに制御を1＼ 渡す 前のイ

ニ

＼ シ ェ一夕客間
、`　、

/〃/ ///ー ノ,い'、'、'、'、 ←'ぺ ＼ 謬 空赴
　 　 　 　 　 臥

TSS　 　 ト

ニ1ド惜
サ ー ビス・ 》

ルーチン9

　　　　　 ト
　 　 　 　 　 人
　 　 　 　 　 '

　 　 　 .

PDL

ユ ーザ ス ペ ース

〃//// ＼＼ ＼＼ ＼＼

〃/
SVC

ル ーチ ン

ニ

ニ
ノ

ア クセ ス ・

　 　 メ ン ツ.ド
/

フ

フ
/

z
'

　　　z '
/SVCル ーチン

　 SWAP処 理
二

二

ユーザ の

問題プoグ ラム

㌘ 、/ ＼＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼＼＼ ＼

/2 卜＼＼＼＼＼＼＼"＼ ＼＼＼＼＼

ド当1二;=-l
　 　 　 　 　 PSWの ピッ トて手`淀

図6-5　 CPU時 間 の 内訳

　 ACOS-4で 計 測 され るCPU時 間 につ い て は,次 の よ うに 区分 が行 わ

れ て い るo
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　 た だ しSMFは,ア カ ウ ン ト(ロ グ)の 機 能 と ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ の 機

機 能 を も っ て お り,一 元 的 に 収 集 さ れ る 。

　　 1←一ー ー ー一 一 測 定 時 間一 一 ー ー ー 一一1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {

ユ ー ザ ・プ ロセ ス

　 　 　 使 用 時 間

システム・プロセス　　　 CPU

使 用　時 間　 　アイ ドル時 間

　 　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　 l
　 　 l　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　 　 　　 　 　 　 　 　 　 I

　 　 トー一 ① 一ーーーーーー ー トーーーー ー ー 一∋
　 　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　 　 ト

ー 一 一 ー 一 ② 一一一

　 　 　 　 　 　 　 図6-6　 SMFで 計 測 さ れるCPU時 間

　 ①CPUの 使用 時 間 は,　 SMFのCPU使 用 状 況 レ ポー トに示 され る も

の で,② ユーザ ・プロ セ ス使 用 時 間 は,ア カ ウ ン ト ・レポ ー ト,ジ ョブ実 行

状 況 レポー トに示 さ れ るジ ョ ブリCPU時 間 で あ る。

　 システム ・プ ロセス 使用 時間 は,ジ ョブ管理,資 源 の割 当,解 放,物 理 入

出力 処理,仮 想 記 憶 管 理,メ ッセ ー ジ管理,SYS　 IN/SYSOUT,障 害

処 理 等 の ため のCPU時 間 で,① か ら② を差 引 いた もの で あ る。

　 アカ ウ ン ト(ロ グ)に お い て,CPU使 用 率 の 負 荷 を表 わ す 指標 と して

は,次 の もの が挙 げ られ る。

① 運 用 中のCPU負 荷

　 　 運 用 時 間 中のCPUの 使 用 率 を表 わ し,次 の式 に よっ て求 め ら れ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ジ ョブCPU時 間　 　 　 運 用 中のCPU負 荷
=　 　 　 　 　 　 　 　 　 ×100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 運 用 時 間

　 　 ここ で ジ ョブCPU時 間 とは,各 ジ ョ ブでCPUで 使用 した 時間 の統

　 計 であ る。

② ジ ョブ稼 動 中 のCPU負 荷

　 　 ジ ョブ稼 動 時 間 中 のCPUの 使 用 率 を表 わ し,次 式 に よっ て求 め ら れ

　 るo

　　ジ・ブ獺 中のCPU鯖 一 》i:㌶ 鵠 ・1・ ・
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624　 タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間,レ ス ポ ン ス 時 間,ス ル ー プ ッ トに 関 す る も の

　 　 　 タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 に つ い て は,一 般 に 次 の よ う な 概 念 で 表 わ さ れ るo

　 　 　 b-一 一一一一一ー一十 一ーーートーーーー一一ー ーーーーー一¶一一ー一一←一ーーーー一一1

　 　 　 　 カー ド・リー ド　 　 　 　 　 ジ ョブ 実 行 　 　 　 　 　 　 　 　プ リン ト

　 　 　 　 　 　 ター ン アラウ ン ド時間

　 　 　 　 　 　 図6-7　 タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 の概 念

　 す な わち,ユ ーザ が入 力 を開 始 し,ジ ョブの 実 行 を行 い,出 力 が終 る ま'

で を含 んだ もの であ る。

　 これ を ソ フ トウ ェ ア ・モ ニタ で収 集 した もの と して,ACOS-6のRM

-1が あ るが
,RM-1の ター ン ア ラ ウ ン ド時 間 と して は,次 の よ うに定

義 され てい る。

トSYSIN-十 一一一 ー ジ ョ ブ 実 行 一ーー一一 ←-SYSOUT-{

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ター ン アラ ウ ン ド時 間

　 図6-8　 RM-1に お け る ター ンア ラ ウ ン ド時 間 の 定 義

レス ポ ンス時 間 に つ い ては,一 般 に次 の よ うに定 義 さ れ て い るo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ローディング

　　　　　 ー-7!一'　 　 　 　 　 　 　 一'■Z/
　 メ ーカ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 実行　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　出力

一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　レス ポ ンス時 間

　 　 　 　 　 　 　 図6-9　 レス ポ ンス 時間 の定 義

　す なわ ち,ユ ーザ が 端末 装 置 よ り入 力 を終 了 した後,出 力 が開始 され る

までの 時 間 をい う。
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　 ス ル ープ ッ トにつ い ては,端 的 に い うと,単 位 時間 当 りの仕 事 量 をい う

が,UNIVACで は 次 の よ うに定 義 してい る。

① 総 合 能 力 指標

　 　 　 仕 事 量 　　 例)ラ ン数/時 間

　 　 　 エラプス 時 間　 　 　 　 　 　トラ ンザ クシ ョン数/秒

② 最 大 シ ス テ ム能 力指標

　 　 　 仕 事 量 　 　例)ラ ン数/時 間

　 　 　 CPU時 間 　 　 　 　 　 　トラ ンザ クシ ョン数/秒

③CPU能 力評 価 指 標

　 　 　 命 令 数 　 　例)MIPS(Million　 lnstructions　 per

　 　 　 CPU時 間 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Second)

④ ソ フ トウ・エ ア能 力 指標

　 　 　 仕 　 事 　 量 　 　 　　 例)ラ ン数/命 令 数

　 　 　 命 　 令　 数 　 　 　 　 　 　タ ス ク数/命 令 数

φ

●
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　第III部　 情報処理 システムの

有効利用方法 に関す る調査結果
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第 皿部 　 情 報 処 理 シ ス テ ム の 有 効 利 用 方 法

　　　　　に 関 す る調 査 結 果

1.　 経 緯

(1)目 　 　 的

　 　 本 調 査 は 情報 シス テ ム の有 効 利 用 を 図 るた め の テク ニ カル ・ガ イ ドの 整 備

　 　 普 及事 業 の一 環 と して,コ ン ピュー タ ・シス テ ムの稼 動 分析 及 び費 用 対 効

　 果 分析 に つ い て,ユ ー ザ の 実 態 を踏 ま え,よ り実 践 的 な手 引 を作 成 す るた め

　 に実 施 した もの で あ る。

② 調査 対 象

　 　 国 の行 政 機 関,地 方公 共 団 体(都 道府 県,政 令市,特 別 区),特 殊 法 人 及

　 び民 間 企業 か ら任 意 に 抽 出 し,総 数500と した。 但 し,コ ン ピ ュー タ ・メ

　 ー カ,ソ フ トウ ェア会 社 及 び 計 算 セ ン タ会 社 は対 象 外 と した 。

(3)調 査 事 項

　 　 調査 内容 は 大 き く,稼 動 分析 と費 用対 効 果 分析 の 二 つ の 部 分 か ら成 り,各

　 々の 主 な項 目は 以 下 の 通 りで あ る。(詳 細は 第 田 部 の 末 に収録 して あ る調 査

　票 を 参照)

　 。稼 動 分析 に つ い て

　 　 ・組 織体 制

　 　 ・権 限

　 　 ・測 定 ソー ル及 び 目的

　 　 ・測 定事 項

　 　 ・パ フ ォー マ ンス改 善 事 例

　 　 ・問 題 点 ・意 見等

　 　 ・文 献 ・資料
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　。費 用対 効果 分 析 につ い て

　　 ・コン ピ ュー タ部 門の 位 置づ け

　　 ・組 織体 制

　　 ・評 価 分析 事 項

　　 ・評 価 分析 手 法

　　 ・経 費 節減 対 策

　　 ・経 費 節減 に対 す る ニー ズ

　　 ・経 費 点検 作業 の 実 施 状 況 　 　 　 　・

　　 ・費 用対 効 果 分析 実 施 上 の ネ ック

　　 ・問題 点 ・意 見等

　　 ・文 献 ・資 料

(4)調 査 方法

　　 調査 票(500通)に ょ るア ン ケー ト調 査 を 行 い,必 要 に 応 じて面 接 調査

　 な どに ょ り補 足 し た。

(5)調 査 期 間

　　 昭和55年8月 ～9月

⑥ 　 回 収状 況

　　 回収 は500通 の うち131通(26.2%)で あ り,質 問 項 目が 多 く,内

　 容 的 に も記 入 しに くい ア ン ケー トであ った こ とを考 慮す れ ば,か な りの回 収

　 率 と考 え られ る。 回収 の 内訳 は表1-1の 通 りとな る。 対 象 機 関 の区 分 に よ

　 り回収 率 は そ れ 程 差 は な い が,地 方 公共 団 体 の 回 収 率 が 比 較 的 高 くな って い

　 る。　 　 　　 　　 　　 　 表1-1　 調 査 票 回 収状 況

送　付　数 回　答　数 回 収 率 ㈲

官　　公　　庁

　 国

　 地　　　方

　 特 殊 法 人

105

20

75

1U

28

4

22

2

267

20.0

29.3

20.0

民 間 企 業 395 101 25.6

(計) 500 131 26.2
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2.集 計結 果 の あ ら ま し

■

　 集 計 結 果 か ら,稼 動 分 析 及 び費 用 対 効 果 分析 の 両 テー マを 通 じて,次 の よ う

な 傾 向が み られ る。

㎡

(1)　両 テ ー マ に対 す るユ ー ザ の 関心 は 高 く,課 題 ・意 見及 び 改善事 例等 記 述 式

　 の問 に対 して も積極 的 な 回 答 を得 た。 そ の大 半 を,本 報 告 書 作 成 に あ た って

　 の現 場 の貴 重 な 意 見 と して 掲載 した。

(2)両 テ ー マ に対 し,コ ン ビ=一 夕部 門 自 らそ の必 要 性 を 感 じ,他 部 門 か らの

　 ニ ー ズ も出 て い るが,実 施 にあ た っては 多 くの 困難 が あ り,適 切 な 手 法 及 び

　 簡 便 な 方法 を模 索 し,求 め て い る。

(3)既 に 実施 してい る と ころ で も,そ の範 囲及 び 内 容 につ い て必 ず し も満 足 し

　 て お らず,他 社 の 実 施 状 況 に関 心 を持 って お り,意 見及 び情 報 の交 換 を希 望

　 し てい る。

(4)全 般 的 な経 費節 減 ムー ドの中 で,コ ン ピ ュー タ部 門 も例 外 では な く,効 率

　 化 及 び合 理 化 等へ の対 応 を迫 られ て い る。

(5)両 テー マ と もま とま った文 献 ・資料 が ほ とん どな い。
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3.稼 動 分 析 に つ い て

31組 織 体 制

　 　 コ ン ピュー タの 稼 動 状 況の 測 定,分 析 を担 当 す る組織 の 設 置 状 況 は 図3-

　 1の 通 りで あ る。 「担 当部 門を 設 置 し て い る 」と ころが,51(38.9%)

　 と多 いが,そ の大 半 が 専 担 の課 とい うよ りは,「 係 」,「 チー ム 」,「 グル

　 ー プ 」の レベ ルで あ る。 組 織 の 規 模 と し ては 「担 当部 門 」及 び 「特 定 の職 員 」

　 の両 方 を 通 じて5人 以 下 がほ とん どで あ る。

　 　 「そ の他 」では 稼 動 分 析 作 業 を 外 部,又 は メー カに委 託 し,定 期 的 な 報 告

　 を 受 け て い る例,稼 動 状 況の 測 定 のみ を通 常 の業 務 活動 で実 施 して お り,評

そ の 他

25(19.1)

行 って い な い

16(12.2)

誘 ρ

4人 以 上(10.7)

図3-1

特定の職員が担当

　28(21.4)

　 　 　 　　 　 　 　 注)()の 数字は%,分 母は

　 　 　 　　 　 　 　 　　 131機 関

稼 動 分 析 担 当組 織 の設 置状 況
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価体 制 は特 に な い か,又 は 他部 門,全 社 的 な 活 動 の一 環 と して行 う等 の 例 が

挙 げ られ て い る。

　 総 じて・ コ ン ピ ュー タの 稼 動状 況 の 分析 につ い ては,「 全 く行 って い な い 」

と ころは 少 な く(16社,12.2%),規 模 は あ ま り大 き く ない が,な ん

ら か の 体 制 を持 ち,分 析 評 価 活 動 を進 め て い る と考 え られ る。 な お ,こ

の稼 動 分 析 体 制 は 後 で述 べ る費 用対 効 果 分 析 の 場 合 よ り,組 織 と して明 確 化

され て い る と言 え る。

◎

3.2権 　 　限

　 　 この 稼 動 分 析 を担 当 す る部 門等 の組 織 上 の 位 置 づ け 及 び 権 限 に 関す る 回答

　 を ま とめ る と表3-1の 通 りとな る。 分析 結 果 の報 告 は コ ン ピ ュー タ部 門 の

　 管 理 者 ま で に と どま って い ると ころ が多 く,ト ップ ・マ ネ ジ メン トに報 告 し

　 て い るの は10%に す ぎな い。 分析 リポー トは 非 常 に大 きな 量 とな る の で,

　 集 約 した もの を定 期 的 に報 告 す るの は コン ピ ュー タ部 門の 管 理者 ま で で あ り,

　 そ れ以 上 の 管 理 者 へ は 年 に1回 又は 要 求 の あ った時 点 で管 理 資料 を提 出す る

　 のが 普通 の よ うで あ る。

　 　具 体 的 な業 務 内 容 と しては 新 規 ア プ リケ ー シ ョンの 事 前評 価 が 中心 とな っ

　 て い るが,担 当部 門 で あ りなが ら権 限 は 「特 にな し 」とい う とこ ろが20機

　 関 あ り・ 前 記(1)組 織 体 制 で も 「稼 動状 況 の 測 定 のみ を行 ってい る 」例 が い く

　つ か あ る こ とは,稼 動 分 析 活 動 を実 施 してい なが ら,そ の 業 務 の 組織 上 の位

　置 付け,権 限 が 明確 でな い と ころが 少 な くな い とい うこ とを うか がわ せ て い

　 る。

　 　 「そ の 他 」の業 務 内 容 と しては,機 器構 成 変 更提 案,新 規 開発 の テ ク ニ カ

　ル ・サ ポ ー ト,シ ス テ ムの 改 善,計 画 ・開発 の優 先 度 の決 定 等が 挙 げ られ て

　い る。
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表3-1　 稼 動分析 担当部門の権限等

権　　　限　　　等 回　答　数　吻

(報 　 告)

コ ン ピ ュー タの 管 理 者 に改 善 提 案 す る 63(48.1)

ト ッ プ ・マ ネ ジ メ ン トに 報 告 す る 。 14(10.7)

(業 　務)

新 規 ア プ リケー シ ョンの 事 前 評価 33(25.2)

ユーザ へ 課金 22(16.8)

シス テ ム 監査 7(　 5.3)

特 に な し 20(15.3)

そ の 他 12(　 9.2)

■

●

θ1.複 数 回 答可 で あ るた め,(　 )の%合 計 は100%を 超 え る。

　 2.　 分 母 は131機 関。

33測 定 ツ ー ル 及 び 使 用 目 的

　 　 現在,コ ン ピュー タ ・メー カ及 び デ ィー ラか ら稼 動状 況測 定 に関 す る各 種

　 ツー ルが 提 供 さ れ て お り,131機 関の うち107機 関(81.7%)が 何 ら

　 か の ツー ル を使 用 して い る。

　 　 ソー ル の種 類 別 では ア カウ ン ト(ロ グ)は70機 関(53.4%)と 過 半 数

　 の 機 関 で使 用 され て い る。 ソ フ トウ ェア ・モ ニ タ も54機 関(41.2%)と

　 か な り浸 透 して お り,メ ー カ側 も積 極 的 に な って きて い るの で,今 後 さ らに

　増 加 す る もの と考 え られ る。 ハ ー ドウ ェア ・モ ニ タ及 び シ ミュ レー タは 適 用

　 に あ た って,ユ ー ザ の 負 荷が 大 きい こ と もあ り,使 用 して い る機 関 は 少 な い

　 が,ハ ー ドウ ェア ・モ ニ タの23機 関は 予 想 外 に 多 い と思 わ れ る。 ツー ルの

　 種 類 別使 用 目的 を ま と め る と表3-2の 通 りとな る。

■

じ
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⑨

●

句

表3-2　 測 定 ソー ル及 び使 用 目的

　 　 　 事項

使用 目的

使 　 用　 ソ　 ー　 ル 頻　　度

ハ ードウエア

・モ ニ タ

ソフ トウェア

・モ ニ タ ア カウ ン ト シ ミュレ ータ 常　時 ス ポ ッ ト

導 入 管 理

(キ ャパ シテ ィプラニング)
× ○ ◎ × ○ ◎

機器構 成の改 良 △ ◎ ○ × ○ ◎

ソ フ ト ウ ェア の 改 良 × ○ ◎ × ○ ○

ス ケジュー リングの 改 善 △ ○ ◎ × ◎ ○

ファイル 管理 の 合 理化 × ○ △ × ○ ○

レス ポ ンス タ イ ム の 向 上 × ◎ △ × ○ ◎

使用 してい る機関 23(17.6) 54(41.2) 70(534) 10(7.6) 一 一

汎例(∵覧 念 ⇒

⑰1.複 数 回 答可 で あ るた め,(　 )の%の 合 計 は100%を 超 え る。

　 2.分 母 は131機 関

　 この ほ か商 用 ツー ル以 外 に ユ ー ザが 独 自に開発 した もの と して,21機 関

か ら27件 の 回 答が 得 られ て い るが,そ の 大半 は ・グ ・デ ー タを 独 自の 必 要

性 に 応 じて集 計 ・解析 す る もの で あ る。 主 な もの は表3-3の 通 りであ る。
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表3-3　 商用 以 外 の稼 動 分析 ツー ル

ログ・デ

ー タ の

解 析

。ア プ リケ ー シ ョン別 使用 時 間

・ユ ー ザ 別の デ ィス ク容量 及 び 占有 量 の チ ェ ック

・シス テ ム全 体 の稼 動状 況 ,時 系 列 分析(プ ロ ッタ 出 力)

・部 門 ,業 務,端 末 機 別 の稼 動状 況

・ペ ー ジ ン グ回数

・機 器 別 稼動 状 況

・多 重度 測 定

。DASD　 SPACE　 MANAGEMENT　 SYSTEM

・シ ョフ,ジ ョブステ ップ(ト ランザクシ ョン)単 位のCPU実 績 値 及

　びデー タ滞 留件 数,ト ランザクション件 数 の推 移 か ら1年 間 の処 理量

　を 予 測

・特 定DEMAND業 務 の レス ポ ンス 表

・端 末 機ERROR　 COUNTING　 MONITOR

・モデル トランザクシ ョンにょる処 理ステップ,1/0回 数,プ ・グラム切替回

数 の 測 定 か ら,CPU負 荷 率,チ ャネ ル 利用 率 の推 定

・(時 間帯 別 ,ト ランザクション種 類 別)件 数,平 均 内部処 理時 間及び 時

　間 帯 別バ ッファ使 用 率 か ら,問 題 点 及 び改 善 ポ イ ン トの は握

・MSS稼 動状況分析

ii織欝 已:::;三
　 Trace　 Dataのdetai1　 Report

・現 行 シス テ ムの ス ケ ジ ュー ル 管 理 ,次 期 シス テ ム選 定 の 基 礎 デ ー タ

⊇ ご ㌘ 。,
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　 こ れ ら ツ ー ル 等 の54年 度 経 費 で 回 答 の あ っ た も の は ハ ー ド ウ ェ ア ・モ ニ

タ5機 関 で1機 関 平 均 約130万 円,買 取1,ソ フ ト ウ ェ ア ・モ ニ タ19機

関 で 平 均120万 円,買 取1と な っ てk・ り,ベ ン チ マ ー ク ・テ ス ト 及 び 評 価

の た め のSEサ ポ ー ト経 費 を 記 入 し た 機 関 は ほ と ん ど な い 。
■

●

34測 定 事 項

　稼 動 状 況 分析 の ため に測 定 して い る事 項 は表3-4の 通 り とな って い る。 機

　器 稼 動 率 及 び業 務 負 荷は ユ ー ザ 自身 で常 時測 定 してい る機 関が 多 いが,レ ス

　 ポ ンス ・タ イ ムでは 技 術 的 に 高度 にな るの で,メ ー カ等 の サ ポ ー トが 多 くな

　 っ てい る。

表3-4測 定 事 項

■

9

　　　　　　　測定体制
測定事項

ユーザ自身で常時測定 サ ポー トを受け て測定

ス ル ー プ ッ ト 35(26.7) 13(　 99)

タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム 23(17.6) 11(　 &4)

レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム 22(168) 22(16.8)

機器稼動率 61(46.6) 22(16.8)

業務負荷 56(427) 19(14.5)

囲1・ 複 数 回 答可 であ るた め,(　 )の%の 合計 は100%を 超 え る。

　 2.　 分 母 は131機 関
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　 測 定 対 象項 目別 の 重 点 順位 は表3-5の 通 りど な ってk・ り,CPUが 重 視

され,メ モ リ,デ ィス クの 順 とな るの は 当然 と考 え られ るが,シ ス テ ムの 特

性 に ょ って,1/O関 係,オ ン ラ イ ン関係 を最 重 視 して い る機 関 も 見 られ た 。

表3-5　 稼動 率の機器別重 点順位

　 　 　 　 　 順位
機器

1位 2位 3位 4位 5位

CPU 68 10 4 6 2

メ モ リ 9 32 12 13 5

デ ィ ス ク 8 23 25 16 2

　 　 、
チ ャ　ネ ル 2 13 20 11 6

1/O機 器 3 6 12 8 19

端 末 機 3 3 4 7 5

通 信 制 御 装 置 1 0 3 1 7

o

35　 パ フ ォー マ ン ス改善 事例

　 　 コ ン ピュー タ ・パ フ ォー マ ンス の改 善 に関 して は,各 機 関 に お い てか な り

　 様 々な努 力,工 夫 が な され て い る と思 わ れ,63機 関(4&1%)か ら122

　 件 の事 例 が得 られ た。 改 善 内 容 と し ては 用 紙 の 節 減 と い うマ イ ナ な もの か

　 ら,機 器 の 変更 ま で あ らゆ る分 野 に及 ん で お り,個 別 機 関 にお け る具 体 的,

　 実 践 的 な 事 例 と して 非 常 に貴 重 な 成 果 が得 られた と考 え られ る。 そ れ らを整

　 理 分 類 す る と表3-6の よ うに な る。

　 　 「改 善 ポ イ ン ト 」別 でみ る と,ハ ー ドウ ェアで はCPU,メ モ リ,デ ィス

　 ク に 関 す る事 例 件 数 が 多 いが,バ ランス 及 び増 強 に よ って処 理効 率 を 上 げ よ

　 うと す る傾 向が み られ,機 器 の大 幅 な 削減 に ょ って コス トを節 約 す る例 は 少

　 な い。 ソ フ トウ ェア に つ いて はOSそ の もの の 改 良 とい う進ん だ 例 もい くつ

▼

●
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●

か あ り,そ の 他 で は 個 別 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム の チ ュ ー ニ ン グ 活 動,

COBOLの 改 良 等 の 例 が 多 い 。 ロ グ ・デ ー タ 等 か ら ジ ョ ブ の 特 性 を 監 視 し,

"不 良 ジ
ョ ブ"を 摘 出 し た り,ス ケ ジ ュ ー リ ン グ に 活 用 し て い る 例 も み ら れ

る 。

　 運 用 レ ベ ル で は 様 々 な 事 例 が 挙 げ ら れ て い る 。 オ ペ レ ー シ ョ ン,ス ケ ジ ュ

ー リ ン グ に 関 す る も の が 多 く
,そ れ ら の 自動 化 が 数 機 関 で 進 め ら れ て い る の

は 注 目 さ れ る 。 ま た,デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル の 再 配 置 等 に ょ る 改 善 例 は 件 数 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

しては 最 も多 くな って い る。

表3-6　 パ フ ォ ー マ ン ス 改 善 事 例

`

改善 ポイント 改　善　内　容 効　　　　　 黒

八

　
ー

　
ド

　
　

ウ

　
　
エ

　
　
ア

CPU oCPU間 の業 務配 分 。CPUバ ラ ン ス の 向 上

。稼 動状 況 調 査(八 一 ドウ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●
　 エ ア ・モ ニ タ,　 キ ャ ハ シ

　 テ ィ ・ プ ラ ニ ン グ 等)

。稼動時間の減少,切 替時期の適

　切化

Oレ ベ ル ・ア ツ ブ,増 設 。稼動時間の減少

メ モ リ 。 メ モ リ増 設 。ペ ー ジ ング減 少

。ス ル ー プ ット,レ ス ポ ンス 改 善

。大 型技 術 計 算 の処 理 時 間減 少

。仮 想記 憶の一部の固定化 。実記憶域の使用効率改 良

デ ィスク 。デ ィス ク装置 の 増 強,M

　 Tの デ ィス ク化

。 オ ペ レ ー タ の 省 力 化

oチ ャ ネ ル ・ ネ ッ ク の 解 消

・ レ ス ポ ン ス,ス ル ー プ ッ ト 向 上

。 デ ィス ク パ ッ ク 固 定 化 。空 時 間 の 減 少

oオ ペ レー タ省 力 化

。デ ィス ク装 置 の 削減 。 パ フ ォ ー マ ン ス を 維 持 し ,コ ス

　 ト削 減
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改 善 ポイン ト 改　善　内　容 効　　　　　　　 果

　

　

　

　

　
・ハ

　
　

ー
　
　
ド
　
　
　
　
　ウ

　
　
　
　エ
　
　
　

ア

チャネル Oチ ャ ネ ル ・ コ ン ト コ ン ト

　 ロ ー ラ の ク ロ ス コ ー ル 化

。ジ ョブ実 行 時 間35%減 少

。デ ィス ク の チ ャネ ル 占有

　率平 滑 化

。入 出 力時 間1割 減少

。1/O待 ち減 少

oス ル ー プ ッ ト3～7割 増

磁 気 テ

　ー プ

。高密度 化 。 フ ァ イ ル 管 理 の 軽 減

。 ス ル ー プ ッ ト 向 上

。在庫管理の機械化 。 オ ペ レ ー タ 削 減

。 ト ラ ブ ル 減 少

Oテ ー プ ・ラ ベ ル の ソ フ ト

　 ウ エ ア 管 理

。誤動作 減少

。テ ー プ本 数 の減 少 。管 理 の 省 力化

そ の 他

ハ ー ド

ウ ェ ア

。1/O構 成(ソ フ ト ウ ェ

ア モ ニ タ に ょ る 分 析)

。ス ル ー プ ッ ト2割 向 上

・ デ イ リ ー ・パ ッ チ 処 理 時 間 減 少

。1/O能 力 の増 強

　 (CPUと の バ ラ ンス を

是 正)

。レス ポ ンス に影 響 を与 え ず にC

　 PUの 負 荷 軽 減

。MSS稼 動分析機械化 。管理 の適正化

。 プ リ ン タ の 高 速 化 Oオ ペ レ ー シ ョ ン の 軽 減

oイ ン パ ク ト　 ・ プ リ ン ト Oプ リ ン ト ・ コ ス ト の 削 減

。端末機 稼動状況 分析 Oレ ス ポ ン ス,　 ト ー タ ル ・ス ル ー

プ ッ ト の 向 上
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改 善 ポイント 改　善　内　容 効　　　　　　　　果

OS 。OS,1/Oの オ ー バ ー へ oス ル ー プ ッ ト3割 向 上

ッ ドの 改 善(常 駐 化)

。非 常駐 で使用頻度 の高い 。 ス ル ー プ ッ ト1割 向 上

モ ジ ュ ー ル を 常 駐 化

。常 駐SVCの 入 替 。 ス ル ー プ ッ ト 向 上

。上 位OSへ 切 替 oCPUタ イ ム20%,　 エ ラ ブ ス

タ イ ム70%の 向 上

ソ 。OS上 の同 時 処 理 ユ ーザ 。CPU利 用 率,マ シ ン ア イ ド ル

の負荷値改善 の減少

フ ソ フ ト 。 プ ロ グ ラ ム の 改 良 o処 理時間の短縮

ウ ェ ア ・sortの ス ト レ ー ジ サ

ト イズ 拡大

・ ロ ジ ッ ク の 変 更

ウ ・1/Oア ク セ ス 方 式 の

変更

工 ・チ ュ ー ニ ン グ
・

。プ ロ グ ラム の非 圧 縮 oオ ン ラ イ ン ・ プ ロ グ ラ ム の ロ ー

ア デ ィングの 負 荷 減

　 一"　 　 　 　 　 　 　 ■
Oア ー タ ベ ー ス'プ ロ グ ラ ム ・ レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム の 向 上

の バ ッ フ ァ ・サ イ ズ 最 適 Oレ ス ポ ン ス ・ タ イ ム の バ ラ ツ キ

化 が な く な る。

。特定 ジ ョブの 特性 調 査 ・他 ジ ョブへ の影響 度が分か り,ス

ケ ジ ュー リ ン グの 適 正 化 が 可 能

oタ ー ン ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム が 不

当 に長 い ジ ョブの 改 善
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改 善 ポイント 改　善　内　容 効　　　　　　　　果

●

●

ソ
　

フ

　

ト

　

ウ

　
ェ

　

ア

ソ フ ト

ウ ェ ア

・COBOL改 良等

　 ・オ ブテ ィ'マイザ

　 ・使 用 方法 改 善(言 語 機

　 　能 を研 究 し,記 述 方 法

　 　 を改 め る)

・CPUタ イム,エ ラプス タイ ム 減
　 ・

・無 駄 な コ ン ピ ュー タ動 作 を 省

　き処 理 時 間 を3割 減

oソ フ ト ウ ェ ア(GOAL社)

　の 購 入

。DOS/VS制 約 のか な りの 部 分

　を 解 除

Oソ ー ス　 　ラ イ ブ ラ リの 管

理(パ ン バ レ ー の 導 入)

Oカ ー ド ・レ ス と な る

。一 元 管 理 に ょ る ソ フ ト ウ ェ ア 調

査 の 適 正 化

-

　
　
　
　
　
　

運
　
　
　
　
　
　
　
　
用

メーペ レ

ー シ
ョン

。オ ペ レ ー シ ョ ン の 自 動 化

　 (無 人 化)

。 オ ペ レ ー タ 削 減

。 シ ス テ ム 稼 動 率 向 上

oマ ニ ュ ア ル 等 の 標 準 化 。 ピ ー ク 時 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 改

　 善

。ス ル ー プ ッ ト 向 上

。異常 終 了 ジ ョブ管 理 。原 因 追 求 が 可 能 に な る。

。MTの デ ィ ス ク 化 ・ ハ ン ド リ ン グ の 減 少

。ま とま った ア イ ドル時 間

　の 発 生 時 に マ シ ン停 止

。マ シ ン関係 経 費の 減 少

oス ケ ジ ュ ー リン グの 適 正 化
●

●

ス ケ ジ ュ

ー リング

Oオ ー ト ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 。 ス ケ ジ ュー ル の 平 均 化

Oス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 効 率 化

。実 行 順 序,同 一 デ ィ ス ク

へ の コ ン ト ロ ー ル の 分 散,

　 ジ ョ ブ の 組 み 合 せ 変 更

。 ピー ク時の 処 理 時間 短 縮
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●

改 善 ポイント 改　善　 内　容 効　　　　　　　 果

ス ケ ジュ 。ユー ザ との 連 絡 強化 、

一 リング 。作業 指 示 票 に ょ り ス ケ ジ 〉。マ シ ン使 用 時 間 の 平均 化

ユ ー ラ,オ ペ レ ー タ,パ 。 ロ ス タ イ ム の 減 少

ンチ ャの連 絡 強 化 ノ

。 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 徹 底 。大 型 プ ロ グ ラ ム競 合 の 回 避

。時間外稼動の減少

フ ァイル 。 デ ィ ス ク ・ フ ァ イ ル の 再 。 レ ス ポ ン ス の 向 上,50%短 縮

運 配置 。 ペ ー ジ ン グ 減 少

oチ ャネル の 有 効 利 用

。 ス ル ー プ ッ ト の 向 上

。 デ ィ ス ク ・ フ ァ イ ル 内 の oア ク セ ス　・ タ イ ム20%減

レコー ドの 効 率 的割 付

。 デ ー タ ・セ ッ ト ・ ブ ロ ッ ク ◎CPUタ イ ム 減 少

サ イズの 拡 大 ・ス ル ー プ ッ ト20%向 上

o中 間 フ ァ イ ル の デ ィ ス ク 。オ ペ レー タ負 荷軽 減

化 。処理時間短縮

。業 務 フ ァイ ルの 二重 化 o業 務処 理時 間の短縮

用 処理方 Oパ ッ チ の オ ン ラ イ ン 化 oデ ー タ収 集 の 時 間 的 分散 に よ り

式 パ ン チ ャ ー 削 減

。RJEの 導 入 。 デ バ ッ グ,コ ン パ イ ル 作 業 等 オ

ベ レー タの 負 荷 軽 減 ,開 発 の 効

率化
●

Oマ ル チ ス レ ッ ド化 。オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ,　 1/0の

オ ー バ ラ ッ プ が 増 え,レ ス ポ ン

ス10%向 上
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改 善 ポイント 改　善　内　容 効　　　　　　　 果

ジ ョ ブ oジ ョ ブ ・ シ ー ク ェ ン ス の 。業 務終 了時間の改 善

管理等 自動管 理

oジ ョ ブ ◆ フ ロ ー の ク リ テ

イ カ ル ・パ ス 明 確 化

。 ジ ョ ブ.ラ ン 状 況 の は 握 。稼 動 状 況 の タ イ ム リ,効 率 的 な

運
レ ポ ー テ ィ ン グ ・ ソ フ ト は 握 に ょ り,ス ケ ジ ュ ー ル の 改

ウ ェア の 導 入 善

。優 先 度 の パ ラ メー タの 変 。 タ ー ン ア ラ ウ ン ド 改 善,メ モ リ

更 待 ち減少

o優 先度方式 か ら動的配分 。 個 々 の ジ ョ ブ の タ ー ン ア ラ ウ ン

方式へ変更 ド ・ タ イ ム は1割 増 え る が,C

PUは3割 軽 減
用

入 出力 o入 力 デ ー タのMT化 。処理時間 の短縮

方式 。オ ペ レー タの 負荷 軽 減

。 デ ー タ ・ イ ン プ ッ ト 形 態 。デ ー タ入 力時 間 の 減 少

¢)改善(パ ンチ の効 率 化, 。デ ー タ検 索時 間 の減 少

カ ー ド の フ ロ ッ ピー 化)

。出 力用紙 の統 合 oハ ン ド リ ン グ の 軽 減
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36問 題 点 ・ 意 見 等

　 　問 題 点 ・意 見等 に つ い て も46機 関,63件 の 記述 が あ り,そ れ らを ま と

　 め る と表3-7の 通 りとな る。 これ に ょ る と,各 機 関 に お い て様 々 な稼 動 分

　 析 活 動 を進 め なが ら も,適 切,簡 便 な 方 法,手 法,手 順 が 確 定 され て お らず

　 メー カー の サ ポー トに 頼 ら ざる を得 な い 現状 に不 満 を感 じて い る状 況 が うか

　が わ れ る。

　 　 内 容 を み る と,ツ ー ル ・方 法 の 不備 に関す る もの が 多 いが,そ の内 訳 では

　 「測 定 」よ りは 「評 価 」に関 す る もの の 方が 多 くな って い る。 また,既 存 の

　 ツー ル ・方 法 に対 して も,も っ と簡 便 で,使 い易 い もの を求 め てい る。

　 　 メー カ に対 しては 不信,不 満 を持 って い る反 面,ユ ーザ に対 す るサ ポー ト

　 の 拡 充 を 希 望 して お り,稼 動分 析 ・評 価 につ い ては そ の内 容 及 び技 術 か らみ

　て,あ る程度 メー カ に依存 せ ざ るを得 な い状 況 にあ るよ うで あ る。 これ に対

　 し,測 定 ・評 価 の た め の 自社要 員 の育 成,ス キル の 向上 を 目指 して い る機 関

　 もあ る。

　 　これら稼動分析業務 の 負 荷が 高 い こ と か ら,そ の活 動 自体 の価 値 を 反省 した

　 り,他 機 関 との意 見交換 を 求め る等,ユ ー ザ側 で も模 索 して い る状 況 が 見受

　け られ る。　 '

◆

●
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表3-7　 稼 動 分析 に 関す る課 題 ・意 見等

区　 分 内　　　　　　　　　　　　容

測 定 ソ ー ル 。測 定 結 果 を 一 目で判 断 で き る ソー ル

の不備 oネ ック を容 易 に判断 で き る ソー ル
◆

。負荷 を 見積 る こ とが 可 能 な,実 用 的 ツー ル及 び 手 法

。シス テ ムの悪 化 を速 や か に発 見,そ の 原 因 を追 求 で き る ソー 令

ノレ

。1シ ス テ ムに 複数 のOS又 は サ ブ シス テ ム が稼 動 して い る場

合,横 断 的 に測 定 で き る ソー ル

分析 ・評 価 ・分析 ・評 価 に時 間 が か か る

方法の不備 。測定結果 の 自動集計 ・分析方法の確立

。簡単 で適切 な分析 ・評 価方法

標準の困難 。測 定 ～ 評 価 の手 順 を標 準 化 し,ノ ウハ ウを 蓄 積 す る必 要 性

さ 。評価 に関す る系統立てた標準 化の必要性

・実 測 値 に対 す る基 準 値 の 設 定(増 設,切 替,ス ケ ジ ュー リ

ン グ等 に対 す る 目標 値)

機器等 の機 。 ハ ー ド ウ ェ ア 障 害 情 報

能の不備 。VS機 能の評価方法

。OSの 切 替 に よ る性 能 比 較,評 価 方 法 の相 異
◆

。CPUの 真の稼 動 率 がは 握 で きな い(1/O時 間の 扱 い,　 C

PUタ イ ム 補 足 率,ア カ ウ ン ト プ ロ グ ラ ム の 不 備 等) ●

メ ー カ ー へ 。 メー カのOSの 使 い こな し方 に 関す る ユー ザへ の協 力

の要 望 ・不 。ソー ル(事 前 予測 用 等)の ユー ザへ の 開放

満 。定 期 的 な診 断 サー ビス 及 び 改善 策 の提 案

oメ ー カの独 善 的 な 解釈
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◆

●

区　 分 内　　　　　　　　　　　 容

ユ ー ザ 側 の 。CPU,チ ャネ ル,1/0等 稼 動 の相 互 関 連 分 析

今後 の分析 。効率性 と処理 の安全性 ・確実性

対象課題等 。ア ウ トプ ッ トの 有 効 利用 度 測 定

。多重処理状況下のチ ャネル競合,機 器稼動状況等分析

O端 末 ユー ザ の 稼 動率

・ 端 末 レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム 測 定

。デ ィス ク ・ドラ イ ブ単 位 の 負 荷状 況

測 定 ・分析 。ユー ザ 側 の 力不 足 で メー カに依存 せ ざ る を得 な い

体制 。 関 係 部 門 の 協 力 を 得 た ブ ・ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム

・測 定 ・分 析 で き る 自社 要 員 の育 成

。担 当要 員 の ス キル 及 び ノ ウハ ウの 向上

測定 ・分 析 。測 定 ・評 価 活 動 自体 の価 値 及 び 投 資 コ ス トの 分 折

運用方法 。稼 動 分析 活 動 を パ ター ン化 し,日 常化 す る こと

。分析手法,実 施状況 に関す る意 見交換及 び 事 例 の交 流

。測定 ・分析作業 の外部委託が必要であるが,適 切な機関がな

いo

。シス テ ム監 査 の一 環 として 実 施 す る予定

。 ト ップに 対 して も定 期 的 に報 告 す る こ とを計 画

。余 裕 を も った状 態 での ゆ るい 管 理 を志 向
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37文 献 ・資 料

　　 稼 動 状 況 分析 に 関 す る ま とま った 文献 は 少な く,ユ ー ザ が手 引 と して使 用

　 で き る もの は ほ とん どな い とい う状 況 であ る。 今 回 の ア ン ケー トで は 表3-

　 8の とお り9機 関 か ら12件 の 回答 に と どま って い る。

表3-8　 稼 動 分 析 に 関 す る文 献 ・資料

(メ ー カ提 供 もの)

　　キ ャパ シテ ィ ・プ ラニ ング入 門

　　メモ リと シス テ ム ・キャパシティ

　　 PERFORMANCE　 NOTEBOOK

　　 IBM　 SYSTEM　 JOURNAL

　　 日本G/Sプ ロジ ェク トチー ム報告 書

(ユ ー ザ会)

　　 TESDATA=・ 一 ザ会 議 資 料

　　 ユー ザ 会 資 料

(そ の他)

　　 「 リア ル タ イ ム 」

　　 「情 報 処 理 」

　　電 子 計 算 機 利 用 効 率 化 に関 す る ガ イ

　　 ドラ イン

TESDATA社

日本 電気

日本経営 出版会

情報処理学会

行政管理庁
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4.費 用 対 効 果 分析 に つ い て

41　 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 位 置 づ け

　 　 独 立 採 算 性 を と って い る コ ン ピュー タ部 門は 非 常 に少 な く(官 公庁 は 制 度

　 上 当然 であ る。)回 答 を得 た 民 間 企業101社 中14社(10.7%)に とど

　 ま っ てい る。 ま た,予 算 配 分 方法 もあ らか じめ 年 間 予 算 が 配 分 さ れ る例 が 多

　 く,他 の 経 費 と コ ミの場 合 と併 せ る と99機 関(75.6%)に 達 す る。 民 間

　 企業 の 場合 導 入 が 進 ん で い ると考 え られ る賦 課 制(い わ ゆ る社 内つ け かえ 制)

　 は,25社(19.1%)と 予 想 外 に 少 な くな っ てい る。

　 　 (但 し,実 際 につ け か えま では してい な い が毎 月,ユ ー ザ 別の 使 用実 績

　 (課 金情 報)を 作 成 し,ユ ー ザ に配 布 した り管 理 資 料 に使 ってい る例 は かな

　 りあ るよ うであ る。　)

とって い る

　 14(10.7)

⑰()の 数 字 は%

　 　 分母 は131機 関

図4-1　 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 性 格
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囲(　 )の 数 字は%

　　分母は131機 関

■

●

図4-2　 予算配 分方法

4.2組 織 体 制

　　 費 用対 効 果 分析 を 担 当す る組 織 体制 は 図4-3の 通 りで あ る。 担 当す る部

　 門が設 置 され て い る と ころは24機 関(18.3%)と 少 な く,先 の稼 動 分析

　 の場 合 と対 照 的 で あ る。 設 置 さ れ て い る部 門 の 大半 は シス テ ム開発 の 担 当 課

　 又 は 総括 課 が 業 務 の一 環 と して 担 当 して い る。

　　 費 用対 効 果 分析 は 専 担 の組 織 が 恒 常 的 に実 施 するとい うよりは ・必 要 に 応 じ

　 実施 され る ケー スが 多 く,プ ロ ジ ェク ト ・チー ムが 編 成 され る機 関が37

　 (2&2%)と,特 定 の 担 当 部 門 や特 定 職 員 に よ る もの の合 計 よ りわ ず か に

　 多 くな っ て い る。 そ の チ ー ム編 成 で は,他 の管 理 部 門等が 中心 とな った り・

　 全 社 的 に編 成 され る例 は 少 な く,コ ン ピ ュー タ部 門 自 らが 中 心 とな る場合 が

　 ほ とん どで あ る。 しか しな が ら,以 上 の 「担 当部 門が 設 置 され てい る 」場 合

　 と 「 プロ ジ ェク トチ ー ムが 編 成 さ れ る 」場 合 の 両 方 を通 じて,電 算 課・ シス

　 テ ム課 等 の いわ ゆ る コ ン ピ ュー タ部 門以 外 の ス タ ッフ部 門が 費 用 対 効果 分析

　 担 当組 織 又 は チ ー ムに な って い る例 が12件 あ り・ 件数 は そ れ ほ ど多 くな い

　 が,注 目さ れ る と ころ で あ る。

'

◆
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◆
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　 費 用 対 効 果 分析 担 当 の規 模 は,そ の形 態 を問 わ ず,3人 以 下 が ほ とん ど で

あ る。

　 費用対効果分析 は 「行 ってい な い 」とこ ろが27(20.6%)機 関あ る。 そ

の 内訳 を み る と,利 用 して い る コ ン ピ ュー タの規 模が 小 さい 機 関,又 は,導

入 後 間 もな い機 関等 であ り,費 用 対 効 果 分 析 そ れ 自体 の 効果 が あ ま り期 待 で

きな い場 合 が 多 くな ってい るが,官 公 庁 と民 間 企業 では,各 々の 回 答 数 に対

す る 「行 って い な い 」率 は21%と 全 く同 じで あ り,特 に差 は認 め られ な い。

そ の 他

23(17.6)

コンピュータ部門以外が中心
　 　 　 　 3

全社的なチーム　 2

そ　 の　他　　4

　 　 　 　 　 　 27(20.6)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当部門

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　囲 　 (　 )の 数 字 は%

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　分 母 は131機 関

　 　　 　 　 　 　　 図4-3　 費用 対効 果 分析 の 組 織体 制

4.3評 価 分 析 事 項

　 　 費 用 対 効 果 分析 の 対 象 とな ってい る業 務 を ま とめ る と表4-1の 通 りとな

　 る。 ア プ リケー シ ョンの新 規 開 発時 に お け る評 価は58機 関(44.3%)と

　 約半 数 で 行 わ れ て い るが,一 般 に稼 動 段階 に 入 った ア プ リケ ー シ ョンの フ ォ

　 ロー ア ップは 難 しい とされ て お り,本 調 査 で も36機 関(27.5%)と 低 く

　 な って い る。
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　 「 コ ン ピ ュ ー タ の 全 社 的 役 割 り の 評 価 」 と い う 回 答 は33機 関(25.2%)

と そ れ ほ ど 多 く は な い が,「 コ ン ピ ュ ー タ 部 門 と し て の 収 支 」20機 関

(15、3%)よ り は 多 く な っ て い る の は 興 味 深 い 。

表4-1　 費用対 効果分析 担当部門の業 務

業　　務　　内　 容 回　　　 答　　　数

新 規適用業 務の開発採算性 58(44.3)

コ ン ピ ュ ー タ 導 入 ・切 替 時 の 評 価 51(38.9)

稼 動中適用業務 の運用採 算性 36(27.5)

コ ン ピ ュー タの 全 社的 役割 33(25.2)

コ ン ピ ュ ー タ 部 門 と し て の 収 支 20(15.3)

そ　 の　 他 2(　 1.5)

4

●

⑰1.複 数 回 答可 の ため,(　 )の%の 合 計 は100%を 超 え る。

　 2.分 母 は131機 関

4.4評 価 分 析 手 法

　 　 費 用 対 効 果 分析 に使 わ れ て い る手 法 に 関す る回 答 を ま と め る と表4-2の

　 通 りとな る。 こ こでは やは り,定 性 効果 の扱 いが 問 題 とな ると思 わ れ るが,

　 そ れ が,「 全 て の 効果 を金 額 換 算す る 」とい う機 関 よ り,「 定 量 効 果 と定 性

　 効 果 を併 用 す る 」とい う機 関 の 方が 多 くな ってい る こと,及 び 「ア ウ トプ ッ

　 トの有 効 性 評 価 」が 比 較 的 多 い こ とに 表 わ れ てい る。 しか しな が ら,定 性 効

　 果 の 定 量 化 ・金 額 換 算 の 代替 手 法 と して 考 え られ る 「採 点 法(ス コア リング)」

　 及 び 「ユー ザ に対 す るア ン ケー ト 」は あ ま り採 用 さ れ てい な い 。 これ は 後 に

　 触 れ るが,客 観性 の確 保,実 行 の 容 易性 等 に問 題 が あ る た め と考 え られ る。

　 　 これ ら評 価 分析 に使 う算 式 ・方 法 論 に 関 しては16機 関か ら22件 の 回 答

●
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企

今

が 得 られ て お り,そ の主 な ものは 以 下 の通 りであ る。

　 　　 　 　　 　　 表4-2　 費用 対 効 果 分析 ・評 価 手 法

定性 効 果 と定 量 効=果 を 併用

全 て の 効果 を金 額 換 算 し経 費 と対 比

出力情 報 の 利用 状 況 等 ア ウ トプ ッ ト評価

同業 他 社 との比 較(コ ン ピ ュー タ運 用経 費 対

　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 売上 げ高 等)

社 内 ユ ー ザ等 へ の ア ンケ ー ト

採点 法(ス コア リング)

特 に な し

そ の 他

48(36.6)

29(22.1)

31(23.7)

20(15.3)

17(13.・0)

　 5(　 3.8)

14(10.7)

　 5(　 3.8)

　 囲1.複 数 回答 可 の た め,(　 )の%の 合計 は100%を 超 え る。

　 　 2.　 分 母 は131機 関

(1)省 力効 果

　 　 省 力効 果 で は抑 止 効 果 を 認 め る か否 か,認 め る場 合 は そ の 程 度 が,分 析

　 の信 愚 性 か ら問題 とな るが,本 調 査 では 認 め る場合 が 多 い よ うで あ る。 省

　 力効 果 の 算 出 に 関 して は,代 表 的 な もの と して次 の 例 が 挙 げ られ る。

　 　　 　　 　　 　 　 (コンピゴ タ化前の事務量)一(コ ンピュータ化後 の事務量)　 理論 上
の節 減(A)=

理論上 の抑制人員◎=

　 (1人 当 り平 均事務量(286.　 8人 目))(B)

(コンピュータ化後新たに作成可能 となった資料作成の事 務量)

(効 果)

　 (直 接 効 果)⑧=(A)×(1人 当 り経 費)

(B)
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　 　 (間 接 効果)(F)=(C)×(1人 当 り経 費)

　 (コ ン ピ ュー タ利 用 効 果)=⑧ 十(E-(コ ン ピュー タ運 営経 費)

(2)費 用 回収 期 間

　 　 コ ン ピュー タ化 及 び運 営 に 関 す る回 収 期間 を 定 め,そ の基 準 期 間 内 で回

　収 した か否 か で評 価 し て い る例 が あ る。

　 回収 期 間　 　　　 　　 (起 業 費)十(一 時 経 費)

　(基 準値)　 (便 益)一{(経 常 費 用)一(減 価 償 却 費)}

　 　　 　 (経 常 費 用)は 資本 費 を含 む

(3)定 性 効果

　 　 定 性 効果 の定 量 化 ・金 額 換 算 は 困難 で,確 定 した一 般 的 な手 法 は な く,

　 ① 有 効 性,貢 献 度 等 の 指 標 に対 す る記 述 方式 を 採 用,② 算 定 方法 に若干 の

　 無 理 が あ って もで き るか ぎ り金 額 換 算 を行 う,③ 過 去 との対 比を 行 う等 の

　 回答 に と どま って い る。

(4)分 析 の 局面

　 　 費用 対 効 果 の 分 析 を行 う局面 で は,ア プ リケー シ ョンの 新 規 開発 段 階 に

　 澄 け るチ ェ ックは 比較 的 容 易 で あ るが 稼 動 後 の 実 績 評 価,コ ン ピュー タ ・

　 シス テ ム全 体 の 評 価 分析 は 実 行 が 困 難 と して い る回 答が 多 く,こ れは 前述

　 の 表4-1と も符合 し てい る。 そ のな か で,注 目され る のは 全 社 の コ ン ビ

　 ュ一 夕 ・シス テ ム につ い て年1回 定 期 的 に総 費 用 と総効 果 額 を 調査 し,経

　 年 変 化 を 分析 す る とい うもの で あ り,そ のほ か には,外 部 委 託 と 自営 の 比

　 較 評価 を 実施 し てい る例 で あ る。

`

鳴

●

45経 費 節 減 方 策

　 　 コ ン ピ ュー タ部 門 の経 費 節 減 の た め の方 策 は 表4-3の 通 りで あ る。 「各

　 種 標準 化 」が そ の 意 味 ・内容 が 広 い こ と もあ り79機 関(603%)と 多 く

　 な って い る。 次 い で ソ フ トウ ェア開 発 の新 しい技 法 導 入が 多 く,新 しい技 術
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に対 し敏 感 であ る と い う こ とと,ソ フ トウ ェア開発 の 負 荷 が大 き くな って お

り,そ の 軽 減 が コン ピ ュー タ部 門 の 課 題 とな って い る こ とが 判 る。

　 「標 準 化 」の 大 半,「 プ ロ グラ ム開発 の 外 注化 」,「 派 遣要 員の 受 け 入れ 」

の 一 部 も,そ の 表 わ れ と考 え て よ い。

　 外 部 委 託 の 活用 も,経 費 節 減 の 方 策 と して 積 極的 に進 め られ て お り派 遣要

員 の 受 け 入 れ を 含 め れ ば,ほ とん どの機 関 で実 施 して い る もの と考 え られ る。

しか しな が ら,こ れ に対 しコ ン ピ ュー タ部 門 の規 模 が 大 き く,シ ス テ ム開発

及 び 処 理 を集 中 して い る と ころで は,ユ ー ザ部 門 の 個 別 外 部委 託 と 自営 の場 .

合 との 経 済 性 比較 を 行 い,抑 制 す る方 向 を と ってい る例 が み られ る。 そ のほ

か,適 用業 務 の簡 略 化,停 止,処 理 方 式及 び機 種 の レベ ル ダ ウ ン等,か な り

思 い 切 った 方策 もと られ て い る。

　 「そ の 他 」で は,契 約 方 式 の変 更(レ ン タ ルか ら買 取 又は リース へ),プ

ラグ コ ンパ テ ィブ ル 機 器 へ の 変 更,イ ンプ ッ トデー タ作 成 の 経 費 節 減(フ

ロ ッ ピー ・デ ィス ク,OCRの 採 用,外 注),空 調,電 源 コン トロー ルの省

エ ネル ギー 化 等が 挙 げ られ て い る。

●

喝
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表4-3　 経 費節 減 ・合 理 化 方 策

方　　　　　　　　　策 回　　 答　　数

各種標準化 の推進

ソフ トウェア開発 の新 技法導入

79(60.3)

48(36.6)

(

要
員
)

派遣要 員の受け入 れ

自社要 員の削減

56(42.7)

27(20.6)

(
外
注
)

プログ ラム開発の 外注

適用業 務の外注

43(32.8)

18(13.7)

(

'縮

少

)

適 用業 務 の簡 略 化

処 理 方 式 の 変 更(ONLINE→BATCH)

機種 の レベ ル(レ ン タ ル)ダ ウ ン

適用 業 務 の 停 止

周辺 機 器 の 縮 少

31(23.7)

21(16.0)

17(13.0)

10(　 7.6)

　 3(　 2.3)

そ　　 の　　 他 25(19.1)

囲1.複 数 回 答可 の た め,

　 2.分 母 は131機 関

(　 )の%の 合計 は100%を 超 え る。

「

■

46経 費 節 減 に 対 す る ニ ー ズ

　 　 コ ン ピ ュー タ関 係経 費 の 節 減,合 理 化 に対 す るニ ー ズが あ る と回 答 して い

　 るの は91機 関(69.5%)と 多 く,し か も ト ップ ・マ ネ ジ メ ン ト及 び 管 理

　 部 門 か ら言 わ れ て い る ケー スが 併 せ て32機 関 とな り,コ ン ピュー タ部 門か

　 ら出 て い るケー ス(34機 関)と ほ ぼ 同数 にな っ てい る。

●

◆
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他のぞ

経 費

節減 ニーズ

部

8(8.8)

図4-4　 経 費 節 減 に対 す るニー ズ

囲 　　(　 )の 数字は%

　 　 分母は131機 関

■

47　 経 費 点 検 作 業 の 実 施 状 況

　 　 最 近 の経 費点 検作 業 の実 施 に つ い ては,行 ってい な い とい う機 関が100

　件(76・3%)と 大 半 を 占 め て い るが,「 な い 」とい う回 答 の 内訳 では 「行

　 う計 画 が あ る 」とい う回 答が24件 あ り,そ のほ か,「 コ ン ピ ュー タ部 門の

　み では な く,全 社 的 な 点 検 作業 の一 環 と して行 う 」,「 プ ロ ジ ェク トと して

　特 別 作業 を行 うの では な く,日 常 的 な活 動 の 中 で行 う 」等 の 回 答 が い くつ か

　あ り,こ の 種 点 検作 業 の 必 要性,価 値 は あ ま り認 め られ て い な い と速 断す る

　 こ とは で きな いで あ ろ う。
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行な ったことが

あ る24(18.3)

その他

12(12.0)

内訳の回答 なし

42(42.0)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1∞　(76.3)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注)(　 )の数字は軌 分母は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 131機関

図4-5　 経費節減等 に関する点検 作業 の実施状況

¶

▲

　点 検 作 業 の 実 施 例 と しては24機 関 か ら様 々な 事 例 が 得 られ てい るが,主

な もの を ま とめ る と表4-4の よ う にな る。 大 別す る と,稼 動時 間の 短 縮

開発 の 負 荷軽 減,1/Oの 改 善,そ の 他 とな り,キ メ細 かな改 善 方 策が 検 討 ・

実 施 さ れ て い る こ とが うかが え る。 な か で も,「 重 複,過 剰 サー ビス の排 除 」,

「陳 腐化 シス テ ムの 廃 止 」,「 業 務 処 理 シス テ ムの 統廃 合 」,「 事 務 手続 の

見直 し 」等,抜 本 的 な 対 策 の 例 は 注 目 に値 す る。

　 これ ら作 業 の 実 施,と りま とめ 部 門 と しては,そ のほ とん どが コ ン ピュー

タ部 門め 開発,運 用,管 理 組 織 で あ るが,部 内 監 査 の一 環 として 実 施 さ れ た

例 や,経 費 節 減 委 員会,コ ス ト削減 プ ロ ジ ェク ト ・チー ム,事 務 合 理 化 委 員

会等,コ ン ピ ュー タ部 門の み では な い全 社 的 な 取 組 み として実 施 され た 例 も

み られ る。

　 作 業 の規 模 と しては4,000人 月,300人 月 とい う特 別の2例 を 除 けば

10人 月前 後 の もの が 多 く,そ れ ほ ど大 きな プ ロジ ェク トでは な い。(4,000

人 月の 例は2年 間 に亘 って 持 続 的 に経 費節 減 活 動 を展 開 した 特 別 な ケー ス で

あ る。　 )

、

●
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表4-4　 経費 節減等点検 作業 の内容

対象区分 内　　　　　　　　　　　　容

稼動時間 。運営管理要領,電 算事務処理標準化基準の改正 にょる業務処 理

の節減 の効率化

　 　 　 　 　 　 　 `
o重 複,過 剰 サ ー ビスの 排 除

o腐 陳 化 シス テ ムの廃 止

。 処 理 プ ロ セ ス の 変 更 に よ る ス ル ー プ ッ トの 向 上

。業務 処理の統廃合 によ る処理時間の短縮

開発の負 。プ ロ グ ラ ム開 発 の標 準 化,効 率化

荷,コ ス 。 プ ロ グ ラ ム'メ ン テ ナ ン ス の 効 率 化

ト軽 減 ・シス テ ム開 発技 法 の検 討

。 プ ロ グ ラ ム ・ メ ン テ 外 注 の 廃 止

1/0の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・
oカ ー ド入 力 方 式 か ら フ ロ ッピー デ ィス ク,OCRへ の 切 替 に よ る 経 費 節

改 善,

効 率化 減

。 オ ン ラ イン 化 に よ る・イ ンプ ットの 分 散 化,ア ウ トプ ッ トの 適 時 化

。MTか らデ ィス クへ の切 替 に よ る処 理の 効 率化

・出力帳票 の記載内容 削減に よる用紙 代,稼 動時 間の節減

。 ア ウ ト プ ッ ト用 紙,ゼ ロ ッ ク ス の 節 減

そ の 他 。省 エ ネ ル ギ ー 対 策

。磁 気 テ ー プの在 庫 管 理

。基本 的 な業 務 処 理 シス テ ム の統 廃 合 に ょ る合 理 化

。CPU,1/0機 器 の レ ン タ ル ・ダ ウ ン

o事 務 処 理 フ ロー,手 続等 の 見直 し

。契約 方式 の変 更(レ ン タルか ら買取)

。外 部 講 師 の 嘱 託 料 カ ッ ト

。組織再編成に よる要 員配置の 見直 し,増 員の抑制
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4.8費 用 対 効 果 分 析 実 施 上 の ネ ッ ク

　 　 実 施 上 の ネ ック に関 す る 回 答 を ま とめ る と表4-5の 通 りとな る。 これ で

　 明 らか な よ うに,手 法 上 の 困 難 さ が 上 位3位 を 占め てk・ り,実 施 体 制 上 の ネ

　 ックを 大 き く上 回 って い る。

　 　 費用 対 効果 分 析 の実 施 に 関 す る ニー ズは か な りあ る もの の,そ の 実 施 に あ

　 た っては 推 進 体制 上 の 問題 よ りは,手 法 ・方 法論 の 方 に 問題 が あ る とい うこ

　 とが 言 えそ うであ る。

　 　 　 　 　 　 表4-5.費 用 対 効 果 分析 を 行 う上 で の 困難 な事 項

問題点 ・困難 な事項等

(手 法 ・方法上)

　定性効果の金額換算

　適切な手法 ・方法がない

　費用 の確定

　恣意性 の排除,結 果 の客観性

(実 施体制上)

　要 員 ・費用 の確保

　 コン ピュー タ部 門の 力不足

　ユ ーザの協 力

　　 ッフ,管 理部 門の理解

　結果の改善提言 の実施

そ　の　 他

特 にな し

囲1.複 数 回 答 可 の た め(

　 2.分 母 は13]機 関

81(61.8)

55(42.0)

38　 (　29.0　 )

27(20.6)

35　 (　26.7　 )

16(122)

12(　 92)

　 6(　 4.5)

　 2(　 1.5)

　 3(　 2.3)

　 8(　 6.1)

)の%の 合 計 は100%を 超 え る。
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49問 題 点 ・意 見 等

　 　 費 用対 効=果分析 全 体 に対 す る問 題 点,意 見等 は33機 関か ら37件 の 記述

　 が あ り,そ の 主 な もの を ま とめ る と表4-6の 通 りとな る。

　 　 や は り今 まで の ほ か の質 問 に 対 す る回答 と重 複 す るが,手 法,方 法 に 関 す

　 る もの が 多 くな って い る。 ま た,実 施体 制,稼 動 後 シス テ ムの フ ォ ロー ・ア

　 ップ,シ ス テ ム開発 に つ い て も,既 に述べ た 内 容 と基 本 的 に一 致 して い る。

　 　そ れ 以 外 で は,コ ン ピ ュー タ部 門の ユー ザ 部 門へ の注 文,両 部 門の 連 携 に

　 関 す る意 見が い くつ か 出 て い る こ と,ま た技 術 の進 展 が 早 く,そ れ へ の 対 応

　 が 大 変 で あ る こ と等 が 目につ くと ころで あ る。

表4-6　 費用対効果分析 に関す る課題 ・意 見等

定 量効 果 の は 握

ツー ル ・方 法

稼 動 後 の シス テ

ムの 評 価

。客 観 性 の確 保 が 困難

。評 価 基準 が な い

。価 値 観 の 多様 化 に ょ り困難i

。第2次 効 果,間 接 効果 のは 握 及び 定 量 化 が 困難

。定 量 効果 で は 握 で きな い シス テ ムが 多 くな って い る

。比 較 す べ き シス テ ム(作 業 状 況)の 設 定 が 困 難

。適 切 な ソー ルが な い

。評 価 分 析 の簡 便 化,自 動 化 が 必要

。企業全体へ の貢献度 とい う視点 か らみ る必要があ る

。全社的 な取 り組みでない と不可能

。事 務処 理の合理化等 と結びつけ て検 討する必要があ る

。新 規 業 務 の 開 発 に追 われ て,既 に稼 動 に入 った業 務 の 見

直 し には 手 が 回 らな い。

o開 発 後 年数 を経 た シス テ ムの 効 果 測定 は 困難 で あ る
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ユ_ザ 部 門 との

関 係

。分 散 処 理 の 発 展 に伴 い,効 果 の 範 囲 が 拡 大 し,測 定 ・

評 価 が 困難 とな って きて い る

。ユ ー ザ部 門へ の賦 課 制度 の徹 底 を検 討 す る必 要 が あ る。

。ユ ー ザ 部 門 に よる 自主 開発 体制 を確 立 す る必 要 が あ る

。ユ ー ザ 部 門 の 費 用対 効果 に関 す る認 識 不 足 を 解 消 す る必

　要 が あ る

・安 易 な コ ン ピ ュー タ化 を 避 け る必 要 が あ る

。シス テ ム開 発 の生 産 性 向 上が大 きな課 題 とな ってい る

。開 発 の 省 力化 ツー ル で適 切 な もの が 望 まれ る

。信 頼 性 の あ る,精 度 の 高 い シス テ ム 開発 が 必要 で あ る

。メー カの ハ ー ドウ ェア ・ソフ トウ ェア動 向 の変 化 が著 し

　 く,問 題 のは 握 が で きて も改 善 案 の 実 施が 困難 で あ る

。技 術 革 新 が あ ま りに早 す ぎ るの で,ハ ー ドウ ェア,通 信

　技 術 等 の タ イム リな導 入が 困難 で あ る。

。技 術 の 進 歩 に比 べ,評 価 が 遅れ が ち で あ る。

つ

4.10文 献 ・資 料 等

　 　 費 用 対 効 果 分析 に つ い て も稼 動 分析 の 場合 と同様 に,ま とまった文献 ・資

　 料 は 少な く,回 答 の あ った もの は7件 で あ る。

-

◎
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表4-7　 費 用 対 効果 分析 の 文献 ・資 料

●

●

書　　　　　　　　名 著　　 者 発　行　所

EDPシ ス テ ム評 価 と開 発 吉 原 賢 治 日刊工業 新聞社

企 業 に お け る コ ン ピ ュー タ コス トセ イ ビング 鈴 木 雅 善 日 本 ビジネス レポー ト

無駄 削減 のた めのEDP管 理 A.E.Ditri 〃

電算 コス ト管理 シス テ ム実 務集 中 山　　 諭 マ ネ ジ メ ン ト サ ー ビ

ス研究所

業務処理 システ ムの評価 と投 資効果 山 田　　 進 日 立 コ ン ピ ュ ー タ事

業部

効率評価 システムの調 査研 究
一

地 方 自治情 報 セ ン タ

電 子 計 算 機 利 用効 率 化 の ガ イ ドラ イ ン
一

行政管理庁

σ

⑰
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情報処理システムの有効利用方法に関する調査票

企業名又は

団　体 名

所　 在 地
〒

記入者所属
部課名及び
氏
(連 絡先)

名
電話 市外( ) 内線

表1.　 企 業 又は 団体 の概 要

業　　　種 資本 金(百 万円)

'
従 業員 数 情報処理要員数(注)

1.S・E、 プログラマー　　　　名

2　 オペレータ　　　　　 　　 名

a　 パンチャー　　　　　　　　 名

4.そ の 他　 　 　　 　 　　名

田)1,　 官 公庁 、地 方公 共団 体 につ い ては 「情 報 処理 要 員 数」 の み ご記 入下 さい。　

2　 情 報処 理要 員 につ い て、外 部 か らの 派遣 を 受 け てい る場 合 にはそ の 人 数

　 　 も含 め て ご記 入下 さい。

表2.　 コ ン ビ;一 タ ・ シ ス テ ム の 概 要

　 　 .

機　種　 名 OS名

処　　理　　方　　式

適 用 業 務オ ンライン

リ　 ア　 ル

オ ンライ ノ'

リモ ー トバッチ

バ　　ッ　チ

饅1.処 理方 式 に つい て は、 機種 ごとに 該 当す る欄 に○ 印 を付 け て下 さい 。

　 2　 適 用 業務 に つい て は、 主要fiも の を3～4挙 げ て ご記 入 下 さいo

1.　 稼動 分析 につ い て

　 問L　 コ ンビ=一 夕 ・シス テ ムの稼 動 状 況の 測 定 と評価 は、 どの よ うな体 制 で行

　 　 　 って い ます か0

　 　 　 1.担 当 部 門 又は 、 グルー プが設 置 され て いる。

　 　 　 　 　 　 　 部 門、 グ ルー フ'名　:

　 　 　 　 　 　 　 　 　 構 成 人 数 　:　 　　 　 　 　 人

　 　 　 2.特 定 の 職員 が担 当 して い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 担 当 者 数:　 　 　 　 　 　 人

　 　 　 3.必 要 に 応 じて プ ロ ジェ ク ト・チ ー ムが編 成 され る。

　 　 　 　 ① 全 社 的 左 チー ム編 成

　 　 　 　 ② コ ン ピュー タ部門 を中心 と しだ ユー ザ との共 同 チー ム

　 　 　 　 ③ 　そ 　 の　 他

1　 　 4.行 っ てい な い。

　 　 　 5.そ 　の 　 他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

問2.問1.の 担 当 部 門 ・グル ー プ または チー ム等 の 組織 上 の位 置 づけ、 権限 は ど

　 　 うな って い ます か。(複 数回 答可)

L

2

a

4

5

6

7

トッ プマ ネ ジ メ ン トに直 接 報告(提 言)す るo

コ ン ピュー タの管 理 者 に改 善 提案 す るo

シス テ ム監 査 を実 施 す る。

各 ユ ー ザ 任課 金 を行 う。

新 規 開発 の ア プ リケー シeン の事前 評 価 を行 う。

そ 　 の　 他(

特 に な い。

)

◆
'
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問3.　 コ ン ピュー タ ・シス テ ムの稼 動 状況 測 定 に関 し、 昭和54年 度 で要 した経

費は どの ぐ らいで す か、 該 当す る もの に金 額 を ご記 入下 さい。

1.ハ ー ドウ ェア ・モ ニ タ借 料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔

2　 ソフトウェア(ソ フトウェア ・モニタ、 シミュレータ等)借 料 　 〔

3.　 ベ ンチ マー ク ・テス ト費 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔

4　 S・Eサ ポー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔

5.そ 　 の 　他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )〔

千 円 〕

千 円 〕

千円 〕

千円 〕

千 円 〕

問4.コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの稼動 状 況 測定 の 目的 は何 ん で す か。 また 、 その

　 　使 用 ツー ル及 び実 施頻 度 に つい てお 答え 下 さい;

　 　 　使 用 ツー ルにつ い ては、 具 体的 左名称 を、 頻度 につ い て は該 当欄 に○ 印 を

　 　つけ て下 さい。

　　　　 事　 項

使用 目的

使 用　ツ　ー　ル　(名 称) 頻　　度
'一 トラェア

　 ・モニタ

ソフトウェア

　 ・モニタ
アカウント シミュレータ その他 常時 スボツト

1,導 入 管 理

(キ ャパシテ ィ ・

　 　 　 　プラニ ング)

2機 器 構 成 の改 良

3.ソ フ トウェアの改 良

　 　 　 ・
4.ス ケシューリング

　　 　 　　 　の改 善
5ー プア イル管理

　 　　 　 　の合理 化

6,レ スポンスタイム

　　 　 　　 　の向 上
7.そ の 他

(　　　　　　 )

(　　　　　　 )

(　　　　　　 )

● ●

問5.常 時 、 測 定 ・分 析 を行 って い る もの、 又は メー カ等の サ ポー トを受け て測

　 　 定 ・分 析 を行 って いる ものは 何 ん で す か、 該 当 欄 に○ 印 を付 け て下 さ い。

測 定 事 項
常 時 測 定 サ ポー トを

受 けて測 定

1.　 ス ル ー プ ッ ト

2　 　タ ー ン ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム

3.　 レ ス ポ ン ス ・ タ イ ム

4,機 器 稼動 率

5,業 務(ジ ョブ)負 荷(ワ ー ク ロー ド)

6.そ の他(　 　　　　　　　　　　 )

(　　　　　　　　　　　 )

(　　　　　　　　　　　 )

　 上記 の 機器 稼 動 率の う ち、 特 に重 視 してい る ものを(　 )の 中 に順 位 を入

れ て下 さい。

　①CPU()② メモ リ()③ チ ャネ ル 　 ()

　④ デ1ス ク()⑤1/O機 器()⑥ 端 末機 　　 ()

　⑦　 通 信制 御装置(又 はFEP)(　 　 )⑧ 　 そ の他(　 　 　　　　 )(　 　 )

問6.商 用 ツー ル以外 で、貴 社 独 自の 測定 、 評 価 方法 及 び事 項 が あ りtし た ら、

　 　そ の 概 要 を記 述 して下 さ い。

　 　 　 なお、 資 料 を同 封 して い ただ け れ ば幸 い で す。
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一

間 貴 社 吐 いて 実施 した ・ ンピ 。一 ・ ・シス テ ・の稼 動 状 況改静 例 につ い

　 　 て、顕 著 な効 果 が上 った もの を三 つ 選 び、 具体 的 に記 述 して下 さい。

　　事　例　①

　　　 目的及び実施内容:

効　 果　 '

事　例　②

　 目的及び実施内容

効 　果 　 .

事　例　③

　 目的及び実施内容1

効　果

■
'

問8.。 ンピ 。一 夕 ワ ステ ムの稼 動 状況 のell定 ・評価 に関 して・ 今後 の課 題・

　　 問 題 点、 意 見等 が あ りま した ら記 述 して下 さい。

問9.コ ンピ ュー タ ・シス テ ムの稼 動 分析 に 関 して参考 と してい る文献 資料 が

　 　 あ りま した ら記 述 して下 さい。

書　　　　　 名 著　　　者 発　 　行　 　所

1

1

●
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2.　 費 用対 効 果 にっ いて

問1.　 貴社 の コ ンピ ュー タ部 門は 、独 立採 算 制 を と って い ます か。

1.　 と っ て い る0

2　 と っ て い な い0

3.そ の 他( )

問2、　 コン ピュー タ部 門 の予 算は 、 どの よ うな方法 で 配 分 され て いま すか 。

　　 1.予 め決 め られk年 度 予算 が配 分 されゐ 。

　　 2　 社 内賦 課 制度(つ け か え制度)に よ る。

　　 3,　 他の※ 務 関連 予算 と コ ミで配 分 され る。

　　 q,そ の他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

問3.　 コン ピ ュー タ ・シス テ ムの費用 対 効 果 の分 析、 経 費 節減 等 は、 どの よ うな

　　 体 制 で行 っ てい ます か。

　　 1,担 当 す る部 門 が設置 されて い る。

　　 　 　 　　担 当部課 又 は係 名　:

　　 　 　 ・　 　 　 構 成 人 数 　:　 　 　 　 　 　 人

　　 2　 特 定 の職 員 が担 当 して い る。

　　 　 　 　　 　 　 担 当 者 数 　:　 　 　　 　 　 人

　　 3.必 要 に応 じて プロ ジェ ク ト・チー ムが 編成 され る。

　　 　 ① 　全 社的 左チー ム編成

　　 　 ② コ ンピ ュー タ部 門 を中 心 と した ユー ザ との 共 同 チー ム

　　 　 ③ コ ン ピュー タ部 門以 外 が 中心 とな るチー ム

　　 　 　 　　 中心 とな る部課 名　:

　　 　 ④ 　そ の 他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

　　 4.行 って い ない。

　　 5.そ の他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

亀 ●

問4,　 コ ンピュー タ ・システ ムの 費 用 対 効果 で 、 問3.の 部門 又は チー ム等 が 行 っ

　 　 て い る ものは何 ん です か。(複 数 回 答 可)

1.新 規 適 用業 務 シ ステ ムの 開 発 採 算 性

2,　 稼動 中 の適 用業 務 システ ムの運 用 採算 性

3.　 コ ンビ=一 夕の 導 入 ・切 替va・bけ る 評価

4.　 コ ンビ=-S部 門 と して の 収支

5,　 コン ピ ュー タの全 社 的 左効果

6.そ 　 の　 他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

問5.コ ン ビ=一 夕 ・シス テ ムの費 用 対 効 果 の測 定 ・評 価 に使 用 して いる手 法 、

　 　 方 法 には どの よ うな もの が あ り ます か。(複 数 回 答可)

L

2

a

4

5

6

7

8

全 ての効 果 を 金額 換 算 し、 経 費 と対 比

定 量 効果 と定性 効 果 を 併用

採 点法(ス コア リン グ)

出 力情 報 の利 用状 況等 の ア ウ トプ ッ ト評 価

同 業他 社 との 比較(コ ン ピュー タ運 用経 費対 売上 げ 高等)

社 内 ユー ザ等 に対 す るア ンケー ト

そ 　 の　 他

特 に な し

上記 手法 で使 う算 式 ・方法 論 等 を 記述 して下 さい。

左お 、 資料 を 同封 して いた だけ れ ば幸 い で す。
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問6.　 コ ン ピュー タ部 門の 経 費節 減、 合 理 化 のた め に どの よ うな方 策 が と られ ま

　 　 したか。(複 数 回答 可)

L

2

3

4
…

5

6

7

&

9

0

L

2

　

　

　

1

　
　1

　
　1

コ
31

コン ピュー タ機 種 の レベル ・ダ ウ ン(レ ンタル'ダ ウ ン)

処理 方式 の 変更(例 えば オ ン ライ ンか らバ ッチ)

周 辺機 器 の縮 小

一 部適 用業 務 の停 止

一 部適 用業 務 の簡略 化等

一 部適 用業 務 の外 注

一部 プ ログ ラ ム開 発 の 外注

ソ フ トウ ェア 開発 の 新 技法 導 入

各種 標 準化 の 推進

自社 要 員 の削 減

外 部 か らの派 遣要 員 の 受 入れ

そ 　 の　他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

行 った こ とは ない。

問7.　 コ ン ビ=.・一夕部門 の 経費 節 減、 合理 化 に対 す る ニー ズは あ りtす か。

　 　 1.　 あ る。

　 　 　① コン ピ ュー タ部 門 か らで てい る。

　 　 　② 管 理 部門 か ら言 わ れて い る。

　 　 　③ トッ プマ ネ ジ メ ン トか ら言 わ れ てい る。

　 　 　④ そ 　の 　他(　 　 　 　 　 　 　 .　 　 　 　 　 )

　 　 2.今 の とこ ろ特 に ない。

　 　 3.そ 　 の　 他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

9
φ

問&　 最 近 、 特別 な プ ロ ジェク トと して、 コ ン ピュー タ部 門 の経 費節 減、合 理 化

　 　 等 に関 し、 点 検作 業 を行 った こ とが あ ります か。

　 　 1.　あ る0

　 　 2.　 な いo　 　　　　　　　　　　　　　.

　 　 ① 近 く行 う予 定、 計 画 は あ る。

　 　 ② 　全 くない。

　 　 ③ 　そ 　の 　他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

　 　 3・ そ 　の 　他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

　 　 　 　 「L　 あ る」 とお答 え いた だい た場 合 、以 下 の 設問 に 記述 して下 さい。

　 　 設問a、 実 施 時 期等

　 　 　 　 　 　 昭 和(　 　 )年(　 　 )月 ～ 昭 和(　 　 )年(　 　 )月

　 　 　 　 　 　 延 べ、 約(　 　 　 )人 月

　 　 設 問b、 実 施、 とbま と め部 門 又は チ ー ム名

設 問c、 目 的

設 問d、 点検 に よb改 善 され た主 な事 項

'
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●
、

問 ⑨　 コン ピ ュー タ部 門 の経 費節 減、 合理 化 を行 う上 で 苦労 して いる点(行 うと

　 　す れば問 題 に な りそ うな点)は 、 どの よ うな こ とで すか 。(複 数 回答 可)

1

2

3

4

5

6

7

&

9

α

輻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　
　1

手法 、 方法 に適 切 な もの が ない。

定性 的効 果 の 全額 換 算 等 が難 しい。

費 用 の洗 い 出 し、確 定 が 難 しい。

恣 意性 の排 除等 が 難 し く、結 果 の客 観 性 に問 題 が あ る。

トップ、 管理 部 門 等 に積 極性 が ないo

ユー ザ の協 力 が得 られ なレ㍉

コ ンピ ュー タ部 門 の 力 が不 足 してい る。

点検 結 果 か らの改 善 提言 等 が 左か なか実 行 され ない。

点検 作 業 に必 要左資 源(要 員 、金)の 確 保 が 難 しい。

そ 　 の　他(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

特 に在 い。

問10,　 コ ン ビ=一 タ ・シス テ ムの 費用対 効 果 に関 して 参考 と してい る文 献、 資

　 　 　料 が あ りま した ら記述 して 下 さい 。

書　　　　　　 名 著　　　 老 発　　行　　所

●

問11.　 コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム の費 用対 効 果 の測 定 ・分 析、 経 費節 減、 合理 化

　　 　 等 に関 して、 今 後の 課 題、 問 題点 、 意 見等 が あ りま した ら記述 して下 さ い。
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資 料

用 三五
口口 集

レ
本 資料 に収 録 した用語 の説 明 は,次 の文献 を参考 と して作 成 した も

の で あ る。

○総 合 コ ンピュ ー タ舌辛典

　 　　 山下 英 男監修/日 本 ユ ニパ ック総 合研 究 所 編

○ コ ン ピュー タ ・エ レク トロニ クス用語辞 典

　 　　堀井 隆 、鈴 木桂 二 監修/松 本欣 二 、宇 野正 美 、 中村 勲共 著

○ コ ン ピュー タ用語 辞典

　 　　 コン ピュー タ用 語辞 典 編集 委 員全 編

○ コ ン ピュ ー タ英和 和 英辞 典

　 　　 日本 ユ ニパ ッ ク編

○情報処 理 用 語

　 　　 日本 ア イ ・ピー ・エ ム株式 会社

'



、

4

、

●

P



ア イ ドル時 間(idle　 time)遊 び 時 間

　 　計 算 機 の中 央 処 理 装 置 と周辺 装 置の 稼 動時 間 に差 が あ る た め に ど ち ら か

　に 待 ち時 間が 生 じる。 この 待 機 してい る時間 を ア イ ドル 時 間 とい う。

●

ア カ ウ ン ト(account)=ア カ ウ ン テ ィ ン グ(accounting)

　　計 算機の中央処 理 装 置 の 使 用 時 間 や 入出力装 置の使 用 量 な どを項 目 ご

　 とに記録 し,さ らにあ らか じめ決め られたある計 算式に従 って金額に換算す

　る機能を もった プ・グラムであ る。

ア ク セス タ イ ム(access　 time　 )

　 　記 憶 装 置 へ あ るデ ー タを 記憶 す る よ う要求 が あ った 時点 か ら,そ の記 憶 が

　開 始 さ れ るま で の時 間

ア クテ ィ ビテ ィ(activity)活 動

　 　一 般 的 に は,PERTの ネ ッ トワー クを構 成 す る要 素 の一 種 で,作 業 ま た

　 は そ の 時 間 を 表 わ して い る もの と して使 用 さ れ て い るが,本 報 告 書 で は シ

　 ス テ ム構 成 要 素 の 目的 遂 行 活動 全 体 をい う。

r

●

ア セ ン ブ ラ(assemb　 1e　.r)

　 　 ア セ ン ブ リ プ ・ グ ラ ム(assembly　 program)と も い う。 言 語 翻 訳 プ ロ

　 ブ ・ グ ラ ム の 一 種 で 覚 え や す い 記 号 で 書 か れ た ブ ・ グ ラ ム を 機 械 語 に 変 換 す

　 る 。 お も な 機 能 と し て は 記 号 で 書 か れ た オ ペ レ ー シ ョ ン コ ー ドを 機 械 コ ー ド

　 に し ・ 記 号 ア ド レ ス や ア ド レ ス 部 の 演 算 を 実 際 の ア ド レ ス に す る な ど で あ る 。

ア ドレス(address)

　 　計 算 機 で情 報 を転 送 す る場 合 の 出所 や行 先 を表 わす 表 示 の こ とをい う。
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ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム(application　 program)

　 　 ユ ー ザ の 業 務 を 処 理 す る た め に メ ー カ 叉 は ユ ー ザ に よ っ て 書 か れ た プ ロ グ

　 ラ ム。 応 用 プ ロ グ ラ ム と も い う。

、

ア ル ゴ リズ ム(algorit㎞)算 法

　 　与 え られ た入 力 か ら機 械 的 に結 果 を 導 き出 す た めの 手 続。
■

ア ロ ケ ー シ ョ ン(allocation)割 振 り,割 当 て

　 　 特 定 の プ ロ グ ラ ム ル ー チ ン'・ 定 数,ワ ー キ ン グ ス ト レ ー ジ ・ デ ー タ な ど の

　 た め に 記 憶 範 囲 を 指 定 す る こ と を ア ロ ケ ー シ ョ ン,ま た は,メ モ リ ア ロ ケ

　 ー シ ョ ン:と い う。 メ モ リ ア ロ ケ ー シ ョ ン だ け で な く,入 出 力 装 置 計 算 時 間 な

　 ど を プ ロ グ ラ ム に 割 り 当 て る'こ と も ア ロ ケ ー シ ョ ン と い う。

ア ロ ケ 一 夕(allocater)

　 　 あ る タ ス ク を 実 行 す る 場 合 に,使 用 す る 資 源 を 割 り 当 て る プ ロ グ ラ ム

イ ニ シ エ ー タ(initiator)開 始 プ ロ グ ラ ム

　 　 ジ ョ ブ 管 理 の 機 能 を 行 う ジ ョ ブ ス ケ ジ ュ ー ラ の 一 つ で,実 行 す べ き ジ ョ ブ

　 お よ び ジ ョ ブ ス テ ッ プ を 選 び 出 し,そ れ に 必 要 な 入 出 力 装 置 を 割 当 て,タ ス

　 ク 管 理 の 制 御 に わ た す プ ・ グ ラ ム を い う 。

、

■

エ ク ス プ ー ル(expoo1)

　 　 EXECの 機 能 と し て ジ ョ ブ の ワ ー ク エ リ ア を ダ イ ナ ミ ッ ク に 割 振 る こ と

　 が で き る が,こ れ を プ ー ル し て お く エ リ ア の こ と 。

エ グ ゼ キ ュ ト(execute)=EXEC

　 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の ニ ュ ー ク リ ア ス(核)部
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エ デ ィ ッ ト(edit)編 集 す る

　 　デ ー タの形 や 形式 を 変 更 す る こ と。 た とえ ば,ペ ー ジ番 号 や小 数 点 な どの

　文 字 を挿 入 した り削 除 す る こ と。

エ ラ プス 時 間(elapse　 time)

　 　計 算 機 の稼 動 時 間 を表 わ す方 法 の ひ とつ で,ジ ョブが 計 算 機 に よ って取 上

　げ られ た と きか ら,終 了 して計 算 機 の 制 御 を離 れ るまで の 時 間 を い う。
'

オ ー バ ヘ ッ ド(overhead)

　 　計 算 機 の 処 理 装 置 が 実 際 の 演 算以 外 に オ ペ レー テ ィン グ システ ムに よ る各

　種 の 制 御 に使 わ れ る こ とをい い,こ れ らに用 い られ る計 算 機 の使 用 時 間 を オ

　 ー パヘ ッ ドタ イ ム とい う。

　 オ ペ レー シ ョン タイ ム(operation　 time)

　　 　 計 算 機 の使 用 可 能 時 間 の うちで,ハ ー ドウ ェアが稼 動 し て正 しい 結 果 を生

'　 み 出 して い る とみ な さ れ る時 間 であ り,こ れ には 開発 時 間 ・生 産 時 間 及 び や

　　 り直 し時 間 が 含 まれ る。

♂

←

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム(operating　 system)=OS

　 1.　 (狭 義)計 算 機 を 容 易 か つ 効 率 よ く 使 う た め に 用 意 さ れ た 管 理 ブ ・ グ ラ

　 　 ム 。 こ の 中 に は ジ ョ ブ 管 理,・ タ ス ク 管 理,'デ ー タ 管 理 な ど の 部 分 が 含 ま れ

　 　 る 。 す べ て の ユ ー ザ の プ ロ グ ラ ム は,こ の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 監

　 　 視 の も と で 実 行 さ れ る 。 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム は,ま たsuperviser

　 　 あ る い はexecutive　 system,monitor　 systemな ど と よ ば れ る こ と

　 　 も あ る 。 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 中 で 主 記 憶 装 置 に 常 駐 す る 基 本 的 部

　 　 分 をsuperviserと 呼 ぶ 場 合 も あ る 。

　 2.　 (広 義)計 算 機 に 備 え ら れ た す べ て の プ ・ グ ラ ム を 総 称 し て オ ペ レ ー テ

　 　 ィ ン グ シ ス テ ム と い う こ と も あ る 。
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回帰 分 析(regression　 an　alysis)

　 　あ る一 つ の従 属 変 量 が 量 的 デ ー タで 与え られ てお り,そ れ をい くつ か の独

　立 変 量 の 線 形 関数 と して説 明 し よ うとす る手 法 であ る。 この 手 法 は 最 小二 乗

　 法 また は 最 尤 法 に よ っ て導 き 出さ れ る。 この分 析 は,統 計 的方 法 の 中 で 最 も

　 広汎 か つ頻 繁 に利 用 さ れ る手 法 で あ る。

曹

仮 想記 憶(virtual　 memory)

　 　 実 際の 主 記 憶 装 置 の大 きさ に と らわれ る こ とな く,利 用者 としては無限 に大

　 きな主 記 憶 装 置 を 利 用 で き る よ うな し くみ を い う。 この仮 想記 憶 を実 現 す る

　 た め には セ グ メン ト方 式 とペ ー ジ方 式 とい う2つ の方 法 に よ る。 一 般 に セ グ

　 メン ト方 式 が プ ログ ラム設 計 者 の 意 図 に任 され て い るの に 対 して,ペ ー ジ方

　 式 では シス テ ムが 自動 的 にペ ー ジの 分割 と実 行 時 の ペ ー ジめ く りを代 行 し て

　 くれ る。 ペ ー ジ方式 の 場合 には,主 記憶 装 置 の 割 付 け ア ル ゴ リズ ムが 単 純 に

　 な り利 用 者 の負 担 が軽 くな る とい う長所 と,ペ ー ジ間 で の リン ケー ジのた め

　 の オ ー バヘ ッ ドや プ ロ グ ラ ムの 意 志 を無 視 す る結 果 と して 現 わ れ る実 行 の非

　 効率 性 が あ る。

キ ャ ッシ ュ ・メモ リ(cache　 me　nory)

　 　 中央 処 理 装 置 と主 記 憶装 置 の 間 に置 か れ る半 導 体 の高 速 メモ リで,大 型 計

　 算 機 の 高速 化 を図 った もの で あ る。 プ ・ グ ラ ムの実 行 時 に,プ ログ ラ ムの一

　 部が この メ モ リ内 に読 み 込 まれ,そ こで 命 令 の実 行 が 高 速 に行 わ れ る。

、

り

キ ュ_イ ン グ(queuing)　 待 ち 合 せ

　 　 サ ー ビ ス を 受 け る た め に 待 つ こ と を い う 。

キ ュ ー レ ン グ ス(queue-length)

　 　 計 算 機 で は,外 部 記 憶 装 置 内 に 貯 え ら れ,処 理 を 待 っ て い る ブ ・ グ ラ ム の
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集 ま り を い う。

コ マ ン ド(command)

　　計 算機の動作を指示す る命令 であるが,四 則演算,転 送な どデー タ処 理の

た めの 命 令 では な く・ これ らの プ ログ ラム命 令 の始 動 ・停止 ・継 続 を 指 示 す

　る制 御 命令 を い う。
'

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 `

コ モ ン バ'ン ク ・ リ ロ ー ド(commonbank　 reload)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ

　 　 コモ ン パ ン ク とは エ ン トラ ン トの サ ブル ー チ ンで共 通 に使 用 す る もの を 集

合 させ た ブ ・ グ ラ ムで あ り,こ れ は 読 み 込み 専用 で あ る。

コ ン/ぐ イ ラ(・ ・mpiler)

　 　 自 動 ブ ・ グ ラ ミ ン グ に 使 用 さ れ る ル ー チ ン の 一 種 で 擬 似 コ ー ド で 書 か れ た

　 プ ロ グ ラ ム を 機 械 コ ー ド に ょ る プ ロ グ ラ ム に 翻 訳 す る た め の ル ー チ ン を い う。

サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム(servise　 program)

　 　 メ ー カ が ユ ー ザ の た め に 提 供 す る プ ロ グ ラ ム

♂

●

最 小 二 乗 法(m・th・d・f　 lea・t・quare,)

　 　 過 去 の デ ー タ を整 理 して,将 来 い ろ いろ の ア ク シ ョン を とる と きの 予 測 を

　 す るの に使用 さ れ る手 法 であ り,デ ー タを グ ラ フに 表わ した 時 に最 も よ く適

　合 す る 方程 式 を考 え・ そ の 方 程 式 の 係数 を推 定 す るた め の計 算 方 法 で あ る。

　デ ー タ と方 程式 か ら与 え られ た数 値 の誤 差 の2乗 の和 を最 小 に す る よ うに計

　算 さ れ てい るの で この 呼 び名 が あ る。

シ ー ク タ イ ム(seek　 time)

　 　 ラ ン ダ ム ア ク セ ス フ ァ イ ル で 目 的 と す る 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 場 合 に,磁
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気 デ ィス ク装 置 の ア ー ム等 の よ うに機 械 的 移 動 を行 う こ とを シー ク といい,

この よ うな ア ク セス 機構 を 所 定 の 場所 に 位 置 付 け るた め に要 す る時 間 を い う。

シ ン ビ オ ン ト 装 置(symbiont)

　 　 シ ン ビ オ ン ト と は,入 出 力 を 行 う 際,メ モ リ上 に そ の イ メ ー ジ を ス ト ア す

　 る こ と を い い,シ ン ビ オ ン ト装 置 と は,そ の 意 味 か ら カ ー ド リ ー ダ ・ラ イ ン

　 プ リ ン タ な ど 入 出 力 装 置 の 総 称 で あ る 。

●

ジ ョブ(job)

　　一 連のプログラム の 流れ で一 つ の ま とま った業 務 が 処 理 され る場 合 に,そ の

　プ ロ グ ラムの グル ー プに 対 して 名付 け られ た もの で あ る。 プ ・ グ ラム の実 行

　の 過 程 では,処 理 の 優 先 度 に応 じて ジ ョブ の 選 択が 行 われ た り,ア カ ウン ト

　の計 算 が な され た りす る。

ジ ョ ブ ス ケ ジ ュ ー リ ン グ(job　 scheduling)

　 　 シ ス テ ム に 提 出 さ れ た ジ ョ ブ の 中 で ど れ を シ ス テ ム に 入 れ た ら よ い か,す

　 な わ ち ど れ に 資 源 を 割 当 て た ら よ い か を 決 定 す る 機 能 で あ り,こ の 機 能 を つ

　 か さ ど る ソ フ ト ウ ェ ア を ジ ョ ブ ス ケ ジ ュ ー ラ(job　 scheduler)と い う。

ジ ョブ ス テ ップ(job　 step)

　 　 ジ ョブを構 成す る一 つの プ ロ グ ラ ム に対 応 す る もの で あ るが,プ ・ グ ラム

　が静 的 な 状 態 に対 す る言 葉 で あ る の に対 し,ジ ョブ ス テ ップは 動 的 な 状 態 を

　 指す。 た とえ ば,一 つ の ジ ョブの 中 で 同 じ分 類 プ ロ グ ラ ムが2回 実 行 さ れ た

　 とす る とき,ジ ョブス テ ップ と して は 異 な った2個 の もの にな る。

、

指 数 分 布(exponential　 distribution)

　 　 一 般 に 指 数 関 数 の 分 布 と な る も の を い う 。 あ る 部 品 の 平 均 寿 命 をt。 と す
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る とt以 上 の 寿命 の 長 さを もっ た部 品 の数Nは 全 数Noに 対 してN=Noご%。

のよ うな 指数 分 布 とな る。

●

ス ルー プ ット(throughput)

　 　 シス テ ムが 単 位,時 間 当 た りに処理 す る仕 事 量

ス ワ ッピン グ(swaping)

　 　大 容 量 外 部記 憶 装 置 上 に主 記 憶装 置の 退 避 域 を 設 け て,必 要 が な くな れ ば

　 主記 憶 か ら外 部 記 憶 へ,必 要 に なれ ば 外 部 記憶 か ら主記 憶 へ 情 報 を 移 し換 え

　 るこ と。

　 　現 在 実 行 中の ジ ョブが 一 時 的 に 主記 憶上 に い る必 要 が な くな った 時 には 実

・行 待 ちの 状態 にあ る ジ ョブの た め に主 記憶 を あけ わ たす これ をス ワ ップァ ウ

　 ト(swap　 out)と い い,必 要 にな った時 点 で再 び主 記 憶上 に 復 帰 す る こ と

　 をス ワ ップ イ ン(swap　 in)と い う。 また これ らを ロー ル ア ウ ト/ロ ー ル イ

　 ン と もい う。

タ ー ミ ネ ー シ ョ ン(termination)

　 　 終 端,終 了

♂

亀

タ ー ン ア ラ ウ ン ド タ イ ム(turnaround　 time)

　 　計 算 機 に プ ロ グ ラム ま たは デ ー タを投 入 してか ら処 理 終 了後 出力 を受 け取

　るま で に要 す る時 間 を い う。 一 般 には計 算機 にお け'る処 理 時 間 の ほ か に準 備

　作業 や デ リバ リー等 の 時 間 を 含め る。

ダ イナ ミ ックデ ィス パ ッチ'ン グ(dynamic　 dispatching)

　 　計 算 機 お よ び 入 出 力装 置 を 最適 に使 用 す るた め,自 動 優先 順位 グ ルー プ内

　で タス クに優 先 順 位 を 割 り振 る機 能
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タ イ ム ク オ ン タ ム(time　 quantum)

　 　 一 つ の タ ス ク が 連 続 し て 占 有 で き るCPU時 間 の こ と。 こ の 時 間 が 経 過 す

　 る と タ ス ク の 実 行 は 中 止 さ れ,そ の タ ス ク は レ デ ィ 状 態 の タ ス ク の 列 の 中 に

　 置 か れ て 次 の タ イ ム ク オ ン タ ム が 与 え られ るの を 待 つ こ と に な る 。 タ イ ム シ

　 ェ ア リ ン グ シ ス テ ム で は,特 に タ イ ム ク オ ン タ ム を 一 定 の 時 間 に し て,多 数

　 の ユ ー ザ が 公 平 にCPUを 使 用 で き る よ う に す 、る 場 合 が 多 い 。 タ イ ム ス ラ ィ

　 ス(time　 slice)と も い う。

、

タス ク(task)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 　そ れ以 上 分割 不可 能 な仕 事 の単 位 で,CPU時 間 の割 当 て を受 け る時 の対

　象 にな るも の であ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。

　 　ジ ョブス テ ップは 単 純 に一 つ の タス クで 構成 され る こ と もあ るが,普 通は

　い くつ か の タス クで 構 成 され,さ らにそ の うちの い くつ か が 並 行 して 処 理 さ

　れ る場合 もあ る。 タス ク とか サ ブ プ ロ グ ラム とか の こ とば も,ジ ョブス テ ッ

　 プと プ ・ グ ラ ムの 相 違 と同様,動 的 に と らえ るか静 的 にみ る か の違 い と考 え

　 て よい。 タス クは ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム内 のサ ブ プ ロ グ ラ ムの 実 行の 場 合 もあ る

　 し,オ ペ レー テ ィ ン グ シス テ ム内 の サ ブ プ ・ グ ラ ムの実 行 の 場合 もあ る。

ダ ン プ(dump)

　 　 計 算 機 内 で の 処 理 中 の 状 況 を 故 障,エ ラ ー,デ バ ッ ク な ど の た め に 一 時 的

　 に コ ン ソ ー ル,磁 気 テ ー プ,ラ イ ンプ リ ン タ な ど に 打 ち 出 す こ と 。

、

ふ

デ ー タ セ ッ ト(data　 set)

　 　 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が デ ー タ を 取 り扱 う と き,デ ー タ の 記 録 や 取 出

　 し の 主 要 単 位 と な る も の で,規 定 さ れ た 配 列 方 法 に よ つ て 並 べ ら れ た 一 群 の

　 デ ー タ で 構 成 さ れ る 。
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デ ー タ ベ ー ス(database)

　 　 デ ー タベ ース 自体 の 定義 は現 状 では 固 定 した もの で は な く,機 械 可 読 型 に

な っ てい るデ ー タの 集合 体 を デ ー タベ ー ス と総 称 す る場 合 もあ るが
,こ こ で

　は 多 目的 利用 を 前 提 と した共 用 フ ァイル群 と して規定 す る。

、

,

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(d・t・base　 manag・m・nt・y、t。m)-DBMS

　 　多 目的共 用 フ ァイ ル(デ ー タベー ス)を 有 効 に管 理 す る ソ ス トウ ェアで あ

　 り・ 一 般 的 にDBMSに 要 請 さ れ る機 能 と しては,① デ ー タ ベ ース の 論 理 的

　な 枠 組 を定 義 す る論 理 構 造 の 定 義機 能,② デ ー タが 格 納 さ れ る記憶 装 置 上 で

　の構 成 を定 義 す る物 理 構 造 の 定義 機 能,③ デ ー タ とそ れ を 使 用 す るア プ リケ

　ー シ ョン'プ ログ ラ ムを 分離 し・ 相 互 に独 立 して管理 す る こ との で き.るデ ー

　タ独 立性 の機 能,④ 利 用 者 とDBMSの イ ン タ フ ェ ー ス を とるた め に デ ー

　タ定 義 とデ ー タ操 作 に 関す る言 語 の 提 供,⑤ オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム で

管 理 し て い る デ ー タ 管 理 機 能(各 種 の ア ク セ ス 手 法)と の リ ン ク
,資 源 配 置,

ア ー タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 能 な ど と の イ ン タ フ ェ ー ス を 司 るOSイ ン タ

　 フ ェ ー ス 機 能 な ど が あ る 。

ρ

ト ラ フ ィ ッ ク(traffic)

　 一 定の時間 内に・ 通信呼が交換機を占有す る総延時 間をい う。 交換機1個

が 間 断 な く 占 有 さ れ て い る と き そ れ が1時 間 内 に 運 ぶ ト ラ フ ィ
ッ ク を ト ラ フ

　 ィ ッ ク の 単 位 と し て1ア ー ラ ン(erl)と い う。

亀

ト ラ ン 、ザ ク シ ョ ン(transactiOI1)

　 一 連 の デ 『 タは 端 末 か ら計 算機 へ,あ るいは そ の逆 に送 られ る。 この よ う

な デ ー タ の 集 ま り を 通 常 ト ラ ン ザ ク シ ・ ン と い っ て お り
,デ ー タ フ ァ イ ル の

更 新 を 行 う 入 出 荷 ・ 売 上 返 品,訂 正 な ど の デ ー タ を 総 称 し て い る
。 メ ッ セ_

ジ と も 混 乱 し て 使 わ れ て い る が ,メ ッ セ ー ジ は 文 章 と い う意 味 が 強 い 。
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ト レ ー サ ー(.tracer)

　 計 算 機 が実 行 した 命 令 とそ の 実 行 に よ って レジス タな どが変 化 してい く様

子 を 命 令 が 一 つ 実 行 さ れ る ご と に 調 べ る こ と を ト レ ー ス(trace)と い い,

　 こ の よ う な 機 能 を も っ た プ ロ グ ラ ム を ト レ ー サ ー と い う。
、

》

排 他 制 御(excluse　 control)

　 　一 般 に_ブ ・セス が そ の処 理 の実 行 のた め に必 要 とす る資 源 は,① リエ ン

　 トラン ト(再 入可 能),② シ リア ル リユー ザ ブ ル(逐 次 再使 用 可 能),③ 再

　 使 用不 可 能 な もの に大 別 で きるが,オ ペ レー テ ィ ン グ シス テ ムの 中 の多 くの

　 共 通 ルー チ ンや 一 般 の共 用 フ ァ イル な どの よ うな② の プ ロセス の実 行 に よ つ

　 て 内部 の値 や 状態 を変 化 させ,一 時 点 では一 つ の プ ・ セス しか使 用 で きな い

　 資源 につ い て は,常 に一 つ の プロ セス し かそ の 資 源 を使 用 で きな い よ うにす

　 る必要 が あ る。 この よ うに 他 を しめ だ して,一 つ の プ ロセス が 独 占使 用 で き

　 る よ うにす るこ とを排 他 制 御 とい う。

r

パ ツ フ ァ(buffer)

　　 情報 を他 へ 転 送 す る とき,あ るいは 処 理 す べ き情 報 量 が一 時 的 に急 増 した

　 とき,そ れ を一 時 的 に 貯 え て お くこ と。

パ フ ォ ー マ ン ス(performance)性 能

　 　 使 い や す さ(facility)と 合 せ て,シ ス テ ム の 総 生 産 性 に 影 響 を 及 ぼ す

　 2大 要 素 の 一 つ で あ り,主 と し て 次 の 三 つ の 要 因,す な わ ち ・ ス ル ー プ ッ ト・

　 応 答 時 間,可 用 性(availability)の 組 合 せ に よ っ て 決 ま る 。　 ,

3

フ 了 イ ル 編 成(file　 organization)

　 　 デー タの集 合 を 効率 的 に処 理 で き る よ うに相 互 の 関連 を定 め て 記憶 装 置 内

　 に格 納 す る方 法 をい う。 シー ケ ンシ ャル 編 成(順 次 編 成),ラ ン ダ ム編 成,
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リス ト編 成 に大 別 され る。

●

へ

ブ ロ ッ キ ン グ(blocking)

　 　 複 数 の 論 理 レ コ ー ドを 一 つ の 物 理 レ コ ー ド(ブ ロ ッ ク)に ま と め る こ と。

　 ま た,ブ ・ ッ ク 内 の す な わ ち1レ コ ー ド を 構 成 し て い る 桁 数 の 総 和 を プ ・ ッ

　 キ ン グ サ イ ズ(blocking　 size)又 は ブ ロ ッ ク ・ レ ン グ ス(block　 len-

　 gth)と い うo

o

ペ ー ジン グ(paging)

　 　仮 想 記 憶 を実現 す るた めの 一 つ の方 法 で あ る。 ペ ー ジ方 式 で は,主 記 憶 装

　置 を ペ ー ジ(page)と 称され る大 きさの ブ ・ ック に分 割 し,こ れ が ・一 ドや

　再 割 当 て の単 位 とな る。 作 られ た プ ・グ ラム も同 じ大 きさ の ペ ー ジに 分割 さ

　れ ペー ジ ご とに ・一 ドさ れ る。 あ るプ ロ グ ラムが実 行 指 示 さ れ る と,ま ず そ

　 の プ ログ ラ ムに 関す る ペ ー ジテー ブ ル(page　 tab1・e)が 主記 憶 装 置 あ る

　 いは ペー ジテ ー ブ ル の た めの 特 殊 な 記 憶 装置 に つ く られ る。 ペ ー ジテ ー ブ ル

　は プ ロ グラ ム の ペ ー ジ とハ ー ドウ ェア の ペー ジの 対 照 表 で 相 対 ア ドレス か

　 ら絶対 ア ドレスの 変 換 の た め に ハー ドウ ェアに ょ って 用 い られ る もの で あ る。

平 均 命 令 実行 時 間

　 　 演 算 装置 の処 理 能 力 を表 わ す 指 標 とな るもの で,1命 令 を 実行 す るの に 要

　 す る平均 時 間 の こ とで あ る。 これ に使用 され る もの は 四 則 演 算 の処 理 時 間,

　 ギ ブ ソン ミ ックス 値 の 処 理時 間,コ マー シ ャル ミ ックス 値 の 処 理時 間 な どで

　 あ る。 ま た,処 理 能 力を 表 わ す指 標 と して,こ の 平均 命 令 実 行 時 間の 逆数 で

　 あ る単 位 時 間 当 りの 平 均 命 令実 行 回数 もよ く使 用 され る。

ベ ン チ マ ー ク ・テ ス ト(benchmark　 test)

　 　 シ ス テ ム の そ れ ぞ れ の 適 用 業 務 に 即 応 し た 処 理 問 題 を 設 定 し,様 々 な 条 件
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の も とで実 際 に処 理 を 行 い,処 理 に要 した 時 間や 資源 の利 用 率 を求 め,こ の

結 果 を もっ て性 能 の評 価 や稼 動状 況 の 分析 を 行 う シス テ ム評 価 手 法 で あ る。

ポ ア ソン分 布(poisson　 distribution)'

　 　離 散 的変 数 の 確 率 分 布 の ひ とつ で あ る。 時 間 的 に ラ ンダ ムに発 生 す る事 象

　の一 定 期 間 内 の発 生 回数 の 分 布は ポ ア ソ ン分 布 に な る。 した が って時 間 的 に

　 ラン ダ ムに要 求 が お き る こ とを ポア ソン分 布致 着 とい う。

、
、

ε

ボ リ ュ ー ム(volume)

　 　 磁 気 テ ー プ,磁 気 ド ラ ム,磁 気 デ ィ ス ク な ど の 記 録 媒 体 を 取 り扱 う 際 に 使

　 わ れ る1単 位 を ボ リ ュ ー ム と い う。 す な わ ち テ ー プ リ ー ル1巻,デ ィ ス ク パ

　 ッ ク1個 な ど が1ボ リ ュ ー ム で あ る 。
o

マ ル チ ス レ ッ ド(multithread)

　 　 ス レ ッ ド と は,1つ の メ ッ セ ー ジ の 処 理 を 完 了 す る た め に 必 要 な 一 連 の 仕

　 事,あ る い は プ ロ グ ラ ム の 流 れ を い う。 通 常,こ れ ら の 全 て の プ ・ グ ラ ム あ

　 る い は 仕 事 は,新 し い メ ッ セ ー ジ の 処 理 を 開 始 す る 前 に 完 了 す る 。 こ れ を シ

　 ン グ ル ・ス レ ッ ド と い う。 一 つ の メ ッ セ ー ジ に 関 す る ス レ ッ ドが 完 了 す る 前

　 に 中 断 し,他 の メ ッ セ ー ジ の ス レ ッ ドが こ の 間 に 行 わ れ,あ た か も い く つ か

　 の ス レ ッ ドが 同 時 に 並 行 し て 処 理 さ れ て い る よ う に み え る 処 理 方 法 を マ ル チ

　 ス レ ッ ド と い う。

～

プ
●

マル チ プ ログ ラ ミン グ(multiprogramming)多 重 プ ロ グ ラ ミン グ

　 　普通 の プ ・グ ラムで は,入 出 力命 令 を実 行 す る とそ れ が 完 了す る ま で待 た

　な けれ ば な らな い よ う な 処 理手 順 に な っ てい る こ とが 多 い。 この よ うなC

　 PUの 遊 び をな くす た め に 同時 に実 行 して も よい よ うな 別 の ブ ・ グ ラム を用

　意 してお い て,一 つ の プ ログ ラムのCPU使 用 に待 ちの 状 態が 出現 し た とき,
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次 々 と 複 数 の プ ロ グラ ム に 命 令 実 行 の コ ン トロール を 渡 し て,み か け 上 複 数 個 の

プ ロ グ ラ ム を 同 時 に 走 ら せ る こ と,マ ル チ タ ス ク オ ペ レ ー シ ョ ン と 同 義 で あ

る 。

「●

9

へ

.

モ ジ ェー ル(module)

　 　で きあが った一 つ の プ ロ グ ラム とか,計 算 機 の装 置 の 中の 一 つ の区 分 で き

　 る部 分 の こ とで 南 り,こ こで は プ ロ グ ラ ムの 中の あ る定 ま った機 能 を果 す単

　位 と して と らえ て い る。

ラ ン(run)実 行

　 計 算 機 プ ・ グラ ム又 は ル ー チ ンの連 続 した1回 の 実 行 の こ.と。

リ ソ ー ス(resource)=system　 resou「ce

　 計 算 機 シ ス テ ム や オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム な ど の 機 構 や 機 能 の 総 称 で,

中 央 処 理 装 置,主 記 憶 装 置,入 出 力 装 置,制 御 プ ロ グ ラ ム,処 理 プ ロ グ ラ ム ,

デ ー タ セ ッ ト,タ イ マ な ど を い う 。

¢

レ コ ー ド(record)

　 　 フ ァ イ ル を ア ク セ ス す る と き 実 際 に 読 み 書 き の 単 位 と し て 使 用 さ れ る デ ー

　 タ の 単 位 。 レ コ ー ド と い う こ と ば を こ の 意 味 で 使 う こ と を は っ き り さ せ る と

　 き に 物 理 レ コ ー ド(physical　 record)と い う 。

　 　 ま た,関 連 す る 項 目(特 定 の1種 類 の デ ー タ を 含 む た め に 使 わ れ る 記 憶 区

域)の 集 ま り で,プ ロ グ ラ ム で デ ー タ を 取 り扱 う と き の 単 位 と な る も の も レ

　 コ ー ド と 呼 ぶ が,前 述 の こ と ば と 区 別 す る と き こ れ を 論 理 レ コ ー ド(logi-

　 cal　 rgcord)と し(う 。

　 論 理 レ コ ー ドは そ の ま ま 物 理 レ コ ー ド と な る 場 合 も あ る が,一 般 的 に は 何

組 か が ま と ま っ て 物 理 レ コ ー ド に な る 。COBOLな ど で は 物 理 レ コ ー ドは ブ
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ロ ッ ク と い わ れ て い る 。

レス ポ ンス タ イ ム(response　 time)応 答時 間

　 　入 力 に対 して シス テ ムが 反応 す る ま で の時 間 をい う。 た.とえ ば,端 末 装 置

　か らデ ー タを投 入 し,処 理結 果 を 同一 の端 末 装 置 に 出 力さ せ る と きは,入 力

　の た め の 最 終 の キ イを押 して か ら最 初 の 字 が プ リン トされ るま で の 時 間 が そ

　れ に相 当す る。

(8

ロ ー デ ィ ン グ(10ading)

　 計 算 機 の 内 部 記 憶 装 置 に,外 部 記 憶 装 置 に 準 備 し て あ る プ ・ グ ラ ム ・ル ー

　 チ ン を 移 し て 記 憶 さ せ る こ と を ロ ー ド(load)と い い,こ の 作 業 を 実 行 す

　 る こ と を ロ ー デ ィ ン と い う。

ロ グ(109)・=10gging

　 　シ入 テ ムが 稼 動 し てい る途 中 で 出 て くる メ ッセ ー ジや エ ラーの 状 況 な どを

　発 生 した時 刻 と と もに 記録 して お くもの。 ア カ ウ ンテ ィン グ と対 比 。

ユ ニ パ ス(unibus)

　 　主 に ミニ コ ン ピ ュー タにおい て,す べ て の 周 辺 装置,記 憶 装置,中 央 処 理

　装 置 を1本 の母 線 で結 合 し,こ れ らの 各装 置 に 通信 の た め に同 じ信 号 の組 を

　 用 い,通 信 の形 成 も同 じで あ る よ うな 母線 をい う。 したが って・ メ モ リを参

照 す るの に用 い る命 令 の組 は 周辺 装 置 を参 照 す るの に も用 い られ る。i

S
,

↑
●

割込 み(interrupt)

　 　現 在 実 行 中 の プ ロ グ ラムを一 時 中 断 して 必 要 な処 理 プ ログ ラ ムを実 行 す る

　 た め に オ ペ レー テ ィン グ シス テ ム に制 御 を 移 す こ とで あ る。 割 込 み の 原 因 と

　 して は,① 中 央処 理 装 置 内 で奇 数 検 査 の誤 り',割 る数 が0の 割算,存 在 しない
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で

ア ドレス の指 定 な ど異 常が 発生 し た と き,② 入 出 力装 置 の情 報 交 換 が 終 了 し

た と き,③ 入 出 力装 置 に動 作 の 終 了,誤 動 作,用 紙 や カー ドの 不 足 な ど特 殊

な 状 態 が 発 生 した と き,④ 制 御 卓 か ら特 定 の ス イ ッチ を押 した と き,⑤ 計 算

機 内 に組 み 込 ま れ た時 計 が決 め られ た 時間 にな った とき,⑥ 複 数 計 算 機 シス

テ ムにお い て 他 の計 算 機 か らの 割込 み 要 求 な どが あ る。

,
砲

マ

q
,

●
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使 用 略 語 一 覧

〔A〕

　　 AIET(Average

　　　AIM(Advanced

Instruction　 Execution　 Time)

Information　 Manager)

V
.

㊧、
台

,

、

〔C〕

　　 CAU(Command　 Arithmetic　 Unit)

　　 CCP(Communication　 Control　 Processor)

　　　CBSUPS(Command　 Block　 Standard　 Unit　 of　 Processing)

〔D〕

　　 DA(Dy'namicAllocater)

　　 DASD(Direct　 Access　 Storege　 Device)

　　　DBMS(Data　 Base　 Management　 System)

　　 DCMS(Data　 Communicution　 Management　 System)

〔E〕

　　　EXEC(Execute)

〔F〕

　　 FMS(File　 Management System)

●

〔1〕

　　　IMF(Integrated　 Monitoring　 Facility)

　　　IMS(lnformation　 Management　 System)

　　　1/O(Input/Output　 )

　　　ISI(Internally　 Spcified　 Index)'
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〔J〕

　　 JES(Job

　　 JSS(Job

Entry　 Subsystem)

Spooling　 Subsystem)

、

〔M〕

　　 MIPS(Million　 Instrction　 Per　 Second)

　　 MSS(Ma　 ss　 Storage　 System)

〔O〕

　　 OS(Operating　 System)

〔P〕

　　 PAL(Paging　 Algorithm)

　　 PDA(Performance　 Data　 Analyzer)

　　 PDL(Performance　 Data　 Logger)

　　 PG(Priority　 GroP)

　　 PP(Problem　 Program)

、'

一

〔Q〕

　　 QM(Queuing　 Mode1)

〔R〕 　 　 　 　 　 　 　 '

　　 RCM(Resources　 Centralized　 Manager)

　　 RDR(Reader)

　　 RJE(Remote　 Job　 Entry)

　　 RM(Resource　 Monitor)

　　 RMF(Resource　 Management　 Facility)
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■
、

〔S〕

　　　SAR(SystemActivity　 Report)

　　　SDM(System　 Decision　 Manager)

　　　SEP(Summary　 Edit　 Program)

　　　SIP(Software　 Instrumentation　 Package)

　　　SLR(Service　 Level　 Reporter)

　　　SMF(SystemManagement　 Facilities)

　　　 SMS(System　 Management　 Service)

　　　 SP(Supervisor　 Program)

　　　 SSA(Segment　 Search　 Argument)

　　　 SUPS(Standard　 Unit　 of　 Processing)

　　　 SVC(Supervisor　 Ca11)

t
ユ

η

〔T〕

　　　TAT(Turn　 Arround　 Time)

　　　TOLTS(Tota10n　 Line　 Test　 System)

　　　TSO(Time　 Shering　 Opsion)

〔V〕

　　 VMM(Virtual　 Memory　 Management)

　　　VSAM(Virtual　 Storage　 Access　 Method)

　　 VTAM'(Virtua1'Telecommunications　 Acccessl　 Method)

も
、

寸

●

〔W〕

　　 WTR(Writer)

　　 WTS(Working　 Tool　 for System　 evaluation　 of　 Services)

.
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